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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ようこそ、秘ひ密みつのカウンセリングルームへ。

　ここに来たということは、おそらく貴女あなたは信じられないような事件に遭そう遇ぐうし、巻まき込こまれてしまったのでしょう。そう。こんなことが実じつ際さいに起こるわけがないと、真っ当な常じよう識しき人じんなら断だん言げんできるような、きわめて奇き妙みような出来事に。違ちがいますか？　違いませんね。

　そして一人で悩なやんでいた貴女は、友人か知人にこの場所のことを知らされ、半はん信しん半はん疑ぎで訪たずねてみることにした。違いますか？　違わない？　そうでしょう。

　ええ、言わなくてもわかります。なにしろ、この時間帯にこの部へ屋やを──つまり、放課後に美術室を訪おとずれる人は、誰だれもがそんな悩みを抱かかえているのですから。

　えっ？　はい、そのとおりです。私たちはすでに何度もこういった事件を扱あつかい、それら全てを、秘ひ密みつ裏りに解かい決けつしてきました。人に仇あだなす妖よう怪かいはもちろん、先日は神を名乗る相手さえも退しりぞけたほどで──そんな話は知らなかった？　ふふ、それは当然です。しかし、今日も昨日と同じように貴女が学生生活を送れているのが、何よりの証しよう拠こなのですよ。

　そうです。何も心配は要りません。私の言葉を信じ、貴女の身に起こったことを、そのまま話してくれさえすれば──えっ？　急にそう言われても、簡かん単たんには受け入れられない？　なるほど、貴女はたいへん理性的な方のようですね。しかし──これは残念ながら事実なのです。人知の及ばない怪かい異いは、この世界に実じつ在ざいします。

　──はい、わかりますよ、その気持ちは。でしたら──そうですね、いきなり納なつ得とくするのが難むずかしいのなら、今からその世界に入ると思ってみてはどうでしょう。貴女が依い頼らいを話してくれる、ちょっとの間だけでも構かまいません。恐おそれることはありません。これからの数分間、貴女の心は貴女の体を離はなれて、この不思議な世界の中に入っていくのです……」

　美術室と美術準じゆん備び室しつを隔へだてる薄うすい壁かべの向こうから、流りゆう暢ちような言葉が響ひびいてくる。言ってることはきわめて胡う散さん臭くさいけど、あれだけツラツラと言葉が出てくるってのは大したもんだ。

「さすが経ふみ島しま先輩。しかし、本気で困こまってる人相手に、あの態たい度どはどうなんだろう」

　美術準備室の隅すみ、丸まる椅い子すに腰こし掛かけて鉛筆を削けずりながら、僕は小声でつぶやいた。と、その独ひとり言ごとに、窓まど際ぎわで空を眺ながめていた奈な良ら山やまが振ふり向むいた。後ろで縛しばった長い髪かみがふわりと踊おどる様は、夏服の白いシャツや背はい景けいの青空と相まって、なんだかやたらと爽さわやかだ。

「悩んでる人に深しん刻こくに応たい対おうしても不安を煽あおるだけだよ、白しら塚つか。余よ裕ゆうを持って相手をするのは、間ま違ちがってない」

「ふーん。奈良山にそう言われるとそんな気もするなあ」

　同級生であり実力派の天てん狗ぐでもある友人へ適てき当とうな相あい槌づちを返しつつ、鉛筆の削りかすをフッと吹き散らす。芯しんの尖とがり具ぐ合あいを確かく認にんしながら、僕は壁にもたれて画集を開いていた後輩へと小さな声で話しかけた。

「フィルはどう思う？」

「俺は早いとこ絵を描かきに行きたいです。梅雨に入る前に、今の絵を描き終えたいのに」

　抑おさえた声で答えつつ、やるせなく肩かたをすくめる銀ぎん髪ぱつの男子生徒。しみじみと語られた溜ため息いき混まじりの一言に、僕は奈な良ら山やまと顔を見合わせ「それはわかる」と共感した。

　──放課後に入ったばかり、部員のみんなが集まり始めていた美術室に、見み慣なれない顔の女子生徒が訪たずねてきたのは、今からだいたい五分前のことだった。身長は小こ柄がらでもなく大おお柄がらでもなく、地味な眼鏡に清せい楚そな三つ編み、服ふく装そうはサイズ大きめのジャージの上下。いかにも気弱そうなその女の子は、「相談が……」と言ったきり、僕らを見回し、黙だまり込こんでしまった。

　ちなみにその時美術室に揃そろっていたメンバーは、イタチさん以外の全員──つまり、僕と奈良山とフィルに、経ふみ島しま先輩と鱗りんさん。幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらが不ふ在ざいなのはいつものことなので省略するとして、本日のお客様はそんな僕ら五人を前に、口をつぐんでしまったというわけだ。

　妖よう怪かいがらみの事件の相談に来たものの、切り出せなくて困こまっているんだなってことは、まあ、経けい験けんから察さつしはついた。同時に、眼鏡の奥おくの不安げな視し線せんがちらちらと僕や奈良山へ向いているのに気付いた鱗さんが「野郎の前では話せない悩なやみってことね」と気を利きかせ、僕ら男子部員を準じゆん備び室しつへと押おし込こめた。かくして僕ら三人は、この狭せまい一室で、鱗さん言うところの「乙女どうしの相談タイム」が終わるのを待つことになったというわけだ。

「まあ、男がいると相談しづらいってのはわかりますし、鱗にしては気の利いた行動だと思いますけど……。俺らを準備室に追おい払はらっても意味ないんじゃないですか？」

　壁かべの向こうに声が漏もれないよう気を遣つかいつつ、フィルがつぶやいた。だよなあ。壁は薄うすいし、扉とびらの隙すき間まは上下とも一センチほどあるし、あちらの声はけっこう聞こえてしまうのだ。

　だったら廊ろう下かに出ればいいじゃないかと思うけど、準備室から廊下に出るためには、ドアの前に山と積まれた授業用のイーゼルとキャンバスを突とつ破ぱする必要がある。つまり準備室から外へ出るためには美術室を通るしかなく、その美術室が現在進行形で男子禁制になってる以上、僕らはここで静かにしているしかないのであった。

「……早いとこ終わってくれるといいんだけど」

　やるせなく溜ため息いきを吐つきながら顔を上げれば、「経島専用」と大きく書かれた本ほん棚だなが目に映った。先輩が様々なルートから集めてきた、妖怪がらみの古文書や研究書が、ずらりと並ならんで──ではなく、乱雑に積まれている。見る度たびに冊数が増ふえてるような気がするなあ、と思いつつ、並んだ本を眺ながめていると、ふとフィルが小声で奈良山と僕に問いかけてきた。

「と言うか、話を聞くのが鱗と経島先輩だけって、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　ストッパー役で仕切り役の伊達だて先輩がいないと、あの二人、すぐ暴ぼう走そうしそうなんですが……」

「うん、その可か能のう性せいはあるかもね。白しら塚つか、今日は、伊達さんは？」

「イタチさんなら今日は遅ち刻こく。生徒会室寄ってから来るって言ってたよ」

　副会長の新あら井いさんに借りた本を返すとか言ってたっけか。昼休みに本人から聞いた話を思い出し、ひそひそ声で答えを返せば、奈良山とフィルは顔を見合わせて溜息を吐いた。

「じゃ、おとなしく成り行きを待つしかないか。絵の道具も美術室に置いたままだしね」

「ですね……」

　壁かべにもたれかかりながら、フィルがつぶやく。僕は無言でうなずくと、鉛筆削けずりを再さい開かいした。美術室から聞こえる話し声はなるべく意い識しきするなよ、と自分に言い聞かせながら。

「──そんじゃ、改めて話をお伺うかがいしましょーか。えーと」

「あっ、すみません。二年Ｂ組、大おお牧まき理り佳かです」

「はい、よろしく。私は三年の──」

「経ふみ島しま御み崎さき先輩、ですよね？　たしか、生徒会長の彼女さん、って……」

「へ？　まあ、確たしかに私はあれと付き合っちゃいるけどさ。よく知ってるわね」

　初対面の下級生が自分を知っていたのが意外だったのか、経島先輩がきょとんと驚おどろく。そこに「あんたの彼氏は後輩には人気者だからね」と鱗りんさんの声が割り込んだ。

「必然的にその恋人の噂うわさも広がってるわけなのさ。ちなみにアタシは一年の山やま楝蛇かがし鱗りんなのでした。さーて大牧くん、本日の用件は？　先に言っとくけど、季節外れの風邪かぜもらっちゃったのでオカルトでちゃっちゃと治なおせ、とかじゃなかろうな。なんか最近流行はやってるらしいけど」

「い、いえ、そんな……。急に熱を出す人が増ふえているのは知っていますが、私は今のところ健康……とも言えないんです。実はですね、その……」

　大牧と名乗った女子生徒の声が聞こえなくなった。どうやら本題に入ったらしい。あんまり深しん刻こくな悩なやみじゃないといいんだけどな。勝手な希望を抱いだきつつデザインナイフを滑すべらせていると、抑おさえた声での会話がしばらく続いた後、経島先輩がうなずく声が響ひびいた。

「状じよう況きようは理り解かいしたわ。で、そこがそんなふうになったのは、先週からなのよね」

「は、はい……。あの、あんまり見ないでもらえますか？」

　何かを確かく認にんするように先輩が尋たずね、大牧さんが恥はずかしそうに応おうじる。しかし、「そこがそんなふう」って、いったいどこがどんなふうになったのか、さっぱりわからないのがもどかしい。見えないとはわかっていながら壁を見つめていると、先輩の詰きつ問もんが再ふたたび耳に届とどいた。

「問題はきっかけなのよねー。先週以前に、何か変わったことに手を染そめたとか」

「いえ、特に……。ゴールデンウィークに、部活の合宿に行ったくらい……でしょうか」

「ふむ、連休つーことは三週間ほど前か。その時に憑つかれちゃったのかしら。ちなみに合宿はどちらへ何人で？」

「鎌かまヶが岳だけの竹林に、一人で……です。私の部、みんな我が道を行く人ばかりなので……」

「へっ？　あの険けわしい山に一人？　合宿じゃなくて山ごもりじゃん！　かっけー！」

　鱗さんがでっかい声で突つっ込こみ、その一いつ瞬しゆん後ご、ヒュッと風切り音が響いた。何の音だと驚く間もなく、鱗さんが息を吞のむ声が聞こえてくる。

「ひゃー、驚いた。ちょっと肩かたを抱だこうとしただけなのにいきなり手て刀がたなが飛んでくるとは」

「……すっ、すみません！　急に近づかれると……反はん射しや的てきに、攻こう撃げきしてしまうんです」

　おどおど度数を引き上げながら、大牧さんが謝あやまっている。ってことは今のはあの人のチョップの音か。彼女はいったい何のクラブに入ってるんだと疑問を感じるのと同時に、経ふみ島しま先輩が「あんた何部で何やってる人？」と尋たずねてくれた。うんうん、それは是ぜ非ひ聞いてほしい。

「……そ、総合格かく闘とう研究会で、蟷螂とうろう拳けんを少々……。一いち応おう、五ご独どく拳けんの一人、です」

「はあ？　総合格闘研究会っ？」

　経島先輩の声が裏うら返がえった。うん、その気持ちはよくわかる。思わず目を見開いて驚おどろいていると、壁かべの向こうで先輩が興きよう味み深ぶかげに先を続けた。

「それって、レスラーガールの獅し子し岩いわちゃんとか半はん裸ら番長の求ぐ道どう丸まるの入ってる部よね。おのおのが好き勝手に格闘技を極めているという」

「えっ？　あっ、はい……！　美術部がこういう相談に乗ってくれるって話は、アルマに教えてもらって……。求道丸くんは、後輩です」

　気弱な態たい度どを維い持じしつつ、小声で語る大おお牧まきさんである。その口調を聞く限かぎり、全然全く格闘家らしくはない。と言うかそもそも運動部っぽくない。しかし五独拳を名乗ってるってことは、あの部で五本の指に入るレベルの使い手であるわけで。

「いやあ、人は見かけによらないね」

　にこやかな顔のまま、奈な良ら山やまがしみじみつぶやいた。そうですね、とうなずくしかない僕とフィル。一方、美術室では会話が再さい開かいされていたようで、鱗りんさんが尋ねる声が聞こえてきた。

「格闘家だから竹林で山ごもりしたわけか。でも、なんでわざわざそんなとこまで？」

「それは、その……中国拳けん法ぽうの特訓と言えば竹林だって、師し父ふが言ってましたから……。それに、今の時期のタケノコ、食たべ頃ごろなんですよ。……すごく、おいしかったです」

「そりゃいいねえ。って、もしかして自給自足？」

「え、ええ。食料の調達も、特訓の一いつ環かんなので……。お土産みやげのタケノコは、まだ部室にありますけど……要ります？」

「要らんわよ。──それはそうと、あんたの悩なやみの件だけど」

　呆あきれた声で突つっ込こみつつ、経島先輩が話を戻もどした。なるほど、先輩的には拳法の話よりもそっちが気になるってわけか。はい、と大牧さんがうなずくのを待ち、美術部の誇ほこる妖よう怪かい知ち恵え袋ぶくろは落ち着いた声で先を続けた。

「おそらく『応おう声せい虫ちゆう』の仕し業わざだと思うのね。人体に寄生して変形させるチビ妖怪。ただ、本来はもっとにぎやかな症しよう状じようが起こるはずなんだけど」

「にぎやか……？　でも、今のところ、静かなんですが……」

「そう。それはつまり、まだ貴女あなたへの寄生が終わってないってことなのよ。理由はわかんないけどさ。で、完全に人体と一体化してない今なら、まだ力ちから業わざで何とかなるはず」

「力業……ですか？」

「うん。というわけでお鱗さん、プラン・ナンバーナイン！」

「ホイ来た！」

　経ふみ島しま先輩の謎なぞの指示を受け、鱗りんさんが即そく答とうする。そして大おお牧まきさんが「え」と戸と惑まどった次の瞬しゆん間かん、どさりと何かが倒たおれる音が聞こえた。続いて、聞きき慣なれた声の含ふくみ笑わらいが響ひびいてくる。

「……ふふ、眠ねむったか。いかに武ぶ道どう家かといえど、こうなっては可愛かわいいものよ」

「なんとか拳けんの使い手なれど、しょせんは経けい験けん不足の小娘。アタシの首が自由に伸のびて、おまけに牙きばから痺しびれの毒が出るとは思わなかったようじゃのう。浅はかな娘めが」

　壁かべ一枚隔へだてた向こうで、先輩と鱗さんが悪役めいた会話を交わしている。察さつするところ、鱗さんが首から上だけを蛇へびモードに変身させて大牧さんに嚙かみつき、毒で麻ま痺ひさせて昏こん倒とうさせたらしい。目の前の相手が蛇の化身である可か能のう性せいなんて誰だれが思いつけるんだと呆あきれていると、悪女コンビはさっさと素すに戻もどってしまった。

「で、御み崎さき。これからどーすんの？」

「待つ。この手の妖よう怪かいは、宿主の体が弱ったのを感知すると、とっとと逃にげ出だすはずなのよ。寄生が終わってない場合は特に。しかしお鱗さん、この子、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね？」

「麻ま酔すいの加か減げんはベストなはずさね。親切な狼おおかみ男おとこで何度も練習したからさ」

　けろりと応おうじる鱗さんである。その一言に、思わずフィルの顔を見上げれば、銀ぎん髪ぱつの人狼ワーウルフは溜ため息いきとともにきっぱりとうなずき、重たい声で言い足した。

「鱗の奴やつ、人狼ワーウルフだから並なみの人間よりはタフだろうって言って」

「……そっか」

　なんだかもう可哀かわい想そうすぎてかける言葉が見つからない。奈な良ら山やまと顔を見合わせ、無言でしみじみ同情していると、ふいに壁の向こうで鱗さんが叫さけんだ。

「御崎！　何か出てきた！」

「よし計算通り！　あとは──って、げ。意外と素す早ばやい？」

「こんにゃろう、このアタシから逃げられると思ったら！」

　おそらく大牧さんから抜ぬけ出でた妖怪を追っかけ回しているのだろう、ばたばたと走り回る音が聞こえてくる。うーん、これはもしかして手伝った方がいいのかな。イタチさんもいないわけだし。そう思って美術室へ通じるドアに手を掛かけた瞬しゆん間かん、経島先輩の声が間近から響いた。

「準じゆん備び室しつに逃げこむ気？　白しろの字じ、そいつ捕つかまえて！　ただし取とり憑つかれないように！」

「へ？」

　いきなり名前を呼よばれ、僕は不意を衝つかれて固まった。同時に、ドアの下の隙すき間まから、指ほどの長さの黒い何かが現れる。見たところの印いん象しようは、一本角を生やした目のないトカゲだ。ただし足は前足の一対のみ。やせ細ったアザラシのような体型のそいつは、ぽかんと立たち尽つくす僕へと鼻先を向けると、流れるようなスピードで僕の足へと這はい上のぼってきた。




　　　　＊＊＊




「うえー、ひどい目にあった……。まさか、あそこがあんなふうになるなんてなあ」

「グロかったもんねえ。しかし元もと旦だん那な、その言い方は妙みように卑ひ猥わいに聞こえるから気をつけな」

「そんなこと考えてるのは鱗りんさんだけですよ。ああもう、思い出したくもない」

　にたにた微笑ほほえむ蛇へび女によう房ぼうに呆あきれた声を返しつつ、僕はカッターシャツの上から腹をさすり、そして何度目かの溜ため息いきを吐ついた。

　──あの後、トカゲ妖よう怪かい「応おう声せい虫ちゆう」は、僕のヘソへするりと入り込んできた。あいつ、実体があるくせに服や皮ひ膚ふは通とおり抜ぬけられるようで、僕はあっけなく寄生されてしまったのだ。ベテランの天てん狗ぐである奈な良ら山やまが反はん応のうする暇ひまもない早はや業わざだった。

　もっとも、鱗さんがすかさず僕の体に毒を注入してくれたため、応声虫はすぐに抜け、そこを経ふみ島しま先輩に分厚い本で叩たたかれて退たい治じされたのだから、結果オーライと言えなくもない。

　その後、意い識しきを取とり戻もどした大おお牧まきさんは「よくわかりませんが助かりました」と丁てい寧ねいに頭を下げて立ち去り、奈良山とフィルは連れだって絵を描かきに行ってしまった。経島先輩はまだ気になることがあるようで、さっきからノートパソコンに向かっているけど、とりあえず今回の事件は一件落着──と言ってしまっていいのかどうか。

「鱗さん。なんか、まだ体中がピリピリするんですけど……」

　刺さすような痛いたみに耐たえながら、僕は机を挟はさんだ向かい側の席の蛇の化身へ問いかけた。と、応声虫の死体を机の上でつつき回していた鱗さんは、顔も上げずにけろりとうなずいた。

「毒の種類も量も間ま違ちがえたんだからそりゃそうさね。さっきの蟷とう螂ろう拳けん使つかいみたいに麻ま痺ひさせるつもりが、うっかり痛いだけの毒を使っちゃったのねー。やー、ごめんごめん」

　全く誠せい意いの感じられない謝しや罪ざいである。呆れかえって黙だまっていると、鱗さんは「そう怒おこるなっての」と明るい笑顔をこちらに向けた。

「細かいことにこだわる男はクズリにも嫌きらわれちゃうわよ？　つーかさ、ある意味アタシとキスできたんだから、もっと喜ぶべきだと思うのね。よっ、既き成せい事実！」

「キスってのは唇くちびると唇がくっつくことを言うんです。蛇人間に首を嚙かまれて毒を流し込まれるのは、断だんじてキスじゃありません！　ですよね先輩！」

　知ってはいたが勝手な蛇だ。首くび筋すじに突き立てられた毒どく牙がの痕こん跡せきを撫なでつつ、僕は経島先輩に応おう援えんを求めたが、返ってきたのは「むう」という唸うなり声ごえだけだった。妙みように深しん刻こくなその声に釣つられて窓まど際ぎわの席へと向き直れば、童顔をしかめてモニターに見入る経島先輩の姿すがたがあった。

「やっぱネットではこれ以上の情じよう報ほうは見つかんないかー。えいくそ、残念」

「残念って何がです？　もう事件は解かい決けつしたのに」

「まあ、そうなんだけどさ。ちょいと気になることがあって。応声虫は本来、あっという間に宿主と一体化する妖よう怪かいなのよ。なのに、あの蟷とう螂ろう拳けん使つかいは寄生されてから何週間も経たつのに、まだそうはなってなかったの。その理由が気になって調べてたんだけど、応おう声せい虫ちゆうが不活性化する条件なんてどこにも載のってなくてねえ……。応声虫の登場は大だい災さい害がいとか天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれだって話は、けっこうあちこちで見つかるんだけど、そっちはこの際さい関係ないし」

　席を立って近づいた先で、先輩は小さく肩かたをすくめて苦笑いを浮うかべた。机の上のパソコンを覗のぞき込こむと、古文書の画が像ぞうや細かい字の論文とともに、角の生えたトカゲのようなものの絵が目に映る。雑なタッチではあるけれど、すぐそこで鱗りんさんがいじくり回しているあれと同じものを描かいていることは一目でわかった。「応声虫之図」って書いてあるし。

「先輩。今さらですけど、こいつ、虫って名前の割には昆こん虫ちゆうっぽくないですよね」

　じゃあ何類だって聞かれると困こまるけど、少なくとも節せつ足そく動物の仲間じゃないのは確かく実じつだよな。肌はだはぬめぬめしているし、腰こしから下はともかく上半身を見る限かざりは爬は虫ちゆう類るい体型だし。そう思いながら問いかければ、美術部の妖怪知ち恵え袋ぶくろは振ふり向むくことなくけろりと首を縦たてに振った。

「そりゃそうよ。近代以前の和製生物学だと、『虫』は昆虫だけを示す用語じゃないからね。虫って言葉のカバーする範はん囲いは今よりずっと広くってさ、無む脊せき椎つい動物の大半に加えて爬虫類や両生類まで含ふくめてたわけ。その名残なごりは今でもあって、ほら、マムシっているでしょ？」

「マムシって、あの毒どく蛇へびの？　……ああ、言われてみればあれも虫って付いてますね」

　確たしかに、蛇が虫の一種なら、そりゃトカゲもどきも虫に分類されるかも。なるほどね、と納なつ得とくしていると、先輩は「ちなみに」と言い足した。ほいほい、何でしょう。

「前近代の虫概がい念ねんはおっそろしく懐ふところが広くてね。実じつ在ざいしない生物までも、がんがんカテゴライズしちゃってるのよ。多いのは、病気の原因として考えられたモノなんだけど──『疳かんの虫むし』って知らない？　あれは、子供をぐずらせる妖怪に虫の名前が与あたえられたパターンね。なお実在する昆虫にも妖怪じみた名前が多かったりもするので、意外と垣かき根ねは低かったのかも。オトシブミとかネジレバネとか、ネーミングセンスがまんま妖怪だしね」

「はあ、なるほど。じゃあ、あの応声虫もその病気をもたらす一種ってことですか──って、いやいや先輩！　僕、あんなふうになる病気、聞いたことないんですけど？」

「お、いいとこに気付いたじゃん！　そのとおり。確かにね、初期は実在する症しよう状じように対応する虫が想そう像ぞうされてたんだけどさ、時代が下るにつれ、実じつ際さいには有り得ない症状をもたらす虫もどんどん記き録ろくに残るように」

「ああっ！　おいこら、ちょっと待てーっ！」

　鱗さんの叫さけびが唐とう突とつに轟とどろき、経島先輩の妖怪講こう座ざを断たち切きった。いきなりどうしたんだろう？　先輩と一いつ緒しよに振り返ると、廊ろう下かに通じるドアに手を掛かけている鱗さんと目が合った。その前の机に視し線せんを向ければ、さっきまで伸のびていた応声虫が、なぜかどこにも見あたらず──。

「げ。まさか、鱗さん？」

「あたり！　あのトカゲ野郎、まだ生きてやがった！　毒で麻ま痺ひしてただけだったのさ！　いきなり目を覚ましたかと思ったら、すげー速さで廊ろう下かに逃にげやがって！　ええい、蛇へび女によう房ぼうから逃げられると思うなよ！」

　凄すごい剣けん幕まくで叫さけびつつ、ドアを押おし開ひらいて廊下へ飛び出す鱗りんさん。残された僕は経ふみ島しま先輩と一いつ瞬しゆんだけ顔を見合わせると、ほぼ同時に駆かけ出だした。

「ちゃんとトドメ刺さしとくんだったわねー、ってしっかり走れ白しろの字じ！」

「鱗さんの毒が抜ぬけきってないんですよ！　体中がぴりぴり痛いたいー！」




「っしゃあ、微かすかだけど妖よう気きの痕こん跡せき発見！　あのトカゲは間ま違ちがいなくここに入った！」

「でかした、さすがお鱗さん！　しかし馴な染じみのある部へ屋やで良かったのかどうなのか」

「悩なやむのは後にしてください先輩！　入りますよ！　失礼しまーす、美術部ですっ！」

　力ちから任まかせに戸を引き開けると、僕は経島先輩や鱗さんとともに室内へ駆け込んだ。と、唐とう突とつかつ騒さわがしい来客に驚おどろいたのだろう、談笑していた三人の少女……じゃなくて、二人の少女と一人の女性は、ぎょっとした顔をこちらに向けた。

「いきなり何の騒ぎです！　って、あれ、あなたたち？」

「なんですか、騒そう々ぞうしい。とりあえず落ち着きなさい。はしたないですわよ」

「……真しん一いち？　それに御み崎さきと鱗まで？　みんな揃そろって、どうしたの？」

　生徒会副会長の新あら井いさんに生徒会顧こ問もんの稲いな葉ば先生、そして美術部の妖よう怪かい少女、イタチさん。見み慣なれた顔の皆みなさんが、不ふ審しんな視し線せんをこちらに向けていた。その三人を──正せい確かくには、イタチさん、新井さん、稲葉先生の順に──目にした瞬しゆん間かん、僕の背せ中なかを嫌いやな予感が走り抜けた。

　ここは生徒会室なんだから新井さんと稲葉先生がいるのは当然だし（会長の江戸橋さんは不在のようだけど）、副会長に用があるって言ってたイタチさんがいたって全然不思議じゃないが、問題は、僕らが応おう声せい虫ちゆうを追ってきた結果、ここに辿たどり着ついたという事実。つまり、考えたくはないけれど──。

「残念ながら、応声虫はこの部屋の誰だれかの体にすでに入り込んでいる可か能のう性せいがきわめて高いと、そう言わざるを得ないわね。なにしろあいつは妖気は薄うすいし動きは速い。気付かれないうちに寄生するのはお手の物よ」

　僕の不安を経島先輩が代だい弁べんした。同時に響ひびく鱗さんの舌した打うち。思わず膝ひざをつきそうになったが、ここで悲観しても仕方ない。さっきの僕と同じく、入り込まれた直後なら鱗さんの毒で追い出すことはできるのだ。

「まずは寄生された証しよう拠こを探さがすのよ！　白の字、どこを見ればいいかは──」

「もちろんちゃんと覚えてます！」

　経島先輩の指示に後あと押おしされながら、僕は生徒会室の床ゆかを蹴けり、栗くり色いろの髪かみの妖怪少女へと駆け寄った。「何の話？」ときょとんと首を傾かしげるイタチさんは、もちろんいつものように昨日の数倍魅み力りよく的てきだったけど、今は感かん激げきしている場合じゃない。こちらを見つめる大きな瞳ひとみのあまりの美しさに耐たえながら、僕は目の前の少女の半はん袖そでセーラー服へと手を伸のばすと、

「事じ情じようを話してくれないと何が何だか──って。ちょ、ちょっと真しん一いちっ？」

「ごめんイタチさん！　後で説明する！」

　制服の裾すそをぐっと摑つかんでめくり上げた。露あらわになる白い肌はだ、というかお腹なか。

「え」

　何をされたか理り解かいできないのだろう、イタチさんが目を見開いたまま固まった。ごめん、ともう一度謝あやまりながら、僕は目前の光景を注ちゆう視しした。

　引ひき締しまったスレンダーな腰こし、控ひかえめに小さくへこんだおへそ。上衣を胸むな元もとまでめくり上げられたせいで、淡あわい桃もも色いろの下着が少し見えている。「さすがクズリ、清せい純じゆん派はらしいブラの色よ」と鱗りんさんがつぶやいていたが──僕は意い識しきが飛びそうになるのを堪こらえるので精せい一いつ杯ぱいだったのでそれどころではなかった。

「綺き麗れいだ……！」

　自然と漏もれる感かん嘆たんの声。もともと肌の美しいイタチさんだけど、普ふ段だんは陽よう光こうの下にさらされることのない部分のきめ細かさは息を吞のむほどで──ではなく！　脱だつ線せんしていた思考回路を無理矢理元の軌き道どうに戻もどし、僕は再さい度ど小さなへそのくぼみに目を向けた。

　……うん、何度見ても、まったく異い状じようは見あたらない。その事実を二度繰り返して確かく認にんし、ほっと安あん堵どした、次の瞬しゆん間かん。
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「ああ良かっ──ぐはああっ！」

　僕の体は、生徒会室の壁かべに叩たたきつけられていた。

「なっ、何考えてるのっ！　真しん一いちは、こんなことしないと思ってたのに……！」

　たった今全力で僕を突つき飛とばしたイタチさんが、制服の上から自分の体を抱だきしめながら激げき怒どする。いや違ちがうんだ、これには深いわけがあるんだよ。僕は慌あわててそう弁べん解かいしようとしたのだが、そこにすかさず経ふみ島しま先輩の呆あきれた声が割り込んできた。

「おいこら白しろの字じ。安心するのはまだ早いでしょーが！」

「おっと、そうでした！」

　いかんいかん、思わず安心してしまったけど、まだ事件が解かい決けつしたわけではないのだ。

　というわけで僕は大きく深しん呼こ吸きゆうして息を整えると、

「──新あら井いさん、動かないでくださいね」

「え。つ、次は私なの？」

　赤い顔で僕とイタチさんを見守っていた副会長へと向き直った。ぎょっと目を見開きながら後こう退たいしようとする新井さんの制服へと、僕の両手が高速で伸のびる。

「たんま！　駄だ目め！　ストップ！　まっ、待ちなさい、白しら塚つかくんっ！」

「そうはいかないんです！」

　イタチさんの時と同じように、セーラー服の裾すそをぐっと摑つかんで勢いきおい任まかせに引き上げれば、綺き麗れいなお腹なかが剝むき出だしになった。スタイルの良さには全校的に定てい評ひようのある新井さんだけに、ウエストのくびれが素す晴ばらしい。美人はお腹も美しいんだなあと感動しつつ、僕は再ふたたび安心していた。見る限かぎり、おかしいところは何もなく、それはつまりこの人も無事ってことだ。ほっと胸むねをなで下ろすと、僕は副会長を解かい放ほうし、そしてぺこりと頭を下げた。

「すみませんでした、でも何もなくて良かったです。あと、やっぱり綺麗ですね」

　制服の上からお腹をガードしつつ、泣きそうな顔でこちらを見み据すえる新井さんへそう告げると、僕は最後に残った容疑者へと向き直った。メリハリの利ききまくったプロポーションと、胸むな元もとの大きく開いた黒のスーツが目に映る。お腹の様子を確かく認にんするためには、まずジャケットを何とかしなければ。機械的にそう考えながら、僕は立たち尽つくす生徒会顧こ問もんへ近づき、

「それじゃ確たしかめさせてもらいますね、稲いな葉ば先せ──っ？」

　ふいに、ぴたりと静止した。

　四し肢しを含ふくめた体の全てが、固定されたように動かない。何だこりゃと言おうとしても、口からは微かすかな息が漏もれるのみ。と、まばたきすらできずに見つめる先で、稲葉先生の瞳ひとみが一ひと際きわ紅あかく輝かがやいた。

「何のつもりかは存ぞんじませんが、この私に堂どう々どうとセクハラしようとは、随ずい分ぶんいい度ど胸きようですわね……？　しかも、この美の化身たる九きゆう尾びの狐きつねを、イタチや新井の後に回すとは、見る目のなさも甚はなはだだしい！　愚おろかな男と知ってはいましたが、もはや見下される余よ地ちすら失いましたか！」

　冷え切った目を僕に向けながら、稲いな葉ば先生が言い放つ。なるほど、九きゆう尾びの狐きつねの妖よう術じゆつで体の自由を奪うばわれてしまったらしい。まあ、馬鹿にされるのはいつものことなんだけど、なんだかいつもより数倍視し線せんと態たい度どが険けわしいような気がします。

　……しかし先生、何か勘かん違ちがいしてません？　僕は別にセクハラを目もく論ろんだわけじゃないんですが。それに、確たしかに順番はイタチさんと新あら井いさんの後でしたけど、決して先生が美人じゃないから後回しにしたわけではありません。先生は十分どころか十二分に綺き麗れいですよ。さすが伝説の妖よう狐こ！　好きです！　あ、そりゃまあ、イタチさんのほうが好きですが！

　──と弁べん解かいしたかったのだけど、依い然ぜんとして口も舌したも動かない。と言うか、喉のども肺はいも動かせないので、そろそろ酸さん素そが足りなくなってきたんですが！　もしかして僕は、このまま生徒会室で窒ちつ息そく死ししてしまうのだろうか。薄うすれてきた意い識しきの中でそんなことを考えていると、固定された視し界かいの端はしでイタチさんと新井さんとが目を丸くした。

「わっ、真しん一いちの顔がどんどん青く……！　だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫そうじゃないわよね……。先生、やりすぎじゃないですか？」

「説明もなく女の服に手を掛かけた報むくいです。罰ばつを与あたえられるのは当然！」

「そ、それはそうかもだけど……でも、このままじゃ真一が死んじゃうよ！　何か事じ情じようがあったみたいだし──そうだ、御み崎さきと鱗りんなら一いつ緒しよに来たんだから知ってるよね？」

　切せつ羽ぱ詰つまったイタチさんが、興きよう味み深ぶかげに僕を眺ながめていた二人に向き直る。問いかけられた経ふみ島しま先輩と鱗さんは、「そう言えば」とでも言いたげにきょとんと顔を見合わせた。

「つーか私らが先に説明すりゃ良かったのよね」

「確かに。やー、ごめんごめん、面おも白しろかったからついつい見物してました」

　悪びれることなく明るく笑う二人の少女。その朗ほがらかな笑顔は絵になっていたし、気が合うのは結けつ構こうなことだけど、そろそろ先生の誤ご解かいを解といてくれませんか。ああ、駄だ目めだ、もう酸素が足り……。

「あ。白しろの字じが倒たおれた」

「わーっ！　しっかりして、真一っ！」




　　　　＊＊＊




「なるほど、事情はわかりました。応おう声せい虫ちゆうに寄生されているかどうかを見分けるために、腹の様子を確かく認にんしていたというわけですね」

「そゆこと。なので、あんまり白の字を怒おこらないでやってほしかった」

「だから！　なんでそれを白しら塚つかくんにやらせたの！　経島か鱗ちゃんで良かったでしょ！　と言うか、教えてくれたら自分で見るわよ」

「まあまあ、結果的にみんな無事だったんだから良かったじゃんか！　にしても、あのトカゲ野郎、どこ行っちまったんだろうねえ」

　聞きき慣なれた声がわいわいと耳に響ひびく中、僕はふと意い識しきを取とり戻もどした。ぼんやりした頭を軽く振ふりながらまぶたを開ければ、目に映ったのは薄うす緑みどり色いろの天てん井じようだった。背せ中なかや腰こしには、クッションの感かん触しよくが伝わってくる。

　なるほど、どうやら僕は意識を失った後、生徒会室のソファに横たえられていたらしい。そう判はん断だんしながら深く息を吸すっていると、心配そうな顔のイタチさんが僕を覗のぞき込こんできた。間近で見るとなおさら魅み力りよく的てきな妖よう怪かい少女は、まじまじと僕の顔を見つめると──ああ、なんて深くて神しん秘ぴ的てきな瞳ひとみだろうか──ややあって、不安げに口を開いた。

「大だい丈じよう夫ぶ、真しん一いち？　気分悪くない？　何か飲む？」

「いや、いいよ、ありがとう。ただ……」

「うん。ただ、どうしたの？　何か欲しい？」

「できることならこのままイタチさんを抱だきしめたい。今すぐに」

「そういうこと聞いてるんじゃないのっ！　でも良かった、いつもの真一で」

　赤い顔で一いつ喝かつした後、イタチさんはほっと溜ため息いきを吐つくと、隣となりにちょこんと座すわってくれた。一連のやりとりを見た鱗りんさんや稲いな葉ば先生が「あれどうよ」「末期ですわね」とかひそひそ言ってたけど、それは無む視し。心配かけてごめんなさい、とイタチさんに謝あやまりながら上体を起こせば、鞄かばんを片かた手てに部へ屋やを出ようとする新あら井いさんと目が合った。おはよう、と微笑ほほえむ副会長に会え釈しやくを返しつつ、僕は「あれ？」と首を傾かしげた。

「新井さん、もう帰るんですか？」

「ううん、今日はこれから新聞部。春季大会後の運動部インタビュー、今週中に終わらせなくちゃいけなくて」

「ああ、そう言えば掛かけ持もちしてるんでしたっけ。お疲つかれ様です」

「どういたしまして。ゆっくり休んでいってね」

　人当たりのいい笑みを残し、新井さんは立ち去った。ありがとうございます、と小さく頭を下げてそれを見送った後、僕はふと首を傾げた。確たしか、一学期の間は入部や転部の申しん請せいも多いので、生徒会室には役員が誰だれか一人は残ることになってるはずでは？　以前、江え戸ど橋ばし会長が部長会議で話していた内容を思い出しつつ、僕は先生へと問いかけた。

「今日は稲葉先生が一人で留る守す番ばんなんですか？　珍めずらしいですね」

「あいにく、私ももうしばらくしたら出ますわよ。職員会議があるもので。……ふう」

「うわー露ろ骨こつに面めん倒どうそうな態たい度ど！　いやあ大人は大変だねえ」

　物もの憂うげに肩かたをすくめる先生を、鱗さんがけらけらと労ねぎらう。稲葉先生はそれを冷たく無む視しすると、新井さんが出て行ったばかりの戸へと目を向けた。

「生徒会室の番は、会長の江戸橋に任まかせるつもりです。そろそろ帰ってくるでしょうから」

「お、旦だん那なが来るんだ。へへ、だったら、もーちょっと長なが居いしてよーっと」

　先生の言葉を聞いたとたん、うきうきとソファに座すわり込こむ鱗りんさんである。その満面の笑みを前に、イタチさんが「嬉うれしそうだね」と笑いかければ、設せつ定てい上じようは江え戸ど橋ばし照しよう平へい会長の奥おくさんであるところの蛇へび女によう房ぼうは、シュッと舌したを鳴らしてうなずいた。

「惚ほれた相手に会えるんだから嬉しくないわけがないっての。元もと旦だん那なもわかるっしょ？」

「それはもう心の底からわかります。……しかし鱗さん、相変わらず、会長の彼女の前だってのに堂どう々どうとしてますね」

　肝かん心じんの経ふみ島しま先輩が気にしてないからいいようなものの、と苦笑しつつ、僕は会長の机に腰こし掛かけたままの先輩へと横目を向けた。先輩はこっちの話を聞いていたのかいないのか、何やら考え込んでいたが、ややあってむくりと顔を上げた。

「ちょいとキツネさん。さっき、江戸橋がそろそろ『帰ってくる』って言ったわよね。つまり、あれはさっきまでここにいて、一時的に席を外しただけってこと？」

「そうですわよ。元がん祖そと本家の吹奏楽部が練習場所で揉もめていたので、仲ちゆう介かいに──」

「この部へ屋やから出て行ったのって、私らの来るどのくらい前？」

　先生の説明をざっくり遮さえぎり、先輩が深しん刻こくな声で疑問を重ねる。稲いな葉ば先生は不ふ快かいそうに眉まゆをひそめたが、すぐにけろりとした顔に戻もどって「二、三分ほどですわね」と答えた。それを聞いたとたん、先輩は「あー！」と唸うなり声ごえをあげ、一いつ瞬しゆん遅おくれて鱗さんが目を丸くした。

「そっか、そういうことか、あのトカゲ妖よう怪かい……！　よりにもよって、まさか旦那に！」

「え？　でも、その妖怪がこの部屋に逃にげ込こんだ時、もう照平はいなかったんだから……」

　経島先輩と鱗さんの態たい度どに驚おどろきながら、イタチさんが口を挟はさむ。そう思うのは無理もない。だけど違ちがうんだ。その可か能のう性せいを気に掛かけなかった自分を責せめつつ、僕は首を左右に振ふった。

「僕らは一回、応おう声せい虫ちゆうを見失ってるんだよ。鱗さんが妖よう気きの跡あとを辿たどってくれたから、生徒会室に逃げ込んだのがわかっただけ。江戸橋さんに入り込む時間は、十分あったと思う」

「そうなの……？　だ、だけど、まだ照平が取とり憑つかれてるとは限かぎらないよね？　ほら、お腹なかを見てみないと」

「まあ、それはクズリの言うとおりだけどもさー。この部屋に妖気が残ってない以上」

　と、鱗さんがしょぼんとした顔を上げたのと、ほぼ同時に。

「すみません稲葉先生、遅おそくなりました。……なんだ、みんな来ていたのか」

　ガラガラと戸を開ける音とともに噂うわさの江戸橋さんが姿すがたを現し、それを見たとたん、鱗さんが凄すさまじい勢いきおいでソファを蹴けって飛びかかった。僕が寄生されかけた時とは、態たい度ども反はん応のう速度も段だん違ちがいだ。

「噂をすれば出やがったな旦那！　そこを動くな！」

「なっ？　い、いきなりどうした鱗くん！」

「問答無用！　さあ脱ぬげすぐ脱げここで脱げ！」

「脱ぐ──？　いや待て、落ち着け！　何度も言っているだろう、君のことは良い友人だと思ってはいるが、俺は君とそういう関係になる気はない！」

「問答無用っつったでしょーが！　必殺、《ガラガラヘビの捕縛サイドワインデツド・バインド》！」

　鬼き気き迫せまる剣けん幕まくとともに放たれた髪かみの毛が、無数の蛇へびのように江え戸ど橋ばしさんに絡からみつき、五体を大の字に固定する。いつも楽しげな鱗りんさんだが、好きな相手が妖よう怪かいに寄生されているかも、となればさすがに真しん剣けんになるんだな。思わず感心している間にも、鱗さんは江戸橋さんへ早足で近づき、シャツを摑つかんで豪ごう快かいにボタンを引きちぎった。まあ、焦あせる気持ちはわかるけど、こうなると可哀かわい想そうなのは江戸橋さんである。

「やめろ、やめるんだ鱗くん！　君は口こそ軽いものの、こういう手しゆ段だんには及ばない人間だと信じていたのに！　経ふみ島しま、止めてくれ！　先生も傍ぼう観かんしている場合じゃないでしょう！」

　本気で困こまっているのだろう、必死に叫さけぶ生徒会長。だがしかしその絶ぜつ叫きようは、アンダーシャツが引ひき裂さかれ、意外と締しまった腹を剝むき出だしにされた瞬しゆん間かん、ぴたりと止まった。もちろん僕らも、そこを凝ぎよう視ししたまま動けなかった。僕の隣となりで、イタチさんがハッと息を吞のむ。

「これが……その、応おう声せい虫ちゆうって妖怪の、仕し業わざなの？」

「はい、正解。しかし、異い様ように症しよう状じようの進行が早いわね。今回の依い頼らい人にんの大おお牧まきちゃんなんか、数週間前から寄生されてたってのに、ここまではっきり変形してなかったし、ついさっき白しろの字じが寄生された時だって、こんなに早くは……」

　冷静な声で応おうじたのは経島先輩だ。そして、鱗さんが苛いら立だたしげに舌した打うちするのを待っていたかのように、「それ」は──江戸橋さんの腹部、本来はヘソがあるべき部分に発生した、人間の口にしか見えない器官は、肉色の唇くちびるをにたりと歪ゆがめ、はっきりと声を発した。

「……オヤ、見ツカッテシマッタカ。ダガシカシ、寄生ノ第一段階ハスデニ完了シタ。コノ男ト私ハ、モハヤ完全ニ一心──イヤ、『二心同体』ダ」




　　　　＊＊＊




「ああもう、畜ちく生しよう！　いい加か減げんに旦だん那なから出てけ！」

　毒混まじりの唾つばを悔くやしげにペッと吐はき、鱗さんは江戸橋さんの腹を憎にく々にくしげに睨にらみ付つけた。その視し線せんを受け、生徒会長の腹に形成された第二の口は嬉うれしそうににやついた。

「何度、毒どく牙がヲ突つキ立たテヨウト、同ジコトダ。私ハ学習シタト言ッタダロウ？　貴き様さまラガ、我ガ『体』ヲ殺セナイコトガ判わかッタ以上、ココカラ引キ下ガル必要ハナイ！　クハハハハハ！」

　応声虫の勝かち誇ほこった笑い声が、生徒会室に響ひびき渡わたる。その勝利宣せん言げんを前に、僕は立たち尽つくしたままのイタチさんや鱗さんと不安げな顔を見合わせ、再ふたたび会長へと向き直った。見つめる先には、腹を剝き出しにしたままソファに腰こしを下ろす江戸橋さんの姿すがた。ずっとハイテンションな腹の口とは裏うら腹はらに、生徒会長の顔は依い然ぜんとして暗いままだ。

「なあ、白しら塚つか。俺はもしかして、ずっとこのままなんだろうか……？」

「へ？　まあ、鱗りんさんの毒が効きかなかった以上、そう言わざるを得ないような気も」

「ちょっと、何言ってるの真しん一いち！　大だい丈じよう夫ぶだよ照しよう平へい！　何とかするから！」

　思わず不安な言葉を返してしまった僕に代わって、イタチさんが江え戸ど橋ばしさんの手を取る。その真しん摯しな態たい度どに、江戸橋さんは「すまん」とうなずいたが、同時に応おう声せい虫ちゆうが吠ほえた。

「無む駄だダ無駄ダ無駄ダ！　ナラバ聞クガ、策さくガアルノカネ？　ナイダロウ？　ソウ、ナイニ決マッテイルノダ！　クハーハハハハハ！　我勝テリ！　応声虫バンザイ！」

「うるせえ！　くそー、旦だん那なの中にいなけりゃギタギタに嚙かみ殺ころしてやんのに……！」

「残念ダッタネ！　何ナラ気ガ済すムマデ毒ヲ流シ込ンデミレバイイ！　無駄ダガナ！」

「黙だまれっつーの！　ねえ御み崎さき、これに効く呪じゆ文もんとか特とつ効こう薬やくとかほんとに知んないの？」

　悔くやしげに歯を嚙みしめると、鱗さんは副会長席でパソコンに向かいっぱなしの経ふみ島しま先輩へと振ふり返かえった。しかし問いかけられた先輩は、「生徒会備び品ひん」のラベルも色あせた古びたデスクトップを見つめたまま、「まーね」とうなずくのみ。その、いつもと全く同じテンションでの受け答えに、イタチさんが寂さびしそうにつぶやいた。

「……御崎、さっきからずっとあんな調子だよね」

「だよなー。江戸橋さんのこと心配じゃないんだろうか」

　実じつ際さい、江戸橋さんが経島先輩を好きなのは二人を見てればすぐにわかるんだけど、その逆ぎやくは未だにピンと来たことがない。この状じよう況きようになってもなお、先輩が会長を案じてるようには見えないし。せめて一言くらい言葉をかけてあげればいいのに。江戸橋さんに同情しつつ、僕はもう一人の知ち恵え袋ぶくろへと向き直った。

「稲いな葉ば先生？　先生は何か知り」

「言ったでしょう。応声虫はうるさいだけの妖よう怪かいですから、気にしなければいいのです」

　僕の質問をばっさり遮さえぎると、自分の席で書類を広げていた稲葉先生は、これまたいつもどおりの調子で「命に別べつ状じようはないのだし」と言い足した。いやしかし、そう仰おつしやいますけどね先生。

「江戸橋さんとしては、放置したくないですよね、これ」

「……まあ、な」

　重たい声でつぶやく会長。ですよねーとうなずけば、鱗さんが「アタシも」と共感してくれた。かなりショックを受けているのか、声にも顔にもいつもの明るさが感じられない。

「旦那の腹にこんなのがあると、かなりヤだなあ。気き味み悪いし、やかましいし」

「アイニク私ハ何モ困こまラナイガナ！　好キナ言葉ハ『共きよう存そん共きよう栄えい』！　応声虫デース！」

「うるせえトカゲ！　黙れっつってんだろうが！」

「断ことわル！　セッカク口ガ利きケルヨウニナッタノダ、思ウ存ぞん分ぶん話ストモ！　クハーハハハ！」

　苛いらつく鱗さんをさらに挑ちよう発はつするように、応声虫が大声で笑う。その不毛なやりとりを眺ながめながら、僕とイタチさんがげんなり肩かたを落としていると、ふと、がたんと席を立つ音が耳に届とどいた。振り返る間もなく、ジャージを羽は織おった小こ柄がらな少女がてこてこと目の前を通り過ぎ、そしてドアへと手を掛かける。え、どこ行くの？　啞あ然ぜんとしながら見つめた先で、彼氏が今まさに妖よう怪かいに寄生されているその人は、けろりとした顔を僕らに向けて微笑ほほえんだ。

「私、ちょっと野や暮ぼ用ようで出てくるからさ。あとは適てき当とうにやっといて」

「……え？　御み崎さき、今、何て？　照しよう平へいが大変なのに……」

「見りゃわかるわよ。でも同情したからって治なおるもんでもないでしょーが」

　反はん射しや的てきに問い返したイタチさんへ、いつものように軽い言葉を返す経ふみ島しま先輩。いやいや、その発言はあまりにひどくないですか？　と言うか、彼氏の体に妖怪が住み着いたってのに、どうしてそこまで平静でいられるんですか？　だいたいこの状じよう況きようで何の用事が──。

「あ！　もしかして先輩、実は応おう声せい虫ちゆうを追い出すアイテムだか薬だかを取りに行く、とか？」

「あのね白しろの字じ。追い出す方法はわかんないって言ったでしょ」

　僕の一いち抹まつの期待を裏うら切ぎるように、先輩は大きく肩かたをすくめて首を振ふる。そのわざとらしい態たい度どを見たとたん、鱗りんさんが一歩ズンと前に出た。

「おいこら御崎！　あんた、仮かりにも旦だん那なの彼女でしょうが！　なのに旦那を気き遣づかうどころか完全放置って、そりゃさすがに人として女として」

「……いいんだ、鱗くん」

　激げつ昂こうする鱗さんの手を、江戸橋さんが静かに摑つかんで引ひき留とめる。寂さびしげながらもしっかりした一言に、鱗さんは不満げながらも口を閉じた。同時に、先輩はあっさりとドアを開き、

「じゃーね。そう言やキツネ、そろそろ会議の時間じゃないの？」

「あら、確たしかに。では、私も行くとしましょうか」

　稲いな葉ば先生と連れだって生徒会室から去ってしまったのだった。

　かくして僕らは生徒会室に取り残された。しばらくは無言のまま気まずい顔を突つき合あわせていたのだが、ややあって鱗さんが「ええい！」と叫さけび、どかんとソファに腰こしを下ろした。

「キツネはともかく御崎の野郎、あそこまで薄はく情じようだとは思わなかった！」

「そう言わないでやってくれ、鱗くん。ああいう奴やつなんだ」

「ナルホド、『同情シタカラッテ治ルモノデハナイ』カ！　良イコトヲ言ウ娘ダナ！　サア、オ前ラモソロソロ現実ヲ受ケ入レタラドウダ？　クハーハハハハハハハハハ！」

　拳こぶしを打ち合わせて鱗さんが怒いかり、江え戸ど橋ばしさんがそれをフォローし、そのお腹なかで応声虫が大笑いする。さあ、これからどうしたもんだろう。為なす術すべもなくイタチさんと顔を見合わせた僕の耳には、廊ろう下かを歩き去る二人の話し声が微かすかに届とどいていた。

「……経島、あれで良かったのですか？　貴女あなたが憎にくまれ役やくに回る必要はないでしょう」

「深しん刻こくな状況だからってこっちまでシリアスになったらそれはもう負けだと思うのよ。それにね、これはまだ推すい論ろんなんだけど……」
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「──と、応おう声せい虫ちゆうについて私の知っているのはそれだけですね。あとは、薬の名前を順番に読み上げてやれば、嫌きらいな薬の名を聞かされた時だけ反はん応のうが変わったという逸いつ話わくらいです」

「あ、その話なら、さっきイタチさんがネットで調べて見つけてくれたけど……。結局、何が効きいたかは載のってなかったんだよね。粂くめ神がみさん、知ってる？」

「いいえ。申もうし訳わけありませんが、そこまで記き載さいされた資し料りようは見たことがありません。とある植物から作った薬とだけ記き述じゆつされていたのは、見たことがありますが……当時の医い術じゆつは、今と違ちがって秘ひ伝でんと口く伝でんだらけですからね。文書のみでは具体的な内容がわからないんです」

「そっか……」

　携けい帯たい電話から届とどく後輩の声を聞きながら、僕はしょぼんとうなずいた。経ふみ島しま先輩と並ならぶほど妖よう怪かいに詳くわしいあの子なら、もしかして何か知ってるんじゃないかと思って尋たずねてみたのだけど、そう上手くはいかないらしい。

「……ありがとう粂神さん。部活中に電話しちゃってごめん」

　ソファに横になった江え戸ど橋ばしさんを視し界かいの端はしにとらえながら、重たい声で感かん謝しやを告げれば、県立宇宙開発事業団、要するにロケット研究会の粂神さんは「今の私はユーリですから」と言い残して電話を切った。溜ため息いきとともに携帯を閉じると、弱った顔の鱗りんさんと目が合った。

「良りよう子こはどうだった、元もと旦だん那な？　その顔じゃ、収しゆう穫かくゼロっぽいけどさ」

「まあ、残念ながらそのとおりです。鱗さんのほうは？」

「それがさー、赫あか音ねの奴やつ、電話にすら出ねーでやんの。犬いぬ神がみのお清めシャウトで一いち撃げき作戦は、残念ながら計画倒だおれと来たもんだ」

　生徒会長の机に腰こしを下ろしながら、鱗さんがやるせなく首を左右に振ふる。それを聞き、副会長席でパソコンに向かっていたイタチさんが「そう言えば」と顔を上げた。

「赫音、今日のお昼に『ライカが見み慣なれない妖怪を嗅かぎ当あてたんだ。妖よう気きの濃こさからすると、かなり厄やつ介かいな相手らしい』って言ってたからね。もしかして、そっちにかかってるのかも」

　キーボードを叩たたく手を止め、イタチさんがつぶやいた。なるほど、向こうは向こうで忙いそがしい可か能のう性せいがあるわけか。滝たき沢ざわさんの場合、それは大いにありそうな話だ。しかし、ということはですよ？

「……結局、誰だれかの助けは期待できないってことだね」

　イタチさんが僕の心の声を代だい弁べんしてくれたので、無言でうなずき同意を示す。同時に、机に腰こし掛かけたままの鱗さんが「あーもー！」と叫さけんだ。

「寄生トカゲ、いい加か減げんに出てきやがれっての！　何とか言ったらどうなのさ！」

　シャーッと蛇へびが獲え物ものを威い嚇かくするような音を立てながら、鱗さんが唸うなる。挑ちよう発はつを受けた応声虫は、例によって騒そう々ぞうしい声で言い返す──かと、思ったのだけど。

「ありゃ、反論なし？　おーい、どした？」

「そう言えばあのお腹なかの口、照しよう平へいが横になった時から、静かになったよね」

　予想外の反はん応のうに、鱗りんさんが目を丸くし、イタチさんがつぶやいた。言われてみれば、電話したり相談したり検けん索さくしたりで気付いてなかったけど、それは確たしかにそのとおりだ。

「もしかして、気が変わって江え戸ど橋ばしさんから出て行くとか……？」

「残念ダガ！　ソノ逆ぎやくダ！」

　僕の楽観的な独ひとり言ごとを、聞きき慣なれた嫌いやな声が遮さえぎった。ハッとそちらに向き直れば、むくりと体を起こす江戸橋さんの姿すがたがあった。ああ良かった、元気になったのかと思えたのはほんの一いつ瞬しゆんで、すぐにぞくりと悪お寒かんが走る。何しろ、僕らに向かってゆっくり歩み寄ってくる江戸橋さんは、目はうつろで猫ねこ背ぜ気ぎ味み。両手を怪あやしく揺ゆらすその様は、どう見ても異い常じようで──。

「てめえ、応おう声せい虫ちゆう……！　旦だん那なの体を完全に乗っ取りやがったな！」

「ソウイウコトダ！　第二段階ニ至いたルニハ数日カカルカト思ッテイタガ、操あやつラレルノニ慣レテイル体ダッタノカ、思イノ外、寄生ガ早ク進ンデクレタ！　クハーハハハハハハハハ！」

　会長席から飛とび降おりて鱗さんが叫さけび、江戸橋さんの腹の口が嬉き々きとした声でそれに応おうじる。まあ、ライカにほいほい憑ひよう依いされてる人だから、確かに慣れてるんだよな。そんなことを考えながら、慌あわてて机の後ろに回る。すでに身み構がまえているイタチさんの傍かたわらへと、守ってるんだか守られてるんだか微び妙みような具合に寄より添そいながら、僕は頭を悩なやませた。

「さあ、どうしよう。一いち応おう江戸橋さんだから、攻こう撃げきするわけにもいかないし」

「あ、当たり前だよ、真しん一いち！」

「馬鹿言ってんじゃないわよ元旦那！　あんたの体とはわけが違ちがうっつーの！」

「わ、すみません！」

　ステレオで怒おこられてしまった。慌てて謝あやまっていると、イタチさんが「とりあえず、話し合ってみないと」とつぶやき、接近中の江戸橋さん（中身は応声虫）へと目を向けた。

「照平──じゃなかった、応声虫。あなた、何が目的なの？」

「ム。目的ダト？」

　そんな質問は予想していなかったのだろう、応声虫に支配された江戸橋さん（もう応声虫って呼よびます）が足を止め、不ふ審しんそうに首を傾かしげた。お、力ちから任まかせに襲おそいかかってくるのかと思ったけど──これはもしかして話し合いが成立する相手なのか？　ちょっとだけ期待を抱いだきつつ、僕は口を挟はさんだのだが、

「そうそう！　何がしたいのか話してくれれば、意外とあっさり解かい決けつするかもだし」

「繁はん殖しよくニ決マッテイル！　コノ体ノ口カラ別ノ体ノ口ヘ、我ガ卵ヲ産ミ付ケルコト、ソレコソガ我ガ唯ゆい一いつニシテ至し高こうノ目的！　ソシテ、ユクユクハ我々応声虫ガコノ世界ヲ統すベルノダ！　クハーハハハハハハハハハ！」

　その期待はそれはもうあっけなく打うち砕くだかれてしまったのだった。

　……駄だ目めだこいつ、完全に話の通じないタイプだ。やるせない溜ため息いきを落とすと、僕はイタチさんや鱗りんさんと無言で顔を見合わせ、三人揃そろって肩かたをすくめた。

「あのさ、イタチさん。正直、説得できる気がしないんだけど」

「う、うん、あたしもそう思う……」

「クズリに賛成。つーか寄おう生せい虫ちゆうのくせに世界とか言うんじゃねえ」

　副会長の机に隠かくれて身を寄せ合いながら、僕らはひそひそと声を交わす。と、応声虫はいきなり高笑いをぴたりとやめ、ずかずかとこちらへ迫せまってきた。

「デハ早さつ速そく！　繁はん殖しよく行動ヲ開始スル！」

　両手を前に突つき出だしながらずんずん近づいてくる応声虫。どうやら犠ぎ牲せい者しやを無理矢理抱だき寄よせ、卵を産み付けるつもりらしい。さっき「この体の口から」って言ってたので、要するに捕つかまったら最後、江え戸ど橋ばしさんに無理矢理唇くちびるを──。

「って！　冗じよう談だんじゃないぞ！」

　脳のう裏りに浮うかんだ嫌いやな構こう図ずを、頭を振ふって消し飛ばす。男とキスするだけでもお断ことわりなのに──いや、江戸橋さんが嫌きらいなわけじゃないんですけどね──妖よう怪かいの卵を産み付けられて腹に口を作られたあげくに操あやつり人形にされるだなんて、何が何でも絶ぜつ対たいに嫌だ。もちろん僕以外の人が犠牲になるのはもっと困こまるのは言うまでもない。イタチさんと鱗さんを庇かばうように後ずさりながら、僕は応声虫をまっすぐ見み据すえた。

「だいたい、まともなキスもしたことないのに、何が悲しくてあんなのに」

「だよね……」

　僕の独ひとり言ごとを受け、イタチさんが小さな声でうなずいた。そのやりとりに、「あれ？」と首を傾かしげたのは鱗さんだ。

「クズリと元もと旦だん那な、まだキスもしてないの？」

「しっ、してないよ！　だよねっ、真しん一いち？」

「へ？　あ、うん。そりゃ、できるもんならしたいけど。ねえ、イタチさん」

「あっ、あたしに聞かないでよ！　とにかくね鱗、あたしたちは、まだ」

「ほう！　『まだ』とな？　それはつまりいずれ近いうちに予定があると」

「え。それはその、えと……ほら！　今はそれどころじゃないよ！　ねっ？」

　ニヤニヤと見下ろす鱗さんの言葉を、イタチさんは真っ赤な顔で否ひ定ていし、そして強引に話を変えた。まあ、それどころじゃないのは確たしかなんだけど、そこまで必死にならなくてもいいのにな。そんな嫌な話題なんだろうか。ほんの少しだけ残念に思いながら、僕は会長や副会長の机から椅い子すを引き出した。キャスター付きの椅子をひっくり返し、応声虫と僕らの間に乱雑に並ならべていると、イタチさんがちょんちょんと肩をつついて問いかけてきた。

「何してるの、真一？」

「一いち応おう、バリケードのつもり。あいつ、のろのろとしか動けないみたいだし、何もないよりましかなって」

　椅い子すに続いて机を動かし、僕らを囲むように配置。続けて、机の脇わきにあった書しよ類るい棚だなや稲いな葉ば先生の椅子なんかを前に押おし出だすと、僕は生徒会長へ目を向けた。と、ごちゃごちゃと並ならべられた障しよう害がい物ぶつを前に足を止めた応おう声せい虫ちゆうは、顔と腹の口を揃そろえてにたりと笑った。

「浅知恵ニモ程ほどガアルナ！　コノ程てい度どノ足止メデ、私ガ諦あきらメルトデモ思ッテイルノカ？」

　自じ慢まんげに声を張はり上あげながら、腕うでを広げる応声虫。その自信満々の態たい度どに、不安と悪お寒かんがぞくりと走った。もしかしてあいつ、この椅子や机をまとめてなぎ払はらうつもりなのか！　そんな怪かい力りきがあるのなら、かなり分ぶが悪い──と、そう思ったのだけど。

「……あらま。予想外に紳しん士し的てきなんだ」

　鱗りんさんが拍ひよう子し抜ぬけした声を漏もらしたが、それは僕とイタチさんも同感だった。今から世界を支配すると豪ごう語ごする妖怪が、まさか障害物を一つずつ丁てい寧ねいに片かた付づけていくとは、誰だれが予想できただろうか。驚おどろき半分呆あきれ半分でその光景を眺ながめていると、ふとイタチさんがつぶやいた。

「もしかして、そんなに悪い妖よう怪かいじゃないのかな……？」

「ダ、黙だまレ！　私ヲ見クビルナ！　コレハツマリ……ソノ、アレダ！　コノ体ハ私ガ完全ニ支配シテイルノダガ、ゴクマレニ、体ノ持ッテイタ記き憶おくガ行動ニ作用シ、慣なレタ動作ヲ始メテシマウノダ！　ソレダケダ！　私ハ世界ヲ統すベル応声虫ダゾ、ソンナ目デ見ルナ！」

　書類棚をそっと引き起こしながら必死に吠ほえる応声虫である。その叫さけびを聞く限かぎり、江え戸ど橋ばしさんの体が覚えてる動作──つまり日にち常じよう的てきに繰くり返かえしている動きが、応声虫本人（本虫？）の思いを無む視しして前面に出てしまっている、という状じよう況きようらしい。さすが真面目まじめな生徒会長。

「にしても、あの状じよう態たいでも仕事が丁寧ってのが凄すごいなあ。江戸橋さん、普ふ段だんからよっぽど椅子とか棚とか片付けてたってことか」

「キツネにこき使われてたのかな。……照しよう平へい、可哀かわい想そう」

「まあ、旦だん那なも嫌いやがらずに働くからねえ。そういうところがいいんだけどさ」

　顧こ問もんの椅子を元の位置へと戻もどし、慣れた手つきでほこりを払う生徒会長の姿すがたに、僕らは思わずしみじみ見入った。そして、江戸橋さんの的てき確かくな整理整せい頓とんっぷりに見とれること数分の後、イタチさんが思い出したように「あっ！」と叫んだ。

「真しん一いち、いつの間にかバリケードがないよ！　全部片付けられちゃった！」

「え？　ああっ、気が付けば無む防ぼう備びに！　あまりの手て際ぎわの良さに、つい最後まで……！」

「黙もく々もくと働く男の姿が好きというアタシの嗜し好こうを利用するとは、なかなかやるわね」

「イヤ、ソウイウツモリハナカッタガ……逃にゲナイデイテクレタノハ、アリガタイ」

　部へ屋やの隅すみに追おい詰つめられた状態の僕ら三人を前に、応声虫は満足げに微笑ほほえんだ。江戸橋さんの長い両手で僕らの逃げ場を塞ふさぎつつ、剝むき出だしにされた腹の真ん中の口がニタリと歪ゆがむ。

「デハ、サッソク繁はん殖しよくヲ始メヨウ！　マズハ──ソウダナ、オ前カラダ！」

「しっしっ！　来るな！　イタチさんにだけは近づくな、それに鱗りんさんにも」

「ドケ、邪じや魔まダ」

「わー！」

　一いち応おう、邪魔してみたものの、手足の長さも体格も一回り違ちがう相手に僕が敵かなうはずもなく。あっけなく振ふり払はらわれて床ゆかに転ころがった僕へと、イタチさんが慌あわてて駆かけ寄よってきてくれる。

「真しん一いち、大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、これくらいなら慣なれてるから！　それより、イタチさんこそ──」

　慌てて体を起こしつつ、僕は「待てよ」と自問した。イタチさんが目の前にいるってことはつまり応おう声せい虫ちゆうが見み逃のがしたってことであり、ということは、あいつのターゲットは？

「ありゃ。アタシなの？」

　応声虫と対たい峙じしながら、鱗さんがきょとんとつぶやいた。その問いかけに答えることなく、江戸橋さんの体を乗っ取った寄生妖よう怪かいは目の前の長身の少女へと手を伸のばした。強引に引き寄せられた鱗さんが、わっ、と間ま抜ぬけな声を漏もらす。

「って、なんでおとなしく捕つかまってるんですか！　毒で麻ま痺ひさせれば逃にげられますよ！」

「そ、そうだよ！　照しよう平へいをもう傷きずつけたくないなら、蛇へびの姿すがたに戻もどるとか」

「ん？　いやまあ、元もと旦だん那なとクズリの言うとおりではあるんだけどさ。……ねえ？」

　がっちり抱だきしめられながら、鱗さんは妙みように照れくさそうに笑った。なんで嬉うれしそうなんです、と問いかける間もなく、長身の蛇へび女によう房ぼうは頰ほおを薄うす赤あかく染そめ、シュッと小さく舌したを鳴らした。

「ほら、こんなふうに旦那に抱きしめられるのなんて初めてだしさあ。どうせなら、あと少しだけ、このシチュエーションを楽しんじゃおうかなーと。へっへっへ」

「ああ、なるほど──って、いやいや！　そんな場合じゃないでしょう！」

「うるせえ鈍どん感かん！　女の純情をちょっとは判わかるようになれ！　そんなんだからクズリに苦労させんのよ！　って、それはともかく、応声虫さん？」

　僕の言葉をばっさり切り捨て、鱗さんが江え戸ど橋ばしさんの顔へと向き直る。いきなり問いかけられて面食らったのだろう、「何ダ？」と目を丸くした応声虫を前に、赤い顔の蛇女房は小さな声で口を開いた。だからなんでその状じよう況きようでそんな照れた顔ができるんですか！

「あのさ。なんで最初のターゲットがアタシなの？　もしかして、もしかしてだけどね、さっきみたいに、旦那の──その体の記き憶おくが作用した、とか？　ほら、実は好感度が高かったり」

「イヤ、特ニ。単ナル背せノ順ダ」

「……あ、そうなんだ」

　応声虫のざっくりした回答に、鱗さんがあからさまにがっかりした。その極きよく端たんな肩かたの落としっぷりに、僕とイタチさんが揃そろって同情したことは言うまでもない。と言うか、もう少し鱗さんの気持ちを考えろよ、この寄生虫。僕が思わず漏もらしたその一言を、応声虫はすっぱり無む視しし「デハ、ソロソロ」と微笑ほほえんだ。

「卵ヲ産ミ付ケルコトトシヨウ。安心シロ、チョットクスグッタイダケダ」

　江え戸ど橋ばしさんの指が鱗りんさんへと伸のび、細く尖とがった顎あごをくいっと持ち上げる。よっぽど気落ちしているのだろうか、鱗さんは完全にされるがままだ。もしかしてあの人、ヤケになって卵産み付けられるつもりじゃあるまいな？　僕が一いち抹まつの不安を感じ、そしてイタチさんが「鱗！」と叫さけんだ、その時だ。

「おっ待ったっせー。経ふみ島しま御み崎さき、恥はずかしながら戻もどって参まいり──」

　のんきな声とともに生徒会室の戸が開いたかと思うと、ジャージ姿すがたの小こ柄がらな少女が現れ、ぴたりと立ち止まって絶ぜつ句くした。すぐ目の前の光景を再さい確かく認にんするかのように経島先輩の瞳ひとみがぱちぱちと瞬またたき、今にもキスされそうになっていた鱗さんが決まり悪そうに苦笑した。そして室内に気まずい空気が満ちていく。ああ。

　……なるほど。いくらドライな先輩でも、さすがに彼氏が自分以外の女性と抱だき合あってる場面を見せられると、面食らってしまうらしい。人間的な面もあるんだな、良かった良かった。妙みように冷えた頭の隅すみでそんなことを考えていると、ふいに経島先輩がハッと息を吞のんだ。

「そんな……江戸橋……！」

　眼鏡の奥の大きな瞳から、ぼろぼろっ、と大おお粒つぶの涙なみだがいくつも落ちた。同時に、ぐすっ、としゃくり上げるような声が静まりかえった生徒会室に響ひびき始はじめる。

「え。せ、先輩？」
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　ショックを受けただけでも意外だったのに、まさか泣くとは！　両手で顔を押おさえながらぐすぐすと嗚お咽えつを漏もらす小さな先輩の姿すがたに、僕らは（応おう声せい虫ちゆうさえ）言葉を失った。

「みっ、御み崎さき！　これはね、応声虫が照しよう平へいの体を操あやつって、鱗りんに卵を産み付けようと──」

「あ、ありがとイタチちゃん。……私もね、それは、わかってるのよ」

　イタチさんが慌あわてて状じよう況きようを説明しようとするが、経ふみ島しま先輩はそれを制すると「わかってるんだけど」と繰くり返かえした。涙なみだが溢あふれて止まらないのか、子供じみた小さな両手が顔を覆おおう。

「自分でも、なんで泣いてるのか、わかんないんだけど……。おかしいな、なんで止まんないんだろ」

「完全ニ私ノ支配下ニ落チタ恋人ノ姿ガ、ヨホドしょっきんぐダッタヨウダナ。豪ごう毅きニ振ふル舞まッテミセタトコロデ、所しよ詮せんハ小娘トイウコトカ！　クハハハハハ！」

　鱗さんをしっかり抱だきかかえたまま、応声虫があざ笑った。いつもの経島先輩だったら「うるせえ寄生虫、とっとと冥めい土どに帰き省せいしろ！」とか何とか元気に言い返すのだろうけど、あいにく今の先輩はいつもと完全に逆ぎやく。両手で顔を押さえたまま、何も反論できずにぐすぐすと泣き声を漏らすばかりだ。もともとの体の小ささも相まって、痛いたいほどに弱々しいその姿を見ると、応声虫はふいに嫌いやな笑みを浮うかべた。

「──喜ベ、小娘。コノ体ハ、ドウヤラ、オ前ヲ欲シテイルヨウダ」

「江え戸ど橋ばしが……？　まだ、意い識しきが残ってるの？」

「モハヤ残ざん滓しダガナ。ソレニ免めんジテ、卵ヲ産ミ付ツケルノハ、オ前カラニシテヤロウ！」

　そう言うが早いか、応声虫は鱗さんを乱らん暴ぼうに振ふり払はらうと、経島先輩へと近づいた。そのまま、すっと長い足を折って片かた膝ひざをつくと、右手で目の前の小さな少女の腰こしを強引に──それでも、さっき鱗さんを引き寄せた時に比べると、どこか丁てい寧ねいに──抱き寄せる。同時に、左の手が眼鏡を外し、シャツの胸むねポケットへと滑すべり込こませた。その流れるような一連の動作に、僕は思わず見とれていた。

「何て無む駄だのない動きだ……！　あれ？　でも、なんで眼鏡外したんですかね」

「眼鏡同士だとキスする時にかち合うでしょ？　ちなみに、わざわざ膝をついたのは御崎と顔の高さを合わせるためね」

　キス寸前でほっぽり出されてしまった鱗さんが、苦笑混まじりで答えてくれた。なるほどね、と納なつ得とくしている僕の隣となりで、傷しよう心しんの蛇へび女によう房ぼうは「しかしまあ」と肩かたをすくめた。

「意識のない状じよう態たいであんだけスムーズとはねー。よっぽど体が覚えてたってことか」

「あ、ですよね、そうなりますよね！　ってことは江戸橋さん、普ふ段だんから先輩と……？」

「そうだったんだ、御崎……。な、なんだか、その──『大人』って感じだね」

「お。その顔からすると、クズリも興きよう味みのあるお年とし頃ごろ？　いいねえいいねえ」

「えっ？　そ、それは──って、そんな話してる場合じゃないよ！　御崎を助けないと！」

　真っ赤な顔のイタチさんが、ハッと我に返って叫さけんだ。しかし、応声虫に抱き寄せられた経島先輩は、目線だけをこちらに向けて「いいの」と僕らを制すると、顔を押おさえていた両手を離はなした。諦あきらめきったその態たい度どを見て、応おう声せい虫ちゆうがいっそう嬉うれしげな笑みを浮うかべた。

「良イ子ダ、ヨウヤク屈くつシタカ、ソレトモ心ガ折レキッタカ？」

　腹の口があざ笑う声とともに　無表情のままの生徒会長の顔が、目の前で涙なみだぐむ少女の顔へと近づいていく。そして、僕らが呆ぼう然ぜんと見つめる先で、二人の唇くちびるが近づき──。

「はい、王手」

　瞬しゆん間かん、経ふみ島しま先輩の目に光が戻もどった。え、何でこの状じよう況きようでそんな顔？　わけがわからず戸と惑まどう僕らの視し線せんの先、応声虫がびくりと全身を震ふるわせると、抱だき寄よせていた先輩を振ふり払はらった。

「貴き様さま……！　イッタイ、何ヲ……！」

　一いつ瞬しゆん前まえまでの余よ裕ゆうを根こそぎ失いながら、応声虫が唸うなりをあげた。全身がぶるぶると震ふるえ、腹の口からは荒あらい息がぜえぜえと漏もれている。そんな、明らかに異い常じような姿すがたを前に、経島先輩は心底楽しそうにニイッと笑った。ああ、その顔はいつもの先輩だ！

「口から直接吹き込むと、さすがに効ききが早いわね。特とつ効こう薬やくのお味はどうだったかしら？」

「ト──特効薬？　小娘、オ前ハマサカ、ソレヲ私ニ飲マセルタメニ、ワザト……？」

「気付くのが遅おそかったわね！　さあ、あとは弱ったあんたが出てくるのを待つばかり」

　悔くやしげにそして苦しげに歯を鳴らす応声虫を前に、経島先輩は勝かち誇ほこりながら手の甲こうで口元をぬぐった。ええと、何が何だかよくわからないけれど、先輩と応声虫の様子からすると、これはつまり──。

「全部お芝しば居いだったってこと……ですか？　いや、でも、どこからが？」

「全部でしょ。ぐすぐす泣いてるフリしながら特効薬だかなんだかを口に含ふくんで、キスで卵産み付けられる前に旦だん那なの口に吹き付けたってわけか。さすがじゃん、御み崎さき」

　僕が啞あ然ぜんとつぶやいた言葉を受け、鱗りんさんがニヤニヤとうなずいた。そりゃ凄すごい、さすが経島先輩。素直に感心していると、イタチさんが「でも」と首を傾かしげた。

「応声虫に効く薬なんて、どうやって見つけたの？　妖よう怪かいに詳くわしい良りよう子こだって、そんなの聞いたことないって言ってたし……それに、こんなにすぐに用意できたのも」

「お。いい質問ね、イタチちゃん」

　イタチさんの疑問に割り込み、いかにも説明したそうな顔で経島先輩がにやついた。その足下では、よほど苦しいのだろう、応声虫が両手を床ゆかにつきながらぶるぶると全身を痙けい攣れんさせている。そんな彼氏（正せい確かくには、その中の寄生妖怪）へと「早く出てこいっつーの」と無む造ぞう作さに言い放つと、頼たよれる妖怪知ち恵え袋ぶくろは羽は織おったジャージを翻ひるがえしながら僕ら三人へと向き直った。

「では、寄生トカゲが弱って出てきやがるのを待ちながら、今回の解説タイムと参まいりましょうか。うん、確たしかにイタチちゃんの言うように、応声虫退たい治じの特効薬そのものについては一いつ般ぱん的てきな文ぶん献けんには記されてないのね。むろん本に載のってないものがネットに転ころがってるわけもなく、お手上げかと思ったのよ。最初は」

「ですよね。だったら──あっ、もしかして『秘ひ伝でんのどんな妖よう怪かいにでも効きく薬』とか！」

「あのな、白しろの字じ。そんなオールマイティなもんがあったら一年前から使っとるわい」

　アホかと言いたげな視し線せんがこちらへ向いた。すみません、と頭を搔かく僕を呆あきれ顔がおで眺ながめると、先輩は「ヒントは今回の依い頼らい人にんね」と言い足した。

「あの山ごもり帰りの拳けん法ぽうガール？　大おお牧まきちゃんだっけか」

　おとなしそうな風ふう貌ぼうの蟷とう螂ろう拳けん使つかいを思い出しつつ、鱗りんさんが答えた。イタチさんが「どんな人？」と聞きたそうな顔だったので、とりあえず「アルマの仲間」とだけ説明しておく。それでだいたい通じるだろうと思ったら、案あんの定じようイタチさんはこくんと小さくうなずいた。共通の友人がいると、話が早くて助かるなあ。アルマに感かん謝しやしつつ、僕は先輩に問いかけた。

「で、先輩。あの大牧さんがどうかしたんですか？」

「だからさ。あの子は数週間前から応おう声せい虫ちゆうに入られちゃってて、腹に口まで作られてたくせに、意い志しはしっかりしてたでしょ？　腹からにぎやかな声が聞こえたりもしてなかったし。普ふ通つうだったらとっくに寄生完了されてるはずなのに。こりゃあ裏うらがあるな、具体的には応声虫の活動を阻そ害がいする何かが作用しているなと、私は推すい測そくしたのです。そしてもう一点、応声虫退たい治じの特とつ効こう薬やくの原料は植物である。これはたまたま知ってたんだけど」

「あ、それは粂くめ神がみさんも言ってましたね」

「おー。なかなかやるわね、あのロケットガール。いずれ跡あと目めを譲ゆずるなら──と、それはともかくとして。そこまでわかれば、あとはもう単たん純じゆんな推すい理りでしょ？　あの蟷螂拳はどこで山ごもりして何を喰くらっていたかを考えれば、答えは」

「ああ！　タケノコか！」

　唐とう突とつに鱗さんの大きな声が割り込んだ。間かん髪はつ入いれず経ふみ島しま先輩が「正せい解かい」と笑う。

「いえーす、お鱗さんの言うとおり。背はい景けいには、竹に寄生する細さい菌きんが虫下し薬の材料にされてきた歴史があるみたいなんだけど、要するに応声虫って竹に弱いのね」

　そこでいったん言葉を句切ると、経島先輩は意味もなく一回転し、床ゆかの上で悶もん絶ぜつ中ちゆうの応声虫へと振ふり向むいた。江え戸ど橋ばしさんの腹の口がゼエゼエと苦しげに呻うめくのを、頭の回る妖怪博士が満足げに見下ろす。

「かくして、格かく闘とう研究会を訪たずねて大牧ちゃんから産地直送のタケノコを手に入れた私は、その足で科学部で乳にゆう鉢ばち借りて磨すり潰つぶして粉こなにした上で、そいつを手の中に忍しのばせてここに戻もどってきたってわけなのでした。どうやって飲ませるかは考えてなかったけど、自分から口を突つき出だしてくれたもんで助かったわ」

「……黙だまレ！　オノレ、私トシタコトガ、コンナ小娘ノ罠わなニ掛かカルトハ……！　シカシ、コノ程てい度どデ私ガ追おイ払はらエルト思ッタラ、大おお間ま違ちがイダ！　イヤ、ヨシンバ私ガ負ケヨウトモ」

「しつこい！　というわけで、だめ押おしのもう一いち撃げき」

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　業ごうを煮にやした先輩が、ジャージのポケットから粉こなの入った袋ふくろを取り出し、その中身を江え戸ど橋ばしさんの腹の口へと押おし込こんだ。同時に響ひびく凄すさまじい悲鳴。その一いつ瞬しゆん後のち、生徒会長の腹から、トカゲ型の妖よう怪かいが苦しげに抜ぬけ出だしてきたかと思うと、ふらふらと揺ゆれ、ぱたりと倒たおれた。

「──よし、駆く除じよ完了。そしてミッションコンプリート」

　凄すごい速さで干からびていく応おう声せい虫ちゆうの死体を前に、経ふみ島しま先輩がクールにうなずく。江戸橋さんの腹を見てみれば、あの不気味な口は綺き麗れいさっぱり消え去っていた。

　やれやれ。いろいろ予想外の展てん開かいが続いた事件だったけど、ようやくこれで解かい決けつらしい。お疲つかれ様でした、と小さく頭を下げれば、今回一番の功こう労ろう者しやである先輩は「どういたしまして」と微笑ほほえんだ。

「応声虫にはタケノコが効きくってこともわかったし、なかなか有意義な一件だったわね。これは是ぜ非ひとも記き録ろくしなくては！　そうそう、ちなみに応声虫にはね、大事件や大だい災さい害がいの前まえ触ぶれとして現れるって話もあってねえ」

「それはさっき聞きましたけど、せっかく一件落着したんだから、縁えん起ぎの悪い話はやめてくださいよ。そういうこと言われると何か起こるような気がするじゃないですか」

　気き絶ぜつしたままの彼氏を無む視しして妖怪講こう座ざを始める先輩に、僕は露ろ骨こつに呆あきれかえり、そして少し安心していた。一時は、江戸橋さんのこと心配してないのかと思ったりもしたけれど、幸い、杞き憂ゆうだったらしい。江戸橋さんを助けたのは結局先輩だったし、何だかんだ言っても大事にしてるんですね──と、そんなことを思いつつ、僕は先輩へと話しかけた。

「しかし先輩、生徒会室から出て行く時、なんで妖怪退たい治じの薬を取りに行くって言わなかったんです？　何も言わずに行っちゃうもんで、どんだけ薄はく情じような人なんだと思いましたよ」

「え？　だってそれは──その、なんだ。タケノコが効くってのはあの時点ではあくまで推すい測そくだったから、ぬか喜びさせると悪いかなーってね？　あと、応声虫に聞かれると逃にげられる可か能のう性せいもあったし」

「それはそうですけど……。でも、だからってあんなふうにあっさり去らなくても」

「照しよう平へいが心配だったんだよね、御み崎さき」

　いいじゃないですか、と続けようとした僕の言葉を、イタチさんが遮さえぎった。きょとんと目を丸くした経島先輩に向かって、心優やさしい妖怪少女はどこか羨うらやましげに先を続ける。

「照平が妖怪に寄生されちゃって、どうなるかすごく心配で、だから口数も少なくなっちゃったのかなって、そう思ってたんだけど……。あれ、違ちがうの？」

「……私が？　江戸橋を案じるあまりに？　も、もう、やだなあ、イタチちゃん」

「ははーん。そういうことか！」

　けらけら笑ってイタチさんの言葉を否定する経島先輩だったが、今度は鱗りんさんが割り込んだ。冷やかすようにニタニタと笑みを浮うかべつつ、長身の蛇へび女によう房ぼうが先輩の肩かたへ手を回す。

「とんだ冷血女だと思っちゃったけど、なるほど、気もそぞろだったわけね。可愛かわいいとこあるじゃん、見直したわよ！」

「はい？　いや、あのね、お鱗りんさん？　勝手に見直されても困こまるんだけど」

「照れるな照れるな。待てよ、ってことは、さっきの涙なみだも実は芝しば居いじゃなかったり？　変わり果てた旦だん那ながヨソの女抱だいてる姿すがたにショック受けてさ、自然に涙が出た後で、顔を隠かくすフリしながら薬を口に含ふくんで云うん々ぬんって作戦思いついたんじゃねーの？　ますます可愛かわいいねえ」

　心底楽しそうににやつきながら、鱗さんが何度も深くうなずく。経ふみ島しま先輩は呆あきれた顔を左右に振ふると、同意を求めるように僕へと視し線せんを向けた。

「そりゃさすがに考えすぎ。白しろの字じ、あんたならわかってくれるでしょ」

「確たしかに、経島先輩にそんな人にん情じよう味みがあるようには思えませんけど」

「甘ーい！　朴ぼく念ねん仁じんの元もと旦だん那なはともかく、女同士に噓うそが通じると思ったら大おお間ま違ちがいで」

「──そのへんにしてやってくれ、鱗くん」

　先輩を問とい詰つめる鱗さんへと、静かな声が投げかけられた。いつものように真面目まじめな語調で蛇へび女によう房ぼうを黙だまらせながら、江え戸ど橋ばしさんはゆっくりと上体を起こして立ち上がる。シャツの前こそ全開のままだけど、顔色も口調もしっかり元に戻もどったようだ。やれやれと安心した僕の前で、生徒会長は剝むき出だしの腹を一ひと撫なですると、礼儀正しく頭を下げた。

「すまん。迷めい惑わくを掛かけたな、みんな」

「いいよ、そんなの。無事で良かったね、照しよう平へい」

　安あん堵どしたイタチさんが優やさしく笑った。その労ねぎらいの言葉に、江戸橋さんは「ありがとう」とうなずくと、少しだけ顔を赤く染そめながら、傍かたわらに立つ小さな少女の頭へ手を乗せた。

「助かった、経島」

「うむ。存ぞん分ぶんに恩おんに着ろ」

　江戸橋さんの手でくしゃくしゃと頭を撫なでられながら、にまにま微笑ほほえむ経島先輩。いつもどおりの人を食ったような口調ではあったけど、その笑顔はやたらと幸せそうで、そしてなおかつ無む性しように可愛い。思わず見入っていると、いつの間にか隣となりに立っていたイタチさんが、小さな声でつぶやいた。

「なんだかいいよね、御み崎さきと照平。……ね、そう思わない、真しん一いち？」

「うん、すごくいい絵だよ。こういう雰ふん囲い気きが描かけるようになりたいなあ……！」

「あたしも、ちょっと羨うらやまし──って、絵？　そ、そういう理由で見とれてたの？」

　なぜか顔を赤らめたまま、イタチさんが目を丸くする。何を驚おどろいてるんだろう、と疑問を感じつつ、素直に「うん」とうなずけば、目の前の妖よう怪かい少女はとたんに大きな溜ため息いきを吐ついた。

「真一……」

「え。なんでいきなりがっかりしてるの、イタチさん？」

　何かまずいことをしたのだろうか。わけがわからず困こん惑わくする僕の前で、かくんと落ちたイタチさんの肩かたへ、鱗さんの長い手が優しく伸のびた。

「ドンマイ、クズリ。しかしまあ、どいつもこいつも見せつけてくれやがってさ。独ひとり者ものの身にもなってみろってんだ、畜ちく生しよう」

　同情するようにイタチさんの肩かたを叩たたきつつ、鱗りんさんがやれやれと頭を振ふった。その視し線せんの先を追えば、江え戸ど橋ばしさんと経ふみ島しま先輩が、次のデートで見に行く映画のことで盛もり上あがっていらっしゃった。仲の良いことだ。

「だがな経島、先週もお前に付き合ったんだぞ？　今度は俺が選ぶ番のはずだ」

「だからそこはほら、今日の借りを返すってことでね？　つーかさ、いつまで私の頭をわしゃわしゃやってんの、江戸橋。人目もあるし、さすがにちょっと恥はずいんだけど」

「……もう少しくらい、いいだろう」

　照れた顔で目を背そむけつつ、彼女の頭を撫なで続つづける生徒会長。経島先輩もブツブツ言ってはいるものの、何だかんだで嬉うれしそうな顔なのは言うまでもない。そんな二人を溜ため息いき混まじりで見つめると、鱗さんはふいにきっぱり明るくうなずいた。

「決めた。今日はこのままキツネ誘さそって飲みに行く！　付き合いなさいよ、元もと旦だん那な！」

「あ、はい。僕で良ければ喜んで──って、いやいや無理ですよ！　僕、未成年ですし！」

　と言うか鱗さんも設せつ定てい上じようは十五歳の高一でしょうが。呆あきれながら言い足せば、恋に破れっぱなしの蛇へび女によう房ぼうは「固いねえ」と気持ちの良い笑みを浮うかべたのだった。
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「がふ」

　苦しげに一声吠ほえると、カッターシャツ姿すがたの犬神男ドギーガイはあっけなく地面に崩くずれ落おちた。牙きばの並ならんだ口元からだらりと舌したが垂たれ下さがり、はあはあと荒あれた吐と息いきが漏もれる。一いつ瞬しゆんにして戦せん闘とう力りよくを奪うばわれた犬神男ドギーガイが悔くやしげに見上げる先では、すらりとした細身の怪かい人じんが一体、手て応ごたえを確かく認にんするように右手を開閉していた。

「御ご馳ち走そう様、犬いぬ神がみ君、それに憑ひよう依いの素そ体たいとなった君。校舎からここまで僕を追ってきたのは賞しよう賛さんに値するけれど──まだ、本物の鬼おにの相手は早かったようだね。残念」

　巨きよ大だいな牛の頭ず蓋がい骨こつで顔をすっぽり覆おおっているので表情は読めないが、笑っているのは声でわかった。異い様ような被かぶり物ものとは裏うら腹はらに、その声はやたら爽さわやかだ。牛の骨ほねの下から伸のびた真っ白な長ちよう髪はつと、そして濃のう緑りよくの着流しの上に羽は織おった襟えり付つきの短いマント──名前が出てこないけど、イギリスの名めい探たん偵ていが愛用してそうなあれ──とが、夕ゆう暮ぐれ時どきの風に軽やかに揺ゆれた。どこの国の人なのかさっぱりわからない着こなしだけど、なぜか違い和わ感かんはなく、むしろ様になっている。オレンジ色の夕日や、人ひと気けのない公園という寂さびしいロケーションのせいもあってか、妙みように絵になる妖よう怪かいだ。いや、見入ってる場合じゃないんですけどね。

　──部活中に、滝たき沢ざわさんから「先週から追ってた妖怪を見つけて追つい跡せき中ちゆうなんだ、手伝って！」との呼よび出だしを受けたのが二十分前。犬神コンビが問題の妖怪を追おい詰つめたという公園に急行した僕とイタチさんは、予よ想そう外がいに知的で強力な鬼を前に、ぽかんと呆ほうけていた。

「ライカと合体した江え戸ど橋ばしさんが一いち撃げきで……？」

「違ちがう、『一撃』じゃないよ、真しん一いち！　あの鬼、ただ手を突つき出だしただけ！　なのに……」

　すぐ隣となりで身み構がまえていたイタチさんが叫さけぶ。ぴょこんと生えた丸い耳で敵てきの動向を探さぐりながらの一言に、滝沢さんは「掌てのひらだ！」と凜りんとした声で切り返した。

「あいつの手をかざされると、一瞬で目め眩まいがして熱が出て立ってられなくなるんだよ。学校で最近増ふえた急な発熱は、ほとんどこいつの仕し業わざだ……！」

　愛用のフルートを手にしたまま言い放つ、ショートカットの犬神使い。その意い志しの強い瞳ひとみにまっすぐ見み据すえられた長身の鬼は、なぜかにこやかにうなずいた。

「ご名答。もっとも、君とやり合うのは今日が初めてじゃないからね、犬神使い君？　生徒を襲おそうところも目もく撃げきされているし、それくらいはわかって当然か」

　灰はい色いろの手をマントの下に隠かくしながら、そいつはショートカットの少女へと向き直った。やばい。背せ中なかに悪お寒かんが走る。いくら犬神使いのスキル持ちとは言え、ライカのいない滝沢さんは、ちょっとボーイッシュでしっかり者なだけの（それで十分な気もするけど）普ふ通つうの高二の女の子だ。やめろ、と思わず叫びそうになったその時、イタチさんが凜と叫んだ。

「鬼！　赫あか音ねから離はなれて！」

　振ふり抜ぬかれた指先から半月型の風の刃が放たれる。触れたものをざっくり両りよう断だんするイタチさんの得意の妖よう術じゆつ、鎌かま鼬いたちだ。だが、一目で危き険けんとわかるそれを前にしながら、ばかでかい牛の頭とう骨こつを被かぶったそいつは、ただ肩かたをすくめただけだった。

「ふむ。『鬼おに』という呼よび名なは、正しくはあるが無ぶ粋すいだね、化ばけ鼬いたちの君」

　何かを思案するように、首を捻ひねる細身の鬼。どうして避よけないんだと驚おどろく僕らだったが、その理由はすぐにわかった。一直線に鬼へと向かっていた鎌かま鼬いたちが、なぜかターゲット直前でふわりと向きを変え、古びたフェンスへと突つき刺ささったのだ。

「な、なんで鎌鼬が勝手にカーブ？　イタチさん、何かした？」

「あたし？　ううん、何もしてないし……そもそもそんなのできないよ！」

　顔を見合わせうろたえる僕とイタチさん。そこに再ふたたび、滝たき沢ざわさんが口を挟はさむ。

「あのインバネス、攻こう撃げきを自動的に受け流すんだ。求ぐ道どう丸まるもそれでやられたらしい」

「また？　あいつ、いっつもそんな役だなあ。……で、『いんばねす』って何？」

「ああいう短いマントのことだよ、真しん一いち」

　そういう名前の特とく殊しゆなアイテムかと思って尋たずねてみれば、隣となりのイタチさんがぼそっと補ほ足そくしてくれた。なるほど、あれはそういう名前なのか。覚えておこうと心の中でつぶやきつつ、僕は悠ゆう然ぜんと立つ鬼へと改めてじっくり目を向けた。

　──しかしこいつ、見れば見るほど奇き妙みような鬼だ。自分で認みとめてるからには鬼なんだろうけど、今まで見てきた鬼とは何もかもが違ちがう。実体はあるし言葉は話すし服も着てるし、攻こう撃げき手しゆ段だんも力ちから任まかせの暴ぼう力りよくではなく妙みような手かざしだ。そして──悔くやしいけれど──妙に絵になる風ふう体ていなのである。知的なムードと相まって、路線的には奈な良ら山やまの天てん狗ぐモードあたりに近い。

「だからって、ほっとくわけにはいかないけどな。何人も襲おそってるみたいだし」

「だよね。──真一、お願い」

　自分に言い聞かせるためにつぶやけば、イタチさんが強い語気で応おうじてくれた。いつの間にか、その両手の間には透とう明めいで鋭するどい風が渦うず巻まき始めている。実体化させた鎌鼬で行くってことだね、了りよう解かい。小さくうなずきながら、僕は無言でスケッチブックのページをめくった。そして、胸むねポケットからシャーペンを引ひき抜ぬこうとした、その時だ。

「何をする気か知らないけれど、これ以上付き合う気はないよ」

　今の今まで五メートルは離はなれていた鬼が、イタチさんの目の前に移い動どうした……と言うより、そこに現れた。どんなスピードだ。一いつ瞬しゆんぽかんとしてしまった間に、牛の骨ほねを被ったそいつは、マント……じゃなくってインバネスの下に隠かくしていた右手を、イタチさんへ──。

「って、やめろ！　イタチさんに何を」

「残念。遅おそいね」

　灰はい色いろの掌てのひらがイタチさんの鼻先へと突きつけられる。炎ほのおも風も起こらなかったが、イタチさんに決定的なダメージを与えるには十分な攻撃だった。あ、と短い吐と息いきが漏もれ、栗くり色いろの耳と尻尾しつぽが風にかすれて消える。ぐらっと揺ゆれて倒たおれ込こんできた体を、スケッチブックを投げ捨てながら支ささえれば、セーラー服越しでもわかるくらいに熱かった。

「イタチさん？　イタチさん、しっかり！」

「えっ？　あ、真しん一いち……。大だい丈じよう夫ぶだよ、あたしは……ほら、平気、だから」

「いやいやいや、どう見ても平気じゃないから！　気を確たしかに！」

　腕うでの中ではあはあと苦しげに喘あえぐ少女に、僕は必死に呼よびかける。と、その様子が滑こつ稽けいだったのか、鬼おには肩かたを揺ゆすって笑い声を漏もらした。てめえ何がおかしいんだ、鬼！

「おやおや、そう憤いきどおらないでくれたまえ、少年。その少女の命に別べつ状じようはないよ。僕はほら、命を奪うばえるような鬼じゃないからさ。もちろん燃やしたり砕くだいたりもしない。昔はともかく今の僕はね、あくまで──そう、君たちの言葉で言えば、『健康』を食うだけの鬼なのさ」

「……健康？」

「そう。二、三日休めば回復する程てい度どの健康をいただくだけの、しがなくて平和的な鬼というわけさ。以後、お見知りおきを」

　流りゆう暢ちようにそう告げると、その奇き妙みような鬼は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げた。いつもなら思わず釣つられて「こちらこそ」と一礼するところだけど、あいにく今は腕うでの中でイタチさんがぐったりしているのでそれどころではない。ゆっくり後こう退たいしながら「誰だれが信じるか、鬼！」と叫さけべば、そいつはやれやれと首を振ふった。

「うーん。僕のことを鬼と呼ぶのは、人間に『おい、ほ乳類』と呼びかけるようなものだよね。牛ご王おうという名があるのだから、そう呼んでくれたまえ。──さて、自己紹しよう介かいも終わったところで──少年くん、次は君の」

「させるかあっ！」

　唐とう突とつに、滝たき沢ざわさんの跳とび蹴げりが、自じ称しよう「牛王」の横腹に炸さく裂れつした。

　細っこい見た目どおりに軽いのか、あっけなく蹴り飛ばされた牛王だが、空中でふわりと向きを変えると、難なんなく地面へ降おり立たつ。その様子を見み据すえながら、たった今僕を救すくったばかりの小こ柄がらな少女は、ふうっと息を吐はき出だした。

「インバネス以外の部分を狙ねらえば攻こう撃げきは効きく、と。あとは、あの掌てのひらにさえ気を付ければ……」

　呼こ吸きゆうを整えながら静かにつぶやく犬いぬ神がみ使つかい。よく見れば、ショートカットの頭の上には三角形の耳が二つ生えそろい、短いスカートの裾すそからはボリュームのある尻尾しつぽが揺れている。なるほど、江え戸ど橋ばしさんからライカを抜ぬいて、自分に憑ひよう依いさせたのか。やるなあと感心していると、滝沢さんはキッと僕へと振り向き、言った。

「今のうちだ。伊達だてさんを連れて逃げろ、白しら塚つか！」

「あ、ありがとう！　でも、逃げろと言われてもどこへ逃げれば」

「こっちよ白しろの字じ！」

　聞きき慣なれた声が僕の耳へとふいに届とどく。ハッとそちらへ振り向けば、さびついたベンチの前で必死で手て招まねきしている小さな少女の姿すがたがあった。え、経ふみ島しま先輩？

「いつの間に来たんです？」

「ついさっき！　とにかく早く来なさい、こっちならたぶん安心だから！　白しろの字じはともかくイタチちゃんに何かあったらどうすんの！」

　難むずかしい字をマジックで書き付けた紙をバリアのように突つき出だしながら、経ふみ島しま先輩が大声で叫さけぶ。その後ろには、ライカの憑ひよう依いを解とかれた江え戸ど橋ばしさんがベンチにもたれかかっていた。鬼おにの掌てのひらで健康を吸すわれたせいだろう、イタチさん同様に調子が悪そうだ。

「よくわかんないけどあそこなら安全ってことか。それなら──って、そう言えば滝たき沢ざわさん、その合体ってあんまり長持ちしないんじゃ……？」

　完全に意い識しきを失ったイタチさんを抱かかえ上あげながら、僕はふと不安を覚えて犬いぬ神がみ使つかいへ振ふり向むいた。しかし滝沢さんは、「大だい丈じよう夫ぶ」と短く答えると、ポケットから伸のびたイヤホンを両耳に差し込んだ。獣けもののように尖とがった爪つめを使い、慣なれた手つきでカリカリとダイヤルを回すと、

「──ライカと合体しさえすれば、あいつくらいなら何とかなる。そこまで強そうな相手でもないし、一曲分の時間があれば十分だ」

　犬神使いはそう言い残して撥はね、僕の視し界かいから消えた。

　そして一いつ瞬しゆんの後、数メートル先でガキンと激はげしい音が響ひびいた。滝沢さんの放った蹴けりが牛ご王おうに受け流され、荒あれた地面に炸さく裂れつしたのだ。滝沢さんは悔くやしげに歯を鳴らしたが、牛王の方も相手がこんなに素す早ばやくなるとは思っていなかったようで、「おや」と大きく肩かたをすくめた。

「って、見入ってる場合じゃないぞ、僕」

　見み応ごたえのある勝負なのは確たしかだけど、今はイタチさんの安全だ。はあはあと苦しそうに息を吐はく少女を大事に抱えてベンチ周辺の安全地帯へと避ひ難なんすれば、経島先輩が手にしたコピー用紙を軽やかに振って迎えてくれた。

「いらっしゃい。ヒロインを守ってご帰き還かんとは、ずいぶんヒーローっぽい行動ね」

「それは戦えない僕に対する皮肉ですか」

　ぼそっとつぶやくと、僕はイタチさんをベンチにそっと横たえた。明らかに熱っぽいけれど、少なくとも燃え上がったりする気配はない。もうちょっとだけ我が慢まんしてね、と無言で告げると、僕は経島先輩が手にしている紙へと視し線せんを向けた。

「先輩。その紙に書いてあるの、鬼おに除よけの呪じゆ文もんですか？　えーと、せんみん……？」

「蘇そ民みん将しよう来らい。病やまいを振りまく厄やつ介かいでメジャーな神、人呼よんで武む塔とう天てん神じんをはね除のける、霊れい験げんあらたかなキーワードよ」

「むとうてんじん？　なんか聞いたことない名前ですけど、有名なんですか？」

「ある意味全国的にね。極めて乱らん暴ぼうに言っちゃえば、京都の祇ぎ園おん祭まつりで祭られてる神様よ」

「祇園祭？　……なるほど、確かにそれはメジャーですね」

　実じつ際さいにその祭りを見たことはないけど、僕でさえ名前を知ってるくらいなんだから有名なのは間ま違ちがいない。あの鬼、単なる変わり種かと思ったら、結けつ構こうな大物だったんだなあ。

「って、あの牛王っての、神様なんですか？　はっきり鬼だって言ってましたけど」

「え？　うーん、そこを突つっ込こまれるとねえ」

　僕としては単純な質問だったのだけど、それを聞いた先輩は急に眉まゆをひそめて考え込んだ。いやいや先輩、腕うでを組んだら大事なキーワードがぐしゃぐしゃになるから！　慌あわてて小さな手を摑つかんで止めれば、考え始めると止まらない妖よう怪かい博士は「おお、サンキュ」と笑い、そして改まって口を開いた。

「あのお洒落しやれな牛野郎カウボーイは、行動からすると瘧ぎやく鬼きの一種だとは思うのよ。攻こう撃げきをさばく魔ま法ほうの外がい套とうも、疫えき病びようという『流れ』を司つかさどる力の一いつ環かんだと思えば納なつ得とくはいく。あ、この瘧鬼ってのは熱病をばらまく鬼おにの総そう称しようなんだけど、文ぶん献けんによってはこれを『えやみのかみ』と読ませてるのね？　つまりここではカミとオニが同どう一いつ視しされてるわけ。おわかり？」

「はあ、なんとか」

「よろしい。で、さっき話した祇ぎ園おん祭まつりの武む塔とう天てん神じん。こいつは瘧鬼同様に熱病を流行はやらせる存そん在ざいで──と言うか、たぶん瘧鬼の元ネタなんだけど──牛ご頭ず天てん王のうって別名を持ってるわけ。牛の頭と書いて牛ご頭ず。で、滝たきやんと絶ぜつ賛さん戦せん闘とう中ちゆうのあいつの顔には」

「ああ、牛の頭ず蓋がい骨こつ！　え、じゃあ、あいつってやっぱりその牛頭天王って神様」

　正直、神を名乗る相手は、こないだのニセイタチさんで十分なんですが。げんなりした気持ちを込めて問いかければ、頼たよれる妖怪博士はあっさり首を左右に振ふった。

「だから神じゃなくて鬼だっつーの。あんた自分で言ってたでしょ。ま、牛の頭とう骨こつは確たしかに牛頭天王っぽいけどさ、動物の骨を被かぶった瘧鬼の絵も残ってるし、その一種じゃないかしら。要するに、あの牛ご王おうくんは『本家本元のご先せん祖ぞに極めて近い純血の瘧鬼』ってところね」

　そう言って肩かたをすくめながら、経ふみ島しま先輩は僕を見上げてニッと笑った。うーむ、わかったようなわからんような。と言うか、どうすれば倒たおせるんですか？　そう尋たずねようとした矢先、

「眼鏡の君はなかなか詳くわしいね。そして実に勘かんも良い」

　あの、むやみと爽さわやかな声が、ふいに頭の真後ろで響ひびいた。弾はじかれるように振り返れば、六十センチはあるだろう牛の頭蓋骨と目が──いや、骨ほねだから目はないんだけど──合った。

「確かに僕は神に近いが、あくまで瘧鬼という妖怪さ。化ばけ鼬いたち君や犬いぬ神がみ君と同じだよ。君の読みは当たりだね」

「お褒ほめにあずかり光栄ですこと。で、どーやって蘇そ民みん将しよう来らいの守りを無む効こう化かしたの？」

　目と鼻の先に立つ鬼を見み据すえつつ、経島先輩が不ふ敵てきな声で問いかける。その態たい度どは立りつ派ぱだと思うけど、僕の後ろに隠かくれながら言うのはどうかと思わなくもないです。慣なれたけどさ。思わず溜ため息いきを吐つく僕を無む視しし、牛王は灰はい色いろの人差し指を立てると、「惜しい」と左右に振った。

「言っただろ？　僕は武塔天神には近いけど、そのものではないからね。鬼の力があれば、結けつ界かいをこじ開けることはできるんだよ。と、いうわけで──」

　インバネスの下で組まれていた両手を、オーケストラの指し揮き者しやのように構かまえる牛王。あの掌てのひらを突きつけられたら終わりだ。こうなれば先輩だけでも逃にがすか、あるいは先輩を突きつけてイタチさん担かついで逃にげようか。と、その二に択たくでちょっと迷まよったのと同時に、

「──お前の相手はぼくだろ、牛ご王おうっ！」

　頼たのもしすぎる凜り々りしい声が耳に届とどいた。馬鹿な、と叫さけんだ牛王が反はん射しや的てきに振ふり向むいた先に、犬いぬ神がみの力を宿した少女が身軽に降おり立たつ。

「犬神使い？　しかし君はさっき僕の掌てのひらを受け──」

「健康を奪うばわれたのは、ぼくを庇かばったライカだけ。ぼくはまだまだ動けるよ。それに、犬神の力は、まだ少しは残ってるんだ！」

「なるほど、二心同体というわけか。こいつはとんだ誤ご算さんだね、だけど──」

「甘い！　その手はもう見切ってる！」

　まっすぐ突つき出だされた瘧ぎやく鬼きの両手を、獣けものと化した滝たき沢ざわさんの二本の腕うでがはね除のける。顔から胸むな元もとまでがガラ空きになった鬼おにを前に、犬神使いはカッと口を開いて息を吸すい、

「──ワオオオオオオオオオオオオンッ！」

　高らかにそして勇ましく、力の限かぎりに大きく吠ほえた。思わず耳をふさぐほどの音と、それに付ふ随ずいする衝しよう撃げき波はが夕ゆう暮ぐれの公園を吹ふき抜ぬける。やったか。いや、やったはずだ。この距きよ離りであの威い力りよくを喰くらえば、いくら鬼でも──！

　確かく信しんを期待で上うわ塗ぬりしながら、強く拳こぶしを握にぎりしめた僕の視し線せんの先で、牛王はやれやれと首を振った。その顔に被かぶった牛の頭とう骨こつの眉み間けんには、今の滝沢さんの一いち撃げきの成せい果かだろう、稲いな妻ずまのような一ひと筋すじのヒビがくっきりと刻きざまれており──って、え。マジで？

「フルパワーでヒビ一つだけ？　どんだけ頑がん丈じようなんだ、あいつ！」

「さすがに神に近い鬼ね。清めの声には耐たい性せいがあるのかも」

　啞あ然ぜんとする僕の後ろで、経ふみ島しま先輩が悔くやしげにこぼす。滝沢さんはもう犬神合体が限げん界かいなのだろう、大きく肩かたで息をしながら鬼をまっすぐ見み据すえるのみだ。と、その視線の先で、インバネスを纏まとった鬼は、西の空へと顔を向けると、大おお仰ぎように肩をすくめて見せた。

「日が沈しずみきってしまったか。じゃあ、僕の動ける時間もそろそろおしまいだ」

「おしまい？　逃げるのか」

「まあね。だけど、犬神使い君、君の顔は覚えたよ。僕に傷きずを付けた相手は、君が初めてさ。こう見えても僕は執しゆう念ねん深ぶかいんだ。鬼の誇ほこりにかけて、必ず借りは返させてもらうよ」

　爽さわやかな口調で爽やかではない文もん句くを言い残すと、牛王は地を蹴けって舞まい上あがり、その姿すがたを消した。と、ライバル認にん定ていされた少女は、集中が切れたのか、ふらりとその身を──。

「おっと危あぶない」

　力なくよろけた小こ柄がらな体たい軀くを、細い割に引ひき締しまった腕うでが受け止めた。いつものように飄ひよう々ひようとした声で「お疲つかれ様」と告げながら滝沢さんの肩をそっと叩たたくそいつを前に、僕は思わず目を丸くした。

「奈な良ら山やま？　なんで？　いや、来てくれたのは助かるけど──てか、いつの間に？」

「たった今。経ふみ島しま先輩のメールに気付いたから、来てみたんだけどさ」

　そこでいったん言葉を句切ると、入学以来の友人にして実じつ力りよく派はの天てん狗ぐでもある男は、僕らを──つまり、ベンチでダウンしているイタチさんと江え戸ど橋ばしさん、腕うでの中でふらふらしている滝たき沢ざわさん、あと情なさけないことに平へい穏おん無ぶ事じな先輩と僕を──見回すと、苦笑いを浮うかべて言った。

「やあ。ちょっと遅おそかったかな」

　ちょっとじゃないです。




　　　　＊＊＊




「赫あか音ね、あたしなら、もう大だい丈じよう夫ぶだから……」

「あのね伊達だてさん。そんな疲つかれた声で言われて信じられると思う？」

「えーと。思わない……かな？」

「正せい解かい。はい、腕上げて。汗あせ拭ふいて着替えないと、熱も下がらないよ」

「……はーい」

　リビングとダイニングを仕切るスライド式ドアの向こうから、イタチさんの観かん念ねんした声が届とどいた。それに続いて聞こえてきたのは、軽い布地を擦こするような音、要するに滝沢さんがイタチさんの制服を脱ぬがせる音だ。すなわちこの戸板の向こうのリビングでは、今まさに──！

「って、いかんいかん。僕は何を想そう像ぞうしてるんだ。不ふ謹きん慎しんにも程ほどがあるぞ」

　ダイニング兼けん玄げん関かん口ぐちの床ゆかに座すわり込こんだまま、僕はぶんぶんと首を振ふった。わき上がる邪じや念ねんを追おい払はらっていると、壁かべにもたれかかって携けい帯たいをいじっていた奈な良ら山やまが「よくできました」と微笑ほほえんでくれた。

　あっさり瘧ぎやく鬼きが逃にげ去さった後、鬼おにを追うより病人の手当が先だと判はん断だんした僕ら二年生は、イタチさんの部へ屋やで看かん病びようを開始した。

　あ、ライカとダメージを分け合ったせいか比較的軽けい症しようだった江え戸ど橋ばしさんは、経島先輩に任まかせてきました。一方、二度にわたって健けん康こう吸きゆう引いん掌しよう（命名は経島先輩）を喰くらったライカはかなり消しよう耗もうしてしまい、ご主人のペンダント内で熟じゆく睡すい中ちゆうだそうです。お大事に。

　で、「まずはイタチさんの汗を拭かないと」という流れになったもんで、僕と奈良山はあっけなくリビングから追い出されてしまい、こうして寂さびしく佇たたずんでいるのである。

　まあ、女の子が着替えるんだから男は出てけってのは当然なんだけど、イタチさんの顔が見られないのはひどく不安だ。あの心優やさしい妖よう怪かい少女の無事を祈るしかできない僕の耳に、リビングからの声が再ふたたび届いた。

「──どう、伊達さん？」

「うん、ありがと、赫音。冷たくて気持ちいいよ……」

「だったらいいんだけど。……うわ、ほんとに汗ぐっしょりだ。下着まで」

「汗あせぐっしょり！　しかも下着まで！　──って、あ」

　しまったと思った時はもう遅おそかった。反はん射しや的てきに滝たき沢ざわさんの台詞せりふを繰くり返かえしやがった口を慌あわてて押おさえるのと同時に、ドアの向こうからそれはもう冷たい声が飛んでくる。

「うるさいよ白しら塚つか！」

「はいっ！　ごめんなさい、つい口が勝手に！」

「ほんとにもう……。奈な良ら山やま、もし白塚がこっちに飛び込もうとしたら」

「了りよう解かいしてるよ、滝沢さん。その時は俺が全力で食い止める」

　滝沢さんの冷静な指示に、奈良山はこれまた落ち着いた口調でサラッと応おうじ、「もっとも、そんなことはないだろうけどね」と僕に向かって微笑ほほえんでくれた。うん、まあ、そうやって信用してくれるのは嬉うれしいんだけどさ。

「だったら、何でお前、さっきから変身してるんだ」

　穏おだやかな言葉とは裏うら腹はらに、完全に臨りん戦せん態たい勢せいに入っている天てん狗ぐをじっと見つめる。実は止める気満々だろ。そう視し線せんで尋たずねてやれば、奈良山は何も言わずに大きな翼つばさを揺ゆらし、僕の隣となりへ腰こしを下ろした。かぎ爪づめ型の嘴くちばしや手足の先の鋭するどい蹴け爪づめが、蛍けい光こう灯とうを照り返して鈍にぶく光る。戦ったとして、どう考えても負けるよな、僕。そんな言わずもがなのことを考えていると、リビングからふと申もうし訳わけなさそうな声が微かすかに響ひびいた。

「赫あか音ね、ごめんね。真しん一いちのことまで気にしてもらっちゃって」

「伊達だてさんが謝あやまることじゃないよ。で、着替えはこのパジャマでいいの？」

　耳に届とどく優やさしげな声に、イタチさんへ苦笑を向けつつ、てきぱきと世話を焼く滝沢さんの姿すがたが目に浮うかんだ。ほんと、頼たよれる人だよなあ。改めて感かん嘆たんしていると、奈良山も同じことを思っていたのか、なんだか嬉しそうにつぶやいた。

「ほんとに滝沢さんはできた人だよね。白塚みたいなタイプの扱あつかいも慣なれてるしさ」

「それは確たしかに」

　目の前の友人を「みたいな」呼よばわりはちょっと気になったけど、言いたいことはよくわかったので僕は素す直なおに同意した。常つねに賑にぎやかなニュー吹奏楽部の野の更ざら志し部長とか、とことん頑がん固こな多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかとかの扱いは、知り合いの中でも滝沢さんが一番上手い気がするし。

「仕切ってくれると助かる人だよな、なんとなく」

「さすが犬いぬ神がみ使つかいってところだね。もっとも、そういうふうに頼たよられちゃうと、本人としては大変なのかもしれないよ。で、それはそれとして、白塚？　今日出た鬼おにのことだけど」

「はい？　ああ、確か瘧ぎやく鬼きだっけ」

　奈良山が唐とう突とつに話題を切り替えた。本人は牛ご王おうって名乗ってたな、と言い足しながら、僕は牛の頭ず蓋がい骨こつを被かぶったあいつの姿すがたを思い起こした。

「変な鬼だったよ。おかしな格かつ好こうなんだけど、妙みように絵になるって言うかさ。前に出た鬼みたいに暴あばれ回まわるわけじゃないし、言葉遣づかいもしっかりしてた。いや、人を襲おそってるんだから危き険けんな妖よう怪かいには違ちがいないし、イタチさんに手を出したのは許ゆるせないんだけど……」

　そこで僕はいったん言葉を切ると、天てん井じようへと視し線せんを向けた。さっぱりした白い壁かべ紙がみを見るともなく眺ながめつつ、僕は独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「──うん。変な鬼おにだった」

「まあ、鬼にはいろいろいるからね。天てん狗ぐなんかよりよっぽど幅はば広ひろい」

　大きな翼つばさを少しだけ揺ゆらしながら、しみじみ語る奈な良ら山やま。そうなんだ、と尋たずねてみれば、是ぜ害が坊ぼうの名を持つ天狗は「白しら塚つかだって知ってるだろ」と穏おだやかに笑った。

「実体のない破は壊かい衝しよう動どうみたいな鬼もいれば、角を生やして虎とらの皮の褌ふんどし締しめてる鬼もいる。あと、聞いた話だけど、知ち能のうが高くて普ふ段だんは人間に化けてる鬼もいたらしいしね」

「人間に化けてる鬼か。そいつって、普段からやっぱり乱らん暴ぼうだったの？」

　すでに天狗や蛇へびや狐きつねの変へん化げの知り合いがいる身としては、そういう鬼がいたって不思議だとは思わないけど、そこのところは気に掛かかる。今まで見てきた鬼って、危あぶない奴やつばっかりだったしなあ。僕は不安になったのだが、奈良山はあっさり首を横に振ふった。

「ちょっと変わり者ではあったけど、悪人ではなかったらしいよ。芸術が──中でも音楽が好きで楽器の演奏が上手くて、女性にも優やさしかったとか。鬼である以上、たまに人を食わないと生きていけないんだけど、それがなかなかできなくてね。普段から弱ってたんだってさ」

「なんか可哀かわい想そうな話だな、それ」

　人を襲わないと死んでしまうのに誰だれも傷きずつけたくないって、そりゃ辛つらい。思わず同情していると、奈良山は「今のは特例だけどね」と肩かたをすくめ、僕へと嘴くちばしを向けて笑った。

「だからさ、白塚たちが今日出くわした相手も、そう恐おそれる必要はないんじゃないかな。瘧ぎやく鬼きはね、疫えき病びようを流行はやらせて街一つくらいは簡かん単たんに壊かい滅めつさせられる鬼だよ。なのに、そいつ──牛ご王おうは、死なない程てい度どに健康を奪うばってるだけなんだろ？　それくらいなら、さ」

「奈良山的には許せるレベルってことか……。うーん」

　綺き麗れいに磨みがかれたフローリングに腰こしを下ろしたまま、僕は壁へともたれかかった。奈良山の言ってることはわかるんだけど、だからって放置していいとも思えない。静かに考え込んでいると、ふと、閉ざされていた戸板が軽くノックされ、聞きき慣なれた声が耳に届とどいた。

「お待たせ、真しん一いち、善よし人ひと。着替え、終わったよ」




「ふーん。そんな鬼もいるんだね」

「らしいよ。まあ、奈良山の受け売りだけど」

「そういう鬼なら、やっつけなくても、その──話し合いとかで、なんとかできないかな。言葉が通じる相手とは、できれば戦いたくないし。どう思う、真一？」

「気持ちはわかるけどさ、とりあえず今は休んでてよ。対たい策さくはまた後で考えればいいから」

　ところ変わって、イタチさん宅のリビングルーム。丸まる椅い子すに腰こし掛かけてりんごの皮を剝むきながら、僕はベッドの上の家主さんへと相あい槌づちを打った。お腹なかまでを布ふ団とんで覆おおったイタチさんは、大きなクッションを背せもたれ代わりに上半身を起こしていた。

　ゆったりとした水色のパジャマに身を包んだその姿すがたは、それはもう新しん鮮せんでそして何より極めつけに愛くるしかった。熱はだいぶ下がったみたいだし、万全とは言えないまでも体調は持ち直したっぽい。ほんとにもう良かった良かったとうなずいていると、視し線せんの先で、イタチさんが困こまったような笑みを浮うかべた。

「真しん一いち？　りんご剝むいてくれるのは嬉うれしいんだけど……手元を見ないと、危あぶないよ？」

「あ、ごめん」

　謝あやまりつつ、ナイフを添そえたりんごをちらっと見下ろす。今のところ、まだ皮は一枚に繫つながったままだ。この調子なら最後まで行けるな、と確かく信しんすると、僕はイタチさんへと笑いかけた。

「気き遣づかってくれてありがとう。これくらいなら慣なれてるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「見てる方がどきどきするんだよ……。でも、結けつ構こう器用だよね、真一。料理もするし」

「ほとんど一人暮ぐらしみたいなもんだから。父さん、今月から完全に県外勤きん務むになって、向こうの寮りように入っちゃったし。週末にはなるべく帰るって言ってたけど、どうだか」

　最近のお前なら家を任まかせられる気がする、と笑って告げた父の顔を思い出しつつ、僕はりんごをくるくる回し続けた。視線はイタチさんに完全固定なのは言うまでもない。

「……真一、手元」

「大丈夫だってば。それに、目を逸そらすだなんて、もったいないなくてできないよ」

「え？　どういうこと？」

「イタチさんを見てたくて。シュッとした服も好きだけど、そういうゆったりした服ふく装そうも良いものなんだなって、改めて気付かされた。いやー、いいなあ！」

「で、でも、これ、ただのパジャマだよ。地味だし、可愛かわいくも」

「そんなことないって。今のイタチさんは──いや、今のイタチさんも、すごく可愛いよ」

「も、もう……！」

　イタチさんは掛かけ布ぶ団とんをぎゅっと摑つかんで視線を下に向けると、消え入りそうな声で「……でも、ありがと」と言い足した。同時に、第一ボタンの少し上で、白い鎖さ骨こつがかーっと赤くなっていく。その姿を心の底から愛おしく思いつつ（そして、また熱がぶり返したんじゃないかと不安になりつつ）、手元のりんごをくるくると回していると、ダイニングで料理中の二人の声が聞こえてきた。

「えーと、コンソメってもう入れていいのかな。……あれ、どうしたの、滝たき沢ざわさん？」

「わぷ！　だからさ奈良山、振ふり返かえる度たびに翼つばさが顔にばさばさ当たるんだって！　肩かたの羽根も凄すごいボリュームだし……。いつまで変身してるんだよ、もう」

「やあ、ごめんごめん。それでコンソメだけどさ」

「レシピ見てよ、レシピ。ぼくもリゾットなんて作ったことないんだから……」

「読んでもよくわからないんだよね。もう入れていいのかな、コンソメ」

　露ろ骨こつに翼つばさを迷めい惑わくがられながらも全く悪びれずにコンソメ投入のタイミングを計る奈な良ら山やまに、僕とイタチさんは顔を見合わせ同時に笑った。ほんと、お疲つかれ様です、滝たき沢ざわさん。

「てか、イタチさんが着替えてる間に、僕と奈良山で何か作っとけって話だよな……」

　自分たちの気の回らなさを痛つう感かんしつつ、僕はりんごを剝むき終おえた。食べやすいように小さく切り分け、皿に並ならべてフォークを添そえる。あとは、皿ごとイタチさんに手て渡わたすのみ──なんだけど、せっかくだし、もうちょっと気を配ってみようかな、うん。確かく実じつに怒おこられるとは思うけど、そこは駄だ目めで元々だ。というわけで僕はフォークでりんごを刺さすと、ベッドの上のイタチさんの鼻先へと差し出した。

「はい、あーん」

「え」

　きょとんと目を見開くイタチさん。これは何のつもりだと言いたげな視し線せんが僕へまっすぐ突き刺さった。まあ、普ふ通つうは呆あきれるよなあ。すみませんでした。

　だがしかし、反省した僕が素す直なおにフォークを渡そうとしたその矢先。イタチさんは顔を赤く染そめながら、無言のまま口をそっと開いたもんだから、今度はこっちが驚おどろいた。

「……へっ？」

「へっ、じゃないよ！　するなら早くする！　は、恥はずかしいんだからっ！」

「あ、ごめん！　はいはい、ただいま！」

　慌あわてて謝あやまりながら、僕はカットされたりんごをイタチさんの口元へと近づけた。緊きん張ちようで震ふるえそうな手を必死に制しつつ、フォークの先を小さな口へと慎しん重ちように差し入れる。と、唇くちびるが静かに閉じ、しゃりしゃりという音がリビングに静かに響ひびき始はじめた。

　そしてそのまま待つこと数十秒、イタチさんの喉のどがこくんと動いた。おずおずと「お味は？」と尋たずねてみれば、ベッドの上の妖よう怪かい少女は、照れた顔を僕へと向けて微笑ほほえんだ。

「……美味おいしかったよ。ありがと、真しん一いち」

「そっか、良かった。味がちゃんとわかるってことは、熱は引いたみたいだね」

「そうなのかな？　自分だと、よくわからないけど……どう？」

　そう言うと、イタチさんは前まえ髪がみを上げておでこを見せた。僕は「どれどれ」と額へ手を伸のばそうとしたが、考えてみれば、りんごを剝いた後に手を拭ふいてない。仕方ないので──あくまで仕方ないからですよ、下心はほとんどないですよ！　──僕は自分の前髪をかき上げると、イタチさんにずいっと近づいた。瞬しゆん間かん的てきに「わっ」とイタチさんの顔が赤くなり、同時にどきんと心臓が撥はねる。

「う、動かないでね、イタチさん」

「はっ、はい……！」

　なんとなく小声で話しかければ、なぜかイタチさんはかしこまって答えてくれた。そのまま額を近づけていけば、形よく尖とがった鼻が、意い志しの強さを感じさせる眉まゆが、吸すい込こまれそうに深い色の瞳ひとみが、視し界かいをどんどん埋うめていき、僕の心しん拍ぱく数すうを底上げしていく。そして──。

「あのさ。どっちも顔を真っ赤にしながら熱を測っても、意味がないと思うよ、俺」

「「え」」

　ふいに飄ひよう々ひようとした吞のん気きな声が耳に届とどき、緊きん張ちようの上じよう昇しようを食い止めた。反はん射しや的てきに僕とイタチさんが顔を向けたその先では、

「やあ、お待たせしました。でも、もうちょっと遅おそい方が良かったかな？」

「油ゆ断だんも隙すきもない……。別にいいんだけど、なんでぼくらの前でそういうことを」

　いつの間にか人間モードに戻もどっていた奈な良ら山やまが両手鍋なべを手に佇たたずみ、滝たき沢ざわさんがそれはもう大きな溜ため息いきを吐ついていたのでありました。あ、見てたんだ。




　で、その後、ちょっとしたあれこれ（真っ赤になって布ふ団とんを被かぶってしまったイタチさんを滝沢さんが落ち着かせたりとか、布団に潜もぐり込こもうとした僕が奈良山の放った松明たいまつ丸まるに焼かれたりとか）を経へて、僕らは滝沢・奈良山コンビが手がけたチーズリゾットを食べることになった。

　イタチさんはベッドの上で、それ以外の三人は普ふ段だんは食卓になっているこたつ兼けん用ようのテーブルを囲みながら、「いただきます」と声を揃そろえる。考えてみれば、滝沢さんの手料理って初めてだよな。予期せぬサプライズに感かん謝しやしつつ、僕はシチュー皿に盛もられたクリーム色のそれをスプーンですくって口に運び──そして、言葉を失った。

　ご飯には芯しんが残っているし、そのくせ水っぽい。粉チーズが溶とけきってないもんで味にはムラがあり、そして何より超ちよう絶ぜつ的てきに味が薄うすい。チーズリゾットと言うよりはむしろ「生なま炊たきの米を黄色い汁に入れて作ったおかゆもどき」的なその料理は、端たん的てきに言えば、不味まずかった。

　……さあ、どうしよう。不安げにこちらを見つめる滝沢さん、そして平然と食っている奈良山を前に、思わずベッドへ視し線せんを向ければ、スプーン片かた手てに困こまった笑みを浮うかべるイタチさんと目が合う。どうやら同じ感想を抱いだいたようだ。そのまま数秒ぎこちなく固まっていると、滝沢さんがぽつりと口を開いた。

「あのさ。美味おいしくなかったら、そう言ってよ」

「お、美味しくないなんてことないよ、赫あか音ね！　作ってくれただけでも、嬉うれしいし」

「そういう気き遣づかいはいいよ、顔でわかるから。作った自分でも不味いと思うし」

「そんなことは……！　た、ただ、ちょっと、ちょっとだけ……味が、薄い……かな？　あと、水気が心持ち多いのと、もう少し、火をしっかり通して、それに……」

　言いづらそうな顔の割に、ずばずば駄だ目め出だしをするイタチさんである。滝沢さんはいたたまれない顔で縮ちぢこまっていたが、ややあって「ごめん」と小さくつぶやいた。

「台所にあった料理の本から、簡かん単たんにできそうなの選んだつもりだったんだけど……ごめん、伊達だてさん。ぼく、不器用で、普ふ段だんも全然料理とかしないから……。家庭科も苦手だし」

「わーっ、落ち込まないでいいってば！　だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　ほら、料理なんかヘタなほうが可愛かわいいんだって御み崎さきも鱗りんも言ってたし！　ねっ、真しん一いち？」

「え？　ああ、うん、それはわかる気もする」

　落ち込む友人を励はげますイタチさんに相あい槌づちを打ち、僕はもう一人の料理人へと目を向けた。滝たき沢ざわさんが料理が苦手だったのはともかくとして、その隣となりにいた君はいったい何をしていたんだね。そう目で尋たずねてやれば、奈な良ら山やまは見み慣なれた柔にゆう和わな表情のまま、軽く首を傾かしげてみせた。

「うーん。俺は美味うまいと思ったんだけどなあ。ほら、素そ材ざいの味が生きてるだろ？」

「素材の味って……。米と水の味しかしないんだけど」

「そういう素そ朴ぼくな味が好きなんだよね。俺、天てん狗ぐだからさ」




　　　　＊＊＊




「伊達だてセンパイは鬼おににやられてお休みっスか。妖よう怪かいハンターズも大変っスねえ」

「ありがとう、ハルカ。でも、イタチさんならそんなに心配しなくても良さそうだ」

「へえ、そーなんスか？」

「うん。登校前に寄った時は、だいぶ調子良さそうだったしね。中間テストも終わったことだし、今日はゆっくり休むって言ってたよ」

　イタチさん宅でおかゆもどきを囲む会（命名は僕）の、その翌よく日じつの放課後の一階廊ろう下か。

　部活用の教室使用申しん請せいを提てい出しゆつしに訪おとずれた職員室で、たまたま水泳部のハルカと出くわした僕は、のんびり廊下を歩きながら、昨日起こった出来事を説明していた。ちなみに僕は美術室へ向かう途と中ちゆう、ハルカは自分の教室に忘わすれ物ものを取りに行くところだ。「よく忘れ物するんスよ」と聞かされた時、確たしかにそそっかしそうだと納なつ得とくしてしまったことは秘ひ密みつです、うん。

「白しら塚つかセンパイ、心の声が漏もれてるっス。そそっかしそうで悪かったっスね」

「え？　ごめん！　よくあるんだよ、これ。それはともかく、さっきの鬼だけど」

「うわ、露ろ骨こつに話を逸そらしたっスね。……で、その鬼がどうしたんスか？」

「奈良山の話じゃ、普ふ段だんは人間に化けてる鬼もいるらしいんだよ。言葉を話すような知ち能のうの高い鬼には、それができるんだって。だからさ、もしかしたら生徒に混まじってるのかも」

　昨夜のリゾット会議で交わした言葉を思い出しつつ、ちらほらと生徒の行き交う廊下を歩く。そして「だからハルカ、もしも怪あやしい奴やつがいたら」と続けようとした時、目の前の階段から、長身の男子生徒が飛とび降おりてきたかと思うと、僕らを──いや、ハルカだけをまっすぐ見下ろし、優ゆう雅がな仕草で頭を下げた。ひょろっと長い体たい軀くをほぼ直角に折り曲げ、腰こしほどにまで伸のびた長い髪かみを翻ひるがえしながら、青白い顔のその男はハルカの手をそっと取った。

「やあやあ初めまして、逞たくましくも可か憐れんなお嬢さん！　引ひき締しまったその体は、戸と惑まどいを隠かくそうともしないそのあどけない表情は、まるで若木作りのオーボエのように清らかでそして美しく、僕の心を癒いやしてくれるね！　ああ父よ母よ天なる神よ、いかなる理由があってこの出会いを今ここでもたらし給うたのか！　おっと申もうし遅おくれてしまったね、君の目の前のこの僕は、病弱で有名なニュー吹奏楽部の部長、野の更ざら志し臨りん十じゆう郎ろうという者さ！　以後！　お見知りおきを！」

　文ぶん節せつごとにオペラ歌手のように大おお仰ぎようなポーズを取りながら、挨あい拶さつを叫さけぶ野更志さん。その奇き行こうを前に、ハルカは「市いち目もくハルカっス」と名乗ったきり固まったままだ。

　まあ、初めてこの人を見たら、そりゃ驚おどろくよなあ。ハルカに同情しつつ、そして野更志さんに完全に無む視しされた空しさを嚙かみしめていると、ふいにパコーンと軽やかな音が響ひびいた。

「部長。いつも言ってますけど、初対面の一年生を怖こわがらせないでください」

「誰だれかと思えば愛いとしい愛しい滝たき沢ざわ赫あか音ね君じゃあないか。僕を追ってきてくれたのかい？」

「さっきからいましたよ」

　見み慣なれた顔のショートカットの女子生徒が、野更志さんの後ろから現れた。丸めた楽がく譜ふを手にした滝沢さんは、やれやれと溜ため息いきを吐つくと、僕らに向かって肩をすくめた。

「びっくりさせてごめん、ハルカ。うちの部長、こういう人だから」

「はあ、そうだったんスか……。あ、滝沢センパイ、どうもっス！」

　目を見開いたまま、ハルカは慌あわてて一礼した。さすが体育会系と言うべきか、こういうところは礼れい儀ぎ正しいな。素す直なおに感心しつつ、僕は滝沢さんへと声をかけた。

「昨夜はお疲つかれ様。野更志さんがいるってことは、今から部活？」

「うん。ついさっき二階で会ったからさ、一いつ緒しよに練習行くところ」

「と見せかけつつもだね、何を隠かくそう僕と滝沢君とは二人だけの逢おう瀬せの真っ最中で！」

「部長、割り込んでこないでください。あと、サラッとデマを流さない」

　冷静に野更志さんを押おしのける滝沢さん。仮かりにも相手は部活の先輩かつ上級生なんだから、もうちょっと大事に扱あつかうべきじゃないかと思わなくもないけど、あしらわれた当人が全く気にしていないようなのでまあいいか。あっさり納なつ得とくしつつ、僕は小声で問いかけた。

「野更志さん、いつもより元気なんだけど、どうしたの？　ハルカがタイプだったとか？」

「え。そーなんスか？　ええと、オレ的にはその、見た目は嫌きらいじゃないんスけど……」

「違ちがうよ。試験の後はテンション上がってだいたいこんな感じなんだ」

　軽快な鼻歌を口ずさむ野更志さんを横目に、滝沢さんはざっくりと言い切った。それを聞いたハルカは、少しだけ赤く染そまった顔で「期待して損そんしたっス」と肩かたを落とすと、改めて自じ称しよう病弱で有名な男へと目を向けた。

「しかしまー、濃こい方っスねえ。あ！　もしかしたらもしかして、この人も実は妖よう怪かいとか」

「違う違う。野更志さんは普ふ通つうの──」

　人間だよ。呆あきれながらそう続けようとした瞬しゆん間かん、ふと、嫌いやな予感が脳のう裏りをよぎった。

　生徒に化けている鬼おにがいるかもしれない。ついさっきハルカに話した内容が光速で思い起こされる。それに続き、僕の脳のうは昨夜の奈な良ら山やまの言葉を自動的に再さい生せいしていた。

『ちょっと変わり者ではあったけど、悪人ではなかったらしいよ。芸術が──中でも音楽が好きで楽器の演えん奏そうが上手くて、女性にも優やさしかったとか。鬼おにである以上、たまに人を食わないと生きていけないんだけど、それがなかなかできなくてね。普ふ段だんから弱ってたんだってさ』

　──変わり者で、音楽が好きで、女性に優しく、普段から弱ってる。

「もしかして……大当たり……？」

　ハルカに即そつ興きよう曲きよくを捧ささげている病弱な男を見み据すえつつ、僕は思わずつぶやいた。まさかとは思ったけど、あまりにも条件を満たしすぎだ。ついでに言えば、この人の気取った口調は牛ご王おうとよく似にているような？　ということは、この人が昨夜イタチさんを──違ちがう、イタチさんだけじゃない。何人もの生徒を、その手で襲おそって、健康を奪うばい取とったってことなのか……？

「野の更ざら志しさんがそんな──いや、でも、これだけ怪あやしい人なんて、他に……」

「急にどうしたんだよ白しら塚つか。条件って何の──あ」

　不思議そうに僕の顔を覗のぞき込こんだ滝たき沢ざわさんが、ハッと短く息を吞のむ。勘かんの良い人なので、どうやら同じ考えにたどり着いてしまったらしい。わけがわからず首を傾かしげるハルカの前で、僕らは顔を寄せ合い、ひそひそと声を交わした。

「あのさ、滝沢さん。こんなこと言いたくないけど……」

「わかってる。部長は確たしかに怪しいよ」

「だよなあ……。そうだ、牛王が出た時、野更志さんはどこに？」

「知らないよ。ぼくだって、四六時中部長といるわけじゃないんだから」

　僕よりも自分を落ち着かせるように語りながら、滝沢さんは静かに語った。確かにそれはそのとおり。僕は無言でこくりとうなずき、階段の手て摺すりりにもたれた野更志さんへ視し線せんを──。

「おのれ、逃にがすかあああああッ！」

　怒いかり狂くるった大声が、何の前まえ触ぶれもなく轟とどろいた。

　わあ何だ何だ。びくんと背せ筋すじと心臓を震ふるわせた僕の目の前に、道着に身を包んだ偉い丈じよう夫ふが階かい段だんの上から飛とび降おりてくる。常じよう人じんではありえないほど──それこそ、猫のように──軽やかに床ゆかに着地したそいつは、立ち上がりざまに肩かたに担かついでいた木ぼく刀とうを構かまえると、怒いかりに燃えた両目で周囲を素す早ばやく見回した。その右目は緑に輝かがやき、瞳ひとみは猫のように縦たてに長く収しゆう縮しゆくしている。

　剣けん道どう部ぶの主しゆ将しようにして、化け猫の身体能のう力りよくを受うけ継ついだ多た々た羅ら木ぎ家けの長男、多々羅木豊ゆたかは、驚おどろいて固まる僕やハルカには目もくれず、再さい度ど、虎とらのように激はげしく吠ほえた。

「どこだ、どこへ隠かくれた！　おい白塚！　奴やつを見なかったか！」

「へっ？　僕？　いえいえいえ何も見てないです。と言うか、奴って誰だれなんだか」

「あの下げ劣れつな骨ほね被かぶりに決まっていよう！　こちらに逃げてきたのは間ま違ちがいないのだ、必ず」

「ちょっと落ち着きなよ、豊」

　完全に気け圧おされた僕を尻しり目めに、滝沢さんが落ち着いた声を投げかける。と、今にも火を吐はきそうな勢いきおいで猛たけっていた多々羅木は、邪じや魔まをするなと言いたげに振ふり向むいたが、声の主の姿すがたを捉とらえると、「ぬ」と一声唸うなって沈ちん静せい化かした。

「……滝たき沢ざわか。こんなところで何をしている」

「それはこっちの台詞せりふ。人前で猫の力を使うだなんて、いったい何があったのさ」

　静かになったとは言え怒ど気き全開で迫はく力りよく満点な多た々た羅ら木ぎへ、滝沢さんは臆おくすることなく話しかけた。未だに震ふるえの止まらない僕とは雲うん泥でいの差だ。「かっこいいっスねえ滝沢センパイ」とつぶやくハルカに無言で同意していると、多々羅木は右目を元に戻もどしながら口を開いた。

「ここ数日、校内に出しゆつ没ぼつする鬼おにの話はお前も知っているだろう？　先せん刻こく、剣けん道どう部ぶの後輩が三階の教室で奴やつに襲おそわれた。少し遅おくれて駆かけつけた俺は、鬼が階かい段だんの方へ立ち去ったと聞き」

「……全速力で追ってきたってわけか」

「ああ。あいにく、逃にがしてしまったようだがな」

　そう言って悔くやしげに木ぼく刀とうを床ゆかに突つき立たてると、多々羅木は「ならば奴やつはどこへ消えたのだ」と困こん惑わく気ぎ味みに顔をしかめた。きわめて自然なその疑問に、滝沢さんと僕は思わず顔を見合わせ、そしてふらふら揺ゆれている野の更ざら志しさんへと目を向けた。

　滝沢さんは、この人と「ついさっき二階で会った」と言っており、そして多々羅木が追う鬼は三階教室から階段へと立ち去ったのを目もく撃げきされている。積み重なる一方の不利な証しよう拠こに、僕は思わず溜ため息いきを吐つき、滝沢さんは不安そうに二人の上級生を見比べた。と、その様子に違い和わ感かんを覚えたのか、多々羅木は眉まゆをぴくりと動かすと目の前の後輩へ詰つめ寄よったのだが、

「滝沢。お前まさか、奴のことを何か知っているのか？　隠かくし立だてするつもりなら──」

「いい加か減げんにしたまえ、見知らぬ剣道着の君！」

　そこにひょろりと長身の青白い顔の男が割り込んだ。言うまでもなく野更志さんだ。自称病弱なニュー吹奏楽部の部長は、邪じや魔まをするなと強く訴うつたえる多々羅木の視し線せんをものともせずに、呆あきれるほど優ゆう雅がに滝沢さんの手を取った。部長イコール鬼疑惑で不安になっているのだろう、滝沢さんはあっけなく野更志さんへと引き寄せられる。

「大だい丈じよう夫ぶだったかい滝沢君？　全く、どこの誰だれだか知らないが、紳しん士しの風上にも置けない輩やからだね。愛いとしい滝沢君を延えん々えんと独ひとり占じめするだけでも独どく占せん禁きん止し法ほう違い反はんは免まぬかれないのに、あの詰きつ問もん口調と言ったら！　さあ練習に行こう、週末には県立会館での合同演えん奏そう会かいが控ひかえて」

「待て、そこの奇き人じん」

　滝沢さんを連れ去ろうとする野更志さんへ、多々羅木が震ふるえる声を投げかけた。名前を呼よばれた奇人さんは、後輩の少女の手をしっかり取ったまま、肩かた越ごしに振ふり向むき、眉まゆをひそめた。

「まだ用があるのかい、初対面の人？　君には即そつ興きよう曲きよく『今後ともよろしく』を捧ささげよう」

「要らん！　と言うか誰が初対面だ！　一年二年と同じクラスだった多々羅木豊ゆたかだ！」

「残念ながら僕は病弱でね、男の名前を覚える余力は持ち合わせていないのさで。では」

「ではじゃない！　俺はまだ滝沢に話があると言っている！」

「おや、恋のライバル出現か。確たしかに、滝沢君はぞくぞくするほど魅み力りよく的てきだものね」

「な──ちっ、違ちがう！　いや違うと言うと語ご弊へいがあるが……ええい、何の話だ！」

　面おも白しろいように野の更ざら志しさんに手玉に取られ、多た々た羅ら木ぎがどんどん逆ぎやく上じようしていく。いつの間にか奪うばい合あい対たい象しようになっていた滝たき沢ざわさんは、もう心底めんどくさくなったのだろう、何も言わずに大きく肩かたをすくめるのみだ。お疲つかれ様、と同どう情じようしていると、なぜか目をキラキラさせたハルカが「おお！　痴ち情じようのもつれ！」と興こう奮ふん気ぎ味みに唸うなった。いきなり食いついたな、おい。
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「やー、三年の二大イケメンを争わせるとは、滝沢センパイも隅すみに置けないっスね！」

「そういうんじゃないと思うけど。……てか、あの二人、そんな人気あるの？」

「一年女子の間では有名っスよ？　四月の部活紹しよう介かいオリエンテーションで、野更志部長がタキシードで指し揮きして、多々羅木主しゆ将しようは道着で演えん武ぶしたじゃないっスか。その姿すがたがかっこよかったもんで、あっという間に派は閥ばつができたという話っス」

「まあ、どっちも見た目は悪くないからなあ。中身は変人と頑がん固こ者ものなんだけど」

　ハルカに聞こえるように小声で付け足しながら、僕は滝沢さんを挟はさんで言い争っている二大イケメンへと目を向けた。別に、あの二人にファンがいても全然構かまわないのだけれど。

「問題は、あの片かた方ほうが人を襲おそう鬼おにかもしれないってことだよな……」

　ぼそりと小さな声が漏もれる。それが聞き取れなかったのだろう、ハルカは「何か言ったっスか？」と首を傾かしげたが、僕は答えられなかった。




　　　　＊＊＊




　──とんとんとんとんとんとんとん。

　板をせわしく打ち続けるような音が、お屋や敷しきのどこからか聞こえてきた。その何とも奇き妙みようでリズミカルな怪かい音おんに、僕と滝たき沢ざわさんは思わずあたりを見回した。

「滝沢さん、あれ、何の音だと思う？　キツツキでも飼かってるのかな」

「それはないと思うけど……。座ざ敷しきわらしの仲間の妖よう怪かいじゃないの？」

「ああ。そう言えばこの家、そんなのもいるんだっけ」

　無む闇やみに広い多た々た羅ら木ぎ家けの、これまた広いお座敷にて。二十人はゆうに囲めそうな漆うるし塗ぬりの大机の前に制服姿すがたで並ならんで座すわりながら、僕らはひそひそと声を交わした。いや、別に小声になる必要はないんですけどね。自分で自分につっこむと、僕は「それはともかく」と話しかけた。

「やっぱり多々羅木に言うの？　その……もしかしたら野の更ざら志しさんが、鬼おにかもって」

「仕方ないよ。『ここでは言いづらいことだから、部活終わった後でちゃんと説明する』って約束して、それでようやく豊ゆたかは引き下がってくれたんだから。と言うか、白しら塚つかだっていきさつは知ってるだろ？」

「まあ、現場にいたからね。ハルカと一いつ緒しよに見てただけだけど」

　自じ嘲ちようしつつ、僕は数時間前の校舎の廊ろう下かの一ひと幕まくを思い出す。野更志さんに殴なぐりかかりそうだった多々羅木を上手くいなして退たい散さんさせた滝沢さんは、たいへん凜り々りしく頼たのもしかったなあ。回想シーンを味わっていると、凜々しく頼もしい同級生はふいに僕へと顔を向けた。

「で、白塚は何しに来たの？　説明するだけなんだから、ぼくだけで十分だろ」

「僕もそう思ったんだけど、イタチさんに『ちゃんと見み届とどけてきなさい』って言われたから」

　そう言って頭を搔かくと、僕は部活の後にイタチさん宅ちに立ち寄ってきたこと、イタチさんは割と元気そうだったことを告げた。ちなみに、のこのこやってきた理由には「この家に来ると美み生うさんとか鱗りんさんに会えるからね！」ってのもあるんだけど、それについては心の中に秘ひめておく。と、僕の言葉を聞いた滝沢さんは、ほっと安あん堵どの溜ため息いきを落とした。

「伊達だてさん、持ち直したんだ。ライカは未だにダウン中だから、心配してたんだよ。ほら、ぼくも帰りにお見み舞まい行くつもりだったんだけど、今日は練習がいつもより長くって」

「本番が今週だもんね。演えん奏そう会かい、イタチさんが治なおったら一緒に見に行くよ。いやー、楽しみだなー、滝沢さんのドレス姿！」

「うちの部長か、君は。できれば音楽に期待してくれると嬉うれしいんだけど」

　赤らめた顔を机に向け、ぼそっとつぶやくフルート奏そう者しや。もちろんそっちも楽しみだよ、と調子のいいことを言っていると、ふいに穏おだやかな声が耳に届いた。

「お待たせしちゃってますね」

　僕らのすぐ後ろで障しよう子じが静かに開き、ふわりと柔やわらかそうなロングヘアの少女が現れた。多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいの話しやすい方（あと可愛かわいい方）こと多々羅木美み生うさんは、静かに腰こしを下ろすと、手にしていたお盆ぼんの上の湯飲みを僕らの前にそっと並ならべた。

「粗そ茶ちやですが、どうぞ。はい、赫あか音ねさんも」

「いただきます」

「ありがとう、美生さん」

　上品な会え釈しやくに満面の笑みを返しながら、僕は湯飲みを受け取った。今日の、と言うか今夜の美生さんの服ふく装そうは、黄緑色のブラウスに白のスカート。ああ清せい楚そだなあ、絵になるなあ。染しみ入いるような感動を堪たん能のうしつつ、僕は「鱗りんさんは？」と問いかけた。

「稲いな葉ば先生と飲みに行ったとか？」

「いいえ、新しん体たい操そう部ぶの皆みなさんとお食事だそうです。今日こそ日付が変わるまでには帰ると」

「……そうですか」

　思わず冷たい声が出た。てか「今日こそ」って、普ふ段だんは何時に帰ってるんだ。とんでもない自じ称しよう住み込み家政婦もいたもんだ、と呆あきれていると、ふいに美生さんが「申もうし訳わけありませんね」と苦笑した。

「聞いたところでは、兄が強引に夕食に呼よびつけたとか。しかもこんなにお待たせしてしまうなんて、ほんとに、いつもご迷めい惑わくを……」

「いやいや、豊ゆたかに時間を取ってくれって言ったのはぼくだからさ。だろ、白しら塚つか？」

「確たしかにね。それに、ご飯食べさせてもらえるのは僕としては嬉うれしいし」

　滝たき沢ざわさんの言葉を受けてうなずく僕。さらに「美生さんにも会えたしね」と続ければ、目の前のお嬢様は「にゃっ」と顔を赤くした。そのやりとりを前に、滝沢さんは無言で肩かたをすくめていたが、ふと思い出したように顔を上げた。

「そうだ。さっきトントンって音が響ひびいてきたんだけど、あれって何？」

「兄が厨ちゆう房ぼうで蕎麦そばを切る音です。うちの兄、苛いら立だつことや悔くやしいことがあった日には、必ずお蕎麦を打つんですよ。子供みたいでしょう？」

　ほんとにもうと言いたげに、美生さんが優やさしく微笑ほほえんだ。子供っぽいと言うよりむしろ年寄りじみてる気がしますよ、と思っていると、滝沢さんは苦笑いを浮うかべた。

「そうなんだ。ぼくはてっきり、ああいう音を立てる妖よう怪かいなのかと」

「あ、それは僕も思った」

　同意を示すために右手を軽く挙あげてみる。と、それを見た美生さんがふいに小さく吹き出した。あれ、何かおかしいことでも？　揃そろって首を捻ひねった僕と滝沢さんの前で、美生さんは「すみません」と謝あやまりながら口を開いた。

「お二人とも、ご自分のことを『ぼく』って言ってらっしゃるから。なんだか男の子同士の会話みたいだなあって思っちゃって。あ、ごめんなさい」

　謝あやまりながらもくすくす笑う美み生うさんを前に、僕は滝たき沢ざわさんと顔を見合わせた。今まで気にしたことはなかったけど、そう言われると、なんでこの人「ぼく」なんだろう？

「……あのさ、滝沢さん。もし答えづらかったら無む視ししてくれていいんだけど」

「あいにく、大した理由はないよ」

　おずおずと問いかけてみれば、ボーイッシュな同級生はすでに質問を予期していたようで、ざっくりと僕の言葉を遮さえぎった。え、と驚おどろく僕に向かって、滝沢さんは「ぼくは」と口を開いた。

「小三まで田舎いなかに住んでてさ、友だちが男ばっかりで、気が付いたらこうなってたんだ。ただそれだけの話だよ。自分でもおかしいとは思うけど、今さら直すのも気持ち悪くて」

「いや、おかしくないよ」

　今度はこっちが割り込む番だった。きょとんと目を丸くした滝沢さんへずいっと顔を近づけると──ああ、やっぱり目が綺き麗れいな人だ──僕は「おかしくなんかない」と繰くり返かえした。

「滝沢さんはこんなに凜り々りしくて頼たのもしくて絵になる人なんだから、おかしくなんかあるもんか。だよね、美生さん？」

「にゃっ？　ええ、そうですねえ。私も、赫あか音ねさんは赫音さんのままでいいと思いますよ」

「だろ？　美生さんもああ言ってるし、僕も保ほ証しようする。僕は今の滝沢さんがほんとに好きだからさ、そのままでいてほしい」

「え。いや、白しら塚つかに保証されても……と言うか、ああもう、か、顔が近いよっ！」

　小さな両手がまっすぐに伸のび、僕をぐいっと押おしのけた。わっ、とつんのめった僕の視し線せんの先で、顔を真っ赤に染そめた滝沢さんは、もじもじと小声でつぶやいた。

「ほいほい『好き』とか言うなよ、もう……！　だいたい、その癖くせのおかげで、伊達だてさんがどれだけ不安がってるか知らないだろ」

「はい？　何で急にイタチさんが？」

「だ、だからさ、白塚、伊達さんに好きだ好きだって言うけど他の子にも平気で言うだろ。まあ白塚はそういう奴やつだし、本命が誰だれなのかは伊達さんもわかってるんだろうけど、いつになっても付き合ってくれとも何とも言ってこないから時々すごく不安になるってこの前も」

「しっ！」

　何を言ってるのかわからないほどの早口で言葉を紡つむぐ滝沢さんの口元に、細い人差し指が突つきつけられた。反はん射しや的てきに黙だまり込こんだショートカットの友人に向かって、美生さんは静かに首を左右に振ふると、諭さとすように話しかけた。

「赫音さん、その話は秘ひ密みつです。クズリさんに怒おこられちゃいますよ？」

「え。伊達さんに？　──あっ！」

　ようやく我に返ったのか、滝沢さんは慌あわてて口を押さえると、申もうし訳わけなさそうに縮ちぢこまってしまった。テンパった滝沢さんが、女の子同士の内ない緒しよ話ばなしをうっかり漏もらしたという状じよう況きようらしいな。そう分ぶん析せきしていると、美生さんが僕へと向き直り、困こまったように首を傾かしげた。

「白しら塚つかさん。今の、聞いちゃいましたよね？」

「聞くには聞いたけど、早口すぎて中身はさっぱり。好きだとか付き合ってとか、そんな言葉は聞き取れたけど……。えーと、滝たき沢ざわさんが誰だれかに告白されたって話？　で、それをイタチさんに相談してたとか？」

「「……はい？」」

　切れ切れの情じよう報ほうから組み立てた推すい理りを自信なさげに披ひ露ろうしてみると、目の前の二人の少女はきょとんと顔を見合わせた。うん、どうやら全然違ちがったっぽい。自分で自分に呆あきれていると、滝沢さんはほっと大きな溜ため息いきを吐つき、自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩かたをすくめた。

「だいたい、ぼくはそういう話に縁えんがないことくらい、白塚だってわかってるくせに」

「はい？　いや、そこまで滝沢さんの事じ情じように詳くわしくないけど……そうなの？」

「そうだよ。こんな男みたいな女を好きになるような物好きなんかいるもんか」

「いてもおかしくないと思うけど。たとえば──そうだ、野の更ざら志しさんは？」

「あの人は女子が相手なら誰でも口く説どくんだよ。ほら、他にはもういないだろ？」

　さっぱりした口調で言いきると、滝沢さんは隣となりの人へと同意を求めた。しかし美み生うさんは、うなずくでもなく否ひ定ていするでもなく、優やさしげに──そして妙みように意味ありげに──微笑ほほえんだ。

「あらあら。そうでしょうか？」

「な、何だよ、その反はん応のう」

「うふふふふ。それはですねえ──あら、ちょうど兄が来たようです」

　滝沢さんの追及をさらりとかわし、美生さんは障しよう子じへと顔を向けた。同時に、大おお柄がらな男が廊ろう下かを歩く足音が、リズミカルに響ひびいてくる。何が何だかよくわからないのだけれど、とりあえず、ようやく夕食にありつけることだけは確たしからしかった。




「──成なる程ほど。そういうことだったか」

　滝沢さんの話を聞き終えると、多た々た羅ら木ぎは静かにつぶやき、手にしていた湯飲みを机に置いた。長ちよう髪はつは料理の邪じや魔まなのだろう、頭にタオルを巻まいたその様相は、がっしりした腕うでや胸むな板いたを強調するようなＴシャツ姿すがたと相まって、修しゆ行ぎよう帰がえりの料理人を思わせる。料理人っぽいのは見た目だけではないようで、彼の運んできた蕎麦そばは、びっくりするくらい美味うまかった。

　コシが強くてのどごしも良く、上に載のった小エビの天ぷらや大根おろしとの相性も文句なし。一口食べた滝沢さんはショックを受けてしばらく固まっていたが、その気持ちはよくわかる。できればもう一杯欲しいんだけど、どう言い出したらいいものか。

「美生さんがいたら頼たのみやすいんだけど、食器片かた付づけに行っちゃったからなあ」

　ついさっきまで器があった場所を眺ながめつつ、僕は独ひとり言ごとをぼそりと漏もらした。鱗りんさんも帰ってきたと思ったら「風ふ呂ろ！」って言ってすぐ消えたし。そんなことをとりとめもなく考えていると、向かいの席で、蕎麦打ち名人が「成る程」と再ふたたびうなずいた。

「要するに、あの卑ひ劣れつな鬼おにの正体は野の更ざら志しだったのだな。委い細さい承しよう知ちした」

「うん。だからできればお代わりを──って、はい？　いやいやいやいや。違ちがうよ！」

　いつの間にそういう話になってるんだ。思考回路を慌あわてて蕎麦そばから鬼へと切きり換かえながら叫さけべば、隣となりの席の滝たき沢ざわさんは「どうしてそう短たん絡らく的てきなんだよ」と溜ため息いきを吐ついた。

「そんなことは言ってないだろ。ただ、そういう可か能のう性せいもあるかもって」

「可能性ではない」

　多た々た羅ら木ぎのきっぱりとした断だん言げんが、滝沢さんの言葉に割って入る。静かながら迫はく力りよくのある語調で僕らを黙だまらせると、後輩の敵かたき討うちを願う剣けん道どう部ぶ員いんはゆっくりと口を開いた。

「奇き矯きような振ふる舞まい、音楽の偏へん愛あい、女好き、慢まん性せい的てきな体の不調──。鬼が化けたという人間の特とく徴ちようと、奴やつの普ふ段だんの行動は完全に合がつ致ちしているのだぞ。加えて、あの鬼が姿すがたを消した直後に奴が現れたという事実！　状じよう況きよう証しよう拠ことしては釣つりが来るほど十分だ。もうあれでいいだろう？　違ちがうか、白しら塚つか？」

「へっ？　まあ、怪あやしいのは確たしかだけど、そんな炊すい飯はん器き選ぶみたいなノリで決めるのは」

「黙れ！」

　なんかいきなり怒おこられた。いやしかし、あんた自分から聞いたんでしょうが。口に出せずに不満をため込む僕を無む視しし、理り不ふ尽じんな男はギリッと歯を嚙かみしめた。

「野更志め、怪しい奴だと思っていたが、まさか鬼だったとはな……！　二年以上も化けの皮を被かぶり続つづけたのは大したものだが、それも明日まで！　出会い頭に数発打ち込めば、奴とて正体を明かさずには」

「一発打ち込んだ時点で死ぬよ」

　滝沢さんの冷たい声が、熱くなっていく多々羅木を黙らせた。む、と一言唸うなった大おお柄がらな剣道部員を、小こ柄がらなニュー吹奏楽部員はまっすぐ見み据すえて「落ち着けよ」と告げた。

「普ふ段だんからあんな感じだから誤ご解かいされることもあるけど、野更志部長、ほんとに体は弱いんだ。体育は休んでるし、ずっと病院にも通ってる。豊ゆたかの力で殴なぐられたりしたら、即そく、集中治ち療りよう室しつ行きだよ？」

「そうかもしれんが……しかし、それは奴が人間だった場合の話！　鬼となれば事じ情じようは別だ、容よう赦しやしている暇ひまはない！」

　滝沢さんの言葉に渋しぶ々しぶうなずきつつも、多々羅木はあくまで持論を譲ゆずらない。全く、頑がん固こな奴とは知っていたけど、なんでそんなにこだわるのやら。僕はちょっとうんざりしながら「落ち着けって」と話しかけた。

「牛ご王おうは確かに迷めい惑わくな妖よう怪かいだけど、別に人を取って食うわけじゃないだろ。奈な良ら山やまの話だと、本気になれば疫えき病びようで街一つ皆みな殺ごろしにできる力があるらしいのにさ、誰だれの命も奪うばってない。襲おそわれた生徒も、二、三日休んだら回復するんだから」

「だから見み逃のがせと？　阿あ倉くら川がわは──奴に襲われた後輩は、昇しよう段だん試験を明日に控ひかえていたのだぞ！　何度も失敗してきたけど今度こそはと、そう誓ちかって重ねてきた猛もう練習を、あの鬼おには一いつ瞬しゆんでフイにしたのだ！　白しら塚つか、お前はそれを許ゆるせと言うのか！」

「え。あ、いや、ごめん……！　そういう事じ情じようがあったとは知らなくて」

「黙だまれ！　ともかくだ、主しゆ将しようとして友人として、俺は絶ぜつ対たいにあの鬼を許せん！」

　鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうでそう言い切ると、多た々た羅ら木ぎは拳こぶしを机に叩たたきつけた。ドン、と鈍にぶい音が響ひびく。どっしりした木製の大机がびりびりと震ふるえ、座ざ敷しきに気まずい沈ちん黙もくが満ちた。

「──ひーとつーねーがいーがかーなうならー、ありーったけの金がぁ、欲しぃぃい──」

　屋敷の奥おくの風ふ呂ろ場ばから、鱗さんの上じよう機き嫌げんな鼻歌が聞こえてくる。その、歌詞はともかくとして意外に上手な歌を聴きくともなしに聴き続けること約一分。重苦しい無言タイムを断たち切きったのは、滝たき沢ざわさんの「わかった」という一言だった。

「ぼくも、牛ご王おうを放っておいていいとは思ってない。そのためにも、野の更ざら志し部長がほんとに鬼なのかどうか確かく認にんしないと。何をするにしたって、まずはそれからだよ。あと、これは個人的なわがままなんだけど、確たしかめるのは土曜の演えん奏そう会かいの後にして欲しい。いいかな、豊ゆたか 」

「……それくらいなら待てなくもない。だが滝沢、奴やつの正体をどう確かめる？」

　いかにも武ぶ道どう家かっぽい鋭するどい眼まな差ざしが、滝沢さんに突つき刺ささる。僕なら間ま違ちがいなく震え上がったに違ちがいないその視し線せんを受けながら、凜り々りしく頼たよれる犬いぬ神がみ使つかいはいつものように冷静に、しっかりと首を縦たてに振ふった。

「ぼくが直接聞く」
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　そして時は流れて週末の夜、合同演奏会の熱気がかすかに残った県立会館の大ホール。

　全ての楽器が撤てつ去きよされたステージの上、申もうし訳わけ程てい度どに灯された数本の照明に照らされながら、ショートカットの小こ柄がらな少女が、フルートを握にぎりしめて立っていた。

「……部長。今、何て──」

「おやおや。僕の言葉を聞きき逃のがすとは、いつも聡そう明めいな滝沢君とも思えないね」

　黒いロングドレス姿すがたの滝沢さんが息を吞のんで見つめる先で、燕えん尾び服ふくを纏まとった野更志部長は手にしていた木製のトランクをステージの床ゆかにそっと下ろし、唐とう突とつにありもしないバイオリンを軽けい快かいに奏かなで始はじめた。こういうのは「エア演奏」とでも言うのだろうか、なかなか見事で愉ゆ快かいなパントマイムではあったけど。

「しかし、この緊きん迫ぱくした空気の中でやることでもないだろうに。何なんだ、あの人」

「しっ！　今、大事なところなんだから！」

　真っ暗な客席から様子を窺うかがいつつぼそっとつぶやけば、隣となりのイタチさんに怒おこられてしまった。同時に、数席向こうの多々羅木が、咎とがめるような視し線せんを向けてくる。あ、ごめんなさい。無言で頭を下げている間にも、ステージの上の野の更ざら志しさんは再ふたたび滝たき沢ざわさんへ向き直り、穏おだやかに口を開いていた。

「いいかい、滝沢君？　僕はたった今、こう君に告げたのさ。──『残念ながら』とね」

「残念って……！　だ、だけど部長、ぼくはまだ何も言って」

「愛いとしい君の言わんとすることが、僕にわからないとでも？　演えん奏そう会かい後ごに話があるから残ってくれと、君にそう言われた時から、すでに覚かく悟ごは決まっていたさ」

　胸むねに片かた手てを当てながら、朗ろう々ろうと言葉を紡つむぐ野更志さん。舞ぶ台たい上じようで見るとやたら絵になるその男は、黙だまったままの滝沢さんを見つめると、それはもう礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。

「すまないね。──この野更志臨りん十じゆう郎ろう、君の心を裏うら切ぎって、本当に申もうし訳わけなく思う」

「そんな……」

　よほどショックだったのだろう、滝沢さんはライカの入ったペンダントを握にぎりしめて絶ぜつ句くしたが、その気持ちは客席監かん視し組ぐみの僕らも同様だった。と言うか、まさかこんな簡かん単たんに認みとめるとは。前列の背せもたれに隠かくれながらつぶやけば、隣となりでかがみ込んでいたイタチさんが小さな声で「でも」と反論した。鼻声なのは、まだ体調が万全に回復していないせいだろう。

「あの人──臨十郎だっけ、まだ自分が鬼おにだって言ったわけじゃないよ。赫あか音ねも具体的なことは言ってないし、もしかしたら、全然別の話なのかも……」

「諦あきらめろ。見知った人物を危き険けんな鬼と認めたくない気持ちは理り解かいできなくもないが──伊達だて、お前とて、あれが明らかな自白だということくらい、わかっているだろう」

　多た々た羅ら木ぎの静かな声が、イタチさんを黙だまらせた。道着に木ぼく刀とうを携たずさえたその姿すがたは、確たしかに様になってはいたけど、演奏中の客席ではすごく浮ういてたなあ。そんなことを脳のうの端はしっこで考えながら、再ふたたびステージへと視し線せんを向けた、その時だ。

「──ッ！」

　今の今まで静かに片かた膝ひざをついていた多々羅木が、弾はじかれたように立ち上がった。木刀を両手で握って構かまえ、右の瞳ひとみが緑に光る。いきなり戦せん闘とうモードに切り替わった化け猫混まじりの剣けん士しの袖そでを、僕は気け圧おされながらも慌あわてて摑つかんだ。

「ちょ、ちょっと待った多々羅木！　確かに野更志さんは怪あやしいけどまだ証しよう拠こは」

「何を言っている！　この気配がわからんのか──奴やつが、奴が近いぞ！」

　いとも簡かん単たんに僕を振ふり払はらいつつ、周囲を睥へい睨げいする多々羅木。いやしかし、何を言ってるってのはこっちの台詞せりふだよ。そう思ってイタチさんと顔を見合わせた瞬しゆん間かんだ。

「うん。君はなかなか、良い勘かんをしているね」

　牛の頭とう骨こつを被かぶった怪かい人じんが、多々羅木の真後ろに現れていた。すらりとした着流し姿で、肩かたには短いインバネス。忘わすれようのないその風ふう体ていは、紛まぎれもなく──。

「うそ。牛ご王おう？」

　イタチさんが息を吞のむ。同時に、多々羅木は振り向きざまに木刀を打ち込もうとしたのだが──残念ながら、牛ご王おうの灰はい色いろの手が伸のびる方が、圧あつ倒とう的てきに早かった。

「御ご馳ち走そう様、猫目の君。満腹とはいかないが、とりあえずはこれで動ける」

「おのれ……。無念……ッ！」

　かざした掌てのひらから一いつ瞬しゆんで「健康」を吸すい取とられ、胴どう衣いを纏まとった長身がぐらりと崩くずれ落おちる。ぜえぜえと息を荒あらげながらも、多た々た羅ら木ぎは微かすかに光の残った右目で鬼おにを見上げた。

「貴き様さま……。自由に顕けん現げんと消失を切り替えられるのか」

「ご名答。だから足取りを追っても無む駄だってことさ」

「くそ……！　無念！」

　それだけを言い残し、多々羅木が意い識しきを失った。ちゃんと生きてるよな、と確かく認にんしつつ、僕は慌あわてて十メートルほど先のステージへと横目を向けた。うん、野の更ざら志しさんは今も滝たき沢ざわさんの隣となりにいる。ってことは、ですよ？

「牛王！　お前、野更志さんじゃなかったのか……！」

「何の話だか知らないが、君たちと語り合う気はない」

　イタチさんと寄より添そいながら叫さけんだ僕に、牛王が冷たく言い放つ。その声と態たい度どに、僕は小さな違い和わ感かんを覚えた。こいつ、妙みように焦あせってないか？　いぶかりながら見つめた先で、牛の頭ず蓋がい骨こつを被かぶった鬼は、犬いぬ神がみボイスで刻きざまれた眉み間けんのヒビをステージへと向け、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「残された時間は少ないんだ。せめて、鬼の誇ほこりにかけて、決着だけはつけないと──ね」




　一方、ステージ上の滝沢さんはと言うと、フルートを手にしたまま啞あ然ぜんとした顔で固まっていた。今にもライカを呼よび出だして目の前の先輩と戦おうと覚かく悟ごを決めた矢先に、本物の鬼が客席に現れたのだから無理もない。急きゆう展てん開かいについて行けずにおろおろする滝沢さんの隣となりで、燕えん尾び服ふくの男は目の上に手をかざしながら客席へと顔を向けた。

「せっかくの逢おう瀬せだと言うのに、とんだ邪じや魔まが入ったようだね。しかもなんだか穏おだやかじゃない様子だよ。滝沢君、いつものように犬くんを呼び出さなくていいのかい？」

「ああ、ライカは本調子じゃないのでギリギリまで休ませ──って、え」

　野更志さんの問いかけに、滝沢さんは反はん射しや的てきにそう応おうじ、そして再ふたたび目を見開いた。

「ぶ、部長？　なんでライカのこと知ってるんです？　いや、そもそも見えるんですか？」

「くっきりとまでは行かないがね。むろん、君があの犬くんと協力して戦い続けていることも、僕はよーく知っているよ？　いや、犬くんではなく、犬いぬ神がみくんと呼ぶべきなのかな」

「く、詳くわしいですね、部長……」

「君の力を知ってから、いろいろと勉強したからね。経ふみ島しま君のサイトはたいへん頼たよりになったとも。あ、そうそう、ぼくが教えたから、部員もみんな知っているよ」

「いつの間に！　最近、みんなが妙に優やさしくなったから、おかしいとは思ってたんだけど……いや、そんなことより部長！　部長は、その──あいつじゃないんですよね？」

　次々と明かされる真実にショックを受けつつ、滝たき沢ざわさんが客席の牛ご王おうを指さした。と、野の更ざら志しさんは「何のことだい？」と首を捻ひねった。その反はん応のうを見る限かぎり、どうやら本気で無関係らしい。なんという人ひと騒さわがせな！　イタチさんを庇かばいつつ心の底から呆あきれていると、僕らの気持ちを代だい弁べんするかのように滝沢さんが声をあげた。

「じゃ、じゃあ、部長！　さっきの『残念ながら』は何だったんですか！」

「滝沢君の告白への返答だよ？　君が僕を好いてくれるのは嬉うれしいし、もちろん僕も君を愛いとしく思っている。だけどね滝沢君、君にはありふれた恋の道よりも、戦うフルート奏そう者しやとしての道をまっすぐ歩いていって欲しい。僕はそう思っているからこそ、涙なみだを吞のんで『残念ながら』と告げたのさ。君を後あと押おしするためのプレゼントも用意して──おや？　おやおや？　どうしてそんな顔をするんだい？　愛しい君のそんな顔は見たくないよ？」

　文ぶん節せつごとに大おお仰ぎようなポーズを決めていた野更志さんが、しげしげと滝沢さんを見下ろした。戦うフルート奏者さんは一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けたが（気持ちはわかるぞ滝沢さん！）、すぐに我に返ると、絶ぜつ対たい零れい度どに達しそうな声で「言いたいことは山ほどありますが」と口を開いた。

「……とりあえず。僕は部長に告白する気は毛頭ありませんから」

「おやおや、それは本当かい？　だとしたら僕は、一人で舞まい上あがって一人で悩なやんでいただけの、哀あわれな道化者ピエロというわけかい？　……はは！　こいつは滑こつ稽けいだ！」

「全くですね」

　使いようによっては同情を誘さそいそうな言葉に、滝沢さんがあっさり同意した。ちょっと冷たい気もするけどなあ。そう野更志さんに同情していると、ふいに目の前の牛王の両目──正せい確かくには、牛の頭ず蓋がい骨こつの眼がん窩か──が光り、その姿すがたがかき消えた。

「え。消えた？　今度はどこに」

「真しん一いち！　あそこだよ、ステージの上！」

　イタチさんが弾はじかれたように叫さけぶ。それに釣つられて振ふり向むけば、滝沢さんと野更志さんのすぐ前に、インバネスをはためかせて現れる鬼おにの姿が目に映った。また瞬しゆん間かん移い動どうか！　僕が思わず息を吞み、そしてイタチさんが「逃にげて赫あか音ね！」と声をあげるのと同時に、牛王の爪つめが滝沢さんのフルートを叩たたき折おっていた。ばきん。金きん属ぞく製せいの筒つつが砕くだける無残な音が、静かなホールに空しく響ひびく。

「犬いぬ神がみの憑ひよう依いや力の底上げには、その横笛が要るんだろ？　さあ、これでもう君には」

「悪いけど、笛はもう一つあるんだよ！　出ろ、ライカ！」

　勇ましい口調で牛王の言葉を断たち切きると、滝沢さんはペンダントを口元に当てて短く息を吹き込んだ。瞬間、巨きよ大だいな犬神がドロンと現れ、そのまま主人の体に重なっていく。おお。

「なるほど、あの円えん筒とう形けいのペンダントは犬笛だったのか！」

「知らなかったの、真一？　──って、観戦してる場合じゃないよ！　助けないと！」

「待った！　今のイタチさんじゃ無理だ、僕が行く！　身代わりくらいにはなれるから！」

　イタチさんに「多た々た羅ら木ぎをよろしく！」と言い残し、僕は全力で走り出した。ステージへ這はい上のぼれば、牛ご王おうは健康を奪うばう掌てのひらを構かまえ、仇きゆう敵てきと狙ねらう犬いぬ神がみ使つかいへ向かって──。

「やばい、それを受けたらお終いだ！　避よけろ滝たき沢ざわさん！」

「わかってる！」

　わん、と短く吠ほえながら、犬神合体を終えた滝沢さんが床ゆかを蹴けった。ドレスの裾すそが牛王の爪つめに引っかかったのか、スカート部分の布が大きく切きり裂さかれてステージの上でふわりと舞まう。そして一いつ瞬しゆんの後、小さく歯は嚙がみする牛王の後ろに、小こ柄がらな少女が降おり立たった。

「その掌はもう受けないよ、牛王。──だから、白しら塚つか。君は心配しなくていい」

　八や重え歯ばの尖とがった小さな口から、頼たのもしい言葉が静かに漏もれた。ショートカットの頭の上には三角形の耳がぴんと立ち、お尻しりからは太い尻尾しつぽが伸のびている。上半身だけになってしまった黒のドレスとスパッツで身を固めた滝沢さんは、キッと牛王を見み据すえると、

「瞬しゆん間かん移い動どうさせる隙すきを与あたえたら負けだ。一気に行くよ、ライカ！」

　右手の爪をジャキンと伸ばし、鬼に向かって飛びかかった。くそ、と短く牛王が吠え、そしてステージ上での格かく闘とう戦せんが始まった。あらゆる攻こう撃げきを受け流すインバネスを纏まとう牛王と言えど、一発避けたと思ったら目の前には次の攻撃が迫せまっており、同時に犬神ボイスが飛んでくるという状じよう況きようでは、さすがに防ぼう戦せん一方にならざるを得ないらしい。焦あせるように唸うなりをあげる鬼と、それを圧あつ倒とうする犬神使いの少女を前にして、僕は何もできずに佇たたずむことしかできなかった。このスピードに割り込める技量なんかあるはずもないし、それに何より、今の滝沢さんは──。

「かっこよすぎる……！」

　自然と声が漏れていた。インバネスに着流しの牛王もなかなか絵になる妖よう怪かいではあるんだけど、犬神合体した滝沢さんには圧倒的に敵かなわない。

「滝沢さん……！　なんでそんなに凜り々りしくて」

「さらにはとことん美しいのか！　やはり素す晴ばらしいね、滝沢君は！」

　いつの間にか隣となりに立っていた野の更ざら志しさんが、深く同意してくれた。戦せん闘とうから避ひ難なんしてきたのだろう、さっきまで床に置いていた木製トランクを手に提さげている。そう言や、それって中身は何なんだろう。ちょっと首を捻ひねった僕を見下ろし、病弱で有名なニュー吹奏楽部の部長は「話せるね」とうなずいた。

「彼女の魅み力りよくに気付くとは、実にいい目をしているよ。どこの誰だれかは知らないが！」

「何度か会ってる美術部の白しら塚つかなんですけど……。それはともかく、滝沢さんは絵になる人ですよねー！　基本は少年っぽい精せい悍かんなイメージで、もちろんそれだけでも十分なんですが、動きの端はし々ばしでほんの少しだけ見せる女性らしいしなやかさが彩いろどりを添そえると言うか！　ライカと合体すると、その魅力がドーンとアップするんですよね！　くはー！」

「わかる、わかるよ！　たとえば振ふり向むく時の腰こしの捻り、そしてフルートを構かまえる時の二にの腕うでと指の軽やかで艶なまめかしい挙きよ動どう！　ちなみに知っているかね、スレンダーでボーイッシュな彼女ではあるが、徐じよ々じよに成長しているという事実を？」

「はい、それはもう！　背せもちょっとだけ伸のびてるし、それに何よりスタイルが去年に比べてぐっと──いや、ぐぐぐっと艶つややかになっている！」

「ほう、さすがは美術部！　そこまで通の君ならば、滝たき沢ざわ君の魅み力りよくは外面だけではなくむしろ内面にこそ存そん在ざいすることもわかっているのだろうね？」

「あの性格ですね！　ブツブツ言いながら絶ぜつ対たい相談に乗ってくれる面めん倒どう見みの良さ！」

「その一方で抱かかえた悩なやみは誰だれにも相談せずに自力でどうにかしてしまう心の強さ！」

「犬いぬ神がみ使つかいの力に目覚めたその後は、人知れず妖よう怪かいと戦う道を自分で選び！」

「その秘ひ密みつを誰にも話さず、何の見返りも受けることなく、誰かのために戦い続ける！」

「ああ、滝沢赫あか音ねさん！　君は！」

「おお、滝沢赫音君！　君は！」

　僕と野更志さんの気持ちは、その時完全にシンクロしていた。鬼おにと戦い続ける犬神使いを見み据すえたまま、僕らはがしりと手を握にぎり合あい、そして同時に叫さけんでいた。

「「かっこよすぎる！」」

「うるさいよーっ！」

　さすがに我が慢まんできなかったのか、滝沢さんがいきなり吠ほえた。打だ撃げきラッシュを一時中ちゆう断だんし、赤い顔で「兄弟か」とつぶやく犬神使い。ああ、照れた様子もまた素す晴ばらしいなあ。客席で見守るイタチさんが呆あきれて漏もらした溜ため息いきを聞きつつ、野の更ざら志しさんと二人で感かん嘆たんしていると、牛ご王おうがいぶかるように低く唸うなった。

「休んでる暇ひまはないだろ、犬神使いの君？　しっかり決着をつけてくれないと、僕は──」

「待った。さっきから何を焦あせってるんだ」

「このままじゃ──って、『焦ってる』？　僕が──？」

「他に誰がいるんだよ。この前はもっと落ち着いてたし、それなりに話もできてたじゃないか。正直、じっくり話し合えば戦わずに済すむんじゃないかと、ぼくはそう思ってたんだ。なのに今日は、余よ裕ゆうが全然ないし、攻こう撃げきも妙みように荒あらっぽい。一体、何があったんだ」

　挑ちよう発はつするような鬼の言葉を受け、滝沢さんが問い返した。と、ぜえぜえと息を荒あらげていた牛王は、一いつ瞬しゆんきょとんと動きを止めたが、ややあって大きく肩かたをすくめて自じ嘲ちようした。

「そりゃ余裕もなくなるさ！　あんなものに出会ってしまえば、どんな妖怪だってこうなるよ。人の体に巣す食くう、物言う虫──応おう声せい虫ちゆうの出現は、あれの前ぜん兆ちよう。そのことだけは知っていた。だから僕は、あれが出てくるまでに力を蓄たくわえ、三百年に渡わたって居い着ついたこの地から、一時的に逃のがれるつもりだったんだ」

　マントをはためかせながら、静かに語る長身の鬼。「あれって何だ」と滝沢さんが口を挟はさんだが、牛王はそれに応おうじることなく、頭に被かぶった牛の頭とう骨こつを平手で叩たたいて笑った。

「とんだお笑いぐさだよ！　昔だったら、疫えき病びようで何千人の命を奪うばえた僕なのに、ここ百年ほど怠なまけていたおかげですっかり衰おとろえ、今や向き合った相手を死なない程てい度どに発熱させるのが関の山とは！　しかも、あれが降おりた生徒をうっかり襲おそい、返かえり討うちに遭あうなんて……！」

「返り討ち？　いや、それ以前に、『あれ』って何なんだよ」

「あらゆる怪かい異いを一いつ掃そうするもの。あいにく、それ以上は僕も知らない」

　滝たき沢ざわさんの問いかけに、短い一言で応おうじる牛ご王おう。いや、もうちょっと詳くわしく聞かせてよと言う間もなく、牛王はインバネスを脱ぬぎ捨すて、着流しの胸むな元もとを大きく開いた。その灰はい色いろの胸むな板いたを見た瞬しゆん間かん、僕らは短く息を吞のんだ。

「……何だよ、それ。なくなってるじゃないか」

　滝沢さんの言うとおりだった。白い光に縁ふち取どられた丸い穴が、牛王の胸むねの真ん中にぽっかりと口を開けていた。穴の中は完全に肉体が消しよう滅めつしており、背せ中なか側がわの生き地じがしっかり見えてしまっている。しかもよく見れば、穴はじわじわ拡かく大だいしている。ってことは、つまり──。思わず口をつぐんだ僕や滝沢さんを前に、牛王は「わかったろ」と言いたげに首を揺ゆらした。

「あれはまだ、目を覚ましてすらいない。仮かりの器を守ろうと、本ほん能のう的てきに力の片へん鱗りんを見せただけ。ただそれだけで、僕の体はこの様ざまさ。攻こう撃げきを受け流す外がい套とうなんか、毛ほどの役にも立たなかった。というわけで、僕がもうすぐ完全に消え去るのは間ま違ちがいない。でもね」

　そこで言葉を句切ると、牛王はそっと襟えり元もとを戻もどした。上品な仕草で帯を締しめ直なおしながら、鬼は牛の頭とう骨こつの鼻先を滝たき沢ざわさんへと向けた。

「こんなふうに消えるのは、僕の好みに合わないんだ。仮かりにも鬼おになんだからね。だから、どうせならさ──そう──自分に傷きずを負わせた相手と！　華はな々ばなしく戦って終わりたいんだよ！」

　唐とう突とつに語気を荒あらげながら、両手の爪つめを立てた牛王は目の前の仇きゆう敵てきへと躍おどりかかった。滝沢さんは慌あわてて身み構がまえたが、相手に同どう情じようしていたせいか、明らかに反はん応のうが遅おそい。かくして凜り々りしい犬いぬ神がみ使つかいは、開き直った鬼の手に掛かかる──かと思いきや。

「え？　急に音楽？」

「何だ、この波動は──がはあっ！」

　静まりかえっていたホールに、ふいに軽やかなメロディーが流れ出した。同時に、今にも滝沢さんへ掌てのひらを突つきつけようとしていた牛王の体が、弾はじかれたように吹っ飛び、壁かべに激げき突とつして崩くずれ落おちて動かなくなり──って。

　ちょっと待て、何が起こったんだ？　わけがわからないまま、僕は滝沢さんと顔を見合わせた。そして二人揃そろって、音楽の聞こえてきた方向へと振ふり向むけば、

「部長……？」

　滝沢さんの口にしたとおり、木製フルートを口元に添そえて奏かなでる、自じ称しよう病弱な男の姿すがたが目に映った。その足下に空のトランクが転ころがっているところを見ると、どうやらあのフルートはそこから出てきたものらしい。

　野の更ざら志しさんの肺はい活かつ量りようが少ないのだろう、弱くてか細い音色だったけど、軽けい快かいながらどこか寂さびしいその曲調はしっかり耳に染しみ入いってきて離はなれない。牛ご王おうのことを忘わすれそうになりながら、滝たき沢ざわさんと僕は、完全に野更志さんのフルートに聴きき入いっていた。

「凄すごい……！　何と言うか、その──凄い！　野更志さん、こんな上手かったんだ！」

「え？　い、いや、ぼくも知らなかったけど……でも、これは──」

　顔を見合わせ驚おどろく僕ら。そんな後輩と、そしてステージに転がった牛王を前にしながら、野更志さんは一曲を見事に吹き終えると、

「ご静せい聴ちよう、ありがとうございました」

　優ゆう雅がに一礼してみせたのだった。いやしかし、「ありがとう」と言われても、全くわけがわからない。今、一体何をしたんですか？　なんで牛王が吹っ飛んだんです？　あと、なんでフルート持ってたんですか？　どれから尋たずねるべきか悩なやんでいると、野更志さんは滝沢さんへと歩み寄り、手にしていたフルートをそっと差し出した。

「戦い続ける素す敵てきな君へ、僕と、部のみんなからのプレゼントだ、滝沢君。聖せい堂どうの柱から二代目ルイロットが削けずり出だしたという名品さ。むろん正しよう真しん正しよう銘めいの本物だよ？　ビンテージ楽器には少々うるさい僕が保ほ証しようしよう！　さあ、受け取りたまえ！」

「はい？　あ、でも、ええと……」

「ああ、先に使ってしまったのは謝あやまるよ。だが愛いとしい君を救すくうためだ、許ゆるしてくれるね？　ちなみに今の曲はリシャール作曲『ベスティアリの祭』。魔ま除よけのために作られた一曲さ」

「魔除け……ですか？」

「ああ。清らかな音色はそれ自体が力を持ち、敵てき意いを持った邪じや悪あくな存そん在ざいを撃げき退たいすると聞いてはいたけど、それはどうやら本当らしい。僕が吹いても効きいたのだから、強く凜り々りしい君ならば、数倍の威い力りよくを持つことだろうね！　あ、楽がく譜ふはトランクに入っているよ」

　小こ柄がらな後輩の手に古びた管楽器を握にぎらせながら、ツラツラと語り続ける野更志さん。滝沢さんは困こん惑わく気ぎ味みに手の中のフルートを見下ろしていたが、溜ため息いきを一つだけ落とすと、その口元に小さく可愛かわいい笑みを浮うかべた。ライカ譲ゆずりの尖とがった犬歯を少しだけ覗のぞかせながら、犬いぬ神がみ使つかいの少女は目の前の長身の男をまっすぐ見上げ、きっぱりと頭を下げた。

「──ありがとうございます、部長」
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「やあ、誰だれかと思えば、化ばけ鼬いたちの君か。元気になったようで何よりだ──って、健康を奪うばった張ちよう本ほん人にんの台詞せりふじゃないね。はは、これは失しつ敬けい」

　ステージの壁かべにもたれかかったままの牛王は、顔を覗のぞき込こんできた少女を見上げ、乾かわいた声で笑ってみせた。白く輝かがやく胸むねの穴あなは、すでに首元にまで広がっており、しかも今なお拡かく大だい中ちゆう。もう間もなく消え失せる鬼おにを、イタチさんは哀あわれむように見下ろした。

「牛ご王おう。赫あか音ねとの戦い、ずっと見てたけど……もしかして、わざと負けるつもりだった？」

「さあて、どうだろう。まあ、結果的には完敗したのは事実だよね」

　はぐらかすように肩かたをすくめ、牛王は遠とお巻まきに見守る僕らの方へと顔を向けた。頭ず蓋がい骨こつのヒビの隙すき間まから白い光を漏もらしながら、鬼は「誤ご算さんだったよ」とつぶやいた。

「邪じや魔まになるのは、剣けん道どう着ぎの彼だけだと思ったんだよね。なのに、まさか燕えん尾び服ふくの優やさ男おとこくんが、あんな隠かくし球だま持ってるとはなあ……。いや全く、頼たよれる友人がたくさんいて羨うらやましいよ。僕なんか、完全に孤こ立りつ無む援えんの独ひとり身みだってのにさ──」

「だったら、作れば良かったんだよ」

　イタチさんの静かな声が、牛王の自じ嘲ちようを遮さえぎった。きょとんと首を傾かしげる鬼をまっすぐ見つめ、病み上がりの妖よう怪かい少女は真しん摯しな声で語りかけた。

「友だちも仲間も、最初からいるものじゃないんだよ？　だから牛王だって──ね？　もし、最初に話してくれてたら、戦わずに済すんだかもしれないのに……」

「なるほど。確たしかに、君の言うとおりだ」

　今度は牛王がイタチさんの言葉に割り込む番だった。妙みように絵になる細身の鬼は、僕らをぐるりと見回すと、最後にライカと一体化したままの滝たき沢ざわさんをまっすぐ見み据すえ、

「『先に、彼ひ岸がんで待っている』。そう言い残すつもりだったけど、気が変わったよ。どうか願わくば、君たちに──そうだなあ──嫌いや気けがさすほど平へい穏おんで幸せな日々がありますように」

　穏おだやかな声で告げながら、完全に消しよう滅めつした。

　敵てきとは言え、こういうふうに消えられると、わーいと喜ぶ気にもなれない。しんみりした空気の中で立たち尽つくしていると、ふいに滝たき沢ざわさんが「ふわ」と大きなあくびを漏もらした。憑ひよう依いを解といたライカをペンダントへと収しゆう納のうしながら、凜り々りしい瞳ひとみがとろんと閉じる。あ、そう言えばこの合体って、かなり負ふ担たんなんだっけ？　今さら思い出した僕の目の前で、破れたドレスにスパッツを纏まとった小さな体が（改めて見るとすごい服ふく装そうだ）床ゆかへとまっすぐ倒たおれ込こんだ。僕はもちろん滝沢さんを支ささえようと駆かけ寄よったのだが、

「……すまん、出で遅おくれた。息そく災さいか、滝沢」

　残念ながらと言うか幸いと言うか、剣道着姿すがたの男のほうが僕より一いつ瞬しゆん早かった。その声はかなり疲ひ弊へいしていたが、健康を根こそぎ奪うばわれておきながら短時間でここまで回復したんだからさすが普ふ段だんから鍛きたえているだけのことはある。感服しながら見つめていると、滝沢さんを抱だき留とめた多た々た羅ら木ぎの前へ、ひょろりとした燕尾服の男が詰つめ寄よった。

「どこの誰だれだか知らないが、そんな太い腕うでで受け止めるのは、女性に対してあまりに失礼というもの！　愛しい滝沢君に傷きずが付いてしまうじゃないか！　さあ、僕に代わりたまえ」

「黙だまれ野の更ざら志し！　女と見ればにじり寄る、お前のような女たらしは、男の風上にも──」

「女たらし？　これは心外だな！　いいかい、僕は確かにあらゆる女性を賞しよう賛さんし尊そん敬けいし賛さん美びしている。だけどね、真に愛いとしく思っているのは、君の腕うでの中の小さな少女ただ一人だよ。それが証しよう拠こに、僕は滝たき沢ざわ君以外の女性に『愛しい』と告げたことは一度もないはずさ！」

「な──何だと……！　いや待て、だとすれば、先ほど滝沢の告白を断ことわったのはどういうわけだ！　いや、あれは告白などではなかったのだが」

「わかっていないね君は！　僕はあくまで滝沢君のファンであり、彼女を応おう援えんし支ささえたいとは思っているが、特別な存そん在ざいになりたいわけではないのだよ！　というわけで、さあさあ！」

「ええい、近づくなッ！　だいたい病弱なお前では、滝沢を支え切れんだろうが！」

「恋の重さと甘いものは別腹だよ！　聴きいてください『腕が折れてもそれはそれ』！」

　熟じゆく睡すいしたままの少女をめぐり、醜みにくく争う二人の男。赫あか音ねって自分で気付いてないけど人気あるんだよ、とイタチさんがつぶやいた。

　うん、それは確たしかにそうらしい。しかしまた、めんどくさい二人に好かれたもんだ。終わる気配のない争そう奪だつ戦せんを見つめながら、延えん々えん振ふり回まわされる滝沢さんに、僕は深く同情したのだった。
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　一人での夕食にも慣なれてしまった、六月初めの夜のこと。自宅で食事の後あと片かた付づけを終え、居い間まのソファで居い眠ねむりしていた僕の前に──じゃなかった、後ろに、そいつはいきなり現れた。

「はあ、予言の時間だよ」

「え？　誰だれ──って、うわっ、何だお前！」

　寝ね起おきの顔で振ふり返かえってその姿すがたを目にした瞬しゆん間かん、一気に意い識しきが覚かく醒せいした。

　背せ丈たけは一メートル半くらいだろうか。容よう姿しは──ええと、これは「二つの目の付いた巨きよ大だいなカスタネットかどら焼きを三さん脚きやくに載のせ、動物じみた黒い毛をまんべんなく生やした化け物」とでも言えばいいのだろうか、とにかく人間でないのは確かく実じつな、異い様ようで奇き妙みような風ふう体ていだった。まあ、新あら手ての妖よう怪かいが唐とう突とつに出てくるのには慣れているけど、こんな時間にこんな場所に出てこられると、さすがに心の準じゆん備びが間に合わない。というわけでソファから派は手でに転げ落ちながら、僕はそいつに向かって叫さけんだ。

「な、何しに来た！」

「だから予言だて言ったがね。おいこら、何を怯おびえてるんだが？」

　僕の問いかけを受け、毛むくじゃら妖怪は大きな顔を左右に振った。声と態たい度どからすると呆あきれられているようだけど、そんな格かつ好こうでぬっと出てきたら誰でも怯えると思います！　そう心の中で反論していると、妖怪はちょっとかしこまって再ふたたび口を開いた。

「ええか、よぐ聞けよ？　──ええと、お前さんの脳のう天てんぎりぎり締しめられし時、茶色い獣けものがしみじみ語るだよ、はあ。ゆめゆめ疑っちゃなんねえだ。そんじゃ、おらはこれで」

「え？　い、いや、ちょっと待って。何が何だかさっぱり──」

　ろくに説明もしないのうちに、いきなり「そんじゃ」って言われても！　僕は慌あわてて引ひき留とめようとしたが、その時にはもうすでに、毛むくじゃらで三本足の妖怪の姿は、居間のどこにも見あたらなかった。
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　で、次の日。

　二時限目の終わりを告げるチャイムの音を聞くともなしに聞きながら、僕は四、五人のクラスメイトと連れだって廊ろう下かを歩いていた。体育の授業を終えた直後とあって、僕らの足取りは一人を除のぞいて重たげだ。

「何が悲しくて、一時間ずーっとグラウンドを延えん々えんぐるぐる走り回らにゃならんのだ。俺らは動物園の熊くまかっつーの。あー疲つかれた」

　美術部の誇ほこる幽ゆう霊れい部員にして学年随ずい一いちのアルバイターでもある穂ほ村むらが、あからさまに肩かたを落として溜ため息いきを吐つく。一いつ緒しよに歩いていた級友たちがそうだそうだと応おうじる中、僕はがっしりした体たい格かくの幽霊部員に、からかうような視し線せんを向けた。

「お前、普ふ段だんから『俺バイトで鍛きたえてるから』って自じ慢まんしてる割には意外と弱いよな」

「うるせえ。時給もねえのにやる気が出るか」

「やあ、穂ほ村むららしい意見だね」

　長く縛しばった後うしろ髪がみを揺ゆらしながら飄ひよう々ひようと応おうじたのは、窓まど際ぎわを歩いていた奈良山だった。体たい操そう服ふくを汗あせで湿しめらせ、ぜえぜえ息を荒あらげる僕らとは対たい照しよう的てきに、その顔色も声も足取りも、見事なまでにいつもどおり。お前ほんとに美術部か、と級友の誰だれかがつぶやくのを聞きながら、僕は思わず感服していた。やはりベテランの天てん狗ぐ様、あの新あら井いさんが惚ほれるだけのことはある。

「さすが奈な良ら山やま。体育の授業程てい度どでは何の苦にもならないん──がはっ！」

「白しら塚つか！　元気がないぞ！」

　ふいに背せ中なかを力強く叩たたかれ、喉のどから変な音が出た。ひりひり痛いたむ背中を押おさえつつ、元気な声に釣つられて振ふり向むくと、鮮あざやかな金きん髪ぱつポニーを揺ゆらす女子生徒と目が合った。やっぱりアルマか、と睨にらんでやれば、総合格かく闘とう研究会の女子レスラーは悪びれることなくうなずき、そして頑がん強きような腕うでを組んで笑った。

「弱いぞ白塚、それに穂村もお前らも！　一時間弱の運動で困こん憊ぱいしてどうする！」

「どうすると言われても疲つかれたんだから仕方ない……。しかしアルマはいつも元気だね」

「む？　そうか？」

「うん。風邪かぜ一つ引かないし、ケガも見たことないし。やっぱり自己管かん理りが──むぐ！」

　しっかりしてるんだろうな、と続けようとした矢先、アルマの豪ごう腕わんが僕の頭を抱かかえ込こんだ。意外とボリュームのある胸むな元もとに顔が強く押しつけられ、反はん射しや的てきに脈みやく拍はくが上がり、そして穂村たちからの羨うらやましげな念がざくざく刺ささる。格闘研究会で鍛えた腕にがっちりホールドされたまま固まっていると、アルマはそっと僕の耳元に口を寄せ、小さな声でささやいた。

「……実はな、白塚。私も最近気付いたのだが、どうやら、太たい歳さいを食ってからというもの、体質が完全に変わってしまったらしいのだ」

「たいさい？　──ああ、あの餅もちみたいなふよふよ妖よう怪かいか」

　内ない緒しよ話ばなしなら耳元で普ふ通つうに言えばいいのに、なんでヘッドロックするんだよ。その疑問を胸の奥おくにしまい込みつつ、僕は春休みに地下から現れた不定形妖怪「太歳」のことを思い返した。

「一口食べれば強力夢想、しかも効こう果かは永久──だっけ？」

「うむ。全く病気にならないし、何をやってもケガもせん。古い傷きず跡あとは残ったままだがな」

「でも、日常生活に不便だからって稲いな葉ば先生に効こう果かを抑おさえてもらったんじゃ」

「あの暗示は、あくまで怪かい力りきをセーブするためのものに過ぎんのだ。無む敵てき体質自体はそのままなのだが……。クズリの友人と見込んで頼たのむ。このことは、できれば──」

「言いふらすつもりはないよ。珍めずらしがられるのは嫌いやだろうしね」

　がっちりヘッドロックされたまま、僕は素す直なおにうなずいた。それに、イタチさんの親友の頼みなら、聞かないわけにはいかないし。そう付け足せば、アルマは嬉うれしげに笑った。

「話せるな、白しら塚つか！　それでこそクズリの見込んだ男！」

「いやいやそんな──って、痛いたい痛い痛い痛い！」

　ギリギリと頭を締しめ付つけられ、口から悲鳴が漏もれた。アルマ流の喜びの表現だってのはわかるけど、痛いものは痛いのだ。ヘッドロックから逃のがれようと、僕は必死にじたばた藻も搔がき──そしてなぜか、妙みような違い和わ感かんを覚えた。

　何だろう。この状じよう況きようを、最近、どこかで聞いたような？　痛みを忘わすれてほんの一いつ瞬しゆん考え込んでいると、どうにもやる気の感じられない声が耳に届とどいた。

「廊ろう下かでプロレスしとんのはどこのアホかと思たら、うちのクラスの連中やないか」

「おお、寺てら林ばやし先生ではないですか」

「ないですかやあらへんがな」

　アルマの挨あい拶さつに、覇は気きのない関西弁が吞のん気きに応おうじる。僕らの担任であり美術部顧こ問もんであり、なおかつ化ばけ狸だぬきでもある寺林先生は、未だに頭を固められたままの僕をじろっと見やると、アルマに向かって声を漏らした。

「獅し子し岩いわ、あんま白塚いじめたらあかんぞ。痛がってるうちはまだええが、いつしかそれが癖くせになり、そのまま恋れん慕ぼへと変わりかねん。俺かて、稲いな葉ば先生に痛めつけられてから……と、いかんいかん、話が逸それたわ。まあ要するに、男っちゅうのはな、そうゆうもんや」

「決めつけないでください！　あいにく僕にはそんな趣しゆ味みはありません！」

　寺林先生の極めて勝手な理論に、僕は思わず反論していた。この化け狸があの九きゆう尾びの狐きつねを一方的に慕したっているのは知ってるけど、それはあくまで特とく異いな事じ例れいであって一いつ般ぱん論ろんではありませんから！　と、呆あきれた口調でそう言いい足たそうとした、その瞬しゆん間かんだ。

「あ。これって──この状況って、やっぱり！」

　驚おどろきの声が自然に漏れる。同時に、僕の脳のう裏りに、のんびりした声がくっきりと蘇よみがえった。

『お前さんの脳のう天てんぎりぎり締められし時、茶色い獣けものがしみじみ語るだよ』

　うんそうだ、確たしかにあいつはそう言っていた。昨夜は何のことだかわからなかったけど、あの台詞せりふは、この状況と全く一いつ致ちする。茶色い獣ってのは寺林先生、要するに狸のことだろうし。つまり、あの毛むくじゃら妖怪の「予言」は──。

「当たった、ってことか……？」

　急に何の話だと首を傾かしげるアルマに締められながら、僕はごくりと唾つばを飲んだ。

　ぬっと出てきて、よくわかんないことを言ってすぐ消えるだけの妖怪かと思ったが──どうやら、そうではないらしい。
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「間ま違ちがいなくアマビコね」

　僕の話を聞き終えるなり、経ふみ島しま先輩は力強く言い切った。

「夜中にいきなり出てきて予言したんでしょ？　しかも毛むくじゃらで顔がでかくて、頭の下にはひょろっとした三本の足が生えてるんでしょ？」

「ええ。はっきり覚えてないですけど、こんなのだったと思いますよ」

　放課後の美術室の教きよう壇だん前。ジャージを羽は織おった妖よう怪かい博士の詰きつ問もんにうなずきながら、僕は黒板に描かいたばかりの再さい現げん図ずを見上げた。拙つたないタッチで大きく描かれているのは、たった今先輩が口にしたとおり、大きな顔に三本足の奇き妙みような獣けものだ。チョークという画材の扱あつかいにくさを改めて痛つう感かんしつつ、僕は経島先輩へと問いかけた。

「で、こいつってどういうやつなんです？」

「白しろの字じが体たい験けんしたとおりの妖怪よ。ぬうっと出てきて未来に起きることを言い当てるの。江戸時代の後期が最さい盛せい期きだったんだけど、明治になってもちらほら出てたみたい。あと、『アマビエ』って名前になってる資し料りようも多いけど、あれはおそらく手書きで複写する時に『コ』を『エ』に写うつし間ま違ちがえたんだろうってのは有名な話よね」

　たいへんマニアックな知ち識いきをまるで一いつ般ぱん常じよう識しきであるかのように語る経島先輩である。その情じよう報ほう量りように感服しつつも「どこの世界で有名なんです」と呆あきれていると、フィルや鱗りんさんと一いつ緒しよに黒板を見つめていたイタチさんが、視し線せんを下ろして問いかけてきた。

「で、これからどうしたらいいの、御み崎さき？」

「どうもしなくていいんじゃないの？　アマビコが災さい害がいや疫えき病びようを予言した場合は、その絵え姿すがたがお守りになるって話もあるんだけどね、今回はそうでもないわけでしょ？」

「見事なくらい、たいしたことない予言でしたからね。描きたいとも思わないし」

　気楽な経島先輩の言葉を受け、僕は思わず溜ため息いきを吐ついた。まあ、ろくでもない予言を聞かされるよりはましだけど。そう自分を納なつ得とくさせていると、フィルの背せ中なかにもたれかかりながら絵を見上げていた鱗さんが、からかうようにニヤついた。

「しかしまあ、アーティストだねえ。美人じゃないと絵心が湧わかないってか」

「いや、そういうわけじゃないですよ？　そりゃもちろん、綺き麗れいな人を見るとモデルになってほしいなあとは思うし、突とつ発ぱつ的てきにお願いしちゃったりしますけど」

「そうなんだよね……」

「あれ、なんで照れてるのイタチさん？　ですからね鱗さん、別に人間型じゃなくても、絵になる妖怪って結けつ構こうな数がいるんです。河かつ童ぱとか蟹かに坊ぼう主ずとかあとは鬼おにとか。知り合いだと、変身した後の奈な良ら山やまはかっこいいし、稲いな葉ば先生の本性はめちゃくちゃ綺麗だし、鱗さんやライカも──あ、そうそう、フィルの変身後も迫はく力りよくあるよね」

「……思い出したように付け足さなくていいですよ、先輩」

　椅い子すに座すわってパレットをごしごし磨みがきながら、フィルがぼそりとつぶやいた。いや別に忘わすれてたわけじゃなくて、とフォローすれば、鱗さんが「そうそう」とうなずいてくれた。

「少なくとも我が家では人気あるわよ、シロちゃんは」

「……シロちゃん？　誰だれだよ。あと、いつまでそこに乗っかってるんだ」

「美み生うがあんたの狼おおかみモードにつけた名前。白い犬だからシロちゃんなんだってさ」

　いぶかしむような問いかけに鱗りんさんが即そく答とうし、美生さんの名前が出たとたん、フィルの顔が赤くなる。その反はん応のうが予想どおりだったのだろう、多た々た羅ら木ぎ家けに居い候そうろうしている蛇へび女によう房ぼうは、フィルの二つ目の質問を無む視ししたまま楽しそうにニイッと笑った。

「晩飯の時に、よく美生が話すんだよねえ。もう一度会ってちゃんとお礼を言いたいとか、あんな綺き麗れいで雄お々おしくて可愛かわいい犬は見たことないとか」

「俺、犬じゃなくて狼なんだけど……。と言うか鱗、今の話──ほ、ほんとか？」

「顔のいい男には噓うそを吐つかないのが蛇女房のポリシーよ。だからさ、いっぺんぐらい狼モードで顔出してみなって。美生、もう大喜び間ま違ちがいなしよ。たぶん首輪買ってくれるね」

「……首輪……」

　一いつ瞬しゆん前の喜びから一転、赤い顔のままどんより沈む人狼ワーウルフの少年である。

　まあ、憧あこがれの先輩に首輪を付けられても、たいして嬉うれしくないよなあ。かと言って、先日さんざん抱だきつかれて撫なで回まわされてキスまでされてしまった以上、いまさら正体を明かしにくいってのもよくわかる。変身できる妖よう怪かいならではの複雑な恋愛事じ情じように、イタチさんと顔を見合わせて同情していると、ふいに控ひかえめなノックの音が耳に届とどいた。

「どちらさんか知んないけど、開いてますよー」

　経ふみ島しま先輩が大きな声で呼よびかけた。それに応おうじるようにドアが静かにそろそろ開き、長い髪かみの女子生徒と、金きん髪ぱつを結い上げたスーツの女性が二人並ならんで姿すがたを見せる。何だ、わざわざノックなんかするから、初めてのお客さんかと思ったら。

「新あら井いさんと稲いな葉ば先生？　どうしたんです、また何か出たんですか？」

「えっ？　ううん、そ、そういうわけじゃないんだけどね……？」

「おどおどしすぎです、新井。胸むねは普ふ段だんから張はっておけと言っているでしょう」

　いきなりあわあわし始めた新井さんに厳きびしい言葉を放つと、稲葉先生は改めて僕らに向き直り、そして「思った通り閑かん散さんとしていますわね」とうなずいた。その鼻で笑ったかのような物言いにカチンと来たのだろう、イタチさんがムッとした顔で反論する。

「部員が少ないって馬鹿にしに来たのなら帰って」

「あら、いたのですかイタチ。相変わらず地味な風ふう体ていなので気付きませんでした」

「ちょ、ちょっと待った二人とも！　落ち着いて落ち着いて！」

　いきなり睨にらみ合あいを始めた二人の間に、僕は慌あわてて割り込んだ。イタチさんを「先生はああいう言い方しかできない人なんだから」となだめていると、鱗さんが髪の毛でクエスチョンマークを作りながら稲葉先生へと問いかけた。

「で、何しに来たのさ？」

「最近、生徒会室は役員の出入りが多くて、込み入った話ができないのです。美術室ここならいつもガラガラでしょう？　案あんの定じよう、是ぜ害がい坊ぼうがいないのも好都合。というわけで、小一時間ほど後ろの席を借しなさい。部長、よろしいですわね？」

「そりゃ全然構かまいませんが。でも、なんで奈な良ら山やまがいないと都合がいいんです？」

「なぜって、恋愛相談に乗るのに肝かん心じんの相手がいる場所で話し合うわけにも」

「わあーっ！　先生ストップストップ！　そこから先は言っちゃ駄だ目めー！」

　真っ赤な顔の新あら井いさんが唐とう突とつに稲いな葉ば先生に飛びつき、口を押おさえて黙だまらせる。普ふ段だん、落ち着きのある人とは思えない狼ろう狽ばいぶりに、僕らは揃そろって面食らい、そして同時に納なつ得とくしていた。

「なーるほど。面めん倒どう見みのいい副会長は天てん狗ぐ様がお好きってか。フィル、感想は」

「まあ、奈良山先輩なら、わからなくもないけど……。白しら塚つか先輩、知ってたんですか？」

「え？　僕はこないだ聞いたとこ。イタチさんと経ふみ島しま先輩は」

「何となくだけど、そうなのかなって思ってた」

「私は新井から聞いてたしね」

　当人を目の前にして、ひそひそと声を交わす美術部部員。僕らがちらちら横目を向ける先では、ようやく新井さんを振ふり払はらった稲葉先生が、大きな溜ため息いきを吐ついていた。

「今さら何を照れているのです。しかも、あと一歩の状じよう況きようにまで来たにもかかわらず、弱気なことを言い出す始末。ここまで積み重ねてきた苦労を無に帰すつもりなのですか？」

「そ、それは……だって、もし断ことわられたらって思うと……ほら、何事も、始まらなかったら、終わりもしないわけですし！　だったらもう今の関係のままで」

「お黙だまりなさい！　そんないい加か減げんな気持ちだから、牛の骨ほねを被かぶった鬼おにに襲おそわれたりするのです！　大事に至いたらなかったのは何よりですけど。ともあれ、相談に乗ったからには、九きゆう尾びの狐きつねの名にかけて成じよう就じゆさせてみせます！　さあ、席に着きなさい、新井輝ひかる！」

　よく通る声で言い放つと、稲葉先生は美術室の一番後ろの机をまっすぐ指さした。それを受けた新井さんは、顔を赤く染そめたまま「よろしくお願いします……」と消え入りそうな声でつぶやき、そして示された席へと歩いて行った。

「何つーか、さ。あっちもこっちも春だねえ」

　面談でも始めるかのように席に着く二人を見やり、鱗りんさんが感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。どういうことです、と視し線せんを向けた先で、蛇へび女によう房ぼうはすらりと長い背せを伸のばした。

「こないだは旦だん那なと御み崎さきに見せつけられたし、聞いた話じゃ赫あか音ねは先輩二人を天てん秤びんにかけてるんでしょ？　副会長もあと一息みたいだし、元旦那とクズリは相変わらずだし、みんながんばってるなーと思ってさあ。美み生う先輩にもニコねーさんにも告こくれないどこぞのチキンな狼おおかみはともかくとして、だけど」

「う、うるさいな！　俺だって、そりゃ……その……」

　ニッと笑いかけられ、フィルがふてくされながら視線を逸そらす。その光景を前に、僕は経島先輩やイタチさんと顔を見合わせた。だが、僕と経ふみ島しま先輩が肩かたをすくめて微笑ほほえんだのに対し、イタチさんだけはなぜか妙みように真しん剣けんな顔で、

「──そうだよね。みんな、がんばってるんだよね」

　自分に言い聞かせるように、そうつぶやいたのだった。
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「それじゃ、アマビコ、昨夜も出たの？」

「まさか一週間連続で出るとはねえ。ちなみに昨日の予言は何だった？」

「『お前は三時限目の数学でシャーペンの芯しんを切らしてうろたえる』でした」

「今回もまたどうでもいい予言ですこと。で、当たったの？　そこまで具体的に言われてるんだったら、あらかじめ備そなえておけばいいよーに思えるんだけど」

「僕もそう思いました。だから、わざわざ数学の始まる直前に芯を補ほ充じゆうしたんですけどね、その時、穂ほ村むらがぶつかって、全部ひっくり返しちゃったんですよ。拾い集める時間もないし」

「え。じゃあ、結局、予言は当たったってこと……？」

「悔くやしいことにイタチさんの言うとおり。あいつの言ったことは、何をどうしたって絶ぜつ対たいに当たるようになってるみたいなんだよね。どういう仕組みなんだか」

　美術部妖よう怪かい対たい処しよトリオのいつものメンバー、つまりはイタチさんと経島先輩とのんびり言葉を交わしながら、僕は生徒昇しよう降こう口ぐちのガラス戸を押おし開あけ、校舎の外へと歩み出た。気持ちよく晴れ上がった空を見上げていると、イタチさんが先輩に尋たずねる声が耳に届とどいた。

「ね、御み崎さき。あたし、美術室に来るのが遅おそかったから何も聞いてないんだけど……。今日はどこに何が出たの？」

「バドミントン部のコートでバスタオルサイズの布がざわざわ這はい回まわるの巻まき。人が近づくとからみついてくるし、蹴けっても叩たたいても切っても焼いてもびくともしないので、何とかしてくれってさ。いつものパターンよ」

「からみついてくる布って、もしかして先月、美み生うの家に出た妖怪……？」

「機はた尋ひろのこと？　僕も最初はあれかと思ったけど、また別らしいよ。しかしまあ、バド部もよくそんな気味悪いものを蹴ったり叩いたりできましたよね」

「みんな慣なれてきたってことじゃないの？　ただし！　まだまだ知ち識しきが足りない！」

　僕の漏もらした呆あきれた声に、先輩は明るく切り返し、手にしたスーパーのビニール袋ぶくろを高々と掲かかげた。半はん透とう明めいの袋の中身は、六個入りの卵一パック。なんでそんなものを、と首を捻ひねるイタチさんに向かって、今日もジャージ姿すがたの妖怪博士は自じ慢まんげに眼鏡を光らせた。

「今回の妖怪は、ほぼ確かく実じつに『布がらみ』なのね？　で、布がらみは卵をぶつけると動けなくなって、単なる丈じよう夫ぶな布になっちゃうわけ。理由は知らんので聞くな」

「いや、聞くつもりもないですから」

　バド部の練習場所に向かって歩きながら、僕は肩かた越ごしに後ろを振ふり向むき、美術室からずっと付いてきている白はく衣いの二人に目を向けた。一人は無ぶ精しよう髭ひげの似に合あう男で、もう一人は眼鏡の似合うボブの女子。怪あやしげなマジックハンドと金きん属ぞく製せいのトランクを手にしている点も含ふくめて、いかにも駄だ目めな発明家と優ゆう秀しゆうな助手っぽい。そんなことを考えつつ、僕は二人に問いかけた。

「で、そこのお二人はいったい何なんですか？」

「俺か？　県立宇宙開発事業団部長、ゴダードと」

「同じく一年のユーリです。お忘わすれですか、白しら塚つか先輩」

「いや、誰だれなのかはよく知ってるんですが。何しに来てるのかなーと」

　淀よどみなく応おうじた二人に向かって、肩かたをすくめて再さい度ど質問。それは本名じゃないだろうという突つっ込こみは無む駄だだとわかっているのでパスしておく。と、県立宇宙開発事業団ことロケット研究会の先輩後輩コンビは、一いつ瞬しゆん顔を見合わせると、「素そ材ざい回かい収しゆう」と声を合わせた。

「切っても焼いても傷きずつかねえ布だぞ？　ロケットの補ほ強きように最高じゃねえか。科学の子の端はしくれとして、見み逃のがす手はねえっての。なあ、ユーリ？」

「ええ。あらゆるロケットを受け止めるあの妖怪、『布ふ団とん被かぶせ』を利用して得られたデータに加え、そんな素材が手に入れば、春に続いて夏の大会の優勝賞金も私たちのもの。新アイテムの開発にも、いっそう弾はずみがつくことでしょう。たまりませんね」

　ゴダード部長のフランクな声に、クールにうなずくユーリこと粂くめ神がみ良りよう子こさん。「新アイテムって？」と問いかけてみれば、粂神さんは「たとえば」と白衣の右手の袖そでを静かにまくり、細い手首に巻まき付ついた黒いリングを示した。何だこりゃ。

「見た目は単なる腕うで輪わっぽいけど……？」

「そう見せかけてブレスレット型通信機です。大たい気き圏けん外がいでも使用可か能のうで、ブレス型の他にもイヤリング型やチョーカー型も。二十人まで同時通話可能」

「へえ……。すごいとは思うんだけど、何のために作ったのかな」

「単なる趣しゆ味みです。たまたま部品が揃そろって手に入ったので、つい」

　イタチさんの極めて真っ当な質問を受け、粂神さんは袖を元に戻もどしながら冷静に答えた。この子、最初は真面目まじめな常じよう識しき人じんだったのに、見る度たびにマッドになっていくなあ。思わずつぶやけば、隣となりを歩いていたイタチさんがうなずいた。

「なんだか、良子……じゃなかった、ユーリ、どんどんお父さんに似にてくるよね」

「お父さん？　ああ、あの白はく澤たくに操あやつられてた妖怪コレクターか。言われてみれば」

　あのおっさんもマッドだったっけ。父は賑にぎやかで娘はクールという違ちがいはあるけど、方向性は確たしかに似ている。もしかしてそういう血ち筋すじなんだろうかと思わず考え込んでいると、僕らのひそひそ話の端はしを聞きつけたのだろう、粂神さんは不ふ審しんそうに眉まゆをひそめた。

「……伊達だて先輩？　私の父がどうかしましたか？」

「え？　ええと、ほら、ユーリのお父さん、去年の三学期に、この学校にいたからね。ちょっと懐なつかしくなって、どうしてるのかなって。ねっ、真しん一いち？」

「あ、うんうん、そうそう！　ご家族はお元気でいらっしゃいますか？」

「家族？　父は大学で働いていますし、母も妹も元気ですが……」

　首を傾かしげつつも、うなずいてくれる粂くめ神がみさん。やれやれ、どうにかごまかせた。そう思って胸むねをなで下ろすのと同時に、先を歩いていた経ふみ島しま先輩が何気なく振ふり返かえった。

「そっか。あんたの妹さん──まどかちゃんだっけ？　ちゃんと人間やってんだ」

「はい？　経島先輩、聞こえなかったのですが、今、何と……？」

「なっ、何でもないよ良りよう子こ！　御み崎さき、しーっ！」

　確たしかに、粂神さんの妹は妖よう怪かい「しょうけら」に変身しかけた──と言うか、完全に変へん貌ぼうしたことがあったんだけど、その話は当人と僕らだけの秘ひ密みつ。経島先輩を黙だまらせる役目をイタチさんに任まかせ、話を逸そらすための次の話題を必死に考えていると、都合良くゴダードさんが「ちょっといいか、白しら塚つか」と口を開いてくれた。ナイスタイミング、ロケ研部長。

「お前のところに毎晩出てくる予言妖怪──アマビコだっけか？　そいつのことなんだがな。しょうもない予言しかしないって噂うわさのその妖怪は、未来に起こることを全部知ってるのか？」

「え？　いや、どうなんでしょう。てか、どうしてそんなこと聞くんです？」

「未来の出来事を熟じゆく知ちしてるなら、宝くじの当たり番号も株かぶ価かの動向も把は握あくしてるってことだろ？　だったらよ、予言を言わせるんじゃなくて、こっちから質問すりゃあ──」

「あ、それ駄だ目めです」

　興こう奮ふん気ぎ味みに語るゴダード部長（そう言えば本名を知らない）の言葉を、僕の声がざっくり遮さえぎる。考えることはみんな同じだね、とイタチさんがくすくす笑うのを聞きながら、僕は空しく肩かたをすくめた。

「三度目にあいつが出た時に、とりあえず何か聞いてみようとしたんです。そしたらアマビコが言うにはですね、『おら、何でも知ってるから何でも答えてやれるがよ。ただし、受け付けられる質すつ問もんは、一個だけと決まっとるがね。ほれ、よく考えれ』と」

「一個だけ？　なるほど、そう来たか……！　となると、科学的に最善の質問は……」

　無ぶ精しよう髭ひげの目立つ顎あごをさすりながら、ゴダード部長は何やらブツブツ考え始めた。やっぱりみんな悩なやむよな、と共感しつつ、僕は「て言うかゴダードさん」と呆あきれた声を漏もらした。

「妖怪の存そん在ざいをあっさり認みとめておいて科学も何もないと思うんですが」

「こら白しろの字じ。何を馬鹿なことを言うとるかね、君は」

　なぜか経島先輩から怒おこられた。思わずきょとんとした僕の前で、美術部の誇ほこる歩く妖怪事典は立ち止まって振り返り、「いいかね」と腰こしに手を当てた。

「あんた、科学ってのはフラスコやビーカーや白はく衣いや眼鏡のことだと思ってない？　だとしたらそりゃあ大きすぎる間ま違ちがいよ」

「はい？　いや、そんなことは……まあ、ちょっとは思ってましたが……」

　イタチさんと顔を見合わせつつ、僕はぼそぼそとつぶやいた。と、それを聞いた小さく博はく識しきな先輩は、あからさまに溜ため息いきを吐つき、そして再ふたたび僕を見み据すえた。可愛かわいい童顔の割には迫はく力りよくのある視し線せんで僕を気け圧おしながら、経ふみ島しま先輩は口を開く。

「科学ってのはね、『結果には必ず原げん因いんがある』ということへの信しん頼らいなのよ」

「……はい？」

「あ、なるほどね」

　わけがわからず顔をしかめた僕の隣となりで、イタチさんが納なつ得とくする。え、今のでわかったの？　劣れつ等とう感かんを覚えつつ言葉の意味を考えていると、先輩は「さらに言えば」と先を続けた。いや、ちょっと待ってください！　話の展てん開かいが早い！

「さらに言えばね、科学とはすなわち『原因から結果に至いたる過か程ていを把は握あくすれば、結果を意図的に左右できる』ということへの信頼でもあるわけよ。理系だけの専せん売ばい特とつ許きよじゃないの。ロケットの打ち上げが科学なら、妖よう怪かい対たい処しよもまた科学。わかるわよね、イタチちゃん？」

「うん。要するに、あたしたちがいつもやってることだよね」

「お、さすが飲み込みが早い！　そういうことよ。問題を詳しよう細さいかつ具体的かつ冷静に把握した上で、知恵と知ち識しきと技ぎ術じゆつと、あと力ちから業わざとか人じん脈みやくを駆く使しして、状じよう況きようを望む結果へ導みちびいていく。これこそまさに科学的な姿し勢せいなり！　──てなところでよろしいですか？」

　流りゆう暢ちような口調で語り終えた経島先輩が上品に微笑ほほえんだ。おおまかなところはわかったような気がしないでもないので、ぼくは「はあ」と声を返した。同時に、黙だまって聞いていた粂くめ神がみさんが無言のままぱちぱちと手を叩たたき、そしてゴダードさんは「わからん！」と頭を搔かきむしる。

　あれ、意見の相そう違いだろうか？　だが、そう尋たずねる間もなく、無ぶ精しよう髭ひげのロケ研部長は「何をどう尋ねれば一番有ゆう効こうなのか、俺の頭じゃ思いつけん！」と悔くやしげに唸うなった。

　……なるほど。どうやらこの人、さっきからずっとアマビコに何を聞けばいいのか、必死に考えていたらしい。感心しつつ呆あきれつつ、僕は「そんなに悩なやまなくても」と声をかけた。

「僕もいろいろ考えましたけどね。結局、何も聞かないほうが逆ぎやくにいいのかなと」

「……まあ、それがいいのかもな。うっかり寿じゆ命みようなんか聞いて『あと一日』とか言われたらシャレにならんし、本来は不ふ確かく定ていだったはずの歴史を予言が確定させてしまうってのも、ＳＦではよくある話だからなあ。毒にも薬にもならんことだけ言わせておくのが無ぶ難なんかもな」

「そうですよ。アマビコがいつまで出るのかわかりませんけど、少なくともあいつ、どうでもいいことしか言いませんからね」

　不本意そうに語るゴダードさんにそう同意すれば、イタチさんや経島先輩も苦笑しながらうなずき、粂神さんもそれに続いた。

　そう。つまり、この日のこの時点では。

　その夜に現れたアマビコが「どうでもよくないこと」を口にするとは、誰だれも全く思っていなかったのだった。
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「ただいま。──って、誰だれもいないんだけどね」

　駅えき裏うらのワンルームマンション四階の一室のドアノブを、白く引ひき締しまった腕うでが慣なれた手つきで押おし開あけた。いつものように半はん袖そでセーラー服姿すがたのイタチさんは、一足先に玄げん関かん口ぐちへ足を踏ふみ入いれると、通学用のローファーを脱ぬぎながら振ふり向むいた。

「あれ、どうしたの、真しん一いち？　そんなところで止まってないで、入ってよ」

「あ、うん。……お邪じや魔まします」

　不思議そうな顔で急かされ、僕はのたのたとイタチさんに続いて部へ屋やに入った。そのもっさりした様子が気になるのだろう、イタチさんはダイニングの照明を点けながら、僕の顔をまじまじと見つめた。吸すい込こまれそうに大きな瞳ひとみや、形よく尖とがった小さな鼻が、ずいっと僕に近づいてきて、思わず顔が赤くなる。

「ね。ほんとに何かあったの、真一？　今日、なんだか重たいよ」

「そ、そうかな？　そんなことは……まあ、あるかも──と言うか、そうだ、イタチさんこそどうしたの？　急に部屋に呼よんだりしてさ」

　この話題を広げたくないという一心で、僕は強引に話を変えた。もともと聞きたかったことではあるし、そんなに不自然な質問でもないだろう。そう思って尋たずねたのだが、イタチさんは面食らったように黙だまり込こむと、慌あわてて流し台へ向かってしまった。

「えと、大したことじゃないよ？　真一が落ち込んでたから、気になって……それに、そう！　この間、牛ご王おうにやられて寝ね込こんじゃった時、お見み舞まいしてくれたよね？　そのお返し」

　うんうんそうそうと自分の言葉にうなずきながら、イタチさんは蛇じや口ぐちを開いて手を洗った。じゃーっと流れ出す水の音が僕の質問を遮さえぎってしまう。何も言えずに玄関口に佇たたずんでいると、一人暮ぐらしの妖よう怪かい少女はごしごしと手を拭ふき、綺き麗れいにたたんで掛かけてあったエプロンを身につけながら振り向いた。

「真一、何が食べたい？　今日は何でも作ってあげるよ」

「はい？　それは嬉うれしいけど……。あのさ、イタチさん。いつも帰ったらすぐ着替えてなかった？　なんで今日は制服のままで」

「えーと、カレーでいいかな。カレーでいいよね、真一、好きだし、材料もちょうど揃そろってるし。うん、ちょっと待っててね、うん」

　冷蔵庫の中を確かく認にんしながら、自分で自分にうなずき続けるイタチさん。僕の質問は見事にスルーされっぱなしだ。やっぱ、どう見ても変だよな。やけに焦あせって野菜を洗う後ろ姿を見つめつつ、僕は今朝からの違い和わ感かんを再さい確かく認にんした。その原げん因いんを確たしかめるため、僕はごくりと息を吞のむと、意を決して口を開き──。

「──あのさ、イタチさ」

「真しん一いち。あたしの話、聞いてくれるかな。くれるよね」

　ほんの一いつ瞬しゆん、向こうが早かった。いや、僕が何かを言い出そうとしたのを察さつして先制した、と言うべきか。何にせよ、僕を黙だまらせるには絶ぜつ妙みようのタイミングだったのは間ま違ちがいない。言葉を吞のみ込こんでしまった僕の前で、エプロン姿すがたの妖よう怪かい少女は、野菜の皮を剝むく音を静かに響ひびかせながら、背せを向けたまま語り続けた。

「ね、真一。あたしと初めて会った時のこと、覚えてる？　ほら、去年の六月の夜、美術室で出会ったこと。あれから、もうすぐ一年なんだよ。早いね」

「え？　うん、そうだね。でも」

「あの時、真一、あたしに言ったよね、絵のモデルになってほしいって。それで、あたしがうなずいて──そのおかげで、こうやって、高校に通えるようになって、友だちもいっぱいできた。だから、真一にはね、あたし、ほんとに感かん謝しやしてるんだ」

「それは嬉うれしいし、こっちこそなんだけど……と言うかイタチさん、何の話を」

「うん、そうだよ。真一には、ほんとに、ほんとにほんとに、ありがとうって思ってる。だからあたし、真一のために何か──ううん、何でもしてあげたい。モデルになれって言うなら、いつでもなるよ。今でもいい」

「今って──待った、今度こそちょっと待ったイタチさん！　わかってるのか、僕のモデルになるってことは、つまりイタチさんは消え」

「わかってる！」

　唐とう突とつにダイニングキッチンに怒ど声せいが響いた。不意打ちのような叫さけび声ごえに、セーラー服の肩かたに手を掛かけようとしていた僕は、思わずびくりと固まった。ほんとにどうしたんだイタチさん、これはもう本ほん格かく的てきにおかしいぞ。不安がどんどん募つのっていく中、背中を向けたままのイタチさんの手元からは、野菜を刻きざむリズミカルな音が──そして、静かな声が聞こえてきた。

「……わかってるよ、真一の言いたいことくらい。一年、ずっと一いつ緒しよにいたんだから。うん、絵のモデルになったら、あたしは消えちゃう。だけどね、真一がそれを望むなら、あたしはそれでもいい──それでいいから。他にして欲しいことがあれば、言ってよ。何でも聞く」

「な──何でも？」

　反はん射しや的てきに「結婚してください！」と言いそうになった自分を、理性の力でどうにか鎮ちん圧あつ。今はそういうことを言うべき時ではないだろう、白しら塚つか真一、十七歳！　そう自分に言い聞かせている間にも、イタチさんの声はぐんぐんペースを上げていく。

「どうしたの？　言ってよ。いつもみたいに、いつもの真一みたいに、思ったことを口に出していいんだよ。消される前に、何もなかったことにされちゃう前に、あたしは──」

「──今、何て言った！」

　凄すさまじい勢いきおいで紡つむがれる痛いた々いたしい言葉の中に、聞きき逃のがせない一言があった。嫌いやな予感が天てん井じよう無なしで上がり続ける中、僕は目の前の小さな肩かたに手を掛かけていた。力を込めるまでもなく、スレンダーな体はあっけなく振ふり向むく。まな板の上に包ほう丁ちようと野菜が転がる音を聞きながら、僕はイタチさんの顔をようやくまっすぐ見つめ──そして、言葉を失った。

「イタチさん……？　なんで、そんなに泣いて」

「え？　ち、違ちがうよ！　泣いてないよ？」

「その噓うそはいくらなんでも無理があるよ！　今もほら、こんなにぼろぼろと──！　あのさ、もしかしてイタチさん、昨夜」

「違うっ！　違うからね、真しん一いち！　これはそう、玉たま葱ねぎを切ってたから」

「いやいやいや！　今切ってたの人にん参じんだよね？　あんな赤くて長い玉葱はありません！」

　小さな肩を摑つかみながら、僕はきっぱり言い切った。と、さすがに言い逃れできないと悟さとったのだろう、イタチさんはほんの一いつ瞬しゆん口ごもると、いきなり両手を振り上げ、叫さけんだ。

「とにかく……！　とにかく違うの！」

「はい？　ちょ、ちょっと落ち着い──わっ！」

　見た目は細身の女の子とは言え、そこは人ひと並なみ以上の運動神経と体力の持ち主のイタチさんである。本気になれば、スポーツやってるわけでもない文化部男子（僕です）を振り払うことくらいわけはない。僕が手を離はなしそうになったのは言うまでもなかったけれど、

「そうはいくかあっ！」

「──え」

　だからと言って、あっさり振りほどかれるわけにはいかなかった。バランスを崩くずしながらも僕は両手に力を込め、小さな肩をしっかりと摑み続けた。そこまで抵てい抗こうされると思っていなかったのだろう、再ふたたび背せを向けようとしていたイタチさんは思わず足をよろけさせ、

「きゃっ！」

「うおっとっと、危あぶなな──がはっ！」

　結果、二人揃そろってダイニングの床ゆかに倒たおれ込こむハメになった。

　とっさに自分が下に回ったのはいいんだけど、両手がイタチさんを摑んだままでは、受け身も何も取れるはずもない。背中がフローリングの床に激はげしく叩たたきつけられ、短い悲鳴が口から漏もれたが──いや、今はそんなことなんかどうでもいい。歯を食いしばって痛みをやり過ごした僕は、ちょうど真上に来た顔をしっかりまっすぐ見返した。

「し、真一……？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　僕にぺたんと馬乗りになったまま、不安げな声を漏らすイタチさん。ダイニングの窓まどから差し込む西日を背せ負おったせいで、その栗くろ色いろの髪かみがきらきらと透すけている。涙なみだぐんだままの瞳ひとみは吸すい込こまれそうなほど深く悲しげで、僕の心がざくざく痛んだ。

　──うん。僕はやっぱりこの人が好きなんだよな。

　もはや答を待つまでもない質問を自分で自分に投げかけながら、床ゆかに寝ね転ころんだまま、そしてイタチさんの肩かたを摑つかんだまま、僕は目の前の少女へと問いかけた。

「イタチさん。昨日の予言、聞いたんだね」

　意外と静かな声が出たことに僕は自分で驚おどろいた。と、それを聞いたイタチさんは、僕の手を振ふり払はらおうともせず、ただ、こくりと首を縦たてに振った。

　ああ、やっぱりか。妙みようにあっさり納なつ得とくしてしまった僕の脳のう裏りに、昨夜のアマビコの言葉が自動的に甦よみがえってきた。
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　それは、美術部のみんなでご飯を食べに行き、イタチさんをマンションまで送おくり届とどけたその後のことだった。

「おい。今、何て言ったんだ」

　時刻はだいたい夜の九時、場所は我が家の玄げん関かん先さき。いつものようにどこからともなく現れ、いつものように予言を告げたアマビコに向かって、僕は思わず尋たずね返かえしていた。それを聞くと、郵便受けの前に佇たたずむ三本足の妖よう怪かいは、大きな頭をやれやれと振った。

「お前さん、いつがらそんなに耳悪うしたんだがや。予言の内容がきっちり伝わんねえでは、おらの名折れだでよ、仕方ねえでもう一いつ遍ぺん言っでやっが。あ、今の『何て言った？』っでのは、質問には数えんといてやるがね、ちゃっきり感かん謝しやしてちょーよ」

「え？　ああはいはい、感謝します感謝します！　だから早く、さっきの予言を！」

　面めん倒どうそうに溜ため息いきを漏もらすアマビコの前で、僕は必死に懇こん願がんした。相変わらずどこの方言だかわからない言葉遣づかいだなあとは思ったが、そこに突つっ込こんでる場合ではない！　と、そんなことをほんの一いつ瞬しゆん考えたのと同時に、予言妖怪は体を揺ゆすって口を開いた。

「──はあ、予言するだよ。大おお祓はらえっちゅう名前のよ、怪かい異いの類たぐいをごっそり一いつ掃そうしちまう、そりゃあおっかないお祭りが、もうじきこの地で起こるだよ。ゆめゆめ疑っちゃなんねえだ」

　どうにも吞のん気きな声が、なんとも衝しよう撃げき的てきな事実を告げる。そのギャップに──と言うか、その内容に、僕は再ふたたび打ちのめされ──そして、「待てよ」と反論していた。

「大祓って、鳴なき女めが言ってたあれか？　神様だか何だかが降おりてきて、妖怪を丸ごと浄じよう化かしちゃって、初めからなかったことにするっていう──」

「んだんだ、それだ。ずうっと昔からよ、何百年かごとに、あっちゃこっちゃで起こっとるお祭りだがや。お前さん、よく知っとるでねえか」

「自じ称しよう神様の使いから、直接聞かされたからね。でも！　それを仕し掛かけようとしてたあいつは──鳴女は、イタチさんが倒たおしたんだぞ！　なのに、大祓が起こるはずなんか──」

　アマビコの言葉を否ひ定ていしつつ、僕は先月の屋上での決戦を回想していた。大祓を起こすため、古代の大だい妖よう怪かい「八や面つら王おう」を解かい放ほうしようとしたあのニセイタチさんに、僕らは確かく実じつに勝ったはずだ。それは絶ぜつ対たいに間ま違ちがいない。だから、目の前のこいつの予言も、きっと何かの間違いに違いない！　僕はそう信じようとしたのだが、アマビコは呆あきれた目で「は」と笑った。

「鳴なき女めて。あんなもんはザコだが、ザコ。何羽もおる先さき触ぶれの中の一体に過ぎんがね」

「……へっ？　ど、どういうこと？」

「そのまんまの意味だあ。つか、お前さん、ちょいちょい質問するんでねえだ。わがってもらえねえと悔くやしいがら仕方なく説明してやっけどよ、あんまり何度も続くとさすがに」

「はいはいわかりました！　わかったから、今の『ザコ』ってどういう意味なんだよ！」

「ザコはザコだがね。ええが？　威い勢せい良よく突つっ込こんできた兵隊一人を仕し留とめたところで、戦争が終わるが？　燃えてる木にバケツで水ぶっかけて、山火事が収おさまるかや？　ちっとは進行が遅おくれるだけで、結果は全く一いつ緒しよだがね。その鳴女ってのがやられた間にも、他の先触は神様迎える段だん取どりを着々と進めとったんだがや。で、やっとこさ機は熟じゆくした、と」

「そんな……！　いや、でも、鳴女を倒たおしてから、まだ何も起こってないし！」

「牛の骨ほね被かぶった鬼おにが消されたがね。ありゃ、神さんの準じゆん備び体たい操そうみたいなもんだで？　あの鬼のせいで学校に生じた畏い怖ふが最後の一ひと押おしになったんだから、皮肉な話だがねえ。ま、そういうことやけ、諦あきらめりゃあ。しょせん人や妖よう怪かいでは、神さんには敵かなわんて。大おお祓はらえが始まっちまえば、妖怪もそのお仲間も、ひとまとめにして綺き麗れいさっぱり消えてなくなる定めだがね」

　あっさりとした物言いに、僕の全身から力が抜ぬけた。頭の中がぐるぐると渦うずを巻まきはじめ、全く考えがまとめられない。鞄かばんや家の鍵かぎを落としたまま呆ほうけて立たち尽つくす僕を前に、アマビコは念を押すように「そうそう」と口を開いた。

「言うとくけんども、ここいらから逃にげたって無む駄だだがね。もう神さんは消す相手にとっくに目を付けていなさるでよ、別の文ぶん化か圏けんにでも逃げねえ限かぎり、自動で祭りの舞ぶ台たいに引き込まれる仕組みだがや。あと、わがってるとは思うがね、止めるとかいうのは無理だがら」

「無理って──。いや、でも、今のうちならまだ……！　そうだよ、どういう仕組みで起こるのか知らないけど、それを調べて何とかすれば、防ふせげ──」

「お前さん、ほんとに馬鹿だなあ」

　必死に食い下がる僕の言葉を、呆れかえった声がざっくり無情に断たち切きった。口を開けたまま黙だまってしまった僕を、アマビコはめんどくさそうにじろっと見み据すえた。

「おらは予よ報ほうしてるんではねえんだ。確実に起こることを告げてるんだで。ああ、確たしかにおらは、大祓の起こる仕組みは知っちょうよ？　だども、それを話したところで、食い止めることなんかできっこね。なぜならおらは、大祓が起こるって事実を、知っとるからだ」

「まだ起きてないことを、なんで知れるんだよ！　もしかしたら」

「たらも鮭さけもねえんだっての。おらは、おらの存そん在ざいするあらゆる時間に偏へん在ざいしとる妖怪だで？　今まで何が起こってこれから何が起こるのか、一いつ切さい合がつ切さいの『事実』を知っとるんだがよ。それこそ、おら自身が最初にあっさり消されちまうことも含ふくめて、ぜーんぶな」

　自分がもうすぐ消されるという予よ測そくを──いや、今の言葉を信じるなら「事実」を、あくまで吞のん気きに語るアマビコ。そのいつもどおりの口調に言葉を失った僕を前にして、毛むくじゃらの予言妖よう怪かいは「やっとわがったみてえだな」とうなずいた。

「ここいら一帯の妖怪と、妖怪に近うなっちまった人間、それにまつわる記き憶おくの一いつ切さい合がつ切さいを、まとめて無に帰すお祭りが──大おお祓はらえが、もうじき始まるだがや。これはもう決まった未来で、どうにもこうにもならんがね。ゆめゆめ、疑っちゃなんねえだ。そんじゃ、また明日」




　　　　＊＊＊




「──全部、聞いちゃった」

　ワンルームマンションの一室、西日の差し込むダイニングにて。

　僕の上に覆おおい被かぶさるような姿し勢せいのまま、制服にエプロンを重ねた姿すがたのイタチさんははっきり言い切り、そして口をつぐんだ。床ゆかに寝ね転ころんだままの僕は、何も言い返せずにしばらくその顔を見上げた後、ややあって「でも」と問いかけた。

「イタチさん、どうして僕の家の前に？」

「あ……ほら、この間、牛ご王おうにやられて寝込んでた時、真しん一いちがゲーム貸してくれたよね？　送ってもらった後、あれを返さなきゃって思い出して、後を追いかけたら──」

「アマビコに予言を聞かされてるところに出くわしたってわけか」

「……うん。その──びっくりしちゃって、真一には会わずに帰ったんだ」

　なるほど、それで事じ情じようはわかった。わかったけれど、会話が全然続かない。心配ないよと励はげませればどんなにか気が楽だろうとは思うけど、残念ながら、アマビコの予言は必ず当たる。あれを聞かれてしまった以上、何を言っても気休めにしかならないこの状じよう況きようで、僕に何かができるだろうか、いやできない。反語で現げん状じようを確かく認にんしつつ、自分の無力さを心の底から呪のろっていると、ふいに頰ほおに水すい滴てきが撥はねた。

「え？　イタチさ──」

　その先の言葉は出なかった。見上げた先の大きな瞳ひとみにじわっと涙なみだがにじんだかと思うと、涙の粒つぶが次から次へと、顔の上に落ちてきたのだ。やたらにしょっぱいその雨で僕を黙だまらせながら、栗くり色いろの髪かみの妖怪少女はぐすぐすと声を漏もらし始はじめた。

「真一も聞いたよね。牛王みたいに強い鬼おにでも、簡かん単たんに消されちゃったんだよ。あたしなんか──真一に手伝ってもらって、やっと鳴なき女めに勝てたあたしなんかじゃ、敵かないっこない」

「で、でもほら、もっと強い妖怪だっている！　奈な良ら山やまとか稲いな葉ば先生も」

「あたしもそれは考えた。でも、アマビコの予言は絶ぜつ対たいに当たるんだよね。大祓が起こるって言った以上、起こっちゃうんだよ。だから、だからね」

　今にも途と切ぎれそうな涙声を意い志しの力で保たもちつつ、イタチさんは話し続けた。ぼたぼたと落ちてくる大粒の涙を受けながら、僕は視し線せんの先の少女の顔を──そして、その少女の暮くらす部へ屋やの様子を、ただ黙って見つめていた。

　白を基き調ちように使いやすくまとめられたキッチン、ワンルームにしては立りつ派ぱなバスルーム。開いたドアからリビングを覗のぞけば、文化祭や冬休みの旅行の写真を留とめたコルクボードがちらりと見えた。あの周りには、ニコ先生から贈おくられた絵や、雪ゆき女おんなの八や雲くもちゃんが海外から送ってきた絵はがきなんかも飾かざってあったっけ。一年の間に積み重ねた思い出だらけの部屋で、イタチさんは「だからね」と必死に言葉を継ついだ。

「だから、どうせ消されるなら、真しん一いちのために何かしてからにしようって……！　どんなお願いでも聞くよ？　だって、それが、一番、いいかな、って思ったから……」
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「──違ちがう」

　ふいに、自然と口が動いた。「え」と口ごもる声を聞きながら、口元に涙の塩しお辛からさを感じながら、僕はまっすぐイタチさんを見上げ、「違うよ」と繰くり返かえしていた。

「違うよ、違うだろ、そんなはずない！　少なくとも僕は、それが一番いいだなんて絶対に思えない！　わかってるよ、勝手なこと言ってるってのは！　だけど、それでも、僕はずっと──ずっとイタチさんと一いつ緒しよにいたい！　僕はイタチさんが好きだから！」

　まるで堰せきを切ったように、言葉が次から次へとどんどん溢あふれて止まらない。その勢いきおいに気け圧おされたのか、イタチさんは小さく口を開けたまま押おし黙だまっていたが、ややあって困こまったような笑みを浮うかべ、こくりと首を縦たてに振ふった。同時に、消え入りそうな声が耳へと届とどく。

「……うん。そんなはず、ないよね。あたしだって、おんなじだよ」

「え？　同じって、それは」

　もしかして「好きだから」の部分だったりするんでしょうか。思わず尋たずね返かえしてしまった僕に向かって、イタチさんはくすっと微笑ほほえむと、「あのね」と照れくさそうに口を開いた。

「この前、あたし、牛ご王おうにやられて学校休んだよね？　あの時、一人でずっと部へ屋やで寝ねてて、ものすごく寂さびしくって──それで、思ったんだ。誰だれかと一いつ緒しよにいられるのって、いいなって。たとえば……た、たとえば、たとえばだよ？　あくまでたとえば、その……真しん一いちと一緒にいられるのって、す、すごくいいことだったんだなって……そう、改めて思った」

　泣きはらした顔をどことなく赤く染そめながら、気き恥はずかしそうにぽつりぽつりと言葉を紡つむぐ妖よう怪かい少女。その姿すがたを心から愛いとおしく思いつつ、黙って見つめていると、ふいに声の調子が悲しげなムードへ一変した。

「でもね。大おお祓はらえが起こるのは、もう確たしかなんだか──ひゃわっ！」

　我が慢まんの限げん界かいだった。ずっと寝ね転ころんでいた上半身を引き起こすと、僕は目の前の少女を力ちから一いつ杯ぱい抱だき寄よせていた。見み慣なれた半はん袖そでのセーラー服と、そして淡あわいピンクのエプロンとがくしゃくしゃになったけども、そんなことは構かまわない。小さな肩かたと細い腰こしとを思いっきり抱かかえ込こみ、その首元へと顔を埋うめながら、僕は「ごめん！」と叫さけんでいた。

「ごめん、ほんとにごめんイタチさん！　好きな人がこんなに泣いてるのに、僕は何も」

「……いいよ、真一」

　僕の漏もらした泣き言に、穏おだやかな声が割り込んだ。温かい手で、僕の背せ中なかをなだめるように優やさしく叩たたくと、小さな体の妖よう怪かい少女は──そう、こうして抱きしめると痛つう感かんするんだけど、イタチさんの体はびっくりするくらい細くて軽いのだ──耳元でそっとささやいた。

「ね、真一。ぎゅってして」

「いいの？　──いや、と言うか、今まさにやってるんだけど」

「ううん。もっと、もっと強く。ぎゅーってしてよ」

　お互たがいに相手の肩かたに顔を乗せているので、イタチさんの表情は見えなかった。泣いているのか照れているのか笑っているのか、声だけでは判はん断だんできなかったが、たぶん、その全部なんだろう。そんなことを思いつつ、「でも、どうして急に」と問いかけようとすれば、先手を打つように微かすかな声が耳に届いた。

「あたし、まだここにいるよね。確たしかめて」

「イタチさん……！」

　思いが声になる前に、体が先に動いていた。ぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだがどんどん溢あふれて止まらない。ちくしょう、と叫びながら抱き寄せる手に力がみなぎり、体と体が密みつ着ちやくしていく。どくどくと相そう乗じよう効こう果かで激はげしくなっていく胸むねの鼓こ動どうをこっちとあっちに感じながら、僕は「いる！」と叫さけびをあげた。否ひ定ていなんかさせてたまるか！

「いる！　いるよ！　どうかと思うくらいはっきりといる！　僕の五感が保ほ証しようする、命だったら何個でも賭かける！　僕の大好きな人は──イタチさんはここにいる！」

　ダイニングに響ひびき渡わたる涙なみだ混まじりの叫び声。それを聞き終えると、腕の中の妖よう怪かい少女は、しゃくり上げるように肩かたを震ふるわせながら、「ありがと」と一言つぶやいたのだった。




「……ふう」

　ダイニングの床ゆかに座すわり込こんだまま天てん井じようを見上げれば、自然と小さな溜ため息いきが漏もれた。

　この場所で力の限かぎりイタチさんを抱ほう擁ようしたのが、今からだいたい半時間前。イタチさんは何も言わずにずっと静かに泣いていたが、先ほどようやく気持ちが落ち着いたようで。泣きはらした顔をざっと洗った後、ドア一枚隔へだてたリビングへと、くしゃくしゃになった制服を着替えに行ってしまったのだ。かくして僕は、ダイニングで一人佇たたずんでいるのであった。

「……はあ」

　再ふたたびこぼれる重い息。イタチさんが泣き止んだのはとりあえず嬉うれしいことではあるけど、事じ態たいは全く改善していないんだから、気が晴れるわけもない。ここ数日で体感してきたとおり、アマビコの予言は──あえて逆さからおうとしても結果的に予言のとおりになるほどに──絶ぜつ対たいだ。そのアマビコが大おお祓はらえが始まると言った以上、それはもう確かく実じつだ。

「ほんと、どうしよう」

　答の出ない自問をつぶやく。どうすべきかわからない時は頼たよれる誰だれかに相談するってのが、いつもの僕の行動パターンではあるが……今回ばかりは、それでどうなるもんでもないよなあ。歩く妖怪事典の経ふみ島しま先輩でも、「絶対に当たる予言」をひっくり返す荒あら技わざなんかは知らないだろう。信しん頼らいできる相談相手と言えば滝たき沢ざわさんや新あら井いさんもいるけれど、すでに予言されてしまった以上、あの人たちにもちかけたところで打だ開かい策さくが見つかるとは思えない。

「それに新井さん、最近は自分のことで忙いそがしいみたいだし」

　先月聞かされた独どく白はくと、そしてここ最近のあの人の様子が、自然と脳のう裏りに甦よみがえる。僕は悪いとは思いつつもちょっと笑った。いつもは落ち着きのあるお姉さんなのに、奈な良ら山やまの話になるととたんに弱気になるんだよなあ。この間も、稲いな葉ば先生の前で狼ろう狽ばいしてたし。

『そ、それは……だって、もし断ことわられたらって思うと……ほら、何事も、始まらなかったら、終わりもしないわけですし！　だったらもう今の関係のままで』

　うん、確たしかそんなことを言っていた。まあ、始まらなければ終わらないってのは、事実ではある。だけどそこまでマイナス思考にならなくたって良かろうに。だいたい、始まったからと言って、絶対に終わるとは限らないし、実じつ際さい、奈良山は新井さんに好意を持ってるように見える。問題は、おそらくあの気のいい天てん狗ぐもまた、大祓の対たい象しように──。

「──ん？　ちょっと待て。ちょっと待った、僕」

　ぼんやりしていた脳のうみその端はしっこで、何かがぴくりと反はん応のうした。一いつ瞬しゆん前に頭の中を流れた言葉を慌あわてて追いかけ、必死に摑つかんでたぐり寄せる。

　──始まったからと言って、終わるとは限かぎらない。

　それが真理であるのなら──いや、間ま違ちがいなく真理なんだけど、そうであるのなら、だ。

「あの予言の意味合いが、変わってくるんじゃないのか……？　あいつは確たしかに、始まるって言った。それは何度も聞いたんだ。だけど──だけど！　その先のことは──！」

「……どうかしたの、真しん一いち？」

　興こう奮ふんのあまり口から思考が漏もれていたのだろう。白い引き戸で隔へだてられたリビングから、イタチさんが問いかけてきた。静かなその声を耳にして、じわじわ自信を取とり戻もどしつつあった僕は反はん射しや的てきに立ち上がり、歓かん喜きのあまりドアを全力で引き開けていた。

「そうだ、そうだよイタチさん！　アマビコの予言は──って、あ」

「え」

　ドアを開ききったまま、思わず僕は静止した。イタチさんもまた、脱ぬぎ終おえたばかりのセーラー服を胸むな元もとで抱かかえたまま、きょとんと僕を見み据すえて固まっている。胸元からお腹なかへ至いたる柔やわらかなラインと、そして胸むねを隠かくす白い下着から、僕は目を離はなすことができなかった。

「綺き麗れいだ……。イタチさん！」

「そ、そんなことないよ、──って、違ちがうっ！　いつまで見てるの真一！」

「だってこんなの見せられたら」

「見せてないっ！　勝手に見てるよね！　着替えてるんだから早く閉めなさい！」

「へっ？　あ、そうか、そうだよね！　ごめんなさいっ！」

　数秒間呆ほうけた後に我に返り、慌あわててドアを閉める僕。今のはさすがにルール違い反はんだよな、うん。自じ戒かいしつつもう一度「僕が悪かったです」と謝あやまれば、白いスライドドアの向こうから、ぼそぼそと照れた声が聞こえてきた。

「どうしていつも勢いきおいで……そういうところさえ、直してくれれば、あたしも……」

「はい？　イタチさん、何て？　よく聞こえないんだけど」

「え？　なっ、何でもないからね！　それより真一、急にどうしたの？」

　イタチさんの声が大きくなった。なんか強ごう引いんに話題を変えられた気もしたが、考えてみればわーい下着だと喜んでいる場合ではないわけで。自分で自分に呆あきれつつ、僕は「あのさ」と話しかけた。

「大おお祓はらえのことなんだけど。あれ、そこまで絶ぜつ望ぼうしなくてもいいんじゃないかって思って」

「え？　だ、だってアマビコの予言は外れないんだよ？　そのアマビコが、大祓が始まるって予言したからには、絶ぜつ対たいに──」

「うん。始まるのは間違いない。だけど、アマビコは『始まる』としか言ってないんだ。でも、始まったからと言ってきっちり終わるとは限かぎらないよね？　何かの手て違ちがいとか、あるいは邪じや魔まが入ったりして中ちゆう断だんされることも、絶ぜつ対たいないとは言い切れない」

　声が確かく実じつにドアの向こうへ届とどくように、一語一語をしっかり語る。何も答が返ってこないのは、その意味を理り解かいしようとしているからだろう。どうかこの論理に粗あらを見つけないでくれとみみっちいことを願いつつ、僕は言葉を紡つむぎ続つづけた。

「イタチさんも聞いたように、アマビコは自分が最初に消されることも予言してる。だけど──いや、だからこそ、その先に何が起こるかは、アマビコだって知らないんだ！」

「あ、そっか。……うん、そうだよね。そうなるよね！」

　お互たがいの声がどんどん近く、そして大きくなっていく。うんうんと何度もうなずく声を聞きながら、僕はドアに両手をついて叫さけんでいた。

「だろ？　だからさ、イタチさん！　絶ぜつ望ぼうするのはまだ早いんだ！　……もっとも、どうなるかわからないってだけで、助かると決まったわけじゃないんだけどね。大おお祓はらえがどういうもので、何をどうしたら邪魔できるのかさえ、僕らは」

「真しん一いち。あたしも思いついた」

　全くわかってないんだから、と続けようとした矢先、凜りんとした声が割り込んできた。いつものように強さと優やさしさに溢あふれたその声に、僕を聞き入らせながら、イタチさんは静かに語る。

「いつもと一いつ緒しよのやり方でいいんだよ、真一。わからないから手が打てないなら、相手のことを知ればいい。そうすれば、きっと解かい決けつ策さくは見えてくる。御み崎さきの言ってた『科学的』だよ。あたしたち二人だけじゃ無理でも、みんなの力を貸してもらえば、きっと──」

「へっ？　いや、それはそうかもだけど、相手を知るってどうやって？　さすがに経ふみ島しま先輩だって、こんなことまでは知らないだろうし……」

　大祓って記き憶おくや記き録ろくを消しちゃうらしいから、何も残ってないだろうし。僕は不安げにそうつぶやいたのだけど、ドアの向こうの妖よう怪かい少女は「大だい丈じよう夫ぶ」と強くきっぱり言い切った。

「教えてもらえばいいんだよ。知ってるって言ってた誰だれかにね」




「──なるほどね」

　イタチさんのアイデアを聞き終え、僕はしみじみ納なつ得とくしていた。

　まあ、実じつ際さいにできるかどうかはかなり難むずかしい気もするけど、それを言うなら今まで出くわしてきたあの妖怪やあの事件も同じようなものだったわけで。それに「イタチさんが絶対に消える」という未来が否ひ定ていされただけでも、気分的にはかなり楽だ。どうしようもないかと思ってたけど、なんとか首の皮一枚で助かったかな、うん。ドアにもたれかかったまま、そううなずいていると、ふと、すすり上げるような声が耳に届とどいた。あれ、どうしたんだろう。

「イタチさん？　もしかして……泣いてるの？」

「あ、うん。ごめんね。なんだか、嬉うれしくて」

　途と切ぎれれ途切れにそう語ると、スライドドアの向こうのイタチさんは「おかしいよね」と自じ嘲ちようした。涙なみだ声ごえではあるけれど、三十分前のような悲ひ痛つうな声ではないのが何より嬉うれしい。

「まだ助かったって決まったわけでもないのにね」

「いや、おかしくはないよ。僕も同じだし」

　気が楽になったおかげで──いや、それよりむしろ、イタチさんが元気になったおかげで、僕の声もずいぶん軽くなっている。我ながら現金だよなと笑いつつ、僕はドアの向こうへ話しかけた。

「改めて思ったんだけど……。イタチさんって、結けつ構こうよく泣くよね」

「えっ？　そ、そうかな？　あたし、そんなにぼろぼろ泣いてる？」

「割と。今日もそうだし、先月、妖よう力りよくがなくなった時にも……。あと、付つく喪も神がみに小さくされた時とか、ニコ先生への弟子入りを賭かけてフィルと勝負した時もだし、それに」

　考えてみれば、月一くらいで泣き顔見てるわけか。指を折りながら記き憶おくを辿たどっていると、もたれかかったドアの向こうのイタチさんは「それは確たしかに……」と照れた声でうなずき、そして消え入りそうな声でこう言い足した。

「でも、でもね、真しん一いち？　……あたしが泣き虫なのって、真一の前で、だけだよ？」

「はい？　──あ、そ、そうなんだ。へえ──それはそれは」

　そう来るとは思ってなかった。と言うかそれはどういうことなんだ？　予想外の切り返しに、思わず言葉に詰つまっていると、イタチさんは再ふたたび僕の名を呼よんだ。

「ね、真一。よく泣く女の子は嫌きらい？」

「いやいや、そんなことないって。てかイタチさんがイタチさんである以上、僕は絶ぜつ対たいに好きだ。嫌いって言ったらそれはもう白しら塚つか真一じゃなくて黒くろ塚つか真しん二じ」

「もう、誰だれそれ。……でも、ありがと」

　照れながらもきっぱり断だん言げんすれば、可か聴ちよう領りよう域いきぎりぎりの声が返ってくる。そのあとの「……も……だよ」ってのはほとんど聞こえなかったけど、声の調子からすると「うるせえ、あたしはお前なんか大嫌いだバーカ」的な発言ではなかったはずだ、たぶん。その喜びを嚙かみしめながら、僕は「あのさ」と問いかけた。

「イタチさん、さっき、何でもお願い聞いてくれるって言ったよね？　あれって、その──ええと、まだ、生きてたりするのかな……？　あ、もちろん、何かお願いするにしても、大おお祓はらえをどうにかして乗り越えてからなんだけど、それがあるとすごく励はげみになるって言うかさ」

「え」

　ふいにイタチさんが絶ぜつ句くした。同時に、もしかして調子に乗って余よ計けいなことを聞いたのだろうかという不安が、むくむくと入道雲のようにわき上がってくる。やっぱさっきのは自分が消えると思い込んで追い詰められた結果であって、今さら蒸むし返かえす話でもなかったんじゃないか？　馬鹿か白塚真一！

　と、そんな具合に僕は自分で自分を責せめていると、ふいに「──だよ」と小さな声がドア越しに響ひびいた。いや、そんな小さい声だと聞こえないんですが！　というわけで「今、何て？」と尋たずね返かえせば、ドアの向こうのイタチさんは、照れながらもしっかりした声で

「一回だけ。──どんなお願いでも、一回だけ聞くよ」

　そう、はっきりと告げてくれたのだった。やっほう！




　　　　＊＊＊




「うん。確たしかにその時点でのあんたらの選せん択たくは、間ま違ちがってなかったと思うのよね。あっさり自じ暴ぼう自じ棄きになって遺い書しよ書いたりせずに、落ち着いて状じよう況きようを判はん断だんしたってのは、それこそ二重丸クラスの対たい応おうだったし、その全部を私らに伝えてくれたのも素す晴ばらしい。おかげで、ちゃんと策さくも練れたわけだしね」

　経ふみ島しま先輩をはじめとした妖よう怪かい関係の皆みなさんに、僕とイタチさんがわかっていることを全て伝えてから一週間と数日後、金曜日の放課後の美術室。崩くずし字じだらけの古本とノートパソコンを開いたまま、先輩は確かく認にんするようにうなずいた。それを聞き、向かいの席に並ならんで座すわっていたイタチさんは、隣となりの僕をちらっと見ながら苦笑した。

「あたし、そんなに落ち着いてたわけでもないけどね。『わーっ』ってなっちゃったし。真しん一いちが、絶ぜつ望ぼうするのは早いって言ってくれなかったら、あたしは……。ね、真一？」

「それを言うなら僕もだよ。イタチさんがいてくれたからこそ、僕はさ」

「はいはい！　わかったから嬉うれしそうに見つめ合わない！　後にしなさい！」

　呆あきれかえった声とともにぱんぱんと手を叩たたき、経島先輩が僕らの言葉に割り込んだ。すみません、と笑みを返した僕に、ジャージを羽は織おった先輩は冷たい視し線せんを向けた。

「仲が良いのは悪いこっちゃないけどさ、人の話は聞いてよね。と釘くぎを刺さした上で、予言を聞いたお二人さんに質問なんだけど。その大おお祓はらえってのは、具体的にいつ始まるわけ？」

「そこなんだよね……」

「……先輩もわかんないって知ってるくせに。知ってりゃ言いますよ」

　肩かたをすくめて溜ため息いきを一つ。あの後、経島先輩も交えて対たい策さくは練ったし、いろいろ準じゆん備びも進めているものの、何月何日にそれが起こるのかわからないのは非ひ常じように気持ちが悪かった。毎日毎日が生殺しでは、本番前にこっちの神しん経けいがどうにかなりそうだ。アマビコに聞いとくべきだったなあと今さら反省していると、先輩はガリガリと頭を搔かいてパソコンへと向き直った。

「全体のキーパーソンになりそうな人材──『依より代しろ』だったっけ？　その正体も未だにわかってないしにゃー。後ご手て後ご手てに回りっぱなしなのが口くち惜おしい」

「ですね。しかし、今さらですけど、依代って具体的に何なんです？　大祓に欠かせないってのはわかったんですが、役割が今ひとつ」

「依より代しろってのはシャーマン、要するに神様の入れ物よ。神ってのは力が強いくせに──いや、強いからこそ、なのかな──妖よう怪かいよりももっと実体が希き薄はくだから、自分に合った器に入ってないと存そん在ざいを保たもてないし、力を発はつ揮きすることもできないわけ。で、その器が」

「依代ってことですか」

　なるほど、と納なつ得とくしつつ、僕はやるせない気持ちになった。依代がどんな基き準じゆんで選ばれるのか知らないけれど、仮かりにも神様が人間を入れ物扱あつかいするってのは、どうも釈しやく然ぜんとしない。いやまあ、釈然としないのはそれだけではないけれど。とか何とか内心でブツブツつぶやいていると、経ふみ島しま先輩はけろりと笑って振ふり向むいた。

「まあ、依代を見つけたところで、大おお祓はらえのスタートは止められないだろうけどね。アマビコが予言してるわけだし。とりあえず、巻まき込こまれそうな連中には事情説明できたし作戦も立てたし、是ぜ害がい坊ぼうと九きゆう尾びの狐きつねの協力も取り付けられたわけだから、それだけでもよしとしなきゃね。あ、ちなみにお二人さん？　ちゃんと準じゆん備びは」

「一いち応おう、携けい帯たいしてますよ」

「あたしも」

　モニターを見つめたままの先輩の問いかけに、僕はイタチさんと同時にうなずき、ズボンのポケットを上から叩たたいて「ここに入ってます」とアピールした。ここ数日、お互たがいに確かく認にんし合あっているおかげで、この動作もずいぶん板に付いてきたな。そんなことを思いつつ、僕はがらんとした美術室を見み渡わたした。

「しかし奈な良ら山やまの奴やつ、このタイミングで学校休まなくてもと思いますよね」

「む、それは全くである。いつ事が起こるかわかんない以上、ああいう頼たよれる男には、なるべく近くにいてほしいんだけどにゃー」

「でも珍めずらしいよね、善よし人ひとが休むのって。何かあったのかな……？」

　僕と先輩がうなずき合うのを見ながら、首を傾かしげるイタチさん。と、ふいに美術室の戸がこんこんとノックされ、ガラガラと強く押おし開あけられた。

「しっ、失礼します！　な……奈良山くんは！　いらっしゃいますかっ！」

「はい？　あいにくあいつは──って。新あら井いさん？」

　討うち入いりみたいなテンションで入ってこられたもんだから一いつ瞬しゆん誰だれかと思ったが、顔を見ればよく知った人だ。経島先輩が「奈良山だったら休みよ」と説明すれば、妙みように赤い顔の副会長は拍ひよう子し抜ぬけしたように目を丸くしたかと思うと、へたへたと入り口近くの机に両手をついた。

「どうして今日に限かぎって休むの……。大祓ってのが始まる前にはっきりさせなきゃって思って、気を引ひき締しめてきたのに……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　げ、元気出してよ、輝ひかる！　善人、ふらっと窓まどから入ってきたりするから、もしかしたら来るかもしれないし！　ね？」

「あ、うん……。ありがと、クズリちゃん……」

　張はり詰つめていた気が抜ぬけたのだろう、明らかに声が弱々しくなった。イタチさんに気き遣づかわれながら、新あら井いさんは椅い子すにすとんと腰こしを下ろすと、思い出したように顔をあげた。

「そうだ、稲いな葉ば先生見てない？　昨日も今日も、生徒会室に来なかったんだけど」

「いや、美術室には来てませんが」

　最後に先生に会ったのは一昨日か。そう言えばあれから姿すがたを見てないな、と漏もらせば、それを聞きつけたイタチさんがぼそっと小さな声でつぶやいた。

「……もしかして、一人で逃にげたんじゃないかな」

「え？　いや、稲葉先生に限かぎってそんなことは──ないと、思うんだけど……」

　異い様ように弱気な声が出た。稲葉先生の印いん象しようは「自分勝手だけど意外にいい人」なんだけど、それはつまり「意外にいい人だけど自分勝手」でもあるわけで。信じたい一方、あの人なら一人でとっとと逃げかねないという気もする。すごくする──いや、そこは先生を信じないと！

　じわじわ募つのってくる嫌いやな予感を頑がん張ばって否定していると、美術室の内線電話がいきなり鳴った。こんな時に誰だれだろうと受話器を取れば、頼たよりなさそうな関西弁が耳に届とどく。

「白しら塚つかか？　顧こ問もんで担任の寺てら林ばやしやけどな、稲葉先生知らへんか？　ちょっと聞きたいことがあるんやけど、昨日から学校来てへんみたいでな。携けい帯たいも通じひんし──って、おーい、聞いとるか？　もしもし？　もしもーし！　狸たぬきでっせー？」

　電話の向こうで寺林先生が叫さけんでいたが、僕は受話器を下ろしていた。

　まさかほんとに逃げたのか。思わずつぶやいたその一言に、みんながぎょっと息を吞のみ、一人事じ情じようのわかっていない新井さんがきょとんと首を傾かしげた、その瞬しゆん間かんだ。

　唐とう突とつに、炎ほのおを纏まとった何かが窓まどを破って突つっ込こんできた。がしゃんとガラスが割れて飛び散る中、一対の翼つばさを備そなえたそれはふらふらと床ゆかへ落下する。

「あーびっくりした！　いきなり何よ、新あら手ての妖よう怪かい？」

「確たしかに妖よう気きは──違ちがう、御み崎さき！　これ……松明たいまつ丸まるだよ！」

　窓まど際ぎわに駆かけ寄よりながらイタチさんが叫さけび、僕と経ふみ島しま先輩はハッと顔を見合わせた。よく見れば、確かにイタチさんの言うとおり。奈な良ら山やまが呼よび出だす炎の鳥、松明丸は、ぼろぼろの体をガラスの破は片へんの中に横たえたまま、弱々しい声を漏もらした。

「やあ、皆みなさん。是ぜ害がい坊ぼうの旦だん那なからの……伝言でさあ。今すぐ、なるたけ遠くへ──逃げてくだせえ。あのろくでもない祭りが、もうじき、始まっちまいます。どうか、その前に……」

「祭り？　大おお祓はらえのことか？　いや、それよりもお前、いったい」

「──昨夜、是害坊の旦那が負けやした」

　かすれた声でのその一言に、僕らは揃そろって言葉を失った。いつの間にか隣となりに立っていた新井さんが「どういうこと！」と叫さけんだが、そんなのこっちが聞きたいくらいだ。息を吞のんで見み据すえる先で、満まん身しん創そう痍いの松明丸は、嘴くちばしの端はしを歪ゆがめて自じ嘲ちようした。

「相手が悪かったですねえ、あれじゃあ旦那にゃ絶ぜつ対たいに敵かないっこねえ。是害坊の旦那がいない以上、おいらもとっくに消えてるハズなんですが……残った力を込めてもらったおかげで、ここまで辿たどり着つけやした。連中に邪じや魔まされなけりゃ、もっと早く来られたんですが──って、もう顕けん現げんしてるのも限げん界かいみたいでやすね。そんじゃ、えーと……お元気で」

　それを言い終えるのと同時に、松明たいまつ丸まるの体は火の粉ことなって飛び散り、そして跡あと形かたもなく消え去った。何かの間ま違ちがいだろという思いが胸むねの中で渦うず巻まいたが、目の前に散らばるガラス片へんと、床ゆかに残った焦こげ目めとは、その淡あわい期待を打うち砕くだくのには十分だった。僕を含ふくめた誰だれもが何も言えずに立たち尽つくす中、一分が過ぎ、そして二分が過ぎた時だ。

「はあ、予言の時間だんべえよ」

　気の抜ぬけきった声が、ふいに僕らの耳へ届とどいた。ハッと振ふり向むけば、美術室の真ん中に立つ三本足の毛むくじゃら妖よう怪かいの姿すがたが目に映り、僕は反はん射しや的てきにそいつの名前を呼よんでいた。

「アマビコ？　夜中にしか出てこないお前が、なんでこんな時間に？」

「今日は特別だでよ。別れの挨あい拶さつだんべえな」

「別れの……挨拶？」

「んだ。短いつきあいだったとは言えよ、何も言わずに消えちまうのは、おらの道理に反するでよ？　そんじゃ予言だけんどよ、今」

　今。それがアマビコの最後の言葉だった。番組の途と中ちゆうで切られたテレビのように、ぶつんと声が断たち切きられ──同時に、声の主の姿もまた、唐とう突とつに放たれた白い光に包まれ、消失した。傷きずつくこともなく、ただ単に綺き麗れいさっぱり存そん在ざいが無くなるその消え方に、見覚えがあったのは言うまでもない。

「牛ご王おうの時と同じ……！」

　そう、イタチさんの言うとおり。もっとも、ここまでは予言で聞いていた展てん開かいなので、一いち応おう、心こころ構がまえはできている。ただ一つの問題にして最大の誤ご算さんは、今の光を放ったのが──。

「──新あら井い。あんた、今、何したの」

　ごくりと息を吞のみながら、経ふみ島しま先輩が静かに尋たずねる。その視し線せんの先を追えば、よく見み慣なれた顔の女子生徒が──もっとも、見慣れているのは容よう姿しと服ふく装そうだけで、あとは全然違ちがうんだけど──真っ白の光を放っていた。まっすぐ立ってはいるものの、目はうつろだし口はぱくぱく開閉しているし、正気じゃないのは誰が見たって明らかだ。つーか、そもそも光ってる時点でおかしいだろ！　と、思わず自分で自分にツッコミを入れていると、新井さんは──いや、新井さんに取とり憑ついたそいつは、聞いたこともないような濁にごった声を厳おごそかに発した。同時に、その胸むな元もとに、握にぎり拳こぶし程ほどの曲まが玉たまを下げたネックレスが光り輝かがやきながら実体化する。

「我、真に巫女みこに染しみ入いり、漸ようやくにして目覚めたり。狭さ蠅ばえ為なす萬よろずの妖あやかしどもよ、其それに引かれし愚おろかな民よ、此この大おお祓はらえの儀ぎを以もつて、常とこ夜よが時ときは正に終われり。畏おそれ控ひかえて此し岸がんに在ありし罪つみを悔くい、清めの時を居い待まちおれ」

「はい？　あの、何を言って──うわっ！」

　つい問いかけようとしたその矢先、新あら井いさんの体が放つ光が勢いきおいを増ました。

　蛍けい光こう灯とうのように真っ白いその光は、美術室を一いつ瞬しゆんのうちに埋うめ尽つくし、そしてあっさり消えてしまう。思わず閉じた目を見開きながら慌あわてて周囲を見回せば、目をこすっているイタチさんと経ふみ島しま先輩の姿すがたがあったが──新井さんは、部へ屋やのどこにもいなかった。その事実を前にした僕らは、何が起きたかわからずに──いや、わかってはいるのだけれど、だからこそ何も言えずに──呆ぼう然ぜんと佇たたずむことしかできなかった。まさか新井さんが、どうして新井さんを。そんな言葉を頭の中でぐるぐる回していると、ややあってイタチさんが静かに声を発した。

「そんな……！　輝ひかるが……依より代しろだったなんて……！　助けてあげなきゃ！　早く！」

「慌あわてなさんなイタチちゃん！　依代は神を降おろす大事な役目、大祓が終わるまでは無事よ。むしろ危あぶないのは宣せん戦せん布ふ告こくされた私たちのほう。……しかし、ラスボスがこんな身近にいたとは、まさしく大正デモクラシーね」

「それを言うなら『灯台もと暗し』です先輩！」

　イタチさんをなだめつつ興きよう味み深ぶかげにうなずく先輩に、僕は反はん射しや的てきに突つっ込こんでいた。と言うか、よくもまあこの状じよう況きようでそういうことが言えますね。露ろ骨こつに呆あきれた視し線せんを向ければ、ジャージの似に合あう妖よう怪かい博士は悪びれることなくニッと笑った。

「深しん刻こくな状況だからって自分までシリアスになったら、それはもう負けよ。慌てたところで事じ態たいが好転するわけじゃないし、だったら余よ裕ゆう持ってたほうが得でしょ？　わかったら落ち着け」

　聞きき慣なれた口調でそう言いながら、先輩は僕とイタチさんの背せ中なかを軽く叩たたいた。相変わらずのマイペースっぷりに、困こん惑わくしていた心が沈ちん静せい化かしていくのがわかる。この先輩、意外と大した人なのかもな。口には出さずに感心しつつ、僕は「わかりました」とうなずいた。

「で、先輩。新井さんに取とり憑ついたあれは、何を言ってたんですか？　ようやく目覚めたってところまではわかったんですが、その先が難むずかしくて」

「大したこと言ってないわよ。妖怪とその仲間の馬鹿な人間どもよ、お前らの時間はもう終わりだ。存そん在ざいしたことの罪つみを悔くい改あらためて首を洗って待っていろ。口語訳すればこんな感じ」

「はあ、なるほど。しかし僕らを消したいんなら、なんでさっきアマビコを消したあのフラッシュ使わなかったんです？　いやまあ、使われてたら困こまるんですが」

「神様ってのは儀ぎ式しき第一主義だからね。大おお祓はらえってのの段だん取どりに従したがって、まとめてデリートするつもりなんでしょ。おとなしく待ってなさいって言ってたし」

「……めちゃくちゃだよね」

　先輩の解説を受け、イタチさんが静かな声でつぶやいた。確たしかになあ。自じ称しようだか本物だか知らないけど、勝手な神様もいたもんだ。怒おこると言うより呆あきれていると、ふいにズボンのポケットから「もしもし？」と不安げな声が響ひびいてきた。

「もしもーし？　誰だれか聞いてる？」

「お、来たか！　どうやら通信の一番乗りは滝たきやんね」

　妙みように嬉うれしげに経ふみ島しま先輩がうなずくのを聞きながら、僕はポケットから黒いリングを取り出した。一見するとシンプルなブレスレットにしか見えないそれを握にぎりしめ、「聞こえてるよ」と話しかければ、ほっと安あん堵どする声がリングから聞こえた。

「その声は白しら塚つかだよね？　良かった、ちゃんと繫つながったか……。実は、クラブで練習してたら、急に目の前が光って、ぼくとライカを残して、誰だれもいなくなっちゃって……。これってさ、もしかして、この前聞いた──」

　腕うで時計型の機械から響ひびく、滝たき沢ざわさんの不安げな声。それを聞いた経島先輩とイタチさんが顔を見合わせたのと同時に、僕はその細い腕輪に──正せい確かくには、県立宇宙開発事業団特製のブレス型通信機に向かって、きっぱりとこう言い切った。

「ああ。大おお祓はらえが始まった」
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「むう。見事に人っ子一人いやしない」

「これだけ静かな校舎って、なんだか不ぶ気き味みだよね……」

「確たしかに。早いとこ、滝たき沢ざわさんたちと合流を──っと、『見越した』！」

　廊ろう下かにぬっと現れた「のびあがり」をおなじみのキーワードで退たい散さんさせる。この忙いそがしい時に出てくるなよ、と思わずつぶやけば、イタチさんと経ふみ島しま先輩は興きよう味み深ぶかげに顔を見合わせた。

「人は全然いないのに、妖よう怪かいは普ふ通つうにいるんだね。さっきも火の玉が飛んでたし」

「うん。どうやら、依より代しろに降おりた神が覚かく醒せいするのと同時に、大おお祓はらえの削さく除じよ対たい象しようになってる存そん在ざい──すなわち妖怪とその関係者だけが、この時間の止まった空間に取り込まれたらしいわね」

「時間の止まった？　──あ、ほんとだ」

　携けい帯たい電話を取り出してみれば、時刻は新あら井いさんが消えた時から全く進んでいなかった。ちなみに電波状じよう態たいはずっと圏けん外がいのまま。先輩に言わせると「現在時刻の学校周辺という時空間が宇宙から切り取られた証しよう拠こ」なんだそうだけど、そこらへんの仕組みは正直よくわからない。進む気配のないデジタル数字を見つめて首を捻ひねっていると、先輩が「そう悩なやみなさんな」と気楽に笑った。

「ここに引ひっ張ぱり込こまれた以上、ぼーっとしてると一いつ斉せいにデリートされちまうってことだけわかってりゃあ十分よ。おとなしく抹まつ消しようされるつもりもないけどね」

「当然だよ。あたしたち妖怪だけじゃなくて、真しん一いちや御み崎さきまで一いつ緒しよに消そうとするなんて、許ゆるせない……！　絶ぜつ対たいに、止めないと」

「うむ、イタチちゃんの言うとおり。そうと決まれば──ん？」

　言葉を途と切ぎれさせた先輩は、物もの珍めずらしげに足下を見下ろした。それに釣つられて視し線せんを向ければ、子犬のような形の黒い影かげが、先輩の右足にしっかりしがみついている。おお、これは。

「先輩。この妖怪って、確たしか……『ダリ』じゃなかった、『オボ』でしたっけ？」

「白しろの字じ、正せい解かい。足にまとわりついて歩きにくくさせるだけの、割合地味な妖怪さんね。ちなみにオボは身に付けているものをちぎって与えれば消えてくれるので覚えておこう」

　そう言うと先輩は、ジャージから取り出したポケットティッシュを一枚引ひき抜ぬき、足下へとそっと落とした。と、オボは先輩の足を離はなしてティッシュに飛びつき、そのまま消える……かと思いきや、なんだか不安げに僕らを見回してから、ようやく消えた。

「なんだかじれったい消え方だったな。前は確か、もっとあっさり──」

「怖こわいんだよ。急にこんな変な世界に引っ張り込まれて、すごく怯おびえてるんだと思う」

　僕の漏もらした独ひとり言ごとを受け、イタチさんが静かに語った。言われてみれば今のオボの動きは、困こん惑わくしているように見えた。僕はなるほどと納なつ得とくし、そして同時に憤いきどおりを感じた。

「人を襲おそって食うようなのはともかくとして、オボみたいな妖怪まで消すってのは、やっぱり滅め茶ちや苦く茶ちやだよなあ。大して危き険けんなわけでもなし、いさせてやればいいのに」

「だよね……。いることすら許さないって、乱らん暴ぼうすぎるよね」

　思わず漏もらしたつぶやきに、イタチさんが同意した。僕は黙だまってうなずき返すと、「そうさせないためにも」と続けようとしたのだが、その時、窓まどの外で何かが光った。今度は何だ？　反はん射しや的てきに窓に駆かけ寄よって外を眺ながめれば、静まりかえった街の一角、盛もり上あがった緑の森へ、白い光がふわふわ降おりていくところだった。それを見た瞬しゆん間かん、イタチさんが息を吞のむ。

「真しん一いち、御み崎さき！　あの白い光、さっきの輝ひかると同じ気配……！」

「ふむ。あれが降りた場所は鎮ちん守じゆの森よね？　なるほど、本格的に儀ぎ式しきを始めるための場所として、新あら井いんちの神社を選びなさったか。何にせよ、敵てきの本ほん拠きよ地ちが確かく定ていしたのなら──あとは、大おお祓はらえが終わる前に攻め落とすだけね」

　不ふ敵てきに微笑ほほえむ経ふみ島しま先輩。ずいぶん簡かん単たんに言いますねと呆あきれつつ、僕は、神社の森をまっすぐ見み据すえた。どうやら、あそこに新井さんがいるのは間ま違ちがいないらしい。待っててください、と心の中でつぶやきながら、僕はイタチさんたちとともに再ふたたび歩き出した。
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「──やあ、初めまして」

　爪つめで引ひき裂さいて退たい治じしたばかりの巨きよ大だいなお坊さんを前に、その人は飄ひよう々ひようとした声でそう告げ、私の顔を見下ろした。

　まず、声の印いん象しようで、「優やさしそうな人だな」と安心した。そしてほぼ同時に「この人は、人なのかな」と不安になった。薄うす暗ぐらい夕ゆう暮ぐれ時どきの森の中なので顔かたちはよく見えないけど、おぼろげに目に映るシルエットは、私でもわかるくらいに異い様ようだった。両手の先の爪は鋭するどく尖とがっているし、背せ中なかからは二枚の大きな翼つばさが広がっているのだから、どう見たって普ふ通つうの人じゃ──と、そんなことを思っているうちに、その人は人間の姿すがたに変わった。時代劇みたいな着流しに、後ろで縛しばった長い髪かみ。その容よう姿しは善ぜん人にんっぽかったけど──うん。変身したんだからやっぱり人ではあり得ない。

　と、そこまでわかっていながらもなお、私は「でも優しそう」と安心していた。ついさっきまで私を追いかけていた、あのお坊さんみたいな何かを退治してくれたからだろうか。ひどく心細くて、とにかく誰だれかに会いたかったからそう思ったのかもしれないし、何となく信用できそうな気がしただけかもしれない。理由は定かではないけれど、とにかく私は、その異い様ような人をまっすぐ見上げ──そして、涙なみだ声ごえで、緊きん張ちようしながらこう告げたのだ。

「──はじめ、まして」

　口から漏れたその声は、なんだかずいぶん幼くて、そこで私はようやく気付いた。

　あ、そっか。

　これ、夢なんだ。

　夢で、思い出を見てるのね。そっか、こんなこと、あったなあ。

　一度そう自覚してしまえば、記き憶おくがどんどん明めい晰せきになってくる。そう、あれは──じゃなくて、これは確たしか、小学校に入る前だ。母方の祖そ父ふのところに泊とまりに行って、山で妙みような男の子を見つけて──いつの間にか、迷まよってしまった時。あの薄うす暗ぐらい森の中で、私は、あの人と出会ったんだっけ。どうして忘わすれちゃってたんだろう……？

　と、そんなことを考えている間に、夢はさくさく進んでおり。

　迷まい子ごだった幼い私は、いつの間にか泣きやんでおり、着物の胸むねに抱だかれていた。一番星の輝かがやき始はじめた夜空を眺ながめていると、飄ひよう々ひようとした顔が私を見下ろした。

「付つけ紐ひも小こ僧ぞうに山に引ひっ張ぱり込こまれて、おまけに大おお入にゆう道どうに襲おそわれたのか。災さい難なんだったね。飛んで送ってあげられると早いんだけど、目立っちゃうからなあ。でも、もう少し歩けば、君のお祖父じいさんの家に着くからさ。もう一人で山なんか入っちゃ駄だ目めだよ」

「え？　あっ、う、うん……。ごめんなさい、ええと──鳥さん」

「『鳥さん』？　さっきの姿すがたを見たからか。参まいったな、そんなふうに呼よばれたのは初めてだ」

　私を優やさしく抱きかかえたまま、朗ほがらかな声で笑う『鳥さん』。その笑顔をまじまじと見つめれば、私の視し線せんが気になったのだろう、その人は再ふたたび私を見下ろし、苦笑した。

「いい機会だから聞いておこうかな。実は俺、御み影かげさん──つまり、君のお祖母ばあちゃんの、古い知り合いなんだけどね」

「お祖母ちゃん……？　『みかげさん』だから、ええと、一いつ緒しよに住んでるほうの？」

「そう、君と一緒に住んでるお祖母ちゃん。でね、その御影さんから、頼たのまれたんだ。『うちの孫娘の誰だれかも、私と同じようにいつか猿さる神がみに狙ねらわれるかもしれない。その時はどうか守ってやってくれ』ってさ。あ、猿神ってのは、大きなお猿のお化けだよ。で、俺の目で見た限かぎり、奴やつらが狙うのは、君のお姉さんでも妹でもなくて──君なんだよね」

「え？　えーと、どういうこと……？」

「やあ、ごめんごめん。難むずかしかったかな。大だい丈じよう夫ぶ、質問自体はすごく簡かん単たんだから。『うん』か『ううん』で答えられるから、好きな方を言ってくれればそれでいい」

　飄々とした声でそう言うと、優しい顔が私をまっすぐ見下ろした。その笑顔を思わず見返せば、その反はん応のうが面おも白しろいのだろう、森で出会った奇き妙みような「鳥さん」は楽しそうに微笑ほほえみ、

「君のことを、守っていいかな？」

　ちょっと首を傾かしげながら、幼い私にそう問いかけたのだった。




　──なるほど、そっか。あの時から惚ほれちゃってたのか。

　甦よみがえった記憶を辿たどり終おえ、私はしみじみ苦笑していた。にしても、あの質問はずるいわよね。あんな状じよう況きようであんなこと聞かれて、ノーって言えるもんですか。よし、今度会ったら怒おこってやろう──と、そう心に留とめた時だ。

　別の記憶が、脳のう裏りにフラッシュバックした。

　さっきのとは違ちがって、今度はごく最近の思い出だ。時刻は昨夜、場所は私の家の──つまり神社の裏うらの森。そこで私は、一人の男子生徒と向き合っていた。普ふ段だんは飄ひよう々ひようとしている顔は、この上なく悔くやしげで、そして悲しそうだ。どうしてそんな顔をしてるの。そう尋たずねたいのはもちろんだけど、口は勝手に動いて大おお祓はらえだ何だと古くさい言葉をつぶやくばかりで役に立たない。手足も自由に動かないし、体全体は薄うすぼんやりと白く光っていたりする。

　──ああ、そうか。私、何かに乗のり移うつられて、操あやつられているんだな。

　そう理り解かいしたのと同時に、記き憶おくの中の私は、右手をまっすぐ持ち上げた。無む味み乾かん燥そうな白い光が、まるで発はつ射しやを待つ銃じゆう弾だんのように手元へと充じゆう塡てんされていく。これを放てば、目の前のあの人がどうなるか。その答を私はなぜか知っているし、この後、私が──いや、私に降おりた何かが、どんな行動を取ったのかも覚えている。思い出したくなかったけど。

　さらに言えば、ついさっき、美術室で「何か」が本格的に目を覚ましたことも知っているし、そのまま私の体ごと、今いるこの場所へ光に包まれて移い動どうしてきた記憶もある。どうして私を使うのよとは思うものの、どうやら、私を操っているこれは、誰だれかの体に入らなければ存そん在ざいすることができないらしい。

　──しかし、ここはどこなんだろう？

　あたりを見回したいのだけれど、体の自由は全く利きかないし、瞳ひとみはずっと閉じたままだ。唯ゆい一いつ、自由が残っていたこの心さえ、真っ白い光にじわじわと塗ぬりつぶされていくのがわかる。このまま私を完全に支配し尽つくすつもりのようだ。抗あらがいたいのはもちろんだけど、その気持ちさえ、保たもったところであと数秒だ。何が何だかわからないけど──これでおしまいらしい。

「……ごめんなさい、奈な良ら山やまくん。それにみんな」

　かすかな声でそうつぶやいたのを最後に、私は──新あら井い輝ひかるは、意い識しきを失った。
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「どうやら御おん主ぬし様がようやく御み座くらに──儀ぎ式しきの座ざに、お着きになられた様子」

　傾かたむきかけた日が照らす、静まりかえった街の一角。普ふ段だんなら家路を急ぐ人たちがそれなりに行き交っているはずのその場所で、奇き妙みような女が古びたポストに腰こし掛かけていた。

　艶つややかな黒くろ髪かみは地面に着くほどにまで長く、なまめかしい肢し体たいを包むのは、古代の踊おどり子こかシャーマンを思わせる白の薄うす衣ぎぬ一枚のみ。梵ぼん字じのような文様が記されたベールで鼻から上を隠かくしながら、その異い様ような風ふう体ていの女は、真っ赤な唇くちびるをニイッと歪ゆがめて微び笑しようした。

「存ぞん外がいにしぶとい依より代しろであったようではあるが、人の身で神に敵かなうはずなどありもせず。我ら先さき触ぶれが一いち丸がんとなり、御主様を召しよう還かんした甲か斐いもあったというものよ。さて、あとはただ、儀式の行方を見み届とどけるだけ」

　そこで一ひと呼こ吸きゆうを挟はさむと、「そのはずなれど」と付け足した。露ろ骨こつな舌した打うちを静かな街角に響ひびかせながら、赤い唇くちびるが憎にく々にくしげな言葉を漏もらす。

「──無ぶ粋すいな邪じや魔まが入りおったようじゃのう」

　敵てき意いと悪意を剝むき出だしにしながら、その女は道路の一いつ端たんへ顔を向ける。ベールに隠かくれた視し線せんの先を追えば、無人の街を背はい景けいに立つ、小こ柄がらな少女と長身の男の姿すがたがあった。

「江え戸ど橋ばしさん、いいですか？　いつもみたいにライカに意い識しきを明あけ渡わたすんじゃなくて、自我をしっかり保たもって、犬いぬ神がみの力を乗りこなしてください。そうすれば、ライカは体のコントロールに力を割かなくて済すむ分、肉体強化に専念できる」

「ああ、滝たき沢ざわ君。ぶっつけ本番だが、まあ、何とかなるだろう」

　ショートカットの小柄な少女の言葉を受け、生き真面まじ目めそうな眼鏡の男がうなずいた。ともに制服姿の二人の後ろには、半はん透とう明めいの大きな犬が、牙きばを剝いて控ひかえている。その姿をちらっと振ふり返かえって確かく認にんすると、江戸橋と呼よばれた男は困こん惑わく気ぎ味みにつぶやいた。

「なあ滝沢君、なぜ今日はライカ君が見えるんだ？　いつも、俺には見えなかったのに」

「この空間のせいじゃないですか？　時間も止まってるみたいだし、実体がないはずのあいつも──先さき触ぶれも、しっかり人の姿を取ってますし」

　ベールの女を見み据すえたまま、ショートの少女は江戸橋へと話しかけた。手にはクラシカルな木製フルートを携たずさえており、右の耳には黒いイヤリングが下がっている。その少女の言葉を受け、江戸橋は「ああ」と思い出したようにうなずいた。

「経ふみ島しまが言っていたな。『彼ひ岸がんと此し岸がん、昼と夜の間の、神かみ隠かくしされた者が一時的に連れて行かれる世界』だったか？　しかし、ライカ君の姿を初めて見たが……何と言うか、予想以上に大きいのだな。滝沢君、ほんとに彼が俺に入るのか？」

「ぼくにだって入るんだから大だい丈じよう夫ぶですよ。物理的な大きさは関係ないもんな、ライカ」

「うー、わんわん」

「な？　だそうですよ、江戸橋さん」

「すまん、犬の言葉はわからんのだが……。しかし滝沢君、俺とライカ君が戦っている間、君はその──無む防ぼう備びになるわけだろう？　いや、もちろん守るつもりだが」

　大きな相あい棒ぼうと自然に言葉を交わす犬神使いの少女──赫あか音ねを、江戸橋は不安な顔で見下ろした。そして、自分が心配されていると気付いた赫音が「大丈夫ですよ」とあっさりうなずき、手にしていた木製フルートを掲かかげたのと同時に、二人のやりとりを傍ぼう観かんしていたベールの女は、不ふ機き嫌げんな声を差さし挟はさんだ。

「何じゃ、お前らは？　まさかとは思うが、我に挑いどむ腹づもりではあるまいな？　神の使いにして大おお祓はらえの見み届とどけ役、七なな柱はしらの先触が一羽である、この鶺鴒にはくなぶりに」

「そのつもりだよ」

　あっさりうなずく赫音たち。その答を聞いた女は、ポストからふわりと降おり立たつと、「なんと愚おろかしい」と肩かたをすくめた。薄うすい衣がふわりと揺ゆらぎ、白い胸むな元もとや太ふと股ももが大きく覗のぞく。

「大おお祓はらえは世の理ことわり、言いい換かえれば世界の意い志しなるぞ？　大人しく受け入れるべきところを、真っ向から逆さからうとは──げに、哀あわれなほどの愚ぐ昧まいよな。特に、そこの男のごとき小さき娘？　女たる者、従じゆう順じゆんで慎つつしみ深ぶかくあれと、親に習わなかったのかえ？」

「うるさい。大きなお世話だ」

　本気でイラッときたのだろう、赫あか音ねがばっさり切り返す。それを聞き、ベールを被かぶった先さき触ぶれは「まあ！」とオーバーに身を震ふるわせてみせた。

「なんたる下げ卑びた口ぶりよな！　その物言いに、おまけにその貧ひん相そうな体では、殿との方がたには相手にされぬであろう？　のう、眼鏡のそなた？」

「何の話だ。悪いが、滝たき沢ざわ君を侮ぶ辱じよくした貴女あなたと話すつもりはないのだが」

「何を強がることがある？　そなたも男であるのなら、我の如ごとき──」

「あいにくだが、育った女に興きよう味みはない！」

　ベールの女の長口上を、江え戸ど橋ばしの一言が断たち切きった。その、あまりにきっぱりとした断だん言げんを前に、なまめかしく身をくねらせていた先触はぽかんと静止し、そして赫音とライカは揃そろって大きな溜ため息いきを落とした。

「……わふー、わんわん」

「ライカ、それは言いすぎ。しかし江戸橋さん、今の発言はちょっと」

　聞かれてるんですから、と言い足しながら、赫音は右耳に下がった小さなイヤリングを親指で示した。指し摘てきを受けた江戸橋は、思い出したように自分の手首のブレスレットを見下ろしたが、ややあって、赤い顔でつぶやいた。

「……まあ、今さら隠かくすことでもあるまい」

「なるほど！　馬鹿と変へん態たいのそろい踏ぶみというわけか！」

　ふいに先触が叫さけびをあげた。同時に、その背はい後ごの空間に波は紋もん状じようの穴あなが無数に開いたかと思うと、錆さびた鎧よろいや剣けんで武ぶ装そうしたミイラのようなものが、ぞろぞろと群むれで現れる。「ゾンビ？」と驚おどろく赫音たちを前に、先触は赤い唇くちびるをにたりと歪ゆがめた。

「この子らの名は黄泉よもつ軍いくさ。御おん主ぬしの定めた禁きん忌きを破った者を追って罰ばつする、黄泉よみの国生まれの防人さきもりなるぞ？　不ふ浄じような連中なれど、そなたらの如ごとき不ふ敬けいな輩やからの相手には相応ふさわしかろう──！」

　先触の女が指し揮き者かんのように腕うでを振ふり下おろす。それをきっかけに、黄泉軍たちは「おあああ」と反はん響きよう音おんのような唸うなり声ごえをあげ、赫音と江戸橋に向かって突とつ進しんしていった。ぼろぼろに錆びた刀とう剣けんが鈍にぶい音を立て、二人をあっという間に取り囲む。その光景を前に、先触が残ざん酷こくな笑みを浮うかべた、次の瞬しゆん間かん。

　ふいに軽やかな笛の音色が響ひびいたかと思うと、

「おあああああああああ？」

　最前列で刀を振るおうとしていた数人の黄泉軍が、まとめて豪ごう快かいに吹っ飛ばされた。

　馬鹿な、と先触が息を吞のむ。ベールの下の視し線せんが見み据すえるその先では、

「──よし、成功だな」

「さすが江え戸ど橋ばしさん。憑ひよう依い慣なれしてるだけあって、筋すじがいいですね」

　犬のような耳を生やした男と、フルートを構かまえた少女とが、背せ中なか合わせで並ならび立たっていた。

　遠とお巻まきに囲む黄泉よもつ軍いくさを見回しながら、江戸橋は振ふるったばかりの両手の爪つめをガチンと鳴らし、困こまったように眉まゆをひそめた。頰ほおから生えた長いヒゲが、困こん惑わくを示すようにぴくぴく動く。

「しかし、耳とヒゲだけ生えるというのは、どうにも間ま抜ぬけな気がするな。……ん、どうした、ライカ君？　何、『白しら塚つかよりは似に合あっている』？　そうなのか？」

「ライカなりに誉ほめてるんですよ、江戸橋さん」

　困こん惑わく気ぎ味みに自分の体を見回す江戸橋へ声をかけながら、赫あか音ねは手元の木製フルートへ視し線せんを向ける。その行動が気になったのか、江戸橋が身み構がまえたまま「なあ」と尋たずねた。

「滝たき沢ざわ君、そのフルートはいったい何なんだ？　今、君に襲おそいかかったゾンビたちは、まるで……そう、音に弾はじき飛とばされたように見えたが……。どういう仕組みだ？」

「ニュー吹奏楽部うちの部長と、部員のみんなのおかげです」

　フルートをぐっと握にぎり、嬉うれしそうに苦笑する赫音。その笑顔を見た江戸橋が、さっぱりわからんと言いたげに肩かたをすくめれば、先触が静かな声を発した。

「ふむ。珍ちん妙みような外げ法ほうを使うようなれど、所しよ詮せんは下げ賤せんな妖あやかしの技わざ。御おん主ぬしから力を授さずかったこの我に、敵かなうはずなどなかろうに」

　見下した声を漏もらす先触の手元で空間が歪ひずみ、巨きよ大だいな縫ぬい針ばりがどこからともなく現れる。二メートルはあろうかというそれを、神の使いを名乗る女は片かた手てで難なんなく構かまえ、笑った。

「謝あやまってももう遅おそいぞ？　さあ、二人と一匹だけで世界に楯たて突ついた報むくいを──」

「あいにく、ぼくらだけじゃないんだよ」

　黄泉軍を従したがえながら勝かち誇ほこる先触の言葉を、赫音がざっくり断たち切きった。それを聞いたベールの女が「どういうこと」と問い返そうとした、その瞬しゆん間かん。赫音のイヤリングが、そして江戸橋のブレスレットが、底そこ抜ぬけに元気な声を響ひびかせた。

「そのとーり！　よく言ってやった滝やん！　あとは目の前のその先触の女をさんざん邪じや魔ましてやんなさい！　あ、ちなみにその鶺鴒にはくなぶりってのは、神様に子供の作り方を教えたという、要するにエロいことの元がん祖そみたいな存そん在ざいですので余よ計けいなことをされないように気を付けてねー！　まあ江戸橋は大だい丈じよう夫ぶだと思うけど！　さっきの宣せん言げんは私もちょっと引いたわよ」

「うるさい！」

　アクセサリーを模もして作られた通信機に向かって、江戸橋は赤い顔で言い返した。その声がおかしかったのだろう、声の主は一声「へっへ」とニヤついた。

「照れるな照れるな。さて、それはともかく、みんな聞いてるわね？　最後にもう一いつ遍ぺんだけ確かく認にんするわよー？　妖よう怪かいとその関係者をごっそり消し去って、最初っから何もなかったことにしちゃう、いやーな儀ぎ式しきが今にも始まろうとしております！　そんな話があってたまるかと思うかもだけど、残念ながら、この神かみ隠かくしワールドに引き込まれた人は──つまり、この通信を聞いてる人は、文句なしに削さく除じよ対たい象しようになっちゃってます！　残念！　で、それが嫌いやなら、ってか嫌に決まってるんだけど、やるこたあ一つ！」

　と、そこでいったん声の主は言葉を句切った。通信を聞いている仲間の返事を待つかのように一ひと呼こ吸きゆうを挟はさんだ後、再ふたたび元気な声が通信機から響ひびき渡わたる。

「神社をぐるっと取り囲んでガードしてる白い服の先さき触ぶれたちを、できる限かぎり引きつけなさい！　あ、みんなの役目はあくまで陽よう動どうと妨ぼう害がいなので、くれぐれも無理はしないこと！　予定だと、是ぜ害がい坊ぼうと九きゆう尾びの狐きつねに任まかせるつもりだったんだけど、あの二人がいないからにゃー……。そうそう、私たちと同じよーに引き込まれた妖よう怪かいに出くわすかもだけど、そっちは無む視ししていいからね！　どうやらこの空間、神も妖怪も顕けん現げんしやすくなってるっぽいから、倒たおしたはずの大物がうろついてる可か能のう性せいもあるのでご注意くださーい！　オッケー？　うん、答は聞いてない！　ではでは皆みな様の健けん闘とうを祈りつつこのへんで！　お相手は、経ふみ島しま御み崎さきでしたー！」
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「うおらああああぁッ！　是ぜ害がい流りゆう体たい術じゆつッ、最新奥おう義ぎ！　超ちよう絶ぜつ虚こ空くう太だい鼓こオオオオッ！」

　静かな商店街の一角で、絶ぜつ叫きようとともに振ふるわれた拳こぶしが、巨大な蟹かにの甲こう羅らを打ち砕いた。青緑色の甲こう殻かくに稲いな妻ずま状じようのヒビが無数に走り、妖怪「蟹かに坊ぼう主ず」はアスファルトの上へと崩くずれ落おちて消しよう滅めつする。その様子を見み届とどけながら、素す肌はだに学ランを羽は織おった求ぐ道どう丸まるは鉢はち巻まきを締しめ直なおした。

「二十八匹目、撃げき破はッ！　さあ、次の相手はどこのどいつだ！」

「どこのどいつだじゃないだろ、求道丸」

　高らかに叫さけぶ求道丸へ、フィルの呆あきれかえった声が投げかけられた。及および腰ごしで鉄パイプを構かまえた学生服の少年は、こちらも制服姿すがたの美み生うを庇かばいながら、手首の通信機を天てん狗ぐへ示した。

「経島先輩も言ってただろ。関係ない妖怪相手にしても仕方ないんだって。やるなら、ほら、白い服の──あいつら、何て言うんでしたっけ、美生先輩？」

「にゃっ？　ええと、『先触』さんのことですか？」

「そうそう、その先触！　だからな求道丸、暴あばれるんだったら、そいつらを探さがして──」

「うるせえ大おお上がみフィルバート！　今の俺は是害坊の師し匠しようの敵かたき討うちに燃えている、それはもうメラメラと！　たとえ美生の姉あね御ごであっても俺を止めることは──ぬっ、新たな妖よう気き！」

　何かの気配を感じたのか、唐とう突とつに地面を蹴けって飛び上がる求道丸。「姉御は任まかせた！」と言い残しながら姿を消した半はん裸らの勇ゆう姿しを見送りながら、フィルは大きな溜ため息いきを吐ついた。

「いや、だから、任されても困こまるんだってば……。俺一人でどうしろってんだよ」

「あの……私だったら大だい丈じよう夫ぶですよ、フィルさん？　これでも化け猫混まじりなんですから。さっき出くわした鎧よろいミイラさんくらいなら、私の猫ねこ操あやつりでどうにかなります。だから、ご無理なさらないでくださいね」

　落ち込む後輩に向かって、美み生うは念動力を放つ左目を薄うすく光らせながら微笑ほほえみかけた。その優やさしい気き遣づかいに、フィルは頰ほおを薄うす赤あかく染そめると、しょぼんとうなだれた。

「すみません、先輩。俺だって、一いち応おう妖よう怪かいなのに」

「でも、今は変身できないんですよね？」

「はい……。役立たずでごめんなさい……」

　小さくなって謝あやまりながら、フィルは薄うす暗ぐらく染そまりつつある東の空へと横目を向けた。月を隠かくす厚い雲を、そして「美生先輩の前で変身せずに済すんでラッキー」と思ってしまう卑ひ屈くつな自分を無言で呪のろいながら頭を下げる人狼ワーウルフの少年を前に、化け猫の血を引く少女は「大だい丈じよう夫ぶです」と繰くり返かえした。

「それに、もし大ピンチになったら、シロちゃんが来てくれるかもですし！」

「はい？　いや、あの、あいつは──たぶん、来ないんじゃないかと……」

　だってあれ俺ですから。そう言えればどんなに楽かとフィルが肩かたを落とすのと同時に、「おやおや」としわがれた声が二人の耳に届とどいた。

「馬ば鹿か騒さわぎしてる連中がいると思ったら、何だい、まだ子どもじゃないか」

「誰だれが子どもだ──って、お前、誰だ！　いつの間に！」

「白い服……！　フィルさん、このお爺じいさん、もしかして──先さき触ぶれさんでは？」

　鉄パイプを握にぎり直なおしながらフィルが叫さけび、美生がびくりと震ふるえた。と、いつの間にか二人の背はい後ごに浮うかんでいた白い衣の老人は、顔面を覆おおったベールの下から伸のびた長い髭ひげと、首から提さげた大きな銅ど鑼らとを揺ゆらしながら、にやついた声で「ご名答」と告げた。

「七羽が先触が一ひと柱はしら、長なが鳴なき鶏どりさね」

「やっぱり……！　さがってくださいフィルさん、私の猫ねこ操あやつりで──！」

「ほう、逆さからう気かい？　いい度ど胸きようじゃあないか。だけどね──鳴なき女めに妖怪を暴あばれさせてる間に、六羽がかりで力を溜ためて、強引に御おん主ぬし様を呼よび出だし、今日という日にこぎつけたんだ。この神しん聖せいな儀ぎ式しきを静かに見守れないのなら──力ちから尽ずくでも黙だまらせるよ」
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「その声、その笑い方……。先触、貴き様さま、やはり──荒あれ鴉がらすか」

「ギャギャギャギャ！　やっぱり気付いたか！　無理もないよね、古い知り合いだもんねえ！　そう！　かつて化け猫兄妹きようだいを扇せん動どうした傍はた迷めい惑わくでイカしたアイツ、荒鴉のベリーくんとはオイラのことさ！　御主様のおかげでめでたく復活したってわけ！　ギャギャギャギャギャ！」

　とあるマンションの建設現場、ジャングルジムのように組み合わさった鉄てつ骨こつの上。

　剣けん道どう着ぎの多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかに緑の眼がん光こうを向けられ、両手に短たん剣けんを持った先触は、派は手でな笑い声を響ひびかせた。鋭するどく尖とがった鼻の下、剝むき出だしの口元がこの上なく楽しげに歪ゆがむ。

「もっとも、本名は『八や咫た烏がらす』なんだけどね。あの頃ころは鳥の姿すがたが精せい一いつ杯ぱいだったけど、この狭はざ間まの世界じゃこうやって人の形になれるから、もう豊ゆたかの体を借りる必要もない。大おお祓はらえがもう少し後なら、鳴なき女めもオイラみたいに復活できたのに──って、その仏ぶつ頂ちよう面づらはどうしたんだい、豊？　久々の再さい会かいなんだから、もっと楽しく明るく騒さわがしく」

「黙だまれ。今の俺にはもう、お前の言葉に貸す耳は無い」

　賑にぎやかな声を断たち切きるように、豊は木ぼく刀とうを振ふり抜ぬいた。「ノリ悪いねえ」とニヤつく先さき触ぶれから視し線せんを逸そらすことなく、化け猫混まじりの剣けん術じゆつ使つかいは「鱗りん」と静かに声を発した。

「──これはあくまで、俺の個人的な復ふく讐しゆうだ。手出しは」

「無用ってんでしょ？　わかってるっつーの」

　豊の立つ足場のさらに上で、鉄骨に腰こし掛かけて豊と先触を見下ろしていた鱗が、けろりとした声で応おうじる。一ひと抱かかえほどの四角く薄うすい包みをリュックのように背せ負おったタンクトップ姿の蛇へび女によう房ぼうは、長い髪かみと足とを揺ゆらしながら「アタシはただの見み届とどけ役やくさ」と微笑ほほえんだ。

「あんたが負けるとは思ってないけど、心配だから見てろって頼たのまれちゃったもんでね」

「……美み生うか。余よ計けいな気き遣づかいを」

「いやー、あの子だけじゃなかったりするんだな。でもそれが誰だれかは言わない」

　首元のチョーカー型通信機を指先で叩たたきつつ、嬉うれしそうにニヤつく鱗。と、そのやりとりを眺ながめていた先触が、ふいに嘲あざけるように笑い声をあげた。

「ギャギャギャギャギャ！　『手出し無用』？　『負けるとは思ってない』？　こりゃまた、ずいぶん大きく出たもんだ！　身体強化しか使えない半はん端ぱな化け猫混じりが、木刀一本でこのオイラに勝つだって？　だいたい『復讐』って誰のだよ！　豊、お前、しばらく見ない間に馬鹿が加速したんじゃねえの？　ギャギャギャギャギャギャギャ！」

「……おいこら馬鹿ガラス。あんたね、いい加か減げんに」

「いい。言わせておけ、鱗」

　思わず口を挟はさもうとした鱗を、豊の静かな言葉が制した。その反はん応のうが予想外だったのか、きょとんと首を傾かしげた先触を前に、豊は「お前は勘かん違ちがいしているな」とつぶやいた。

「多た々た羅ら木ぎ流りゆうは実戦本意の剣術。刃は毀こぼれや返り血の心配なく振るえる木刀こそが、俺にとっての真しん剣けんだ。そしてもう一点、誰の復讐かと貴き様さまは問うたが──決まっていよう、そんなもの」

　木刀を握にぎる腕うでに力がこもり、緑の右目が輝かがやきを増ます。気け圧おされた先触が思わずその身を震ふるわせたのと同時に、化け猫譲ゆずりの脚きやく力りよくで豊は足場を蹴けっていた。

「これは──かつて貴様に踊おどらされた、愚おろかな俺自身の復讐だ！」

「え、上から？　じゃなくて下──と見せかけて正面かッ！」

　ジグザグに鉄骨を蹴って加速した一いち撃げきが、先触の胸むねへと打ち込まれる。ガキンと鈍にぶい音が響ひびき、鱗が「やったか！」と拳こぶしを握にぎったその直後、先触が息を吞のむ声が響いた。

「危あぶない危ない。知らなかったのかい？　八や咫た烏がらすには三本目の腕うでがあるってさ」

　先さき触ぶれの胸むな元もと、衣の合わせ目から伸のびた奇き怪かいな腕が、木ぼく刀とうの一いち撃げきを受け止めていた。悔くやしげに歯は嚙がみする豊ゆたかを前に、先触はニタリと笑いかけた。

「それにしたって、わかんないなあ。オイラたちは神の使い、言いい換かえれば世界の仕組みそのものだぜ？　それに逆さからうだなんて、不ふ届とどきにも程ほどがある。武ぶ士しの子孫を名乗るならさ、生まれてきてすみませんって、素す直なおに腹でも切ればまだ可愛かわいげが──ごふっ！」

「黙だまれと言ったはずだ。お前の悪あつ口こうはもう聞きき飽あきた！」

　木刀の柄つかを先触の腹へと叩たたき込こむと、豊はすかさず一歩下がって再ふたたび構かまえた。一撃を食らった先触は、両手の短たん剣けんを怒いかりに任まかせて打ち鳴らし、「畜ちく生しよう！」と醜みにくく吠ほえる。

　その様子を真上から眺ながめていた鱗りんが、思わず「大だい丈じよう夫ぶかねえ」とつぶやけば、その背せ中なかに負われた四角の包みから、バリトンの効きいた渋しぶい声が響ひびいた。

「──安心したまえ、お嬢さん。あの若者は、負けないさ」
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「ふひゃー、どうにか逃にげ切きれたっス……」

　無人の車がずらりと並ならんだ道路の真ん中で、ハルカは停とまったままのセダンにもたれかかって溜ため息いきを吐ついた。手の平から吹き出す風を自分に浴びせ、火ほ照てった体と汗あせばんだＴシャツとを冷やしていると、傍かたわらで尻しり餅もちをついて喘あえいでいた良りよう子こが「あ、それずるい」と顔を上げた。

「私もお願い。制服が汗で張はり付ついて気持ち悪くて……」

「ほい、片かた手てだけ。──しかし、何だったんスか、あのミイラの軍団は！　つーか、なんでオレらがこんな不思議空間に引きずり込まれにゃならんのか！　オレはあくまで普ふ通つうの女子高生っスよー！　うあー！」

「手から風を出してる時点で普通じゃないでしょう」

「うおう！　それを言われると……」

　的てき確かくな指し摘てきを受け、しょぼんと落ち込むハルカである。良子は「よくあることよ」と適てき当とうに慰なぐさめると、不安げに周囲を見回した。

「経ふみ島しま先輩、このあたりで助っ人と合流できるって言ってたけど」

「ものの見事に誰だれもいないっスねえ。あ、良子、じゃなかったユーリ、次に何か出たら、またミサイルで迎げい撃げき頼たのむっスよ！　オレの風じゃ吹き飛ばすのが精せい一いつ杯ぱいっス」

「あいにくさっきのが最後の一発よ。調子に乗って使いすぎたわ、ごめんなさい」

　よろしく、と頭を下げる友人を前に、良子はあっさり言い切り、肩かたに抱かかえた自家製ロケットランチャーを投げ捨てた。そして、それを聞いたハルカが顔を真っ青に染そめた時だ。

「ぶげええええええええ」

　二人の目の前のミニバンの上へ、どん、と大きな何かが落下してきた。鈍にぶい声を無人の道路に響ひびかせながら、大きく裂さけた口から巨きよ大だいな舌したをずるずると出し入れする、それは──。

「ば──馬鹿でかいカエルっ？　パス！　無理！　オレ、爬は虫ちゆう類るいは駄だ目めなんス！」

「大おお蝦蟇がま！　いや、蟇わくど？　……あと、カエルは両生類よ、ハル」

「そんなもんどっちでもいいからとっとと早く追おい払はらうっス！　さあ！　いざ！　ゴー！」

「む、無理に決まってるでしょ！　カエルの妖よう怪かいってね、伝でん承しようでは」

「そこの二人！　頭を下げろおおおっ！」

「かなり強力な──って。え」

「はい？」

　唐とう突とつに、フランクな大声が轟とどろいた。そして二人が反はん射しや的てきに身を伏ふせた瞬しゆん間かん、その頭上を軽自動車が猛もうスピードで通過したかと思うと、

「ぶげええええっ？」

　ハルカたちへ飛びかかろうとしていた大ガエルに激げき突とつした。

　いくら数メートルの巨きよ体たいと言っても、一トン近い重量をぶつけられて平気なはずもない。蛙かえる妖怪「蟇」はあえなくミニバンから転落し、「ぶげ」と一声悲鳴をあげて動かなくなる。わけがわからず顔を見合わせる二人の目前に、レスリングスーツ姿すがたの少女がアスファルトを踏ふみ割わりながら降おり立たった。着地の衝しよう撃げきを受け、金きん髪ぱつのポニーテールがふわりと躍おどる。

「遅おそくなってすまん！　無事だな、二人とも！」

「はいっ？　は、はあ、まあ無事っスが……。ええと、どちらさんっスか？」

「あ！　格かく闘とう研究会の獅し子し岩いわ先輩！」

　きょとんと目を丸くするハルカの隣となりで、良りよう子こが驚おどろいた声を発した。それを聞くと、二人を庇かばうように立っていた金髪の少女は肩かた越ごしに振ふり返かえってニッと笑った。

「左様、いかにも獅子岩アルマだ。先日、県立宇宙開発事業団に発注したこの耐たい熱ねつリングスーツ、なかなかいい調子だぞ。さすが妖怪を素そ材ざいに使っているだけあって、爆ばく風ふうにも──」

「ぐげえええっ！」

　アルマの語りを遮さえぎるように、濁にごった怒ど声せいが轟いた。ハルカが「まだ生きてるっス！」と指さした先で、蟇がのそりと起き上がり、二人から三人に増ふえた獲え物ものを睨ねめ付つけていた。思わず後ずさるハルカと良子だったが、アルマは不ふ敵てきに微笑ほほえむと、一歩前へと進み出た。

「そう来なくては面おも白しろくない。脆もろい相手ばかりで飽あきていたところだ！」

「え？　あのカエルとやり合うつもりっスか？　いやいやいやいや無茶っスよ！」

「そ、そうです！　あれは妖怪なんです、普ふ通つうの人間が敵かなう相手じゃありません！」

「安心しろ。あいにく私は──いや、私も普通ではない」

　後輩二人にそう声をかけると、アルマは右手の人差し指をぺろりと舐なめた。その指で自身の両りよう眉まゆをなぞりながら、赤いスーツの女子レスラーはなぜか嬉うれしそうに語り始めた。

「春に『太たい歳さい』を食ってしまってから、極きよく端たんな怪かい力りきが身についてしまってな。日常生活に不便すぎるので、普ふ段だんは稲いな葉ば先生の術じゆつで封ふう印いんしているのだが──こんな具合に両りよう眉まゆに唾つばを付けることで術は無む効こう化かされ、本来の力が解かい放ほうされる。そうなれば」

「ぶげええええええっ！」

「この程てい度どは恐おそるるに足りんのだああああああっ！」

　気合一いつ閃せん、飛びかかってきたカエルの巨体を、しなやかな腕うでが上空へと殴なぐり飛とばす。空中で「ぶげ」と一声鳴いた蟇わくどめがけ、すかさずアルマは地を蹴けって跳とんだ。

　そして数秒後。

　吹き上がる炎ほのおを背はい景けいに、「よし」と満足げに微笑ほほえむアルマを前に、ハルカは息を吞のんでいた。

「すごいっス……！　殴り飛ばした相手を空中で捕つかまえて関かん節せつ技わざを掛かけて腰こしを外した上で車に投げつけて爆ばく発はつさせるだなんて、人間業わざじゃないっスよ！　ん、どしたっスか、良りよう子こ？」

「あり得ない、物理的にあんな動きができるわけない！　そうよこれはきっと夢……」

「はっはっは。無理が通れば物理が引っ込むと言うだろう」

　ブツブツとつぶやき続ける良子の肩かたを優やさしく叩たたくと、アルマはふいに空を見上げて「次は！」と叫さけんだ。と、それに呼こ応おうするかのように、トカゲのような姿すがたの妖よう怪かいが道みち端ばたの電柱の上に現れた。するすると電柱を這はい降おりたトカゲ型妖怪は、着地と同時に小学生くらいの少女に姿を変え、「いまんとこ近くに反はん応のうはないね」と告げた。

「アルマがあらかたやっつけちゃったみたいだよ」

「うむ、そうか。──ああ、二人に紹しよう介かいしておかねばな。この子も私たち同様、この世界に引き込まれてしまった被ひ害がい者しやだ。先ほど、たまたま出くわしてな。周辺の妖気を探さぐる能のう力りよくを持っているので、助かっている」

「なるほど、お仲間っスか。じゃあ、あんたもやっぱ妖怪？」

「はずれー。『しょうけら』に変身できるけど、人間ですよーだ。名前は粂くめ神がみまどか──って。ええええええっ？　ね、姉ちゃんっ？」

「え。噓うそ。……まどか？」

　ようやくお互たがいの顔に気付き、まどかと良子は全く同時に驚きよう愕がくした。「姉妹なのか？」と問いかけるアルマを無む視ししながら、良子は小学生の妹へと詰つめ寄よった。

「あなた、何してるのこんなところで！　と言うかいつの間に妖怪になんか！」

「な、なんのことだか？　おいらは通りすがりのしょうけらだケラ。しゃーっ」

「今さら変身しても遅おそいわよ！　あと、そのとってつけたような語ご尾びは何！」

「うう、やっぱりそんな気はしたケラ。でもさ、これには深い理由が──あ、妖よう気き！」

　ハッと顔を上げると、まどかは姉を振ふり払はらって電柱の上へ這い上った。良子がじろりと睨にらみ付つけ、アルマとハルカが顔を見合わせ苦笑する中、まどかは大きな瞳ひとみで周囲を見み渡わたしていたが、ほどなくして「見っけ！」と叫んだ。

「郵便局の裏うらで、古道具の塊かたまりみたいな怪かい獣じゆうが、狸たぬきを追っかけてる！　狸は『変へん化げが解とけてしもた』とか言いながら逃にげてるけど、あれじゃすぐに捕つかまっちゃうよ！　アルマ！」

「ああ、任まかせろ！　行くぞ、援えん護ごしろ！」

「いや援護と言われても──って、わーっ、置いてかないで欲しいっス！　良りよう子こ、早く！」

「あ、うん！　まどかも、ちょっと待ちなさい！　あとで説明しなさいよー！」
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「……わかったろ？　動いてるのは、ぼくたち二人だけじゃない。お前たち先さき触ぶれの足止めには十分な数の仲間が、今も戦い続けてるんだ。ですよね、江え戸ど橋ばしさん、ライカ」

「そういうことだ。勝かち誇ほこるのは勝手だが、少しは現げん状じようを把は握あくしろ。あの二人は、必ず新あら井いを救すくい出だす」

　通信機から響ひびく友人たちの声を聞きながら、赫あか音ねと江戸橋は力強く言い切った。その静かで自信に満ちた宣せん言げんに、無数の黄泉よもつ軍いくさを従したがえた先触は、気け圧おされたように後ずさり、そして悔くやしげに言い放った。

「愚おろかな妖あやかしどもの馬鹿な足あ搔がきかと思うておったが、我らをここまで苛いら立だたせるとは……！　しかも相当の手て練だれが混まじっておる……！　ええい、貴き様さまらは──貴様らは一体何者じゃ！」

「──む。そう言えば、名乗っていなかったな」

　先触の叫さけびを受け、ライカと一体化した江戸橋は思い出したようにつぶやき、後方の少女をちらりと見た。少し照れたような視し線せんを受け、赫音は「いつものやつですね」と苦笑した。

「自分で言うのは初めてですよね、江戸橋さん。恥はずかしいならやらなくても」

「いや、いいんだ滝沢君。……実を言うと、ちょっと言ってみたい気はあった」

　小さな声でつぶやくと、江戸橋は眼鏡越しの視線を先触に向けた。尖とがった爪つめを敵てきにまっすぐ突つきつけ、手首の通信機をかざしながら、あらん限かぎりの声を喉のどの奥おくから絞しぼり出だす。

「百ひやつ鬼ぎ夜や行ぎようを纏まといて猛たける！　誰だれが呼よんだか犬神男ドギーガイ！」

「プラス、作戦本部で待機中、見た目は子供で以下省略、経ふみ島しま御み崎さき！　さあ皆みなさんも！」

「オス！　是ぜ害がい坊ぼうが一番弟子、木この葉は天てん狗ぐの求ぐ道どう丸まるだあああああっ！　師し匠しようおおおおっ！」

「──多た々た羅ら木ぎ家け十八代、多々羅木豊ゆたか！　美み生う、お前も名乗っておけ」

「にゃっ？　お、同じく多々羅木美生、園芸部で化け猫混まじりです。フィルさん、どうぞ」

「俺ですか？　大おお上がみフィルバートです。種族は、その──うう……」

「綺き麗れいな蛇へびには毒がある！　蛇へび女によう房ぼうの山やま楝蛇かがし鱗りんでーっす！　よろしくー！」

「はいはいはいはい次はオレ！　水泳部で風使い、得意種目は自由形！　市いち目もくハルカっス！」

「県立宇宙開発事業団一年、ユーリ・ガガーリンこと粂くめ神がみ良子。地球は青いです」

「体に漲みなぎる無む限げんの力、獅し子し岩いわアルマここにあり！　まどかも一言何か言え！」

「え？　丙ひのえ小学校五年一組、粂くめ神がみまどかです！　しょうけらです！」

「……誰だれだよ、今の。まあいいか。で、ぼくが犬いぬ神がみ使つかいの滝たき沢ざわ赫あか音ねだ」

　微笑ほほえみながらそう告げると、ショートカットの少女はフルートを構かまえた。その威い力りよくを知っているのだろう、じりじりと身み構がまえる黄泉よもつ軍いくさを怯おびえさせながら、赫音はぽつりと言い足した。

「邪じや魔まな連中は、ぼくらが全部引き受ける。だから──頼たのんだよ、伊達だてさん、白しら塚つか。きみたち二人が、最後の希望だ」
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　で。

　皆みなさんが大いに盛もり上あがっていた頃ころ、その「最後の希望」が何をしていたかと言うと。

「真しん一いち、危あぶないっ！」

「うっひゃああああっ！　くそー、勝てるかこんなの！」

　神社を目前にして思いっきり足止めを喰くらっていたのであった。

　陽よう動どう役を引き受けてくれたみんな、ほんとにごめんなさい。そう心の中で謝あやまりながら、僕は慌あわてて立ち上がり、背せ中なかのリュックを背せ負おい直なおした。同時にスケッチブックを開きながら「まだ大だい丈じよう夫ぶ！」と小さくうなずけば、耳と尻尾しつぽを実体化させて身構えていたイタチさんは、すかさず二に刃じんの鎌かま鼬いたちを放ち、叫さけぶ。

「真しん一いち！　さっきの！」

「わかってる！　──必殺、ニコ先生直じき伝でん一秒スケッチ！」

　適てき当とうな技名を叫さけびつつ、シャーペンを白紙の上へ走らせる。プロ画家の手つきを真似まねて描かいたシンプルな半円は、打ち放たれた風の刃を刃は渡わたり一メートルほどのギロチンへと変えた。行け、と拳こぶしを握にぎって見つめた先で、巨きよ大だいな刃は物ものは突つっ立たっていた巨きよ漢かんの胸むな元もとへと突つき刺ささり、深い傷きずを刻きざんだが──その傷は、あっという間に再さい生せいした。

「……くそ、またか」

「どうしたら……！」

　揃そろって息を吞のみながら、僕らは目の前に立ちはだかる大男を見上げた。

　身の丈たけは間ま違ちがいなく三メートル以上。身長以上にばかでかい大おお太刀たちを構かまえた腕うではおそろしく太いが、それは足も同様だ。白いベールで顔を隠かくし、古代の埴はに輪わを思わせる鎧よろいで全身を包んだその異い様ような先さき触ぶれは、神社へ通じる石いし段だんの前から動こうとしない。

「……なるほど。あいつ、近づかなけりゃ攻こう撃げきしてこないのか」

「みたいだね、真一。でも、だからって。近づかないわけにもいかないよ……！」

　僕の漏もらしたつぶやきを受け、イタチさんが歯を嚙かみしめた。だよなあ。どうにかしてここを突とつ破ぱしなければ、僕らはあっさり消されてしまうわけで。だがしかし、こっちの攻撃は全然まったく通じないわけで。さあどうしたもんかと悩なやんでいると、問題の大男の左ひだり肩かたに乗っかっていたもう一人の先触が、小さな体を揺ゆらして笑った。

「もー、ほんとに往おう生じよう際ぎわが悪いなあ。諦あきらめて楽になればいいのにさ！」

「諦めないよ、絶ぜつ対たい！　みんなにチャンス作ってもらって、やっとここまで来たのに……！」

「イタチさんの言うとおり！　黙だまってろ、ちび！」

「ボクはちびじゃなくて鵠くぐいですー。マイナーかもだけど、神話では神様の子に言葉を与えた小鳥だよ。ちなみに、お兄ちゃんたちが絶ぜつ賛さん苦戦中のこのおっきいのは武たけ夷ひな鳥どり。妖よう怪かいや悪あく神じんだらけの無法地帯を平定した、戦せん闘とうと侵しん略りやくのプロフェッショナル！　強いし固いし大きいし、ま、十中八九今のお兄ちゃんたちじゃ勝てないね」

　聞きたくもない情じよう報ほうを語りながら、鵠と名乗った先触は大男──武夷鳥の肩を小さな手でぱんぱん叩たたいた。その後ろには、古びた石段がまっすぐ神社に向かって伸のびている。

　ああくそ、ほんとにあとちょっとなんだけどなあ。汗あせばんだ手でシャーペンを握りながらつぶやけば、イタチさんが「だよね」と悔くやしげにうなずいた。

「あとは、神社に乗り込んで輝ひかるを助け出せば、それで大おお祓はらえは停とまるのに……！　このままだと、神の『体』が出てきちゃう……！」

「神社をこんなのが守ってるとは思わなかったよね。神の『心』が取とり憑ついた新あら井いさんは、大祓の間は自分じゃ動けないって話だったから、かなり楽な役目だと安心してたのになあ」

　武たけ夷ひな鳥どりの様子を窺うかがいつつ、ぼそぼそ話し合う僕ら。と、それを聞きつけ、嘲ちよう笑しようしていた鵠くぐいが「ねえ」と怪け訝げんそうな声を発した。

「さっきから不思議だったんだけどさ。なんで、そこまで大おお祓はらえに詳くわしいわけ？」

「はい？」

「おかしいよね、どう考えてもさ。それに、お兄ちゃんもそのお友達も、この世界に取り込まれた時、全然慌あわてなかったろ？　普ふ通つう、もっとおろおろするんだよ。で、その間に依より代しろの体に降おりた御おん主ぬし様がご自分の体──すなわち『御ご神しん体たい』を呼よび出だして、それで大祓はあっさり終わるはずなんだ。妖よう怪かいの存そん在ざいそのものを『なかったこと』にしちゃう儀ぎ式しきだから、微かすかな印いん象しようくらいはともかく、詳しい記き録ろくが残るはずもない。なのに、どうしてそんな落ち着いて」

「だって、アマビコに教えてもらったからね」

　ツラツラと話し続ける鵠の言葉を、イタチさんのけろりとした声が遮さえぎった。ベールで隠かくれた顔がきょとんと驚おどろくのを見ながら、僕はあの夜のことを思い出した。

　──教えてもらえばいいんだよ。知ってるって言ってた誰だれかにね。

　そのイタチさんの言葉どおり、僕らは「大祓の仕組み」について、アマビコに質問したのであった。大祓はどうやって始まり、どんな段だん取どりで進行し、そして何がどうなったら終わるのか。できる限かぎり詳しよう細さいに、具体的に教えてほしい──と。

　ちなみに、尋たずねられたアマビコは、「一回しか質問できねえってのに、未来のことを聞かねえんだか？」と面食らいながらも、しっかり答えてくれたのだから頼たのもしい。さすがは何でも知ってる妖怪だ。おかげで僕らはじっくりと……とまではいかなかったが、いちおう作戦を練ることができたのだった。ありがとうアマビコ！

「──とまあ、そんなわけで、何をどうすりゃいいかはわかってるんだ。だけど……」

「やっぱり、そう簡かん単たんにはいかないみたいだね……」

「当たり前じゃないか！　無む駄だな悪あがきだってどうしてわかんないかなあ」

　無言で立ちはだかる武夷鳥の巨きよ体たいを前に僕らが同時に溜ため息いきを吐つけば、鵠は嬉うれしげに声をあげた。うるさいよ、と見つめる僕をきっぱり無む視しし、小さな先さき触ぶれは甲かん高だかい声で話し続ける。

「所しよ詮せんは妖怪の浅知恵だよね！　だいたいさ、依より代しろに憑ついた御おん主ぬし様が在まします御み座くらって、普通の神社や仏ぶつ閣かくの数十倍レベルの神しん域いきだよ？　そこのお姉ちゃんみたいな妖怪は、まず入ることすら不ふ可か能のうだ！　お兄ちゃんだったら入れるけどさ、何の力もない人間が突とつ入にゆうしたって何もできないんだから、やっぱり無意味だ！　やーい馬鹿！　ほんとに馬鹿！」

「……うるさいな、お前。そんなことくらい──」

　言われなくても知っている。嘲ちよう笑しように耐たえかね、僕がそう反論しようとした時だ。

「──真しん一いち！」

　短く叫さけんだイタチさんが僕の手をぎゅっと握にぎって空を見上げた。それに釣つられて視し線せんを上げてみれば、神社の真上に、真っ白の光の玉が現れていた。見るもの全てを殺さつ菌きんするかのような問答無用の清すが々すがしさに、思わず背せ筋すじがぞくりと冷える。まさか、もしかして、あれが神の『体』なのか？　そう自問するのと同時に、鵠くぐいが「時間切れだね」と言い放つ。その間にも、光はどんどん大きくなりながら人型へと変化していき──やがて、ギリシャかローマの彫ちよう刻こくのような、ローブを纏まとった逞たくましい巨きよ人じんの姿すがたとなって、無人の町へ降おり立たった。

「……でけえ！」

　最初に漏もれた一言はそれだった。

　正せい確かくな大きさは測りようがないけれど、六階建ての団地があれの腰こしくらいの高さなんだから、とにかくやたらにでかいことは間ま違ちがいない。戦いの最中だということすら忘わすれて見上げていると、手首の通信機からいくつも驚おどろく声がいくつも聞こえてきた。

「わお！　何あれ！　ばかでかい鳥とり居いがいきなり──！」

「神の体が顕けん現げんしたか……！　しかし『鳥居』とは何だ？　どう見ても巨きよ大だいな鏡だろう」

「え。長い髭ひげのお爺じいさんじゃなくて？　……もしかして、みんな違ちがうものが見えてるのか」

「そうみたいだねえ。アタシには、ぼんやりした光の塊かたまりにしか見えないけど」

「すげえゴテゴテした、ＲＰＧロープレのラスボスみたいなのが見えるっスー。良りよう子こは？」

「スパゲッティが絡からまったような姿で空を飛ぶ、うねうねした怪かい物ぶつ。ゾクゾクするわね」

「うわー姉ちゃん趣しゆ味み悪い！　そんなんだから彼氏できないんだって」

「言いすぎだ、まどか。しかし私にはメキシカンな覆ふく面めんレスラーに見えるがな」

「ふーむ。どうやら、それぞれの持ってる『神』のイメージに応おうじた姿が目に映るって仕組みらしいわね。とりあえず、あそこにでっかい何かが現れたのは確たしかってことで一つ」

　困こん惑わくするみんなの言葉を受け、経ふみ島しま先輩がさっくりまとめた。不思議なこともあるもんだと感心しつつ見上げていると、ローマ彫刻風の巨人は──僕にはこう見えるんだから仕方ないです──地じ響ひびきを立てながら、ゆっくりと歩き始めた。同時に、その手の中に奇き妙みような刀が出現する。七つの刃に枝分かれした異い様ような武ぶ器きを無む造ぞう作さに携たずさえながら、巨人がめざす方向は──。

「……やっぱり、学校！」

「大・正・解！　良い勘かんしてるね、お姉ちゃん！」

　息を吞のんだイタチさんの声に、鵠が嬉うれしげに反はん応のうした。さっきから無む駄だにうるさい小さな先さき触ぶれは、武たけ夷ひな鳥どりの肩かたの上に立ち上がると、神の体に向かって両手を広げた。

「御ご神しん体たいは、その地で最も彼ひ岸がんに近い場所をお選びになって浄じよう化かを行われるのさ。今回は、お姉ちゃんたちの言う『学校』がその場所だったってこと。あそこに御神体が辿たどり着つかれ、その地へ直接力を流し込まれた時──大おお祓はらえは完成し、全ての怪かい異いは無に消える」

「言われなくても知ってるっての」

　先触のうっとりした声に、僕は静かに切り返し、イタチさんとうなずき合った。と、その態たい度どに違い和わ感かんを覚えたのそれとも単にムカついたのか、鵠は「馬鹿なの？」と僕に尋たずねた。

「どうしてそんなに落ち着いてるのさ。はっきり言っちゃうけどさ、今のお兄ちゃんたちの戦力じゃ、御ご神しん体たいを止めるのなんて絶ぜつ対たいに無理だよ？　なのにさ」

「わかってるよ、そんなこと」

　今度はイタチさんが鵠くぐいの言葉を遮さえぎった。本気でわけがわからないのだろう、黙だまり込こんだ鵠と、未だに動かない武たけ夷ひな鳥どりとを見み据すえながら、僕は右手の通信機に話しかけていた。

「──経ふみ島しま先輩、出番です」
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「ほい来た！　へっへっへ、一人寂さびしくスタンバってた甲か斐いがありました、と」

　静まりかえった高校の屋上。中ちゆう継けい器きを兼かねた大型通信機のマイクにそう答えると、御み崎さきは立ち上がって神社の方角へ目を向けた。数十メートルはあろうかという神の体を見み据すえつつ、ジャージのポケットから小こ振ぶりな石輪を引ひっ張ぱり出だす。五月の連休の合宿の時、廃はい校こう近くの祠ほこらからこっそり回かい収しゆうしてきたそれを、顔の前へと持ち上げる。力を貸してもらうわよ、と声をかけ、深しん呼こ吸きゆうした後、御崎は静かに声を発した。

「……赤あか箇か鵝が知ちの眼まなこで八やつ界がいを睨ねめ」

　一月前のこの場所で、神の使いを名乗った鳥が語った言葉を思い出しながら、

「蘿こけと檜ひ榲すぎと背上そびらに生おいて」

　どうしたって隠かくしきれない笑みとともに、

「八や尾お八や谿たにに蔓はい延わたれる八やつ頭がしらの虵くちなわよ」

　御崎は高らかに声を張はり上あげた。

「我、経島御崎の言こと問といに応こたえ、その大おお長たけを神かみ代よの巖いわ蔵くらより出いでし召めせ！　もひとつついでに言っとくか、エロイムエッサイムエロイムエッサイム、我は求め訴うつたえたり！」

　瞬しゆん間かん、叫さけびに呼こ応おうするように、古びた石輪がひび割れ、土色の妖よう気きが躍おどり出でる。濃のう密みつな妖気は瞬またたく間に指を広げるかのように拡かく散さんし、同時に実体を備そなえていき──。

「よし、大成功！」

　満足げにうなずく御崎の見つめる先で、巨きよ大だいな怪かい物ぶつの姿すがたとなった。

　ゴリラか熊くまのような胴どう体たいは校舎に覆おおい被かぶさるほどに大きく、蛇へびを思わせる首は全部で八本。背せ中なかには太い角が乱らん立りつし、その全身は縄じよう文もん土器を思わせる渦うず巻まき文もん様ようで彩いろどられている。迫せまり来くる神の体へ十六の目玉を向けながら、顕けん現げんしたばかりの古代妖よう怪かいは、八つの口で牙きばを剝むいた。その敵てき意いに満ちた唸うなりを聞きながら、屋上の御崎は静かにつぶやいた。

「──『今のお兄ちゃんたちの戦力じゃ、御神体を止めるのなんて絶対に無理』？　言ってくれるじゃないの。だけどね、お馬鹿さん？　誰だれが最初から手の内全部晒さらすもんですか。お楽しみはこれからだ、ってね」

　子供じみた口元が不ふ敵てきに歪ゆがむ。最後のカードを切った今、楽しんでいられる状じよう況きようではないのだけれど、わくわくするんだから仕方ない。自分の性分に呆あきれつつ、御み崎さきは迫せまり来くる神の体をまっすぐ見み据すえ、そしてひび割れた石輪へと語りかけた。

「あらゆる怪かい異いをゼロへと帰す御ご神しん体たいか、相手にとって不足はないわね。神の名の下に排はい除じよされてきた、まつろわぬものたちの恨うらみ辛つらみと怨おん念ねん全部──まとめて叩たたっ返かえしてやるとしますか。大だい丈じよう夫ぶ、今のあんたならできるはず」

　御崎の不敵な言葉に応おうじ、八つの頭の十六の目に赤い光が灯っていく。その様子を屋上から満足げに眺ながめつつ、御崎は神の体を指さし、叫さけんだ。

「さあ、行きなさい！　八や面つら王おう！」

「「「「「「「「ゴガアアアアアアアアアアアアッ！」」」」」」」」
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「猛たけれ古来のアニミズム！　祖そ霊れい動転、八や岐またファイヤアアアアアアッ！」

　経ふみ島しま先輩の叫さけびに応おうじ、八つの口が同時に黒い炎ほのおを放つ。体育館くらいなら打うち抜ぬけそうな勢いきおいのそれをまともに喰くらい、神の体がぐらりと揺ゆれた。静まりかえった無人の街を踏ふみつぶしながらよろける巨きよ人じんを見上げつつ、あの技わざの名前は絶ぜつ対たい今考えたに違ちがいないと僕が確かく信しんしていると、武たけ夷ひな鳥どりの肩かたの上の鵠くぐいが「馬鹿な」と唸うなった。

「八や面つら王おうを召しよう還かんしただって……？　いや、確たしかに封ふう印いん石せきがあるのは知ってたけどさ──でも、あいつはとっくに姿すがたを失った大昔の蛇へび神がみだぞ！　解かい放ほうと同時に実体を与あたえるだなんて芸当を、いったいどうやって──」

「お。今のはイタチちゃんたちの邪じや魔ましてる先さき触ぶれね？　うん、真っ当な疑問です」

　僕かイタチさんの通信機から鵠の声を拾ったのだろう。鵠の漏もらした質問にけろりと応じた経島先輩は「鬼おにの逆ぎやくなのよね」と言い足した。

「鬼の場合は、不定形の素そ体たいに対し、絵に描かくことで形を固定させて実体化させてたのね？　で、この子の場合は、あらかじめ絵を描いて容よう姿しを決めておいたわけよ。しかも今回は、いつもみたいに一美術部員の即そく席せきデッサンじゃなくて、プロの画家が本気で描いて公表した一枚だから、イメージの固定力はハンパない！　スペシャルサンクス、ニコ・メリュジーヌ！」

「あらかじめ、絵に……？　そうか、だから解放した瞬しゆん間かんに実体化を──！」

　通信機から響ひびく経島先輩の声に、鵠が悔くやしげに舌した打うちした。その反はん応のうが嬉うれしかったのだろう、先輩は「そーゆーことよ！」と一ひと際きわ楽しげな声を張はり上あげた。

「しかも容姿をデザインする時に私の意見を大量に取り入れてもらったからね、今の八面王の形は私の想像力イメージで補ほ強きようされてると言えなくもないわけ。その結果、この巨きよ大だい妖よう怪かいは、わたくし経島御み崎さきの意のままに動くのであった！　ぐわっはっはっは！　あ、ちなみに素体解放の祝詞のりとはあんたらの仲間の鳴なき女めが教えてくれました。ありがとね」

「鳴女……？　あの馬鹿女、余よ計けいな真似まねを！」

「酷ひどい。やられた仲間にそんな言い方するなんて……！」

　鵠の悪あく態たいを聞きつけ、イタチさんが静かに怒おこった。鳴女は（目的はともかくとして）一いつ生しよう懸けん命めいな奴やつではあったので、イタチさんの気持ちはわかるなあ、うん。そんなことを思いつつ、僕は再ふたたび八面王に目を向けた。身長はよくわからないけど、神社から学校までは二キロほど離はなれているのに上半身がしっかり見えてるあたり、やたらでかいのは間ま違ちがいない。

「しかしニコ先生、聞いたこともないような妖怪をよく描いてくれましたよね……。まあ、リアルな描びよう写しやが売りの写実派に怪かい獣じゆうのデザイン頼たのむのが、そもそもどうかと思いますけど」

「可愛かわいいファンのためですからねえ」とあっさり依い頼らいを引き受けてくれた柔やわらかな笑顔を回想しつつ、僕は改めて八面王をじっくり見つめた。

　首や角が何本も突つき出でた複雑な形けい状じようの割に、ごちゃごちゃした印いん象しようを与えないのはさすがプロのデザインである。雄お々おしく勇ゆう壮そうでありながら、どこかもの悲しいムードも漂ただよわせているあたりも素す晴ばらしい。日本の妖よう怪かいと言うよりはもうほとんどハリウッド製大作ファンタジーのモンスターみたいな勇ゆう姿しを前に、しみじみ感心していると、ふとイタチさんが苦笑した。

「ニコ、けっこうのりのりで描かいてたよね。新しん境きよう地ちが見えたとか言って」

「確たしかに。経ふみ島しま先輩も大喜びで資し料りよう送ってたもんなあ」

　八や面つら王おうは情じよう報ほうの少ない妖怪だから他のデータで補ほ完かんしてやんないとね。そう言って笑っていた先輩の顔を思い出しながらうなずいていると、八面王と向き合っていた神の体が白く光り始めた。その光を見た瞬しゆん間かん、背くび筋すじが思わずびくりと震ふるえ、イタチさんが息を吞のむ。

「真しん一いち！　あれってもしかして、アマビコを消しちゃったのと同じ……！」

「また正せい解かいだよ、お姉ちゃん！　八面王が出たのには確たしかにびっくりしたけど、しょせんは妖怪！　怪かい異いの存そん在ざいそのものを浄じよう化かして消すあの光を喰くらえば、ひとたまりも──」

「甘い！　その手はとっくに読んでるっての！　八面王、夜や刀とバリヤーよ！」

　自信満々の鵠くぐいの声を経島先輩の叫さけびが打ち消し、八面王の体から首が一本、ずるりと抜ぬけた。抜け落ちた首──と言うか蛇へびは、今まさに自身に向かって放たれようとしていた白い光に自ら突つっ込こみ、光もろとも消しよう滅めつする。同時に、八面王の胴どう体たいからはぬるりと首が生えて、これでめでたく元通り。……しかし、聞いていた能のう力りよくとは言え、実じつ際さいに見るとかなりグロい。思わず軽く引いていると、鵠が困こん惑わくした声で叫んだ。

「ちょ、ちょっと待って！　八面王にあんな能力があるなんて聞いてない、聞いてないよ？」

「そりゃそうよ。今のは、群むれでありながら一である蛇へび神がみ──夜や刀との神かみの力だもん。体の一部を切きり離はなして一個の妖怪と化した上で、浄化の光と対消滅させ、その隙すきに自分の体を再さい生せいさせる。割といいアイデアでしょ？」

「夜刀神だって？　どうしてそんなものの力を」

「デザインする時、八面王の伝でん承しようだけじゃ素そ材ざいが足りなかったもんでね。八面王同様に神の名の下に滅ほろぼされた哀あわれな連中を、関連要よう素そとして使わせていただいたってわけ。土つち蜘蛛ぐも、荒あら吐ばき、夜刀神、両りよう面めん宿すく儺なに悪あく路ろ王おう、ミシャグジ神から八や握つか脛はぎまで！　今のこの子はね、神に対する怨おん念ねんの塊かたまりよ。とゆーわけなので」

　経島先輩はそこでいったん言葉を句切ると、嬉うれしそうにニッと笑った。いや、目の前にいるわけではないので表情は見えないんだけど、どんな顔なのかは手に取るように想そう像ぞうできる。きっといい顔なんだろうなあ、と確信するのと同時に、通信機から元気な声が再び響ひびいた。

「簡かん単たんに浄化できると思ったら大おお間ま違ちがいなのでした！　残念！」

「ふ──ふざけるな！　そんなごった煮にみたいな化け物に、御ご神しん体たいが負けるはずが！」

「問答無用で遠えん慮りよ無用！　ぶちかますわよ、真・八面王！　縄じよう文もん式しき火か焰えんキャノン、土蜘蛛誘ゆう導どう弾だん、大だい丈じよう バスター、全ぜん砲ほう門もんオープン！　そして間かん髪はつ入いれず全門発はつ射しやあああああっ！」

「「「「「「「「ゴガアアアアアアアアアアアアッ！」」」」」」」」

　八つの首から轟とどろく怒ど号ごう。大きく開かれた八つの口から、そして体中の文もん様ようから迸ほとばしった無数の炎ほのおと稲いな妻ずまが、神の体に次から次へと炸さく裂れつしていく。見み慣なれた光景の中で繰くり広ひろげられる大スペクタクルに、僕は思わずぽかんと見とれた。

「すげえ……！　しかし先輩、これ、ほんとに街に影えい響きよう残らないんでしょうね。今の攻こう撃げきの巻まき添ぞえで、ビルがいくつか吹っ飛んだんですけど」

「大だい丈じよう夫ぶ！　この世界はあくまで止まった時間の中に築きずかれた虚きよ構こうよ、元の世界とは無関係のはず！　たぶんね！　つーか白しろの字じ、何をぼけーっと見とれてんの！　今のうちにとっとと新あら井いを起こしてこんかい！」

「あっ、はい！　わかりました先輩、今すぐ！　──と言いたいのは、山々なんですが」

「だよね……。あのおっきな先さき触ぶれ、どうしよう……」

　通信機から轟とどろく先輩の声にうなずいた直後、僕はイタチさんと顔を見合わせ、溜ため息いきを吐ついた。なにしろ神社の階かい段だんの前には、難なん攻こう不ふ落らくの無敵の男が──武たけ夷ひな鳥どりが、無言でドンと構かまえているのだ。その肩かたの上の鵠くぐいはうるさいだけなのでどうでもいいけど、あの鎧よろいの大男はどうにもこうにも厄やつ介かいすぎる。

「正直、ああいうタイプは求ぐ道どう丸まるあたりにお任まかせしたいんだけどなあ……。みんなそれぞれ忙いそがしそうだから、援えん軍ぐんは確かく実じつに期待できないし」

「あたしが囮おとりになるから真しん一いちが──っていうのも、無理だよね」

「うん。僕ひとりで突つっ込こんでも意味がないし、そもそもイタチさん置いていけないよ！　かと言って僕が囮になったら、あの手が使えなくなっちゃうし……」

　身構えたまま顔を寄せ合い、ひそひそ言葉を交わす僕ら。と、そのいかにも困こまった様子を見た鵠が、心の底から嬉うれしそうな声を張はり上あげた。

「なあんだ！　結局手て詰づまりなんだ！」

「へっ？　いやいやいや、まだ終わってないぞ！　今考えてるところだから」

「馬鹿の考え休むに似にたりだよ、お兄ちゃん？　てか何をやっても無む駄だだってば、妖怪は負けて消されるのが定めなんだからさ！　よーし、そろそろトドメだ、武夷鳥！」

　ころころと明るい声での指示を受け、静止していた武夷鳥が鎧を鳴らして動き出した。業ぎよう務む用よう牛切り包ぼう丁ちよう（そんなものがあるのかどうかは知りませんが）みたいな大おお太刀たちを静かに振ふり上あげながら、見上げるほどの巨きよ体たいがロボットのように近づいてくる。やばい。背せ筋すじに悪お寒かんが走る。今まで守りに入ってたから命までは取られなかったけど、あれが本気で攻めに転じたら、イタチさんも僕もどう考えてもお終いだ。どうしたもんかと二人揃そろって本気で悩なやんでいると、ふいに鵠が話しかけてきた。

「てか、なんでそんなに怖こわがるのさ。ボクたちとお姉ちゃんの目的って、同じなのに」

「え。目的が……同じ？　違ちがう、全然違うよ！　だって」

「知ってるよ。お姉ちゃんたち、学校で妖怪退たい治じしてたんだよね？　それってさ、妖怪に関係ない、大多数の『みんな』を守るためだったんだろ？　だったらさ、やっぱり同じだよ。ボクたちは、此し岸がんの平静を保たもつために顕けん現げんしたんだから。おかしいよね、せっかくこの地を清せい浄じようにしようとしてるのに、よってたかって邪じや魔まするなんてさ。本来ならおとなしく──」

　イタチさんの言葉を遮さえぎり、鵠くぐいは楽しそうに語り続けた。

　ああ、なるほど、その話か。なんとなく言いたいことはわかったし、最後まで聞いてやる気もないので、僕は口を挟はさむことにした。その話題なら、みんなで大おお祓はらえの対たい策さくを立てた時、とっくに答が出ているのだ。長々と聞いてやる義理はない。

「言っとくけど、平和のために大人しく消されろって言われても、従したがうつもりはないからな」

「浄じよう化かを受け入れ──って、え、何その態たい度ど？　開き直り？　いいかい、ボクたちはね」

「よく喋しやべる自然災さい害がいだろ、要するに」

　呆あきれた様子で肩かたをすくめる鵠を前に、僕ははっきり言い切った。イタチさんと一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを交わしてうなずき合い、そして再ふたたび口を開く。

「偉えらそうなこと言ってるけどさ。お前らなんか、周期的に起こる地じ震しんや台風と変わらない」

「うん。そんなものに従う理由なんて、あたしたちにはないよ」

　作戦会議の中で経ふみ島しま先輩が口にしていた言葉を、僕らはそっくり引用した。何だと、と絶ぜつ句くする鵠をまっすぐ見み据すえ、隣となりの妖よう怪かい少女と手を握にぎり合あいながら、僕は先を続けた。

「お前が言ってるのは、台風が来るのに『これは世界の意い志しだから！』って何もせずに突つっ立たってろって言うのと同じだろ。誰だれがするか、そんなこと。つーか！」

　手首に巻まいた通信機と、そして握った手のぬくもりを意い識しきしながら一ひと呼こ吸きゆう。怒いかりにぶるぶる震ふるえ始はじめた鵠を見据え、僕は声を張はり上あげた。

「大事な人たちを──誰より大好きな人を消されるだなんて言われて、はいそうですかって受け入れる奴やつがどこにいる！　反はん抗こうするに決まってるだろ！　だよねイタチさん！」

「え？　あ──うん！　あ、あたしも同じだよ！」

　いきなり同意を求められると思っていなかったのか、イタチさんは一いつ瞬しゆんきょとんと目を丸くしたが、慌あわてて首を縦たてに振ふり、そしてなぜか赤くなった。なんで照れてるんだろうと疑問を感じたのと同時に、鵠が「よくわかったよ！」と叫さけんだ。

「馬鹿は死ななきゃ治らないってことがね！　叩たたき潰つぶせえっ、武たけ夷ひな鳥どり！」

　怒りに満ちた命令が神社前に響ひびき渡わたる。鎧よろい姿すがたの大男は無言で巨きよ大だいな太刀を振り上げ、

「……あれ？」

　なぜか、そのまま静止した。てっきり襲おそいかかってくると思ったのに、どうしたんだろう。首を捻ひねって見つめてみれば、武夷鳥の下半身がなぜか真っ白に凍こおり付ついていた。

「氷？」

　イタチさんが息を吞のみ、丸い耳が周囲の妖よう気きを探さぐり始はじめる。同時に、相あい棒ぼうだか部下だかの異い変へんに気付いた鵠は、舌した打うちとともに飛び上がった。熊くま手でのような長なが柄えの武ぶ器きをどこからともなく取り出し、ぐうんと振りかぶりながら、小さな先さき触ぶれが叫びをあげる。

「なんだかわかんないけど、お前らなんか、ボクだけでも十分だ！　消えろ！」

「ほっほう！　甘いぞ小こ童わつぱ！」

　その瞬しゆん間かん、僕らの前に、ライフルを背せ負おった背せ中なかが降おり立たったかと思うと──あ、いや、背中だけじゃなくて、もちろん全身丸ごと降りてきたんですが、この時はそう見えたのです──ガキンと鈍にぶい音が響ひびいた。

「え。ちょ、ちょっと待った！　お前、いつの間に、どこから──！」

　一いち撃げきを受け止められた鵠くぐいが慌あわてて飛とび退のきながらそう叫さけんだが、それは僕らも同感だった。まあ、どこの誰だれかはわかっているのだけれど、なぜこの人がここにいるのかわからない。ぽかんと口を開けたまま二人並ならんで固まっていると、その人物はくるりとこちらに振ふり返かえった。年の頃ころは六十過ぎだが、拳けん法ぽうの道どう着ぎに包まれた精せい悍かんな体は、年ねん齢れいをほとんど感じさせない。氷の棒ぼうをスパイク付きのグローブで摑つかみながら、ヒゲを弾はじいて笑ったその顔は、やはり──。

「久しいのう、ご両人！　どうじゃ、推おし量はかったような見事な登場だったじゃろ？」

「う、うん！　助かったよ……！」

「しかし今のタイミング、確かく実じつに推し量ってましたよね。慈じ吾ご朗ろうさん」

　雪ゆき女おんなの八や雲くもちゃんのパートナーにして世界中の公共機関から追われ続ける男、箕みの輪わ慈吾朗その人であった。と、僕の指し摘てきを受けた爺じいさんは肩かたをすくめてとぼけたが、そこに「噓うそを吐つきなさい」と冷たい声が投げかけられた。

「だから、もっと早く出ようと言ったではないですか。あ、お二人とも、お久しぶりです」

「あ、やっぱり八雲も？　でも、その、ええと──どうしてここにいるの？」

「うんうん！　あとなぜ八雲ちゃんはチャイナドレス？　いや、似に合あってるけどさ」

　いつの間にか後ろに立っていた中学生くらいの少女へ問いかければ、雪女の八雲ちゃんは「中国に立ち寄っていたものですから」とはにかむように微笑ほほえんだ。おお、可愛かわいいな。

「実は、とある筋すじから大おお祓はらえの噂うわさを聞きましたので、力になれればと思いまして。ねえ？」

「うむ。二十年前にシベリアの魔女バーバーヤーガから賭かけで巻まき上あげた空飛ぶ臼うすで、慌てて日本へ飛んできてのう。数日前から市内の宿で飲のみ潰つぶれ──もとい、潜せん伏ぷくしておった」

「臼？　なんでわざわざそんなもので」

「見た目に反して中は快かい適てきなんじゃよ？　家一軒けんは軽く入るんじゃから。なあ、八雲」

「ええ。しかも痕こん跡せきを残さずマッハで飛べたりしますから、密みつ入にゆう国こくには欠かせないのです。で、そんな具合に潜ひそんでいたら、案あんの定じよう、この世界に引ひっ張ぱりこまれましたから」

「無線を盗とう聴ちようしつつ、登場するタイミングを今か今かと待っておったというわけじゃ」

　視し線せんを交わすこともなく、仲良く交こう互ごに説明してくれる年齢差カップル。まあ、助けてくれたのは嬉うれしいんですが、なんで最初から出てきてくれないんですか。無言で呆あきれていると、熊くま手でを構かまえた鵠が「ええい！」と怒ど声せいをあげた。その隣となりでは、武たけ夷ひな鳥どりが足を固めていた氷を振ふり払はらっている。来るぞ、と身構えた僕らに向かって、先さき触ぶれは甲かん高だかい声を響かせた。

「ザコの多さにはとっくに辟へき易えきしてるのに、今度は爺じじいと雪ゆき女おんなだって？　ほんとにもう次から次へと……いったい仲間がどれだけいるんだよ！　て言うか、馬鹿だろお前ら！　しょせん下げ賤せんな妖よう怪かいが、いくら群むれたところで結果は同じだよ？　どうせ負けて消されるのに──」

　バン。

　唐とう突とつに鳴なり響ひびいた銃じゆう声せいが、鵠くぐいの声を断たち切きり、そして熊くま手での先を吹き飛ばした。いきなりの銃じゆう撃げきに驚おどろく僕らを前に、古いライフルを右手だけで支ささえながら、慈じ吾ご朗ろうさんは「うむ、ちゃんと当たる」と自じ嘲ちようした。

「いいか、小こ童わつぱ。お前さんは、いくら数を集めても負けると言うたがな、そうと限かぎったわけでもないぞ。古い諺ことわざを引くならば、『友あるものは敗はい残ざん者しやではない』じゃ。たとえばわしが」

「話が長いですわよ。クズリさん、真しん一いちさん！　ここは私たちに任まかせて先へ！」

　慈吾朗さんの長なが台詞ぜりふをばっさり断ち切りながら、八や雲くもちゃんが前に出た。その凜りんとした声に、イタチさんと僕は思わず顔を見合わせた。

「え。任せちゃっていいの？」

「そ、そうですよ！　あのでかい先さき触ぶれ、本気で強いですけど」

「愛があれば大だい丈じよう夫ぶ！　愛さえあれば、たいがいのことは何とでもなるんじゃよ！」

　何の根こん拠きよもない台詞せりふを自信満々に言い放ち、慈吾朗さんは僕らを庇かばうように氷の棒ぼうを構かまえ直なおした。その隣となりでは、白い冷気を躍おどらせ始はじめた八雲ちゃんが、振ふり向むくことなく声を発する。

「安心してください、けっこう場数は踏ふんできましたから。だからお二人は──早く先へ」

「……わかった、八雲。──行こう、真一！」

「あ──う、うん！　八雲ちゃん、あとでモデルになってください！」

　そうとだけ言い残し、僕らは同時に走り出した。目指すはもちろん神社に続く石いし段だんだ！

「行かせるもんか！　食い止めろ武たけ夷ひな鳥どり！」

「あなた方の相手はこちらだと言っているでしょうっ！」

　八雲ちゃんの手元から吹き出した冷気が、武夷鳥の足下だけを一いつ瞬しゆんにして凍こおり付つかせた。僕らに向き直ろうとしていた巨きよ体たいの先触は、見事なまでに足を滑すべらせ、小さな相あい棒ぼうを巻まき込こんでごろんと派は手でにひっくり返る。さすがベテラン、見事な戦せん術じゆつ！　おのれ、と怒おこった鵠は起き上がりながら再ふたたび熊手を取り出したが、その腹に慈吾朗さんの棒の先がめりこんだ。ごふ、と漏もれる苦しげな息を聞き、ヒゲに隠かくれた口がにいっと微笑ほほえむ。

「スキだらけじゃなあ。老いぼれ相手にそのザマでは、神の使いの名が泣くぞ？　昔、北ほく欧おうでやり合ったお前さんのご同業は、もう少し手て応ごたえがあったし──それに、いい女じゃったがのう。そう、あれは確たしか、ヴァルキリーじゃったかデュラハンじゃったか」

「話が長い！　あと昔の敵てきを思い出してデレデレしないっ！」

　そんなやりとりを聞きながら、僕らは石段を駆かけ上あがる。最後に一瞬だけ学校のほうへ振り返れば、無人の家々の屋根の向こうで、神の体に体当たりしている八や面つら王おうの姿すがたが見えた。
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　──ずうん。

　大きな塊かたまりをぶつけられたような衝しよう撃げきを感じて、私の意い識しきが覚かく醒せいした。

　もっとも、体が痛いたいわけではない。どうやら、使つかい慣なれた自分の体──この、全く自由にならず、目を開けられないので今どこにいるのかすらわからない、この体とは別の場所で、別の体が動いているということは、なぜか感覚的に知っていた。

　どうやら、あの「別の体」は、私に取とり憑ついた何かが、自分の肉体として呼よび出だしたものらしかった。しかし、自分の体を呼ぶのにわざわざ他人に──つまり、この場合は私に──乗のり移うつらなきゃいけないなんて、なんだか不便な仕組みね。

　そんなことを考えている間にも、白い光はじわじわ私の意識を浸しん食しよくしていた。今はなにかの弾はずみで目が覚めただけで、本来なら眠ねむり続つづけているはずだ。残された時間は、もうほんの数秒ほどだろう。そう悟さとった私の心にふっと浮うかんだのは、自分でも意外なことに、家族でもなく友人でもなく、飄ひよう々ひようと微笑ほほえむ髪かみの長い少年だった。

　──ほんと、どんだけ好きなのよ。

　我ながら呆あきれてしまうけど、浮かんだんだから仕方ない。「あんたみたいな真面目まじめで面めん倒どう見みの良いタイプは、一度本気で惚ほれると面おも白しろいことになるはずよ」って言ったのは──ええと、あれは友人の誰だれかだったか、それとも姉さんだったっけ。

　……駄だ目め。心に靄もやがかかったみたいで、ちゃんと記き憶おくが辿たどれない。

　唯ゆい一いつ浮かんだ彼の顔さえ──あの、私を守ってくれると言って、実じつ際さいに守ってくれていた彼の、そして私が××してしまった彼の優やさしい笑顔さえ、今にも消えてしまいそうで──。

　あれ？　ふと、私は妙みようなことに気が付いた。

　彼が幼い頃ころの私と交わした約束は「猿さるのお化けから守る」、ただ、それだけだったはず。さっき思い出したんだから確かく実じつだ。その約束を果たすために、彼は私の後輩として同じ学校へ行くのだと、確たしかにそう言っていた。うん、これも間ま違ちがいない。

　──でも。なのに。だとしたら。

　どうして彼は、猿さる神がみの一件が終わった後もなお、学校に残っていたのだろう？

　むろん、私の知らない他の事情があったのかもしれないし、単なる気まぐれという可か能のう性せいも十分にある。だけどもしかして──ああ、駄目だ。

　どうやらそろそろ時間切れらしい。考えたところで仕方のないその問いを、妙みような具合に引っかけたまま、私の心は再ふたたび白い光に満たされていく。

「奈な良ら山やまくん」

　最後の最後のほんとに最後。ひとかけら残った意識の端はしっこで、思わず彼の名前を呼べば、なぜか、聞きき慣なれた誰だれかの声が、耳に届とどいたような気がした。
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「お願い！　目を覚まして、輝ひかる！　……駄だ目め、全然声が届いてない！」

「新あら井いさん、しっかりしてください！　──くそ、やっぱり呼よびかけるだけじゃ無理か！」

　静まりかえった境けい内だいの一角の神楽かぐら殿でん、お祭りの時に子どもが踊おどったりするステージの上。

　イタチさんと僕は悔くやしげな声を漏もらしながら、目を閉じたまま立たち尽つくす袴はかま姿すがたの少女を見つめていた。鳥のような模も様ようを袖そでに記した巫女みこ装しよう束ぞくを身に纏まとい、長い髪かみを水みず引ひきでまとめ、首にはじゃらじゃらしたネックレスが白い光を放っている。ぞっとするほど白い両りよう頰ほおと額には、何かの呪まじないなのだろう、紅べに色いろの同心円がくっきり浮うかび上あがっていた。

「早く解かい放ほうしてあげないと！　えーと、首飾りを壊こわせばいいんだよね？」

「アマビコはそう言ってた。神の『心』と『体』は繫つながってるから、依より代しろに取とり憑ついた『心』を追おい払はらっちゃえば、『体』も連動して消えるって。で、『心』が依代に取り憑きながら『体』を操あやつるためには、媒ばい介かいになる道具──曲まが玉たまの首飾りが必要だから……」

「要するに、首飾りさえ壊せば新井さんは助かって、神の体も消えて、大おお祓はらえは止まるってことか。急ごうイタチさん、今の新井さん、とても見てられない」

　やるべきことを確かく認にんしながら、僕は思わず新井さんから視し線せんを逸そらした。普ふ段だんの人当たりの良い笑顔を見慣れているだけに、今の完全に無表情な立ち姿を見るのは辛つらかったのだ。

　……まあ、巫女装束がかなり薄うすいので、正せい視しするのは悪い気がした、という理由もありますが。下に制服着てるのかと思ったら、そうでもないし！　全く、どういうことだ神！

「新井さんスタイルいいんだから、こっちが困こまるだろ！　嬉うれしい自分がちょっと嫌いやだ！」

「……真しん一いち？」

　思わずこぼれた心の声を聞きつけ、イタチさんがムッとした。いかんいかん、今のは確たしかに不ふ謹きん慎しんだったな。慌あわてて反省した僕が「ごめんなさい」と謝あやまった、その時だ。

「──神しん聖せいなる祀まつりの場に、妖あやかし風ふ情ぜいが忍しのび入いるとは何事ぞ」

　目の前の少女の口が小さく開き、ぼそぼそと厳おごそかな声を発した。それを聞くのと同時に、僕らは揃そろってぞくりと震ふるえ、そしてイタチさんは慌てて神楽殿から飛とび退のいた。

「げっ、神の心が起きた？　ってことは、もしかしてあの妖よう怪かい抹まつ消しようビームが──」

「待って真一！　……大だい丈じよう夫ぶ。やっぱり、『体』が出てる間は、動けないみたいだよ」

　焦あせった僕をなだめるように、イタチさんがつぶやいた。落ち着いて新井さんを見てみれば、どうやらそのとおりで、動く気配は全くない。とりあえず安心していると、目の前の半開きの小さな口は、再ふたたび厳げん粛しゆくな声を漏らした。

「されど奇き異いなる話よな。神しん気きに満ちた此この御み屋やへ、たとえ一匹一羽と謂いえど、下げ卑ひなる妖が入り来るとは、道理に逆さからう妙みよう異いなり。如何いかなる外げ法ほうを駆く使しすれど、かくなる事は能あたわぬ筈はず。神しん域いきへ入りし妖あやかしは、その身を灼やかれ、寸すん秒びよう待たずと消きえ尽つきるが定さだめ也なり」

「はい？　ごめん、ちょっと何言ってるかわかんないです」

「……あのね、『ここに妖よう怪かいは絶ぜつ対たいに入ってこれないはずだし、無理して入ってきてもすぐに消されるはずだろ』だって」

「ああ、なるほど」

　イタチさんに通訳され、僕はようやく納なつ得とくした。

　確たしかにこいつの言うとおり、この神社は普ふ段だんとは桁けた違ちがいの清せい浄じようで神聖な気に満ちている。何の妖よう気きも持たない僕みたいな一いつ般ぱん人じんならともかく、イタチさんが入ってこられるはずはないのである。だがしかし！

「入ってこれたんだよなー、これが。ふっふっふ」

　思わず満足げな声がこぼれる。それを聞きつけたイタチさんは「だよね」とうなずくと、新あら井いさんを──神の心をまっすぐ見返し、口を開いた。

「だって。ここにいるのは、あたし一人だけじゃないから」

　きっぱりと言い放ちながら、イタチさんは自分の体をぴったり包んだスーツの胸むな元もとを、握にぎった拳こぶしで軽く叩たたいた。その一言を受け、いつぞやのロケット打ち上げ事件の時に着たのと同じデザインの宇宙服──正確には、宇宙服に化けた「僕」は、どこにあるのかわからない首を縦たてに振ふり、「というわけで！」と声をあげた。

「純正人間の僕が全身を防ぼう護ごしている限かぎり、イタチさんは神社の中でも自由自じ在ざいに動けるんだ！　まさかジャージ──じゃなかった、化ばけの皮かわ衣ごろもをリュックで持ち歩いていたとは思うまい！　安心してよ、イタチさんは僕がちゃんと守るから！」

「うん、ありがと、真しん一いち！　……ただ、やっぱり、こっ、これはかなり恥はずかしい……」




「──ちょっと質問いいですか？　白しら塚つか先輩が防護服に変身して伊達だて先輩をガードするっていう作戦ですが……。この役目、よく考えたら、伊達先輩じゃなくても良かったのでは？」

「うん、まあ、ユーリこと粂くめちゃんの言いたいことはわかるわよ。もっと武ぶ闘とう派はな誰だれかのほうが切り込み役には適てき任にんって話でしょ？　それは私らも考えたけどさ。ねえ、滝たきやん？」

「うん。あのね、白塚の変身したスーツ、伊達さん以外が着ると、しおれるんだよ」

「……え？　すみません滝たき沢ざわ先輩、言ってる意味がよく」

「そのまんまの意味さね。特に、豊ゆたかが着ようとした時はすごかったねえ、元もと旦だん那な」

「ほっといてください鱗りんさん。好きでしおれたわけじゃないですよ」

「にゃっ？　そうなんですか？　でも、あっという間に縮ちぢんじゃいましたよね。鱗さんやアルマさんが着ようとしたら、こんどはクズリさんが止めましたしね。ふふ」

「あのジャージ──化皮衣は、白塚以外には使いこなせなかったからな、伊達くんが着ざるを得ないというわけか。正直、変身の代だい償しようを白しら塚つかだけに負わせるのは心苦しいのだが……。誰でも使える皮かわ衣ごろもを、稲いな葉ば先生に作ってもらえれば良かったのだがな」

「うー、わんわん」

「え？　『時間がなかったんだから仕方ない』？　まあ、そうだよね」

「はーい、皆みなさん説明どうも。とまあ、そんな理由で突とつ入にゆう役やくはこのバカップルになったのでしたとさ。まあ、イタチちゃんもそんなに嫌いやがってないし！」

「しっ──仕方、ない、からね……。あう……」

「そう照れるなクズリ！　素す肌はだの上に直接着るわけでもないのだろう？」

「アルマの言うとおり。白しろの字じが化けるのは、単なる宇宙服じゃなくて、『制服の上に覆おおい被かぶさることで宇宙服を着た姿すがたに化けさせる』とゆー代しろ物ものだから、シャイな貴女あなたも安心よ」

「うーむ。そーゆー問題なんスかねえ……。オレなら断ことわるッスけど……」




　この作戦を決めた時は、みんな好き勝手なこと言ってたなあ。真っ赤になっていたイタチさんの顔を思い出して苦笑すると、僕は気持ちを切り替えた。ここまで来たらあと一歩だ。

「イタチさん、早く新あら井いさんを！」

「あ、うん！」

　きっぱりうなずくと、イタチさんは突つっ立たったままの新井さんへ向かって足を踏ふみ出だした。同時に、宇宙服──つまり僕の、肩かたと胸むねを覆おおうパーツがぎしりと軋きしむ音を立てる。あれ、もしかしてサイズが小さすぎた？　そう尋たずねてみれば、顔をすっぽり包んだヘルメットの中で、白い頰ほおがさあっと赤く染そまり、小さな声が僕の耳に届とどいた。いや耳も何もないんですが。
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「……うん。あのね真しん一いち、胸のところが、その……ちょっとだけ、きついかな」

「あ、やっぱり？　ごめんごめん、すぐ直す」

　謝あやまりながらパーツを少しだけ広げる。だいたいこんなもんかな、と調整すれば、イタチさんは「ありがと」と微笑ほほえみ、恥はずかしそうに言い足した。

「あと……あ、あんまり、触さわらないでね」

「ええ、わかっておりますとも。まあ、感覚がないからよくわかんないんだけど」

　この姿すがたに変身すると、どういう仕組みか、皮ひ膚ふ感覚が失われてしまうのだ。もっとも、見えて聞こえて話せれば用は足りる。と言うか、触しよつ覚かくが残った状じよう態たいでイタチさんに着られた日には、おそらく僕は熱暴ぼう走そうしてそのまま死ぬと思うので、結果オーライではあるのだが。

「ちょっともったいない気はするよなあ……。にしたって、宇宙服のサイズは前に見た時と同じなんだけどね」

「そうなの？」

「うん。……あのさイタチさん、もしかして太った？」

「ふ──太ってないよっ！　育ったのっ！」

　軽い気持ちで尋たずねたら、なんだかものすごい剣けん幕まくで怒ど鳴なられてしまった。いやしかしそこまで言われるほどひどいこと言いましたか僕。

　で、僕がしょぼんと小さくなっている間にも、イタチさんはずかずかと──歩調がいつもより怖こわいのは気のせいだろうと思いたい──歩みを進め、ひょいっと神楽かぐら殿でんに飛び乗った。そして、相変わらず突つっ立たったままの新あら井いさんを見つめた、その時だ。

「ほんとにもう……。とにかく、首飾りさえ壊こわせばいいんだから──って。え？」

「どうしたのイタチさ──ちょ、ちょっと待った！　いきなり何だ！」

　唐とう突とつに、目の前の板いた張ばりの床ゆかを突き破り、鎧よろいに身を固めた大男が姿を現した。くそ、ここまで来たのにまた伏ふく兵へいか！　思わず歯は嚙がみした僕は、その一いつ瞬しゆんの後「ちょっと待て」と声を漏もらしていた。イタチさんも同じことを思ったらしく、ぎょっと目を見開いている。

「し、真一……？　これって、神社の階かい段だんを守ってた、あの先さき触ぶれ……だよね？」

「うん、どう見てもこいつは武たけ夷ひな鳥どり──いや！　兜かぶとの形と鎧よろいの色が微び妙みように違ちがう！　別人だ！」

「それってつまりほとんど一いつ緒しよってことだよ！」

　きわめて正しい突っ込みである。そりゃそうだと納なつ得とくしていると、鎧男の後ろから、神の心の厳おごそかで濁にごった声が聞こえてきた。

「其そは武夷鳥にあらじ。其が名は、天あめ夷ひな鳥どり、我を護まもるが其が役目」

「──あめひなどり？」

「然しかり。七羽が先さき触ぶれの最後にして最強の一ひと柱はしら。堅けん牢ろう強固の防人さきもりにして不敗まけしらずの戦いくさ人びと」

　静かに大おお太刀たちを構かまえる大男──天あめ夷ひな鳥どりの向こうから、ぼそぼそと響ひびく低い声。うん、今のはなんとなく意味がわかったけれど……ああ、できればわかりたくなかった！

「ど、どうしようイタチさん！　たぶんだけど、こいつにも、鎌かま鼬いたちも炎ほのおも通じな──」

「それどころじゃないよ、真しん一いち！　今、術じゆつは使えないんだから」

「へっ？　なんで？」

「真一を着てるからだよ！」

　緊きん迫ぱくした声で叫さけびつつ、イタチさんはスーツに覆おおわれた手先を示した。ああ、そう言えば今は僕が全身を防ぼう護ごしてるんだっけ。つまり指先から鎌鼬を放ったら、僕の体はざっくり切きり裂さかれ──いや、そんなことより、イタチさんが神しん域いきの中に素す肌はだを晒さらすことになる！

「駄だ目めだ！　それは駄目だよイタチさん！　で、でも──だったら、どうすりゃ」

　おろおろ怯おびえる宇宙服。その間にも天夷鳥は馬鹿でかい太刀を振ふり上あげており──。

「とりあえずこれを避よけるよ真一！　耳と尻尾しつぽを」

「出すから宇宙服の形を変えるんだね、了りよう解かいっ！」

　ヘルメットに二つの突とつ起きを生やし、腰こしの後ろから細長い袋ふくろを慌あわてて伸のばす。妖よう気きを纏まとったイタチさんは、軽やかに床ゆかを蹴けり、天夷鳥の一いち撃げきをギリギリでかわす。くそ、せっかくここまで来たってのに！　悔くやしげに歯は嚙がみするイタチさんと僕、そして無表情に再ふたたび太刀を構える天夷鳥を見み据すえながら、新あら井いさんに宿った神の心は、再ふたたびぼそりと声を発した。

「──愚おろかなる哉かな、愚かなる哉。大おお祓はらえは神の御み業わざ、其それは誰だれにも止められぬ。如何いかに足あ搔がけど無む駄だで無む益えき。同どう胞ほうともども消え行くが、妖あやかしどもの定さだめ也」
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「──何の真似まねだ、滝たき沢ざわ。加か勢せいは無用と言ったはずだが」

　歪ゆがんだ鉄てつ骨こつやひび割れたコンクリートが山と積まれた、とあるビルの解かい体たい現場。木ぼく刀とうを手にした多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかは、数メートル先で身構える長身の先触を見み据すえながら静かに語った。

「奴やつは──八や咫た烏がらすは、確たしかに強きよう敵てきではあるが、押おして勝てない相手ではない。それに……その、何だ。俺としてはだな、女を戦わせるのは趣しゆ味みではないし、特にお前のような小さな」

「あのね。ぼく、手を貸しにきたわけじゃないから」

　豊の言葉をさっくり遮さえぎり、今しがた姿すがたを見せたばかりの小こ柄がらな少女は肩かたをすくめた。ショートカットの頭の上には三角形の大きな耳が二つぴょこんと立っており、裂さけ目めの目立つスカートの裾すそからはふわりとした尻尾が躍おどる。頰ほおから伸びた長い髭ひげを震ふるわせながら、ライカと合体した赫あか音ねは豊を見つめて「それと」と言い足した。

「……小さくて悪かったね」

「何？　いや、そういうつもりで言ったのではないのだが。気分を害したのなら謝あやまる──そんなことより！　加か勢せいではないのなら、何をしに来たと？」

　強引に話を戻もどす豊ゆたかである。と、問いかけられた赫あか音ねは、申もうし訳わけなそうに視し線せんを逸そらすと、右手の尖とがった爪つめの先を、自分の元来た方向──無人の道路の一いつ端たんへと向けた。それに釣つられた豊は、八や咫た烏がらすを警けい戒かいしたまま横目をそうっと赫音の指さす方向へ向け、そして「おい」と低く唸うなった。迫はく力りよくに満ちたその声に、赫音はびくっと縮ちぢこまり、蚊かの泣くような声を漏もらした。

「ごっ、ごめん！　ほんとにごめん！　まさかこっちに誰だれかいるとは思ってなくて！」

「……謝るのは後でいいから、事じ情じようを話せ。何だ、あれは」

「それはその……。うう……わんわん、わん」

「犬いぬ神がみに代わるな！　人の言葉で説明しろ！　あれは──あの大たい群ぐんはいったい何だ！」

　木ぼく刀とうの先を道路へと向け、豊は赫音に向かって絶ぜつ叫きようした。その得え物ものの示す先に目を向ければ、長ちよう剣けんのような針を手にした白い衣の女を筆頭に、道を埋うめ尽つくすほどの黄泉よもつ軍いくさの大だい軍ぐん勢ぜいが、わあわあぎゃあぎゃあと接近してくるのが否いやが応おうでも目に映り──豊は、思わず絶ぜつ句くした。

「滝沢、なぜあんなのを連れてきた！　こっちは一対一でもギリギリなんだぞ！」

「し、仕方ないだろ！　あの先さき触ぶれ、いくらでもミイラを呼よび出だすんだよ！　一匹一匹は弱いんだけど、あの女に指し揮きされて一いつ斉せいにかかってこられると……！　合体時間が限げん界かいに来た江え戸ど橋ばしさんを逃にがした後、あいつを引きつけるのが精せい一いつ杯ぱいで……！　でも、ごめん。……くうん」

「む？　いや、叱しかっているわけではないのだが──俺でもそうしただろうしな。だからその、何だ、ああもう、そう縮こまるな！　いつものように凜りんとしていろ、やりづらいッ！」

　しおらしくなってしまった赫音を前にして、豊はおろおろと困こん惑わくした。同時に、期せずして豊たちを挟はさみ撃うちする形となった二人の先触は、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべた。

「ギャギャギャギャギャ！　大おお勢ぜいでお越しだと思ったら、鶺鴒にはくなぶりの姉さんじゃないか！　こりゃいいや、無む駄だにすばしこい猫の相手は飽あき飽あきしてたんだ。手を貸しなよ！」

「ふむ、その賑にぎやかな声は八咫烏か。良かろう、こちらも躾しつけの悪い犬に手を焼いておったところじゃ。数に任まかせて押おし包つつむとしよう。──囲め、お前ら」

　指し揮き棒ぼうのように針が振ふられる。その風かざ切きりり音おんに応おうじ、黄泉軍たちは一いつ糸し乱みだれぬ挙きよ動どうで拡かく散さんし、二人を取り囲んだ。異い様ような数に威い圧あつされつつ、背せ中なか合わせで身み構がまえる豊と赫音。

　その、あまりに絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいじみた光景を見下ろせる、近くのアパートの屋上で。

　ずっと背せ負おっていた四角い包みを下ろしながら、鱗りんは軽やかな声で笑った。

「さーて。そろそろ、アタシの──いや、アタシたちの出番かね」




　　　　＊＊＊




「む？　これは何じゃ」

　戸と惑まどいながらそうつぶやくと、長い針を手にした女の先さき触ぶれ──鶺鴒にはくなぶりは、周囲をぐるりと見み渡わたした。一いつ瞬しゆん前まで、黄泉よもつ軍いくさの群むれを率ひきいて生なま意い気きな犬いぬ神がみ使つかいを追っていたはずなのに、なぜ、たった一人だけで、荒あれ果はてた大地に立っているのだろうか。

「犬神や化け猫混まじりの能のう力りよくとも思えぬが──」

「やあ。ようこそ私の世界へ。神の使いは初めてだからね、歓迎するよ」

「──っ！　誰だれじゃ！」

　背はい後ごから唐とう突とつに声をかけられ、鶺鴒は反はん射しや的てきに振ふり返かえった。手にした針をまっすぐ突つきつけながら、ベールに隠かくれた顔を向けた先には、

「おやおや。いきなり剣けんとは、これはまた物ぶつ騒そうな娘さんを連れてきたものだね、鱗りん」

「まあ、敵てきだからねえ」

　銀の髪かみと口くち髭ひげを上品になでつけた黒いコートの老人が、肩かたをすくめて苦笑していた。その隣となりには、タンクトップの長身の女性が、頭の後ろで腕うでを組みながらニヤついている。彼らの余よ裕ゆうに満ちた態たい度どに怒いかりを覚えた鶺鴒は、「お主らは一体」と問いかけようとしたが、それより早く、コートの老人が慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げた。

「改めて──ようこそ、絵画の中の世界へ。私は画が霊れいのリーバード・ヴォルナット。しがない絵え描かきの残ざん留りゆう思し念ねんさ」

「……絵画の中の世界？　画霊じゃと？　そう言えば、一瞬前、いきなり絵を持った誰かが飛とび降おりてきたような──」

「はいはーい、それアタシ！　美術館からこっそり拝はい借しやくしてきた絵を出会い頭に見せつけて、あんたをこの世界に引きずり込んだ蛇へび女によう房ぼうとはアタシのことさ！　あんたがいなくなったら、赫あか音ねたちの相手はカラス一羽と烏う合ごうの衆しゆうのミイラだかんね、何とかなるっしょ」

　シャーッと舌したを出して笑うと、鱗は親しげに老人の肩に手を回すと「ありがとね」とその首を抱だき寄よせた。照れたリーバードはコートの下の肩を小さくすくめて笑みを返した。

「孫弟子たちの危き機きとあっては、手を貸さないわけにはいかないさ。強制的に引き込めるのは一人が限げん界かいというのが寂さびしいところではあるが、それでも少しは──」

「なるほど。事じ情じようはわかったが……一体全体、それがどうしたと言うのじゃ」

　リーバードの言葉を遮さえぎり、鶺鴒が憎にく々にくしげに声を発した。針を振り上げ、黄泉軍の大たい群ぐんを召しよう還かんしながら、先触は勝かち誇ほこった声で叫さけぶ。

「画霊だかなんだか知らぬが、しょせんは老いぼれ一人と蛇へび一匹！　この数に勝てると」

「老いぼれ一人ではないんだよ、娘さん。画霊とは絵に宿った魂たましいなんだ。言いい換かえれば、この世界は私そのものでもあるんだよ。──わかるかね、この意味が？」

　鶺鴒を黙だまらせながら、穏おだやかな口調で言葉を紡つむぐリーバード。その声と呼こ応おうするように、荒れた大地がめくれあがり、黄泉軍の一いち群ぐんをべろりと飲み込んだ。

「うわ！　爺じいさん超すげえ！」

　身を乗り出して驚おどろく鱗りん。その肩かたを「こら、危あぶないから近くにいたまえ」と引き寄せながら、老画家は言葉を失った先さき触ぶれをまっすぐ見み据すえ、ぞっとするほど不ふ敵てきに笑った。

「御ご馳ち走そう様。ところで、増援おかわりはもう呼よばないのかい？」
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「いやー、ほんま助かったわ、おおきに。あのままやったら死ぬとこや」

「それはこちらの台詞せりふだよ、狸たぬきくん。あの獣じゆう面めんの妖よう怪かい──おそらくは『天あまの逆ざ毎こ』には、あらゆる攻こう撃げきが通じなくてね……。君があいつを『蚊帳かや吊つり狸だぬき』で異い空くう間かんに落としてくれなければ、私は今ごろ三さん途ずの川かわだ。さすがは化け狸と唸うなったね。ありがとう、八はち右衛え門もん狸だぬきくん。ああ、寺てら林ばやしと呼んだほうがいいのかね？」

「どっちでもええけども、とりあえず誉ほめるのはやめてんか。蚊帳吊狸て、かなり下の下の術じゆつでっせ？　しかしまあ何ですな、この状じよう況きようでも自じ販はん機き使えるんやなあ」

　無数の妖怪と黄泉軍の徘はい徊かいする街の一角、寂さびれたスーパーの前で、二人の男が──いや、スーツ姿すがたの一人の男と、法はつ被ぴを纏まとった一匹の狸が、缶かんコーヒーで渇かわいた喉のどを潤うるおしていた。「よう考えたら無人なんやから、自販機使わんでも、スーパー漁あさったら良かったな」と自じ嘲ちようすると、八右衛門狸は傍かたわらの男を見上げた。

「あんた──粂くめ神がみさんやったかいな。もとは公務員の妖怪ハンターで、クビなったと思たら今度は白はく澤たくに操あやつられて、しかも最後には記き憶おくを白澤に全部持ってかれてしもたんやろ？　ほんま、波は瀾らん万ばん丈じような生き様で──って。ん？　あれ、おかしないか？」

　前足を器用に組んで、八右衛門狸がふいに考え込んだ。丸めたコピー紙の束たばを手に「何がだね」と首を傾かしげるスーツの男に、狸の疑問の目が向けられる。

「おっさんの話やと、妖怪がらみの記憶は全部、白澤に持っていかれたんやろ？　せやったら、なんでそのことを俺に話せたんや？　記憶残っとるやんけ」

「操られていた時に付けていた日記を後で発見し、事実を知っただけのこと。優すぐれた研究者というものは、こまめな記き録ろくを残すものだよ。もっとも、今の平へい凡ぼんな生活を壊こわしたくないので、家族には何も言っていないがね。はっはっは！」

「はー、大たい儀ぎな人生ですなあ。せやせや、ほたら、さっきおっさんが使つこた──」

　と、そこで八右衛門狸は言葉を句切り、黒い鼻をぴくりと動かした。犬のような口がウウッと牙きばを剝むくのと同時に、黄泉よもつ軍いくさの群むれがぞろぞろとスーパーの陰かげから現れる。その数を前にして、狸と男は顔を見合わせ、同時に缶コーヒーを投げ捨てた。

「……おっさん。これ終わったら、安い居い酒ざか屋やで飲のみ潰つぶれるつもりやけど、付き合うか？」

「実にいい案だね、狸君。では、蚊帳吊狸で退たい路ろを開いてくれたまえ」

「任まかしとき。ザコはそっちの担当やぞ」

「ああ、もちろんわかってるよ。ふふ、実に面おも白しろい！」

　狸たぬきの言葉を受け、粂くめ神がみはいきなり声のテンションを上げた。同時に、手にした紙の束たばから、牛のような妖よう怪かいが描かかれた絵を引ひき抜ぬき、黄泉よもつ軍いくさへと突つきつける。

「君たち、これが何かわかるかね？　そう！　これこそが、あの白はく澤たく図ずの写本だよ！」

「何がどう『そう』やねん。誰だれもリアクションしてへんし──あ、聞いてない」

「妖怪を封ふうじて解かい析せきし、さらには使役する、あの白澤図の写本なのだ！　本物と違ちがって使い捨てなのが難なんではあるが、それでも十分素す晴ばらしいと思わないかね！　え？　どうしてそんなものを持っているのかって？　ははは、実に妙みようを得た質問だ！」

「うん。誰も何も聞いてへんけどな。……大だい丈じよう夫ぶやろか、こんなんが相方で」

「ならば答えよう！　そうさ、白澤の隙すきを見てこっそり複製しておいたものを、日記と一いつ緒しよに見つけたのさ！　優すぐれた研究者というものは貴き重ちような資し料りようを複写せずにはいられないのだよ！　というわけで──さあ行けえええええええッ、牛うし鬼おにいいいィッ！」

「ブモオオオオオオオオオオオウッ！」

「うわあっびっくりした！　そんな猛もう獣じゆうをいきなり出すなアホ！」
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「何だいその目は。まだ観念しないのかい？　全く、弱いくせに根性だけはあるだなんて、あたしの一番嫌きらいなタイプだよ。こっちはもう飽あきたんだがねえ」

「うるさい、爺じじい！」

　ふわふわ浮うかぶ白はく衣いの老人をまっすぐ見み据すえ、フィルはきっぱり言い放った。歪ゆがんだ鉄パイプを手に荒あれた息を整えていると、その背せ中なかに小さな声がそっと届とどいた。

「あの……す、すみません、フィルさん。私が不ふ甲が斐いないばっかりに」

「美み生う先輩のせいじゃないですよ。あの爺の能のう力りよくがデタラメなだけです」

　申もうし訳わけなさそうにささやかれた美生の言葉を否ひ定ていし、青い瞳ひとみを前方へと向ける。と、腰こしの曲がった小こ柄がらな老人は「こりゃあ、ひどい言い分だねえ」と首を振ふった。ベールの下から伸のびた長い髭ひげと、胸むねに提さげた異い様ように大きな銅ど鑼らとが、ゆらゆらと揺ゆれる。

「黙だまって聞いてりゃ爺だ爺だって、あたしには先さき触ぶれの長なが鳴なき鶏どりってえ立りつ派ぱな名前があるんだっての。それに、デタラメな能力ってのはないだろうよ。夜の終わりを──即すなわち怪かい異いの蔓延はびこる狂くるった時間の終しゆう焉えんを、高らかに告げるのがあたしの役目。つまり、あたしの本質は、声であり音なのさ。だからこそ──こんな芸当もできるのさね！」

　自じ慢まんげな声とともに、長鳴鶏と名乗った先触は右手のバチを振り上げ、胸の銅鑼へと叩たたきつけた。じゃあん、と派は手でな音が路ろ地じ裏うらに響ひびき、同時に先触の姿すがたがかき消える。またか、と身み構がまえたフィルだったが、その真上でニタリと笑う声がした。

「遅おそいねえ。はい、もう一発」

「──がっ！」

「フィルさんっ！」

　銅ど鑼らで頭をぶん殴なぐられ、フィルの体がぐらりとよろける。それを慌あわてて支ささえつつ、美み生うは念動力の籠こもった視し線せんを頭上の長なが鳴なき鶏どりへと向けたが、老いた先さき触ぶれはすでに消えた後だった。困こん惑わくする美生を前に、再ふたたび実体化した長鳴鶏は「無む駄だだってのにさ」と嘲ちよう笑しようした。

「何度やったって一いつ緒しよだよ、お嬢さん。目に映ったものを操あやつるその力は、『音』に姿すがたを変える相手には通じやしないんだから。いい加か減げんに諦あきらめて腹をくくりな。女の子は素す直なおが一番さね」

「こ……断ことわりますっ！　伊達だてさんたちが新あら井いさんを解かい放ほうすれば、あなた達なんて──！」

「そうだ！　神の体も八や面つら王おうが食い止めてくれてる！　大おお祓はらえが成功するはずなんかない！」

「おやおや。こいつは一級品の馬鹿だね。まだそんなこと言ってるのかい？」

　必死に反論する美生とフィルを前に、長鳴鶏は大おお仰ぎように首を左右に振ふった。右手のバチが家いえ並なみの向こうに見える二つの巨きよ体たいを指し示し、ベールの下の口がにたりと歪ゆがむ。

「八面王？　あんな寄せ集めの骨こつ董とう品ひんが、いつまで保もつと思ってるのさ。体を切きり離はなして全体の浄じよう化かを防ふせぐってアイデアは悪くなかったけどねえ……。ご覧らんよ、もう再さい生せいが追いついちゃいない。あれじゃあ、八面王どころか三み面つら王おうだ」

「た、確たしかに──って、うるさいっ！　まだまだ、これからだ！」

「一回認みとめた後で否ひ定ていしてどうするのさ、馬鹿だねえ。それに、依より代しろの解放に向かった連中だって、アテになんかなりゃしないよ。お前さん方もその無線機で聞いただろ、あの切せつ羽ぱ詰つまった声をさ。天あめ夷ひな鳥どりから逃にげ回まわるので精せい一いつ杯ぱいだったじゃないか。それに、もう隠かくし球だまもないんだろ？　だったらさ、期待するだけ無む駄だってもんさね」

「……うう」

　何も言えずにフィルは唸うなった。悔くやしいけれど、客観的に見る限かぎり、長鳴鶏の言っていることは正しいように思えるのだ。もちろん、目の前の老人の言葉を認めるのは、この世界に取り込まれた自分たちの抹まつ消しようを受け入れるのと同じ意味だとわかってはいるし、そんな理り不ふ尽じんを認めたくはない。ないのだけれど、さすがにこの状じよう況きようは──。

「大だい丈じよう夫ぶです、フィルさん！　根こん拠きよはないけど大丈夫！」

「はい？」

　ふいに手がぎゅっと握にぎられ、間ま抜ぬけな声が漏もれた。反はん射しや的てきに声の方向に向き直れば、まっすぐ自分を見上げる美生と目が合った。思わず顔を赤くしたフィルの視線の先で、美生は「大丈夫です」と再さい度どうなずき、そしてずいっと顔を寄せた。

「弱気になっちゃ駄だ目めですよっ！　伊達さんも白しら塚つかさんも他の皆みなさんも、あれで結けつ構こう凄すごいんですよ？　今までも大丈夫だったんだから、今度だって大丈夫に決まってます！　ねっ！」

「あ──はっ、はい、美生先輩！　すみませんでした！　と言うかその、近い──」

「うん、わかればいいんです！　で、当面の問題は、とにかくあのお爺じいさん！」

　フィルに密みつ着ちやくしつつ、さくさく話を進める美み生う。その真面目まじめな顔を「意外と気が強い面があるんだな、これはこれで」と見つめつつ、フィルは自然と苦笑していた。諦あきらめかけていた心が、あっさり前向きになっていることに気づいたのだ。同時に、目の前の少女を守りたいという気持ちが改めて浮うき彫ぼりになり、正体を隠かくしていたことがどんどん馬鹿馬鹿しく思えてくる。

　──いっそのこと、月が出てれば変身できたんだけどな。

　内心でそう自じ嘲ちようしていると、その笑みに気付いた美生が不思議そうに首を傾かしげた。

「にゃっ？　何かおかしいことでも？」

「いいえ。でも、その──とにかく、ありがとうございます」

　そうとだけ言うと、フィルは小さく息を吸すい、そして心を切り替えた。策さくがあるなら見せてみな、と言いたげにニヤつく長なが鳴なき鶏どりを見み据すえつつ、静かに美生へと語りかける。

「姿すがたを消した後、攻こう撃げきしようと出てきたところに反はん撃げきする。それしかないと思います」

「え？　ええと、簡かん単たんに言いますけど、そんなのどうやって……？」

「俺の五感を最大にすれば何とか反はん応のうできるはずです。変身できれば、消える前に押おさえつけられたんですけど、月に雲がかかってますから……。でも、大だい丈じよう夫ぶです」

　うう、と短く唸うなりをあげ、身を低くして息を吸う。今の姿のままでもそれくらいはできるはず。大丈夫、根こん拠きよはないけど大丈夫！　そう自分に言い聞かせながら呼こ吸きゆうを整えるフィルだったが、ふいに美生が「あの」と問いかけた。

「お月さまが出てればいいんですか？　だったら……えい。これでどうでしょう？」

「ですから雲がかかって──って、えええええっ？　雲が動いたっ？　なんで？」

「えへへ。私の力、距きよ離りとか重さは関係ないんですよね」

　東の空を見上げて仰ぎよう天てんするフィルの隣となりで、美生は左目を輝かがやかせながら照れ笑いを浮かべ、「よくわかりませんけど、さあどうぞ」と言い足した。そう言われてフィルはひどく困こん惑わくした。正体を見せる決心はついたものの、こうあっさりと舞ぶ台たいが整うとは思っていなかったせいで、ポケットの中で変身用の革かわ紐ひもを握にぎりしめたまま動けない。

　と、そんな二人に不ふ穏おんな気配を感じたのか、傍ぼう観かんしていた長鳴鶏は瞬しゆん間かん移い動どうしようとバチを振ふり上あげたが──ふいにその手をぴたりと止め、神社の方角へ向き直って叫さけんだ。

「ちょ、ちょっと待った！　ありゃあ何だい、いきなり御み座くらの地下にすごい妖よう気きが現れたよ？　話が違ちがうじゃないか、あんなのが出てくるなんて聞いちゃいないよ！」

「にゃっ？　なんだかわかりませんが隙すきだらけ？　フィルさん、今なら──！」

「たっ、確たしかに──！　ああもう、わかりました、任まかせてください！　くそおおおおっ！」

　やけくそ気ぎ味みに吠ほえながら、フィルは思い切り地面を蹴けった。東の空の月を横目で見上げ、手にした革紐を制服の上から巻まき付つければ、銀の妖気が一気に吹き出す。その光にくるまれて、四し肢しの獣けものへと徐じよ々じよに姿を変えながら、人狼ワーウルフの少年は「美生先輩！」と大きく叫んだ。

「これが俺の正体なんです！　がっかりさせてごめんなさい！」

「にゃっ？　え、でも、それって──」

「何も言わないでください、黙だまってたのは謝あやまります！　うおらあああっ、行くぞ長なが鳴なき鶏どり！」

「え。何だい何だい、御み座くらのでっかい妖よう気きに気を取られている間に、なんだか凄すごいのが出てるじゃ──ぎゃああああああああ！」
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「ひゃあっ、危あぶなな──痛いたっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、イタチさん？　待ってて、すぐに直すから！」

　鎧よろい姿すがたの先さき触ぶれの振ふり降おろした大おお太刀たちの先が、慌あわてて飛とび退のいたイタチさんの右みぎ肩かたをピッとかすった。嫌いやな音とともにスーツが裂さけて神しん気きが流れ込み、妖よう怪かい少女の白い肌はだを焼いていく。やばい！　僕は慌てて「傷きず一つない宇宙服」を想そう像ぞうし、スーツに開あいた裂け目を塞ふさいだ。修しゆう理りが完了するのと同時に、イタチさんは神社の地面に着地し、「ごめんね」とつぶやいた。

「無茶しないでね、真しん一いち……！　化ばけの皮かわ衣ごろもの力、あんまり使いすぎると」

「痛いたみだったらもう慣なれた、代だい償しようのことも気にしないで！　大おお祓はらえを止められなかったらどのみちお終いなんだから！　てかイタチさんこそ大だい丈じよう夫ぶ？　今ので消えたりしないでよ！」

「うん、平気。真一がすぐ穴あなを塞いでくれたから。ちょっとだけ痛いけど、まだ動けるよ」

「ごめん、ちゃんと守れなくて……！　ああくそ、あいつさえなんとかなれば──！」

　僕を励はげますように微笑ほほえむイタチさんにそう言い返し、僕は、神楽かぐら殿でんの前に立つ天あめ夷ひな鳥どりに注意を向けた。あの巨きよ軀くのガードマンは、あくまで新あら井いさんの──と言うか、依より代しろに取とり憑ついた神の心の護ご衛えいが本ほん務むなのだろう、そこから動こうとしない。まあ、ガンガン攻めてこないのはありがたいと言えばありがたい、のだけど。

「逃にげ回まわれば勝ちってわけじゃないからなあ。早く新井さんを助けないと！」

「このままじゃ、時間切れになっちゃうよね……。八や面つら王おうが神の体を倒たおしてくれればいいんだけど、御み崎さきの通信聞いてると、足止めするのが精せい一いつ杯ぱいみたいだし」

　天夷鳥の様子を窺うかがいつつ、僕らは悔くやしげな言葉を交わした、せっかくあと一歩ってところまで来れたのに、ここでゲームオーバーだなんていくらなんでも悔しすぎる。こうなったらもう、「誘ゆう導どうレーザー砲ほう付きの宇宙服」にでも変身するしかないのだろうか──などと、できもしないことを考えていると、ふいにイタチさんが「え！」と叫んだ。

「な、何、この妖気……？」

　ヘルメットの中の丸い耳を目の前の地面に向けながら、目を見開く妖怪少女。同じくして、突つっ立たっていた天夷鳥も何かを感知したのか、イタチさんの見つめる森の一角へ顔を向け、ズシンズシンと近づいた──かと思ったら。

「え。うわあああああっ、今度は何だ！」

「ひゃあああああああああっ！」

　唐とう突とつに、天あめ夷ひな鳥どりの足下で、地面が盛せい大だいに爆ばく発はつした。三メートルの巨きよ軀くがあっさりと宙ちゆうに舞まい、そして森の一角に隕いん石せきのように落下する。おいおい、何だよこの予想外の展てん開かいは。そうつぶやこうとした僕だったが──土つち埃ぼこりの中に立つ人ひと影かげを捉とらえた瞬しゆん間かん、声が全く出なくなった。その思いはイタチさんも同様らしく「え」と口を開けたまま静止する。と、いきなり登場して場をかっさらったスーツの女性は、固まった僕らを見回して口を開いた。

「何をじろじろ見ているのですか」

　静まりかえった境けい内だいのど真ん中。並なみの妖よう怪かいなら一いつ瞬しゆんで焼やき尽つくされる神しん域いきで、たった今、大爆発で天夷鳥をどこかへ吹っ飛ばしながら地中から現れたその人が、僕らに尋たずねてきた。いやしかし、そんな登場されたら誰だれでもじろじろ見るだろう。実じつ際さい、宇宙服モードの僕だけでなく、それを纏まとったイタチさんも、唐突すぎる闖ちん入にゆう者しやをぽかんと見つめたままだ。

　そのまま無意味な数秒間が経過した後、最初に口を開いたのはイタチさんだった。

「あの……ええと……その……？」

「何が言いたいのです。仮かりにも私に声をかけるのであれば、先に要点をまとめておきなさい」

　質問の体ていを成なしていない問いかけに、即そく座ざに冷たい声が切り返す。その物言いを耳にして、僕はようやく目の前の人が誰だか確かく信しんした。

　メリハリの利きいた長身と、それを包む真っ赤なスーツ。結ゆい上あげた鮮あざやかな金きん髪ぱつに、妖よう気きの籠こもった紅べに色いろの瞳ひとみ。そして何より、無む駄だにイタチさんを怒おこらせるようなあの口調！　間ま違ちがいない、と確信し、そして同時に歓かん喜きしながら、僕はその人の名を呼よんでいた。

「……稲いな葉ば、先生？」

「だ、だよね？　やっぱり、キツネだよね？　でも、どうして……？　大おお祓はらえが始まる前に、一人で逃にげたんじゃなかったの……？」

「信じてました！　僕は信じてましたよ先生！　あ、しかしこの空間、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　服がチリチリ燃えてるんですけど」

　イタチさんにムッとされつつ、僕は先生へ声をかけた。と、ようやく目の前の宇宙服の正体に気付いたのだろう、伝説の妖よう狐こは「数分が限げん度どなので、用件は早めに済すませます」と肩かたをすくめ、そして呆あきれた視し線せんを僕へと向けた。

「賑にぎやかな宇宙服だと思ったら、貴方あなたでしたか。どんどん人間離ばなれしていきますわね」

「いえいえ、それほどでも」

「誉ほめてませんわよ」

　冷たい声で言い放つと、先生は出てきたばかりの穴あなから無む造ぞう作さに何かを引ひっ張ぱり出だし、ごろんと境内に投げ出した。どれどれとイタチさんがかがんで覗のぞき込こんだので、僕もそれを眺ながめてみる。人間ほどの大きさだったが、大きな翼つばさが生えているのでどうやら鳥の仲間らしい。何があったのか知らないが、体中が焼やけ焦こげや傷きずだらけだ──って。

「え。奈な良ら山やまっ？」

「善よし人ひと……！」

　同時に驚おどろく僕とイタチさん。と、その声を聞きつけたのか、焦げ茶色の羽毛に覆おおわれた天てん狗ぐは、ゆっくりと顔を上げ、聞きき慣なれた──そしてとことん弱々しい声を漏もらした。

「やあ。伊達だてさんと──白しら塚つかもいるのか」

「やあじゃないよ、善人！　何があったの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「松明たいまつ丸まるは、お前が負けたって言ってたぞ！　てか平気なのか、なんか煙けむり出てるけど！」

「なんとか、消えはしない程てい度どには。俺も稲いな葉ば先生も、別の文ぶん化か圏けんの──大陸由来の設せつ定ていを背せ負おった妖よう怪かいだからね、神しん気きであっさり消されることはないさ。安心してよ」

「そ、そうなの？　いやしかし、ぶすぶす燃えてる状じよう態たいで言われても」

「……まだ、しばらくは大丈夫だよ。いやあ、それにしても、参まいったなあ。大おお祓はらえの前に、副会長を取り返そうとしたんだけどね……。思ってたより、依より代しろと神との一体化が進行してたんだ。副会長に手は出せないし、先さき触ぶれは六人がかりで襲おそいかかってくるし──結局、何もできずにこのザマさ。もう呆あきれるのを通り越して笑えるよね」

「笑えないよ！」

　自じ嘲ちようする奈良山を抱だき起おこしながら、イタチさんが叫さけび返かえした。そりゃそうだ、傷だらけでぐったり倒たおれて煙を上げてる友人を前に、笑える馬鹿がどこにいる。この状じよう況きようでもマイペースな天狗に呆れていると、稲葉先生が僕らを見下ろしながら肩かたをすくめた。

「一人で先走るからこういうことになるのです。満まん身しん創そう痍いで鎮ちん守じゆの森に埋うまっていたのを私が見つけ、妖よう力りよくを分わけ与あたえていなければ、今ごろ貴方あなたは消えていたのですからね。遅おそくなってしまいましたが、時間稼かせぎを頼たのんだ八や雲くもと慈じ吾ご朗ろうはよくやってくれたようですね」

　神社の麓ふもとへ視し線せんを向けつつ、ふん、と鼻を鳴らす先生。その言葉に僕とイタチさんは（失礼ながら）ちょっと驚いた。このキツネさんがそこまでするとは珍めずらしい。と、助けられた本人も同じ疑問を感じていたようで、おずおずと嘴くちばしを開いて声を発した。

「すみません先生、助かりました。でも、どうしてそこまでして、俺を？」

「こちらにも事じ情じようと面子めんつがあるのです。任まかせなさいと請うけ負おった相談事のオチが『相手が死にました』では、あまりに示しがつきません」

「「「……え？」」」

　さっぱりわからない説明である。わけがわからず、美術部二年生の三人が（そのうちの一人は宇宙服なんですが）きょとんと顔を見合わせたその時だ。ガチャリと大きな鎧よろいの軋きしむ音と、そしてあの厳おごそかで濁にごった声が耳に届とどいた。

「──逃のがれておけば消えずと済すめど、自ら祓はらいの場に入り、消える定さだめを受け入れりとは、さても奇き異いなる狐きつねと天狗」

「げっ、神の『心』、それに天あめ夷ひな鳥どりまで！　くそ、こっちに気付いたか！」

「……こんな静かなところで騒さわいでるんだから、気付かれるのは当然だよ、真しん一いち」

「確たしかにね。あとは副会長を解かい放ほうするだけなんだけど……あの先さき触ぶれは厄やつ介かいそうだなあ」

　驚おどろく僕にぼそりとつっこみながらイタチさんが身み構がまえ、奈な良ら山やまもどうにかこうにか立ち上がる。その姿すがたを改めて見れば、いつもは伸のびやかな翼つばさは折れかかっているし、全身の羽毛はボロボロだ。おまけに神しん気きのせいでぶすぶす全身が燃えているわけで、もう無理しないで帰ったほうがいいように思う。それを言おうか迷まよっていると、天夷鳥に守られた神の心──つまり新あら井いさんは、再ふたたび厳げん粛しゆくな声を発した。

「しかし解げせぬは次から次と、湧わきて出ずれる妖あやかしの数。一体全体如何いかほどの、数を擁ようして居おれりとぞ──」

「そう。そこが貴方あなたと私たちの違ちがいです！」

　どんどん出てきやがって、お前ら全部で何匹いるんだよ！　そう尋たずねかける神の言葉を、稲いな葉ば先生のきっぱりとした声が断たち切きった。怪け訝げんそうに絶ぜつ句くした神を前に、先生は僕らの前へ進み出ながら、ゆっくりと語り始めた。

「一人一人は弱くとも、束たばねた厚みは力になります。自分と異ことなる相手を排はい除じよすることしかできない貴方たちには、永遠に理り解かいできないでしょうけれど──たとえ一度は敵てき対たいした相手でも、信しん頼らいし、そして受け入れる。それを何度も繰くり返かえすことで、私たちは神の喉のど元もとにまで迫せまる力を手に入れました。決して、無む駄だに仲間を増ふやしてきたわけではないのです！」

　紅あかいスーツをぶすぶす焦こがしながら、神に向かって言い放つ稲葉先生である。その後ろ姿はたいそうかっこよかったし、言ってることも正しいとは思う。思うんですけども。

「……なんでそれをキツネが言うの……」

「だよね。仲間とか信頼なんて言葉がこれほど似に合あわない人も珍めずらしい」

「先生に助けられた俺が言うのも何だけど、伊達だてさんと白しら塚つかに同意かなあ」

　イタチさんのつぶやきに、僕と奈良山は揃そろって小声で同意した。いや、稲葉先生はいい人だし好きなんですけどね？　とかなんとか、ひそひそ声でささやき合っていると、ふいにイタチさんの耳のイヤリング型通信機が「おーい！」と叫さけんだ。

「こちら校舎防ぼう衛えい組ぐみの経ふみ島しま御み崎さきでーすっ！　八や面つら王おうがもうそろそろ限げん界かいなんだけど！　神の体はさすがに強くてさ、こっちまで攻こう撃げきの余よ波はが──って、げーっ、言ってるそばからまた大ダメージ？　てか半分消えてるし！　立て立て立て、もう一度立つんだ八面王！　あんたが負けて神の体が校舎に到とう着ちやくしたらそれでもう終わ」

「え。御崎？　どうしたの、聞こえないよ、もしもーし！」

　ぶつん、と途と切ぎれた通信機に、イタチさんは必ひつ死しに呼よびかけるが、反はん応のうは何も返ってこない。どうやら校舎屋上の無線中ちゆう継けい器きがやられたらしい。ってことは、まさか──？

　ありもしない背せ中なかの上を悪お寒かんが走はしり抜ぬけるのと同時に、奈良山は「護ご法ほう輪りん」と短くつぶやき、一メートルほどの歯車型の武ぶ器きを中空から呼よび出だした。

「経ふみ島しま先輩なら大だい丈じよう夫ぶ、まだ気配は消えてない。だけど、急がないと。俺が先さき触ぶれを何とかするから、その間に伊達だてさんと白しら塚つかは副会長を──」

「ううん、天あめ夷ひな鳥どりはあたしと真しん一いちが食い止める。だから、その武器貸して」

「えっ？　でも」

「善よし人ひと、立って歩くのがやっとなんだから、無理しないの」

　傷きずだらけの手で護ご法ほう輪りんを構かまえる奈な良ら山やまの言葉に、イタチさんが割り込んだ。え、と口ごもる天てん狗ぐを見つめ、宇宙服姿すがたの妖よう怪かい少女は優やさしく微笑ほほえんだ。

「それに──輝ひかるは、善人に助けてもらいたいはずだからね」

　そうとだけ言い足すと、イタチさんは奈良山の手から護法輪をひょいっと借り受けた。うん、確たしかにそれはそうだろう。細やかな気き遣づかいに感心していると、稲いな葉ば先生がやれやれと言いたげに鼻を鳴らした。

「ふん。野や蛮ばんな鼬いたちも、少しは女心がわかってきましたか」

「だから、なんでそういう言い方するんですか。あ、そうだ、まさかとは思いますけど、この期ごに及んで『直接戦うのは禁止』とか」

「馬鹿仰おつしやい。九きゆう尾びの狐きつねとはすなわち、平へい穏おんと秩ちつ序じよを破は壊かいし、国を滅ほろぼす大妖怪ですわよ？　神を名乗る相手など、見過ごせるはずがありません」

　僕の要よう請せいを聞くまでもなく、稲葉先生は不ふ敵てきに笑って校舎の方角へと目を向けた。紅あかい瞳ひとみが輝かがやきを増まし、結い上げられていた金きん髪ぱつが九つの房ふさへ分かれて伸のびる。金色の妖よう気きがごうごうと渦うずを巻まき始はじめる中、ふわりと空へ舞まい上あがった先生は、九つの尾おを持つ伝説の妖よう狐こへと姿を変えた。頭からお尻しりまでの長さは五メートルくらいだろうか。見み惚とれるようなプロポーションのその獣けものは、学校に向かってまっすぐ飛びつつ、よく通る声で僕らに告げる。

「神の体はこの私が引き受けました。校舎は必ず死守してみせます！　だから貴方あなたたちは──何が何でも新あら井いを救すくって帰ってきなさい！」

「はいっ！　ああしかし狐モードの先生は何度見ても美しい！　最高です！　好きです！」

「こらーっ！　集中しなさい、真一！　行くよ善人、もう終わらせよう！」

「ああ、伊達さん！　……すみません、もう少しだけ待ってください、副会長」
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「やっと真打ち登場か。遅おそいっつーの、キツネ」

　引きちぎられた巨きよ大だいな蛇へびの首がごろんと転がる校舎の屋上。倒たおされた八や面つら王おうと入れ替わるように神の体に躍おどりかかった金色の妖狐を眺ながめながら、御み崎さきは呆あきれた声で苦笑し、そして消えつつある蛇の首へと視し線せんを向けた。

「……まあ、あんたも私もよくやったわよね。ありがと、八や面つらお──」

「しっかりしろ、経ふみ島しま」

　言葉の途と中ちゆうでぐらりと揺ゆれた小さな体を、傍かたわらの江え戸ど橋ばしが抱だき留とめた。ジャージを羽は織おった小こ柄がらな彼女をしっかり支ささえながら、眼鏡の生徒会長は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「無理しすぎだ。八面王の使役でかなり疲つかれてるんだろう？　俺が見てるから、もう休め」

「やだ。神様と九きゆう尾びの狐きつねの決戦を見み逃のがしたとあっちゃあ、妖よう怪かい馬鹿の名折れですからねえ。つーか江戸橋、滝たきやんとコンビだったはずのあんたがなぜここに？」

「憑ひよう依い時間の限げん界かいで……ええい！　最後くらいお前の傍そばにいたかったんだ、悪いか！」

　真っ赤な顔で開き直る江戸橋である。その顔を御み崎さきは「勝手に最後って決めないでよね」と呆あきれて見上げ、そして再ふたたび九尾の狐へ視し線せんを向けた。

「ふむ、なるほど。妖怪抹まつ消しようビームは幻げん術じゆつと分身でかわして、その隙すきに敵てきの足場を砕くだくのか。さすがにやるわね。ん、どした江戸橋、なんで見ないの？　凄すごいわよ？」

「今さら言うことでもないが、どうにも現実感がなさすぎてな……」

「ほんっとーに今さらね。さっきまで犬神男ドギーガイだった男がそれを言うか。てか、生徒会長に就しゆう任にんした時『何があっても現実的に対たい処しよする』って宣せん言げんしたのはどこの誰だれでしたっけ？」

「あのな。こんな事じ態たいを想定しているわけがないだろう」

　もはや何度目になるかわからない溜息を吐き、江戸橋は自分にもたれかかる御崎を見下ろした。幼おさない頃ころから見み慣なれた顔──小学校時代からほとんど変わっていないその童顔を見ながら、妙みような安心感を覚えていると、ふいに御崎がぼそりと言った。

「何よ、人の顔見てニヤニヤと。これだからロリコンは困こまる」

「うるさい！　と言うか違ちがうからな！」
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　──がきん。

　天あめ夷ひな鳥どりが力ちから任まかせに振ふるった大おお太刀たちを、イタチさんが構かまえた護ご法ほう輪りんが受け止めた。ヘルメットの中、歯を食いしばる音がかすかに響ひびくのと同時に、五度目の打ち込みを防ふせがれた鎧よろい姿すがたの先さき触ぶれは、機械的に刀を引いた。さあ、次はどう来るつもりだ──と思う間もなく、天夷鳥は再び大太刀を振り上げた。ベールの下の視線の先は、僕とイタチさんではなく──。

「くそ、こいつまた奈な良ら山やまの邪じや魔まを──！　イタチさん！」

「わかってるっ！」

　僕らを振ふり払はらって奈良山を狙ねらおうとした巨きよ体たいの前に、とっさに飛び込む細身の体たい軀く。ぶうんと振るわれた大太刀をギリギリで避よけながら──スーツの表面が削けずられる度たび、僕の体積がちょっとずつ減へってるような気がするけど、今はそれどころではない！　──イタチさんは勢いきおい任せに護ご法ほう輪りんを叩たたきつける。鎧よろい姿すがたの脇わき腹ばらに頑がん丈じような歯車が食い込むのを見ながら、僕は「奈な良ら山やま！」と叫さけんでいた。

「早くっ！　イタチさんも僕もそろそろ限げん界かいだ！」

「わかってるって……！」

　振ふり絞しぼるような声が背せ中なかに届とどく。ちらりと背はい後ごへ注意を向ければ、ただでさえ傷きずだらけの体をぶすぶすと激はげしく焦こがしながら、神楽かぐら殿でんへじりじり近づく奈良山の姿すがたがあった。その距きよ離り、ざっと見て十メートル。大した距離ではないけれど、まともに歩けない奈良山にとって、さあこれは近いんだか遠いんだか！　案じていると、ふいに奈良山は「仕方ないか」と苦笑し──勢いきおいよく羽根を広げた。折れた傘かさのような翼つばさが大きく開き、ちりちりと、いや、めらめらと羽毛が燃え上がる。そのあまりに痛いた々いたしい姿に、僕とイタチさんは思わず声をあげたのだが、

「おい、急げとは言ったけど無茶するなって！　めちゃくちゃ燃えてるぞ！」

「そ、そうだよ！　善よし人ひとに何かあったら、輝ひかるが」

「仕方ないよ、足が動かないんだから。それに、約束は──守らないとさ！」

　入学以来の友人は、聞きき慣なれた声でそう告げ、大きく翼をはためかせた。ゴウッと激はげしい風が吹ふき抜ぬけ、そして奈良山と新あら井いさんの距離が一いつ瞬しゆんにして縮ちぢまる。そんな強引に急接近されると思っていなかったのだろう、新井さん──ではなく神の心は「何なに故ゆえ！」と声を発した。

「妖あやかしが我に近づくことまかり成らぬとなぜ知らぬ！　去れ！」

　焦あせりを帯びた叫びとともに、新井さんの体から猛もう烈れつな勢いで神しん気きが吹き出した。傷ついた全身をゴウッと灼やかれ、奈良山の足が一瞬止まる。しっかりしろ、と思わず声をかけるのと同時に、神の心は再ふたたび口を開いていた。

「おのれ下げ賤せんな妖どもよ、何故に此これ程ほど抗あらがうか！　其それ程ほどまでに我が──この神が憎にくいか！」

「はい？　あのな！　お前なんかどうでもいいんだ！」

　神の問いかけに、僕は思わず答えていた。こいつは今さら何を聞いてるんだと呆あきれつつ、僕はイタチさんを防ぼう護ごしながら先を続けた。

「憎いとかそういうことじゃないんだよ！　ただ、大おお祓はらえを止めたいから──大事な人を、好きな人を守りたいから、頑がん張ばってるんだ！　それだけだ！」

「そうだよ！　真しん一いちだけじゃない、あたしだって──赫あか音ねも御み崎さきもライカも美み生うも、フィルもアルマも豊ゆたかも鱗りんも──みんながみんな、同じ気持ちだよ！　それに、輝も返してもらわないと！　だよね、善人！」

「え？　……あ、ああ。そうだね」

　僕らの剣けん幕まくに気け圧おされたのか、奈良山はきょとんとうなずくと、「参まいったなあ。全部言われちゃったよ」と羽根をすくめ、そして一歩を踏ふみ出だした。狼ろう狽ばいする巫女みこ装しよう束ぞくの新井さんを、奈良山はほんの一瞬だけ見み据すえると、尖とがったかぎ爪づめを構かまえ──勢いよく振り抜いた。

「というわけだから、さ。──俺の大事な人を、返してもらうよ」

　ブツリ。

　紐ひもを断たち切きる音が響ひびき、無数の珠たまがばらばらと神楽かぐら殿でんの床ゆかに広がる。

「我は大おお祓はらえの成じよう就じゆを為なさね──」

　いきなり途と切ぎれる厳げん粛しゆくな声。新あら井いさんの体がふわりと崩くずれ落おちる。それをどうにか受け止めた奈な良ら山やまは、神楽殿の床に腰こしを下ろし、微び笑しようを浮うかべながら目を閉じた。どうやら二人とも眠ねむってしまったらしいな──と、そう思った時だ。神社に満ちていた静せい謐ひつな空気がフッと消え失せ、目の前で大おお太刀たちを構かまえていた天あめ夷ひな鳥どりが静止した。

　おお、これはもしかして？　そう期待した瞬しゆん間かん、イタチさんが僕の名を呼よんだ。

「真しん一いち！　神しん気きがなくなった！　神の体の気配も消えてる！　大祓が──止まったよ！」

「へ？　……あ、そうなんだ」

　異い様ように拍ひよう子し抜ぬけした声が出た。いや、大祓を止められたのは嬉うれしいんだけど、ここまで手こずった割には、いくらなんでもあっさり終わりすぎではなかろうか。もっとこう大だい爆ばく発はつとか捨すて台詞ぜりふの絶ぜつ叫きようとかがないと、どうにも終わった気がしない。そんなことをふと考えていると、止まっていた天夷鳥が、再ふたたび太刀を振ふり上あげた。

「え、まだ動くの？　神様と一いつ緒しよに消えるもんだと思ってたのに！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　動きがすごく鈍にぶくなってる！」

　驚おどろく僕を励はげましながら、イタチさんは護ご法ほう輪りんを振ふり抜ぬいた。ガキンと鈍い音が響き、天夷鳥の鎧よろいの破は片へんがばらばらと神社に散らばる。その光景を前にして、僕とイタチさんは思わず息を吞のんでいた。こいつ、明らかに弱ってる！

「今なら……勝てる！　真一、元の姿すがたに戻もどって！　あとはあたしが！」

「オッケー──って待った！　イタチさん、神社の中って平気なんだっけ？」

「大丈夫！　神が消えた影えい響きようで神気が完全になくなってる、だから──！」

「そういうことか！　よし、だったら──こいつ倒たおして終わりにしよう！」

　マイナスに行かないようにつなぎ止めていたテンションが、一気にぐうんと伸のびあがる。今までよくもやってくれたな！　そう心の中で叫さけびつつ、僕は変身を解かい除じよした。腰こしにジャージを巻まき付つけた姿へと戻りながら、手にしていたスケッチブックとペンを握にぎり直なおして構えれば、セーラー服のイタチさんはすでに両手の間に鋭するどい風を唸うならせている。

「真一！」

「わかってる！　二秒だけ待って！」

　何も言わずに通じ合えるこの喜びを嚙かみしめながら、僕は勢いきおい任まかせにペンを走らせた。同時に、よろけていた天夷鳥が、錆さび付ついたロボットのように身を起こし、僕とイタチさんに向かって太刀を再ふたたび振り上げた。甘い！

「誰だれがそんなの喰くらってやるか！　行くよ、イタチさん！」

　叫びながら紙面の余よ白はくにサインを書き入れれば、天夷鳥のものにも劣おとらない大たい剣けんが一いつ瞬しゆんのうちに実体化する。「やっぱり大好きだ」と刻こく印いんされたその得え物ものを、イタチさんはすかさず両手で握にぎり、振ふり下おろされた大おお太刀たちを受け止めた。

「よし、行けるよイタチさん！　そのままトドメを──って、一本だけじゃ分ぶが悪いか」

「えっ？　どういうこと、真い」

　太刀を押おし返かえしながらきょとんと尋たずねるイタチさん。その顔に無言でうなずき返すと、僕は腰こしに巻まいた先輩のジャージ──化ばけの皮かわ衣ごろも──を、ぎゅっと強く締しめ直なおした。二度使うのも三度使うのも一いつ緒しよだよな。そう自分で自分に言い聞かせつつ、あるべき姿すがたをイメージすれば、ボンと光が小さく弾はじけ──たった今実体化させたものと同じ形の大たい剣けんへ、僕は姿を変えていた。

「よし、成功！　意外とやってみるもんだ！　さあっ、イタチさん！」

「あ──うん！　ありがと、真しん一いち！」

　使ってくれと言うまでもなかった。右手の大剣で天あめ夷ひな鳥どりの太刀を受け止めたまま、左の手がもう一本の大剣──すなわち僕をしっかり摑つかみ、振ふり抜ぬく。

　ちなみにこの名刀「愛」、見た目はゴツいが本質は鎌かま鼬いたちの風なので、重さはほとんどゼロに近く、一本だろうが二本だろうが振り回すのは簡かん単たんだ。にもかかわらず、威い力りよくと切れ味だけはしっかり備そなえているというその奇き妙みような武ぶ器きを、イタチさんは容易たやすく構かまえ、ガラ空きになっている天夷鳥の脇わき腹ばらへと叩たたきつけた。ぎん、と刀身に（つまり僕に）響ひびく振しん動どう。鎧よろいが大きく裂さけて飛び散り、つい数秒前まで無む敵てきを誇ほこった巨きよ体たいはぐらりとよろけた。

「よっしゃああっ！　行ける、行けるぞイタチさん！」

「うんっ！」

　背せ丈たけより大きな大剣を軽々と振るいながら、二刀流のイタチさんが縦じゆう横おう無む尽じんに斬きりつけていく。最初の斬り込みで大太刀を払はらいのけられた天夷鳥の鎧は、どんどん砕くだけて散っていく。

「これで──お終いっ！」

　気合とともに天夷鳥の腹へと突つき立たてられる二本の大剣。その一いつ瞬しゆん後ご、鎧の隙すき間まから淡あわい光が漏もれ、そして巨体は崩くずれるように消えていく。かくして、最後に残った先さき触ぶれも跡あと形かたもなく消しよう滅めつし、長い上に大スケールだった攻防戦は、今度こそ──。

「やった……！　やったよ、真一！」

「終わった──って。え？」

　感極まってしまったのだろう。満面の笑みに涙なみだをうっすら浮うかべながら、イタチさんは目の前の大剣の片かた方ほうを、そっと優やさしく抱だき寄よせた。

「あたし──あたしたち、もう消えなくていいんだよっ！　やったね、やったよね！」

　途と中ちゆうからはもう文章になっていなかったが、その顔を見ていれば、とにかく喜んでいることは痛いたいほどに伝わってくる。良かった、ほんとに良かった。誰だれより好きな人が無事で、それにおそらくみんなも無事なんだから、これ以上嬉うれしいことなんかない。

　そうしみじみとうなずきつつ、僕はようやく声を発した。

「……あのさ、イタチさん。僕、こっち」

「ね、真しん一いち、これで、あたしたち、これからも──って。……あれ、今の声？」

「うん。イタチさんが抱だきついてるの僕じゃない。僕は地面に転がってるほう」

　神社の境けい内だいに空しく横たわりつつ、僕は静かにそう語った。と、それを聞いたイタチさんは「間ま違ちがえた！」と一声叫さけび、優やさしく優しく抱ほう擁ようしていた名刀「愛」を投げ出した。

「ご、ごめんね……！　振ふり回まわしてる間に、どっちがどっちかわからなくなっちゃって！」

「うん、気持ちはわかるよ。そっくりだったし」

　駆かけ寄よってきたイタチさんに苦笑を返しつつ元の姿すがたに戻もどれば、化ばけの皮かわ衣ごろもはぼろりと崩くずれて消えてしまった。どうやら酷こく使ししすぎたらしいが、まあなくなっちゃえばおそらく「代だい償しよう」を取られることもないだろう。で、それはそれとしてイタチさんだ。できれば改めて抱きついてほしいところだけど、ただ、それを自分から言い出すのもなあ……。謝あやまり続つづけるイタチさんを前に、そんなことを考えていると、ふいに奇き妙みような声が耳に届とどいた。

「我は神我は神我は神われはかみわれはわれわれわれわれわれ」

「え？　何だ、この古いＣＤみたいな──って、げっ！」

　何の気なしに神楽かぐら殿でんへと振り向いた僕らは、思わず言葉を失った。寄より添そうように眠ねむる新あら井いさんと奈な良ら山やまの傍かたわらで、神の心を巫女みこに繫つないでいた首くび飾かざりの破は片へんの一つが、もぞもぞと動き出していたのだ。ぼんやり輝かがやくその曲まが玉たまは、割れまくった声で「われわれわれわれ」と繰くり返かえしながら、新井さんへ近づいていく。

「まだやる気か？　あいつ、どんだけしつこいんだ！」

「驚おどろいてる場合じゃないよ真一！　早く止め」

　──がつん。

　イタチさんの言葉の途と中ちゆうで、曲玉があっけなく砕くだかれた。

「……いい加か減げんにして」

　いきなりの展てん開かいに目を丸くするしかない僕らの視し線せんの先で、新井さんが口を開いた。たった今、自分で召しよう還かんした護ご法ほう輪りんを振り下ろしたまま、そしてもう片かた方ほうの手に、奈良山から贈おくられたお守りを握にぎりしめながら──なるほど、あの天てん狗ぐの羽根を使って護法輪を呼よび出だしたわけか──依より代しろだった少女は、気き丈じような声を神楽殿に響ひびかせた。

「あなたは神様なんかじゃないわ。自分に理り解かいできないものや、自分と異ことなる何かを拒こばむ心が凝こり固かたまっただけの、臆おく病びようで狭きよう量りようでちっぽけな化け物よ。ずっと取とり憑つかれてたから、そのことがよーくわかったわ。と言うかね」

　そこでいったん言葉を句切ると、巫女装しよう束ぞくの新井さんは、傍らで眠る奈良山を抱き寄せた。白い袖そでが傷きずだらけの天てん狗ぐを守るように抱かかえ、強い視線が砕けた曲玉をまっすぐ見み据すえる。

「仮かりにも神様を名乗るなら、人の恋こい路じの邪じや魔まするなっ！　ばか！」

　最後にそうとだけ言い残し、新井さんは再ふたたび意い識しきを失ったのだった。

　これにて一件落着。めでたしめでたし。

「……って、なんか、最後の最後でおいしいところ全部持ってかれたなあ」

「うん。ここだけ見ると、今日の主役は善よし人ひとと輝ひかるだもんね」

　僕のこぼした溜ため息いきに、イタチさんは苦笑しながらうなずき、「でも」と右手を前に掲かかげた。

「みんながんばったんだから、それでいいよね」

「それは確たしかに。終わりよければすべてよし」

　先輩の好きな言葉を借りつつ、目の前の手の平に自分の手をそっと重ねれば、なぜか笑いがこみ上げてくる。全身を包む疲ひ労ろう感かんと、それを上うわ塗ぬりする最高の満足感を味わいながら、僕とイタチさんは同時に微笑ほほえみ──そして、手を打ち合わせた。静かな神社の境けい内だいに、ぱあんと軽やかな音が響ひびいた。
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「はーい、皆みな様お揃そろいですね！　では、ただいまより──え？　奈な良ら山やまがまだ起きない？　まあ、かなり無理してたから仕方ないか。いない奴やつはそれくらいかしら？」

「まどかはもう遅おそいし、眠ねむそうだったから帰しましたけど」

「寺てら林ばやし先生、気の合うおっさんと飲みに行くって言ってどっか行きました」

「あと、庭で力比べ中の求ぐ道どう丸まると獅し子し岩いわセンパイが入ってくる気配がないっス。お互たがいに怪かい力りきの持ち主だって知って盛もり上あがっちゃったみたいっスけど」

「豊ゆたかが厨ちゆう房ぼうに籠こもったままです。『せっかくの宴うたげに不味まずい料理は出せん！』って。なあ？」

「わふー。うー、わんわん」

「え？　『それはそうと、見たことない小さな妖よう怪かいたちが何匹も屋や敷しきの中をうろうろしてる。大おお祓はらえから助かって喜んでるみたいだけど、ほっといていいのか』？」

「それくらい別にいいんじゃねーの？　危あぶない妖怪はアルマたちがあらかた殴なぐり倒たおしたおかげで、残ってるのは無害な連中ばっかりだしさ。よし、それじゃあ始めますか、御み崎さき！」

「ほいきたお鱗りんさん！　ではでは、ただ今より！　ザ・禁きん断だんの神殺し成功記念の宴を！」

「誰だれが何と言おうと開かい催さいしまーっす！　また宴えん会かいかよとか言われそうだけど気にしない！　それじゃあ──かんぱああああああい！」

　経ふみ島しま先輩と鱗さんの賑にぎやかな掛かけ声ごえにあわせ、僕らはグラスを突つき上あげた。多た々た羅ら木ぎ家けの広い座ざ敷しき、色とりどりの料りよう理りが並ならんだ机の周りで「乾かん杯ぱい！」の声がいくつも響く中、僕は隣となりのイタチさんと顔を見合わせた。

「……やったね、真しん一いち」

「うん、やった！」

　冷えた麦茶の入ったグラスを軽く打ち合わせれば、同時に明るい笑みがこぼれ、そして心に感動が満ちる。ああ、やっぱりイタチさんの笑顔は何回見ても最高だ！　というわけでその顔をまっすぐ見み据すえてにこにこしていると、後ろから冷たい声が飛んできた。

「嬉うれしいのはわかるけど、さっきから二人で見つめ合いすぎだよ。こっちが恥はずかしい」

「わふー」

「え。そ、そう……かな？」

　もぐもぐと唐から揚あげをほおばりつつ滝たき沢ざわさんが呆あきれれば、隣となりのライカが同意し、そしてイタチさんが真っ赤に茹ゆで上あがってしまった。しかし、そんなに見つめ合ってたっけかなあ。思わず独ひとり言ごとをつぶやけば、向かいの席の稲いな葉ば先生がこれ見よがしに肩かたをすくめた。

「自覚がないとは馬鹿の極みですわね。反省しなさい」

「はあ、すみません。……しかし先生、なんでそんなチャイナドレスなんですか？」

　頭を下げつつ僕は先生を見つめて問いかけていた。紅あかい布地に金をあしらった豪ごう奢しやでセクシーなその服ふく装そうは、稲葉先生のゴージャスで力強い雰ふん囲い気きにそれはもうたいへんよく似に合あっており、ぜひモデルになっていただきたいのは言うまでもないが、さっきまで普ふ通つうのスーツだったような？　そう賞しよう賛さんしつつ尋たずねてみれば、数時間前に神の体と対等にやり合った大だい妖よう怪かいは、どことなく満足げに微笑ほほえみながら口を開いた。

「スーツは神しん気きで焼けてしまったので、仕方なくあの爺じじいの土産みやげを着てやっているのです」

「ああ、それ、慈じ吾ご朗ろうさんのお土産ですか。中国帰りって言ってましたね──って、そう言えば、さっきからあの爺じいさんの姿すがたが見えないんですが」

「あの方なら、私に伸のばした手を払はらいのけられたポーズのまま、廊ろう下かで凍こおってますよお？」

　のんびりした声とともに、にこやかな笑顔がにゅっと隣に割り込んでくる。レモンイエローの髪かみで僕の肩かたを撫なでながら、ワイングラスを手にしたニコ先生は「小さな奥おく様を怒おこらせちゃったみたいですねえ」と苦笑し、ふいに小さく肩を落とした。

「それにしても、なんでわたしだけ大おお祓はらえの中に入れなかったんでしょうねえ。八や面つら王おうの動くところ、絶ぜつ対たいに見ようと思って来日してたのに……。シンイチたちばっかり、ずるいです」

「はい？　いや、ずるいと言われてもですね、こっちも好きで行ってたわけじゃ」

　と言うか、そんな理由で来たのか、この人。さすが絵え描かきと言うべきか、もうちょっと僕らを心配してくださいよと言うべきか。丸く小さな肩を見つめてそんなことを思っていると、先生は「でも、結果おーらいですね」と可愛かわいく微笑ほほえんだ。

「みんなの顔も見られましたし、よしとしましょう。クズリもシンイチもミサキもリンも元気ですし──それに、フィル！　あの子、ずいぶん変わってて、びっくりしちゃいました」

　弟分を優やさしく見つめ、ニコ先生は感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。その穏おだやかな視し線せんの先には、ハルカと粂くめ神がみさんに興きよう味み深ぶかげに見守られながら、美み生うさんと何やら話している……もとい、美生さんからローストビーフを食べさせてもらっているフィルの姿があった。あの待たい遇ぐうの良さに嫉しつ妬としつつ、僕は「確たしかに変わりましたね」とうなずき、そして後輩へと声をかけた。
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「……つーかさ、フィル。お前、いつまで変身してるんだ」

　座ざ敷しきの一角に当たり前のように座すわる巨きよ大だいな狼おおかみを見み据すえ、僕は静かに問いかけた。と、銀の毛け並なみも美しい人狼ワーウルフは、のそりと立ち上がって僕らに近づき、こそこそささやきかけてきた。

「だ、だって、仕方ないでしょう。俺だって、元の姿すがたでニコ姉さんと話したいですよ！　ただ、人間に戻もどろうとするとですね、美み生う先輩が」

「にゃっ？　フィルさん、元に……戻っちゃうんですか……？」

「えっ？　いえいえいえ、そんなことしません！　俺はずっとこの姿でいます！　だから美生先輩、そんな泣きそうな顔しないでください！　ほらほら、わん！　わんわん！」

　息を吞のんだ美生さんの元に凄すごい勢いきおいで駆かけ戻もどり、尻尾しつぽをぱたぱた振ふる人狼ワーウルフである。狼のプライドを完全に捨て去ったその姿を見たとたん、美生さんは顔をぱあっとほころばせ、愛おしげにフィルの頭を抱だき寄よせた。なるほど、そういう事じ情じようなら仕方ないか。納なつ得とく。

「それにしても羨うらやましい……！　ああっ、あんなにぎゅっと！　しかもハルカと粂くめ神がみさんまで抱きついてるし──！　くそっ！　代わりたい！　なあ、そう思うよな、ライカ！」

「うう、わう……！」

「全くじゃなあ。羨ましいにもほどがあるわい！」

「ですよねー……って慈じ吾ご朗ろうさん？　凍こおってたんじゃないんですか？」

「あんなもんわしの愛の炎ほのおをもってすれば五分で解かい凍とうできるわい。要は慣なれじゃな」

　わっはっはと豪ごう快かいに笑う爺じいさんである。タフな人だとライカと一いつ緒しよに感心していると、明るい声が投げかけられた。

「やあ、モテない男どもが集まってやがるな」

「リン、友人にそんな言い方は失礼だよ」

　聞きき慣なれた笑い声に続き、やたらとバリトンの効きいた渋しぶい声が耳に届とどく。誰だれだろうと振ふり返かえれば、鱗りんさんと差し向かいでグラスを交わす長い髪かみの青年の姿すがたが目に映った。

　年の頃ころは二十代半ばくらいだろうか。すらりとした長身で黒のロングコートを肩かたに掛かけ、灰はい色いろの髪を上品に撫なでつけている。ちょっとだけワイルドな顎あご髭ひげと言い、なんだか妙みように絵になる人だ。僕は自然と一いつ瞬しゆん見入り──怪け訝げんそうに口を開いた。

「……すみません、どちら様ですか？」

「おや、忘わすれてしまったか。君には先々月、美術館で会っているのだがね、少年くん」

「はい？　先々月の美術館？　絵の中に引ひっ張ぱり込こまれたりはしましたが……」

「だから、その時に会ったろう？　ほら、画が霊れいのリーバードだよ。もっとも、その名はもう亡なくなった画家のものだから……うん、そうだね。ガレーとでも呼よんでくれたまえ」

「はあ、そのまんまの名前ですね──って、いやいやいやいや、ちょっと待った！　なんで普ふ通つうに絵から出てきちゃってるんですか！　しかも若返ってるし！」

　一テンポ遅おくれて驚おどろく僕。その声に、近くで話し込んでいたイタチさんや滝たき沢ざわさんたちが振り向く中、自じ称しようリーバードさん改めガレーさんは、鱗さんと顔を見合わせた。

「大量の黄泉よもつ軍いくさたちや、あの先さき触ぶれの彼女を喰くわせてもらったおかげさ。さすがは神の使いを名乗るだけあって、素す晴ばらしい栄えい養よう源げんだったよ。本来、画霊が絵から出るには百年はかかるのだが、一気にその境きよう地ちを超えてしまったようでね。巻まき込こんでくれてありがとう、リン」

「いーんだってば！　しかしまあ若返って適てき度どに渋いナイスガイになるとは予想外のサプライズだったわねー！　へっへっへ、どうだ野郎ども！　羨うらやましいだろう！」

　ガレーさんの頭をぐいっと胸むな元もとへ抱だき寄よせながら、自じ慢まんげに笑う鱗さんである。と、机の向こうで飲み交わしていた年長グループから、しみじみとした声が届とどいた。

「紳しん士し的てきでいい男ですわね……。うちの馬鹿な老いぼれと取り替えてほしいですわ」

　琥こ珀はく色いろのお酒の入ったグラスを小さな手で抱かかえ、八や雲くもちゃんはそれはもう大きな溜ため息いきを吐ついた。色々苦労してきたんですねと思わざるを得ないその言葉に、稲いな葉ば先生や生徒会コンビ、それにニコ先生や経ふみ島しま先輩は揃そろって同情気味にうなずいたのだった。




　で、そんなこんなで賑にぎやかな時間は終わることなく延えん々えん続き。

　トイレに行った帰り道、立りつ派ぱな庭に面した廊ろう下かを歩いていると、庭木の陰かげの暗がりに佇たたずむ人ひと影かげが二つ、目にとまった。あれ、こんなところで何してるんだろう。ふと疑問を感じた僕は、縁えん台だいのサンダルをつっかけて庭に降おり、その人影へと話しかけた。

「イタチさんも稲いな葉ば先生も、どうかした──むぐ」

「「しーっ！」」

　二人がかりで僕の口を塞ふさぎ、イタチさんと稲葉先生が僕をじろっと睨にらみ付つける。静かにしろということらしい。よくわからないままうなずけば、二人は口から手を離はなしてくれた。

　やれやれ、助かった。冷えた夜の空気を静かに吸すい込こみつつ、つとめて小声で「で、何してたの？」と尋たずねると、イタチさんは黙だまって庭の一角を指さした。それに釣つられて視し線せんを向ければ、控ひかえめな外灯の下で向き合う奈な良ら山やまと新あら井いさんの姿すがたが目に映った。半はん袖そでセーラー服の新井さんに対し、裸はだかの上半身に包ほう帯たいを巻まき付つけた奈良山の姿はかなり痛いた々いたしかったけど、とりあえず普ふ通つうに話せる程てい度どには回復しているようで、何よりだ。

　──なるほどね。あの二人を見物……ではなく、見守ってたってわけか。

　状じよう況きようを理り解かいした僕は、イタチさんの隣となりに無言でそーっとかがみ込んだ。覗のぞき見みなんて悪あく趣しゆ味みだとは思うけど、新井さんの思いの行方が気になるのは事実なんだから仕方ない。何の言いい訳わけにもならない理由を心の中でつぶやきながら目を向けていると、ややあって新井さんがしっかりとした口調で話し始めた。

「奈良山くん。今日は、ありがとう」

「そんな、やめてくださいよ。副会長からあいつを追い出せたのも、大おお祓はらえを止めたのも、全部、伊達だてさんや経ふみ島しま先輩たちの力です。俺は何の役にも立ってません」

　後ろで縛しばった長い髪かみを夜風に揺ゆらし、飄ひよう々ひようとした声で奈良山が自じ嘲ちようする。しかし新井さんは、「そんなことないわ」と頸くびを左右にぶんぶん振ふった。

「そんなことなんか絶ぜつ対たいにない！　奈良山くんは、ちゃんと私を助けてくれたし、守ってくれたわ。今日だけじゃなくって、今までも、何度も！　その思い出があったから、あれに憑つかれてる間も、私は私を失わずにいられた。だから──うん、やっぱり、ありがとう」

「……やあ、参まいったなあ」

　きっぱりと頭を下げられ、肩かたをすくめて苦笑する奈良山。と、新井さんはその顔をまっすぐ見上げ、ずいっと前へ踏み出した。二人の距きよ離りを二十センチほどにまで縮ちぢめながら、我らが頼たよれる生徒会副会長は、目の前の少年の名をはっきり呼よんだ。

「奈良山──くん。あの、私」

「やめてください、副会長」

　決意とともに放たれた言葉へ、差し込まれる冷静な声。え、と押おし黙だまった新井さんを前に、奈良山はあくまで穏おだやかに、「やめてください」と繰くり返かえした。

「副会長の思いはわかってるつもりですし、それはもちろん嬉うれしいです。ですけど、その気持ちは、俺には受け入れられません。──俺、天てん狗ぐですから」

　天狗ですから。聞きき慣なれたそのフレーズに新井さんが言葉を失ったのと同時に、入学以来の友人の体を風が包んだ。夜風がくるくる渦うず巻まく中、包帯だらけの体を焦こげ茶ちや色いろの羽毛が覆おおい、折れた翼つばさがばさりと広がる。天てん狗ぐの姿すがたに戻もどった是ぜ害がい坊ぼうは、「ほら」と言いたげに羽根を揺ゆらし、尖とがった嘴くちばしで微笑ほほえんだ。

「この、鳥だか人だかわかんないようなのが、俺のほんとの姿です。副会長みたいな普ふ通つうの女の子とは──いや、とびきり上等な女の子とは、似に合あわないし、釣つり合あいません。ごめんなさい、傷きずつけたなら謝あやまります。でも、俺が自分に課かした役目は、あくまで副会長を守ること。それ以上出しゃばりたくはないんです」

「……そんなことくらい、知ってるわよ。『鳥さん』」

「ですから──って、えっ？」

　ずっと黙だまっていた新あら井いさんの声が、奈な良ら山やまの語りかけを断たち切きった。握にぎりしめられた拳こぶしはぶるぶる震ふるえていたけれど、意い志しの強い視し線せんは天狗を見み据すえて揺らがない。

「知ってるって言ったの。奈良山くんのほんとの姿のことなんか、十年前から知ってるわ。だって、あの時から──好きだったんだから……！」

「思い出しちゃったんですか？　記き憶おくは消したはずだったのに、参まいったなあ。……でも、だとしても、俺の返事は同じです。大だい丈じよう夫ぶですよ、副会長には、いつかきっといい人が──」

「いい加か減げんにしなさいっ！」

　新井さんがいきなり動いた。体の横で握りしめていた両手が弾はじけたように伸のび、奈良山の顔を摑つかんで引き寄せる。きょとんと驚おどろく真ん丸の瞳ひとみを見つめながら、新井さんはさらに一歩前へ踏ふみ出だし、目の前の嘴へ──唇くちびるを重ねた。

「おお！」

「よし！　よくやりました新井！」

「わ、わっ！　輝ひかる、凄すごい……！」

　思わず感かん嘆たんの声が漏もれた。同時に、稲いな葉ば先生がなぜか喜び、そしてイタチさんは僕の手をぎゅっと握っていた。なんだかよくわからないままその手を握り返していると、あたりから「うむ」だの「へえ」だの「わんわん」だの「キス長え」だの、ざわざわ声が聞こえてきた。誰だれだろう、と周囲を見回してみれば、ジャージに眼鏡の小さな少女を筆頭に、座ざ敷しきで盛もり上あがっていたはずの人が全員、そこらじゅうに潜ひそんでおり、僕は思わず呆あきれかえった。

「……経ふみ島しま先輩そのほかの皆みなさん、いつからそこに？」

「さっきから。こんな面おも白しろそうなイベントを見み逃のがすわけには──もとい、友人の恋の行方を見守るのは、女子高生として当然の義務なのよ……！」

　植え込みの陰かげにかがみながら、ひそひそ告げる経島先輩である。まあ、僕だって同じように覗のぞいてる以上、偉えらそうなことも言えないな。そう納なつ得とくしたのと同時に、一同の注目を浴びていた新井さんは、ようやく嘴から唇を離はなした。ぷは、と二つの吐と息いきが漏れ聞こえる中、副会長は両手で押おさえたままの奈良山の顔をまっすぐ見み据すえ、そしてきっぱり口を開いた。

「これが、私の気持ちです！　天狗でも、キスの意味くらいわかるわよね？　『いつか』なんてどうでもいいの、私は──今の私は、奈な良ら山やまくんのことが好き、伝えたいのはそれだけだから！　だから──お願い、聞かせて」

「えっ？　いや、あの、ですけどね副会長──」

「言いい訳わけはもう結けつ構こう！　要するに振ふるのか振らないのか、しっかり私に聞かせなさいっ！」

　そう言い放つ新あら井いさんの口調は、さっきまでの弱気モードとはまるで逆ぎやくだった。毅き然ぜんとして強くそして頼たのもしいあの態たい度どは、まさしくいつもの生徒会副会長のものだ。その勢いきおいに気け圧おされたのか、さっきまで悠ゆう然ぜんとしていた奈良山が今度は困こん惑わくし始はじめる。

「……ねえ白しろの字じ。戸と惑まどう鳥の顔ってある意味貴き重ちようよね」

「と言うか、奈良山がおろおろしてるの初めて見ましたよ僕」

　経ふみ島しま先輩の漏もらした感想に、僕は思わず普ふ通つうの声で答えていた。

　と、その声を聞きつけたのか、奈良山はふいにすがるような視し線せんを──そんな顔も見たことないぞ、おい！　──僕へ向けた。その瞳ひとみを見る限かぎり、どうやら「わかってくれるだろ白しら塚つか。副会長に何とか言ってくれ」と訴うつたえたいらしい。いやしかし、この状じよう況きようでそう言われたって、返せる言葉は一つくらいしかありゃしない。というわけで僕は、手を握にぎり合あったままのイタチさんと一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを交わすと、入学以来の友人へ「正直になれよ」と声をかけた。

「妖よう怪かいだとか関係ないだろ。女の子を待たすなって教えてくれたの、お前だぞ！」

「そうだよ、善よし人ひと。輝ひかるのことをどう思ってるのか、大事なのはそれだけなんだから。善人、輝を助ける時、言ってたよね。『大事な人を返してもらう』って！　だったら……！」

　僕に続いてイタチさんが叫さけび、同意する声が「そうだそうだ」「やっちまえ」「わんわん」「果か報ほう者もの」「代われ」「黙だまれ爺じじい」「カメラカメラ」などと響ひびき始はじめる。その賑にぎやかな応おう援えんを聞いた奈良山は、一いつ瞬しゆんきょとんと目を見開くと、大きな溜ため息いきとともに目の前の少女へ向き直った。

　──ようやく答が決まったらしい。と、絶ぜつ対たいギャラリーに気付いているはずなのに全然動じていなかった新井さんが、今さら顔を赤く染そめ、「待って！」と慌あわてて口を開いた。

「あっ、あのね！　このタイミングで言うのもおかしいけど──その、『副会長』って呼よばないでほしいの！　返事がどっちでも構かまわないから、その、できれば名前で……！」

「はい、わかりました。輝さん」

「え。いきなり下の名ま──」

　瞬しゆん間かん、奈良山の背せ中なかの翼つばさが大きく広がり、二人の姿すがたを覆おおい隠かくした。同時に、新井さんの言葉がふいに──そう、まるで何かで口をふさがれたかのように不自然に途と切ぎれる。

　そして、みんなが（なぜかわからないけど）息を止めて見守ること、約十秒の後。

　ばさりと音を立て、焦こげ茶ちや色いろの翼が静かに折りたたまれていき、天てん狗ぐの体を風が包んだ。ほどなくして、後ろで縛しばった長い髪かみを揺ゆらす少年と、半はん袖そでセーラー服の長い髪の少女とが、僕らの前に現れる。その姿は、さっきまでと何も変わっていなかったけど──新井さんの頰ほおの赤みだけは、明らかに十数秒前よりくっきりと濃こさを増ましていた。見つめ合うことができないのか、微び妙みように視し線せんを逸そらしながら無言で佇たたずむ二人。ギャラリーまで恥はずかしくなるその光景を前にして、稲いな葉ば先生は満足げにうなずきながら声をかけた。

「──新あら井い。どうだったのです？」

　そのシンプルきわまる問いかけを受け、新井さんは思い出したようにこくこくと首を縦たてに振ふり、何かを確かく認にんするように傍かたわらの奈な良ら山やまをちらりと見つめた。と、奈良山は照れくさそうに笑い返し、優やさしく、それでいて力強く、目の前の少女を抱だき寄よせる。きゃっ、と小さな声を漏もらす新井さんの目から、ぼろりと涙なみだがこぼれ落ち──同時に、激はげしい破は裂れつ音おんが轟とどろいた。

「よくやった天てん狗ぐ！　おめでとおおおおおっ！」

「さあ皆みなさんもご一いつ緒しよに！　クラッカーは山ほどあるぜ！　そしてユーリ、例の奴やつ！」

「こんなこともあろうかと庭中に爆ばく竹ちくと花火を仕込んであります……！　点火！」

　鱗りんさんと経ふみ島しま先輩の叫さけびとともに、次々に響ひびくクラッカーと花火の音。何の祭りだと思わざるを得ない騒さわぎの中、はにかんだ奈良山の胸むねへ、新井さんは最高に幸せそうな笑顔をぎゅっと押しつけていた。

「くあー！　いい顔だなあ、二人とも……！　見てるだけでこっちまで嬉うれしくなるよね、イタチさ──って、え？　ちょっと、なんでイタチさんまで泣いてるの？」

「だ、だって……輝ひかるが、嬉しそうだから……！　良かったなあって思ったら、我が慢まんできなくて……ごめんね、真しん一いち。それに、人間とか妖よう怪かいとか関係ないんだなって、それがほんとにほんとのことに思えてきて……だったら、その、あたしも──って……！」

　意味の繫つながらない言葉を途と切ぎれ途切れに紡つむぎながら、ぐすぐすと涙をぬぐうイタチさん。その姿すがたを心から愛いとしく思いつつ、「イタチさん、やっぱりよく泣くよね」とつぶやけば、泣き虫の妖怪少女は僕の頭をこつんと叩たたいたのだった。ごめんなさい余よ計けいなこと言いました。




　　　　＊＊＊




　そして、大おお盛もり上あがりだった新井さん奈良山おめでとうパーティー（大おお祓はらえのことなんか完全に忘わすれてましたね）がお開きになり、みんながそれぞれ家路についた真夜中のこと。

　駅えき裏うらのワンルームマンション四階にて、インターホンのマイク越しに、僕は、部へ屋やの中のイタチさんへ話しかけていた。

「遅おそくからごめん、イタチさん。……あのさ、大祓の起こる前に、一回だけならお願い聞いてくれるって言ったよね？　覚えてる？」

「え？　あ、うん、確たしかに──言ったけど。でも、どうして急に……？」

　スピーカーから訝いぶかる声が耳に届とどく。そう思うのも無理はないよな、と納なつ得とくしつつ、僕は深く息を吸すい、そして静かに口を開いた。

「実は──あの『お願い』を、使わせてほしいんだ。今、ここで」







[image: 補話　つまらないものですが　──或いは、化皮衣の事]







　一度きりの「お願い」を、今ここで使わせてほしい。

　そうインターホンに告げてから数秒後。さすがに夜中に押おしかけるのはまずかったかなと、今さらながらそう思ったのと同時に、イタチさんの声がスピーカーから静かに漏もれた。

「いいよ、真しん一いち」

「え？　いや、まだ何も言ってないし、聞いてから考えてくれれば」

「ううん。何でもお願い聞くって約束だったよね。だから──言って、真一。聞くから」

「イタチさん……！」

　インターホン越しに響ひびく抑おさえた声が、ガツンと胸むねと心に響く。ありがとう、ほんとにありがとう。その言葉を何度か繰くり返かえした後、僕は深く息を吸すい、マイクに向かってこう告げた。

「すいません。家がなくなったので泊とめてください」

「う、うん……！　それが真一のお願いなら──って。え？　ど、どういうこと？」

　スピーカーから響く声がいきなりぐるんと裏うら返がえった。まあ、さすがにこのお願いは予想外だろうなあ。しみじみそう思いつつ、僕は大きな溜ため息いきを落とした。

「さっき帰ったら、家が完全に崩ほう壊かいしてたんだよ。隣となりのおばさんに聞いたら、夕方いきなりグシャッと崩くずれたって。父さんは家にいないから、誰だれもケガしてないんだけどさ……」

「ちょ、ちょっと待って！　どうしてそんな……あっ！　もしかして、化ばけの皮かわ衣ごろもの──！」

「うん。確かく実じつにあれを使いまくった代だい償しようだ……。なくなったのは『地下の地じ盤ばん』とか『家の耐たい久きゆう年数』とか、そのへんだと思う。で、大事なものだけかき集めたんだけど、今晩、寝ねるところもなくて……。だからお願いしますイタチさん、どうか、どうか一晩泊めてください！」

　深夜にもかかわらず大きな涙なみだ声ごえで僕は叫さけんだ。ドアに向かって頭を下げれば、瓦が礫れきの中からかき集めたいろいろを包んだ風ふ呂ろ敷しきが、ぎしりと肩かたに食い込んだ。




「いやーいいお湯でした！　ほんとにもう、何から何までありがとう……！」

　ベッドに腰こし掛かけて頭をがしがしぬぐいながら、僕は何度目になるかわからないお礼を口にした。身に着けているのは、半はん壊かいしたタンスから救きゆう出しゆつしてきたＴシャツとジャージ。洗いたてのバスタオルは、家主さんからの借り物だ。助かったよ、と繰り返せば、隣に座すわっていたパジャマ姿すがたのイタチさんは「いいってば」と苦笑した。

「困こまった時はお互たがい様だよ。それでね、真一の寝る場所なんだけど……この部へ屋や、ベッドはこれ一つしかないんだよね。だから、真一は」

「わかってる。ダイニングで寝るからさ。あ、新聞か段だんボールがあれば嬉うれしいな」

「……もう。あのね、誰もそんなところで寝ろなんて言わないよ。風邪かぜ引いちゃう」

　割と本気で答えたのだが、イタチさんはおかしそうにくすくす笑った。間近で見るその横顔に見入りつつ、僕は「え」とつぶやいていた。イタチさん、それってつまり──。

「でも──ほ、ほんとにいいの？」

「うん。あれ、真しん一いち、嫌いやだった？」

「全然！　いや、でも──さすがにそれは、同じベッドで寝ねるのは、いくらなんでもサービスしすぎだよ！　絶ぜつ対たい寝付けない自信があるし、夜中に何をしてしまうことやら」

「え。同じ──って、そんなことは言ってないっ！　言ってないからねっ！」

　思わずヒートアップした僕を前に、イタチさんは真っ赤な顔で断だん言げんした。あれ、そうなんだ。僕がきょとんと黙だまり込こめば、パジャマ姿すがたの妖よう怪かい少女はベッドから立ち上がり、クローゼットに手を掛かけた。折りたたみ式の扉とびらを開いて取り出した布ふ団とんを広げながら、イタチさんは呆あきれた声でつぶやき始めた。

「あのね、この部へ屋やに布団敷しくから、そこで寝てって言おうとしたんだよ。冬用の敷き布団と、あとはタオルケットと毛布もあるから。それでいい？」

「ああ、うん、もちろん。……いやしかしびっくりしたなー。死ぬかと思った」

「びっくりしたのはこっちだよ。そんなの、あたしだってどきどきして寝られない……」

「嬉うれしすぎて心しん臓ぞうが止まるかと思ったよ──って、え？　何て？」

「なんでもないっ！　いいからちょっと待ってなさい！」

　なぜか怒おこられてしまったので、僕は素す直なおに口をつぐんだ。イタチさんが布団を敷いてくれるのをベッドの上で待ちながら、なんとなしに部屋を見回せば、丸い掛け時計とカレンダーが目に映った。そっか、もうとっくに日付変わってたのか。まあ、明日……じゃなくって今日は土曜だし、ゆっくり休むことにしよう。

　と、そこまで考えたその時だ。六月のカレンダーの日付を見つめつつ、僕は「ああっ！」と叫さけんでいた。今日ってもしかして──いや、もしかしなくても、一年前にイタチさんが顕けん現げんした日じゃないのか？　ってことは、今日はですよ？

「みんなで決めた、イタチさんの誕生日！　しまった、プレゼント準じゆん備びするつもりが、大おお祓はらえの対たい策さくに追われてすっかり忘わすれてたぞ……！」

　今さら頭を抱かかえる僕。と、布団を敷き終えたイタチさんは「いいよ」と優やさしく苦笑した。

「それどころじゃなかったからね。あたしだって、部屋に帰ってきて気付いたんだし」

「そうなの？　でも、やっぱり何か贈おくりたかったよ……。と言うか、せっかく好きな子の誕生日にさ、泊とめてくださいって上がり込むのは、さすがにいくらなんでもどうかと」

　我ながら、間が悪いにも程ほどがある。肩かたを落として溜ため息いきを吐ついていると、イタチさんは再ふたたび僕の隣となりに腰こしを下ろし、ふいに「そっか」と微笑ほほえんだ。

「じゃあ、真一が誕生日プレゼントだね」

「え？　まあ、そういうことに……なるのかな？　──あの、つまらないものですが」

「いえいえ」

　どうぞ、と自分で自分を差し出すそぶりをしてみれば、イタチさんは楽しそうにくすくす笑う。その最高級の笑顔に思わずぽーっと見み惚とれていると、ふいに目の前の少女は視し線せんを逸そらし、そして静かに口を開いた。

「ね、真しん一いち。──いつまで、ここにいるつもり？」

「へっ？　いや、そりゃもちろん朝までだけど」

「その後は？　家、なくなっちゃったんだよね。だったら、泊とまる──ううん、暮くらすところのあてはあるの？」

「あいにく見事にありません……。父さんには連れん絡らくしたし、とりあえずアパートでも探さがそうかって話にはなってるけど、そんなすぐ入れるもんでもなかろうし」

「そ、そうなんだ。だったら──その、次の家が見つかるまで、良かったら──」

　そこでイタチさんは一度深く息を吸い、僕へとしっかり向き直った。思わずどきんと緊きん張ちようしつつ次の言葉を待っていると、赤い顔の妖よう怪かい少女は、勢いきおい込こんで口を開いた。

「良かったら──ここにいない？」

「……へっ」

　思考が数秒フリーズした。ここってのは間ま違ちがいなくイタチさんの部へ屋やであり、つまり要するにこれはしばらく一いつ緒しよに暮らしてやっても構かまわんぞというお言葉であって、そんなこと言われたら僕が拒こばむはずはないのだけれど、それにしてもなぜそんなことを。とか何とか困こん惑わくしつつ、僕はぱくぱく口を開閉し、ようやく次の言葉をひねり出した。

「いいの？」

「う、うん……！　実はね、ほら、この間、牛ご王おうにやられて寝ね込こんだ時、一人で寝てたら、すごく寂さびしくなったって話、しなかったっけ？　あれから、誰だれもいない家って寂しいなって思ってたし、真一だったらよく知ってるから──いいかな──ううん、いいなって」

「ちょ、ちょっと待った！　自分で言うのも何だけど、僕をあんまり信用しないほうが」

「そのことも、知ってる。でも、平気だよ」

　慌あわてて自分の危き険けん性せいを説き始める僕を前に、イタチさんは困こまったような笑みを浮うかべてうなずき、照れた口調で「だって」と言い足した。

「……真一は、あたしを守ってくれるんだよね？　だったら、大だい丈じよう夫ぶ……だよね」

「それは──うん！　はい！　もちろん！　是ぜが非ひでも！　改めてここに誓ちかいます！」

　ベッドの上に飛び上がった僕は、感極まる声を漏もらし、這はいつくばって頭を下げた。

　家に帰ったら瓦が礫れきの山だった時は、あの化ばけの皮かわ衣ごろもを死ぬほど憎にくんだものだけど──ああ、まさか、まさかこんな夢のような展てん開かいが待っていようとは！　ありがとう、ありがとう化皮衣！　そんな具合に今は亡なきジャージに全身全ぜん霊れいで感かん謝しやしていると、イタチさんが「ふわ」と小さなあくびを漏らした。

「ふう。落ち着いたら、眠ねむくなっちゃった。真一は、まだ大丈夫？」

「実は僕もかなり眠い。長い一日だったから、無理もないけど」

　体を起こして目をこする僕。それを聞いたイタチさんは「わかるよ」と立ち上がり、電灯の紐ひもスイッチに手を掛かけた。ぱちぱち、と軽い音が響ひびき、常じよう夜や灯とうを残して光が消える。

「じゃ、今日はもう寝ねよっか。明日は、真しん一いちのものいろいろ買いに行かなくちゃね」

「うん、ありがとう！　……でも、何もせずに居い候そうろうするのって、やっぱり悪いよね」

　ベッドから床ゆかの布ふ団とんへ移い動どうしながら、僕は今さら苦笑した。もちろん家事は半分以上やるつもりだけど、それにしたって──なあ？　そんなことをぼそぼそ考えていると、ベッドの上のイタチさんが「だったら」と静かにつぶやいた。

「一回だけ──一回だけでいいから。その……『ぎゅっ』てしてくれる？」

「へっ？　いやそんなことでいいならいくらでも──しかしまた、どうして」

「確たしかめてほしいの。あたし、ちゃんと今もここにいるって。……ね、お願い」

　目をこらさないと何も見えない暗がりの中、はにかんだ声が耳に届とどく。

　以前と全く同じなのに、ニュアンスがひっくり返ったその言葉を聞き、僕は「喜んで」と笑いながら立ち上がった。そのままベッドに腰こしを下ろし、上半身を起こしてこちらを見つめるイタチさんを、僕はぎゅっと──いや、ぎゅうううううううううっと抱だきしめたのだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、イタチさんはここにいる。それはもうしっかりと」

「あ、ありがと真一──って、あの、ちょっと、強い……かな？」

「大おお祓はらえは終わったんだ、もう誰だれにも消させたりするもんか！」

「しっ、真一！　腕うでが食い込んで、さすがにそれは強すぎ──」

「大好きだ！　大好きだよイタチさん！　もうずっと、ずうううっと大好きだあああっ！」

「ぷはっ、それは嬉うれしいんだけど、緩ゆるめてくれないと息が──ぎゅむっ！」







　あとがき




　注：本文を読む前にここを読んでいる方へ。以下の部分は、映画の予告編（の脚きやく本ほん）だと思って読んでください。映えい像ぞうや音楽を脳のう内ないで補ほ完かんしていただけるとベストです。なお、この物語は実じつ際さいの伝でん承しように基もとづいていますが、言うまでもなくフィクションですからね！




・真しん一いちの声「この世の妖よう怪かいを一いつ掃そうするという儀ぎ式しき、大おお祓はらえ。それを進めていた先さき触ぶれを倒たおし、僕らは平和な放課後を取とり戻もどした」

・美術室で談笑する美術部メンバー[image: ]吹奏楽部の赫あか音ねとライカ[image: ]生徒会室の江え戸ど橋ばし、新あら井い、稲いな葉ば先生[image: ]多た々た羅ら木ぎ家けで夕食中の豊ゆたかと美み生うと鱗りん……といった映像がのんびり流れる。

・真一の声「僕らはみんな、そう信じて疑わなかった。だけど──」

・太い字でテロップ「祭は、終わってはいなかった」

・緊きん迫ぱくする音楽！

・古文書を開く御み崎さき「応おう声せい虫ちゆうの出現はね、大だい災さい害がいや天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれなのよ」

・牛の骨ほねを被かぶった強そうな妖怪「あれが目覚めたら、どんな妖怪もお終いさ」

・真一の背はい後ごに立つ奇き妙みような獣けもの「はあ、予言するだよ。妖怪全てを無に帰すお祭りが、もうじき始まっちまうだよ。おらの予言は絶ぜつ対たいだ」

・白い光を放つ無表情な新井さん「──我、目覚めたり」

・画面、暗転。さらに緊迫する音楽！

・テロップ「甦よみがえる強きよう敵てきたち」。吠ほえて暴あばれ回る牛うし鬼おに、塵ちり塚づか怪かい王おう、天あまの逆ざ毎こなど。

・テロップ「傷きずついていく仲間」。美生を守って吹っ飛ばされるフィル、燃える奈な良ら山やま。

・テロップ「最大最強の試練を前に」。ビルをなぎ払はらう稲いな妻ずま、街を埋うめ尽つくす妖怪。

・テロップ「愛の力が試される」。真一とイタチさん、一いつ瞬しゆん見つめ合って同時に飛び出す。

・なんか明るい感じのテーマソングっぽい曲（適てき当とう）が流れ出す。

・短いカットを連続で。「ライカと合体して吠える赫音」「誰だれかを見上げる良りよう子ことハルカ」「木ぼく刀とうを振ふり上あげる豊」「にやつく鱗」「真一を庇かばう誰か」「金色の妖よう気きを纏まとう稲葉先生」などなど。

・何かを見上げた御崎、ニッと笑う。「お楽しみはこれからだ、ってね」

・タイトル出る！　「ほうかご百物語８」！

・汚よごれた制服のイタチさんに力ちから一いつ杯ぱい抱だきつく傷だらけの真一。

・キャッチコピーっぽい感じで、大きな字のテロップ「愛があれば、大だい丈じよう夫ぶ。」

・月明かりの下で奈良山と新井さんが向き合うシーンが一瞬だけ映って、おしまい。




　──というわけで、予告編風あらすじ紹しよう介かいでした。そんなに噓うそはついてない（と思う）。本編前にあとがきを読む派の方も多いかなと思ってやってみたのですが、いかがでしたでしょうか。「映画の予告編はたいがい面おも白しろそうに見える」の法則に基もとづき、楽しみ度数が上がっていれば良いのですが。ほら、ちょうど今回は劇場版っぽい話ですし、たまにはこういうのも……あ、いや違ちがいますよ？　決して、あとがきのページを多めにもらって喜んだものの何書いていいかわからなくなってこんなネタに逃にげたとかではないのですよ？




　さて、改めましてこんにちは。峰みね守もりひろかずです。「ほうかご百物語」も、おかげさまで八巻目。あからさまに「続く！」だった前巻の続きとなるこの巻は、ある意味クライマックスな感じです。なお、あらすじ読んで誤ご解かいされる方もいそうですが、最終巻ではありませんのでご注意ください。むしろこの巻は節ふし目めであり、二人にとっての新しい始まりでもあるのです。具体的に誰だれと誰がどうなるのかについては──本編を最後まで読んでください（笑）。

　あと、今回は真しん一いちとイタチさんはもちろんのこと、その二人以外にもスポットを当ててみましたので、初期メンバーファンの方はどうぞお楽しみに。まあ、御み崎さきと江え戸ど橋ばし、奈な良ら山やまに新あら井いさんあたりは今までも結けつ構こう目立ってたんですが、赫あか音ねはね……。二巻からずーっと出てる古こ参さんキャラなのに、登場回を除のぞけば今回初めて主しゆ演えんさせてやれた気がしますよ。使い勝手がいいからって、今まで地味な役ばっかり振ふってごめんなさい。この話、常じよう識しき人じんが少ないから。

　ちなみに今回、作中の時期と発売時期が久々に重なりました。作中の時期がイタチさん顕けん現げんから一年経たった六月で、この巻の発売も六月なんですね。まあ、だからどうしたというわけではないですけど、ちょっと嬉うれしかったのでご報ほう告こく。

　そしてこれは余よ談だんなのですが、今回の大おお祓はらえ編へんでの「妖よう怪かい事件が続いた後に、妖怪を一いつ掃そうする神様っぽい何かがやってくる」というアイデアは、かなり前から（二巻を書いた頃ころから）考えてました。いつか書けたらいいなと思っていた話がようやく書けて、作者としては感無量なのですが、それはここまで支ささえてくださった読者の皆みな様のおかげなのは言うまでもありません。作者ならびに登場人物・登場妖怪一同、心より感かん謝しやするとともに、代表としまして犬いぬ神がみのライカよりお礼を申し上げます。うー、わんわんわん。

　最後に、いつものように謝しや辞じを少々。担当編集様、イラストの京極様、いつもいつもお世話になっております。本は一人じゃ出せないんだなあ、と最近実感したことがありました。どうか今後ともよろしくお願いします。そしてここを読んでくださっている読者のあなたにも、むろん感謝しております。お手紙くださる方にはお返事できていなくて心苦しいのですが、励はげみにさせてもらってまーす。しかしなんでみんなそんなに奈良山が好きなんですか。

　ちなみに順当に行けば次回は夏の話になるはず。夏と言えば海、そして水着。どうしても誰かの水着姿すがたのイラストを見たいって方は、ハガキでその熱い思いを伝えていただければ、反映される……かもしれません。されないかもしれませんけど。

　ではでは、ご縁えんがあればまたいずれ。お相手は、峰守ひろかずでした。
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峰みね守もりひろかず

81年生まれ、男性。電車移動とハッピーエンドと洋酒が好き。写真は生徒会長宅前（嘘）にて自分撮りに挑戦した筆者。合成っぽいのは気のせいです。流行ってほしかった別れの挨拶は「シュッ」（指を揃えて振る）。
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。










ほうかご百ひゃく物もの語がたり８








峰みね守もりひろかず
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